


は　じ　め　に

行政は停滞することなく常に何らかの形で行なわれている。民主主義制度のもとで行政

が行われるということは,とりもなおさず住民の意思が反映されることにはかならない。

そして,そこに横たわる住民の意思が的確であるか,行政の側に慈意や選択に誤まりはな

いか,等の点について,いつも正しい判断がなされているという確証が必要である。

住民の意思を行政に反映させる手段は,制度としてはいろいろあるが,行政体と直接の

関わりを持たない,一般の一人一人の住民にとっては,その意思を表明する手段や機会は

多くない。

世論調査は,そういうことが配慮され,住民の意向を把握し集大成し,トータルな住民

の意思としての量をとらえることによって,問題に対する住民の考え方や傾向を知ろうと

するものである。

新宿区が行う世論調査は今回で7回目である。これまでの世論調査による住民の意思が

正しく選択され,着実に行政に反映されてきたか,確認をすることはぜひ必要である。

住民要望も徐々に,年々変化を見せている。今回の区の事業の要望のトップは震災対策

である。かつて,福祉や公害がトップにあった。いずれも解決に容易な問題ではない。

しかし,世論調査は,住民と行政とをつなぐ大事なパイプであり,世論諷査に求める必

要度は益々高くなろう。

昭和54年10月

新宿区長　山　本　克　忠
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調　査　の　概　要

1.調査の目的

本調査の目的は,新宿区が行政をすすめていく上で,区民それぞれの現在の生活環境

をふまえた区政に対する意向や要望・意見などを把握し,今後の行政運営に反映させて

いくための資料とするものである。

2.1調査の内容

今回,第7回日の区政世論調査としては,次の7つのテーマを基本テーマとして取り

上げ,区民の意識動向の把握に努めた。

(1)定住性

(2)生活環境

(3)地域社会

(4)　児童・青少年

(5)婦人

(6)　区民保養所

(7)区政への関心・要望

3.調査の設計

(1)調査地域　　新宿区全域

(2)調査対象　　新宿区在住の満20歳以上の男女個人

(3)標　本　数　　1,500サンプル

(4)調査対象者の抽出

(i)母　集　団　　新宿区住民基本台帳(20歳以上)

(i)抽出方法　　系統的無作為抽出法

(母集団に応じて一定のインターバルを定め,無作為系統的に1,500サンプルの

標本を抽出)

(5)調査期間　　昭和54年6月15日～6月30日(実査)

(6)調査機関　　日本E DP(株)調査部
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4.調査の体系

本調査は,図1のとおりの調査体系により実施した。このプロセスフロ1は・調査企画・

実査,集計,分析,報告書作成により構成され,設問案の設計にあたっては企画部広報

課を窓口として関係各課,調査委託機関による協議方式を採った。

図1.調査体系のプロセスフロー



5.調査の方法

(1)実　査　方　法

(2)　調　　査

(3)回　　答

票

票

(4)予告ハ　ガ　キ

調査員による個別面接聴取法

巻末折込みの調査票を使用

回答項目が多い場合や複雑な場合,項目の記載された回答票を提

示して回答してもらった。回答票使用の設問は,調査票に〔回答

票提示〕と表記してある。

「新宿区政世論調査のお願い」の調査訪問予告ハガ羊をあらかじ

め郵送し,なお,ハガキには「区政への意見・要望の記入欄」を

設けて,調査訪問時に回収した(図2)。

(5)再訪問-カード　　調査対象者が不在の場合は,日時を変えて3回以上訪問し,その

際には「再訪問カード」を使用して,再訪問する日時などを連絡

し,調査回収作業の円滑化を心掛けた。

図2.予告ハガキ(調査のお願い)の見本

「新宿区政世輪調査」のお願い

新栢区では、区民のみなさんのご意見・ご要望を

区政に反映させていくために、このたび「新宿区赦

せ輸慎重」を実施することになりました。

区民全体の中からクジ引きのような方法で、1,500
人の調査回答者を選んだ結果、あなた様がそのうち

の1人に選ばれました。6.月15日(錮～6月21日㈱の間

に調査員が渕奄票を持参して、アンケートの聴き取

り調査のためにおうかがいいたします。

なおこの調査結果は、「こういう意見の人が100人

中何人いる」という形でしか発表いたしませんので、

ご迷惑をおかけすることはありません。ご多忙中の

ところ誠に恐紺iですが、調査の趣旨をご理解のうえ、

よろしくご協力くださいますようお願い申しあげま

す。

また、区政に関するご意見・ご要望がありました

ら表側の欄にご記入ください。

54年6　月

新宿区役所企画部広報課

く桝査についてのお聞合せ〉

調査についてのお聞合せやご希望の訪問日時など

がありよしたら、このパオキの表側に記載の日本

EDP㈱調査部までお`.私議ください。

t必ずご本人がお答えください。
■■1■が1片りよしたら、このハが手を■量Aにお渡しください。
■現在、表l巳の住所に曇住していない■合は夏■ご■繍ください。
■ご協力いただいたカには也.もも遭えいたします。
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6.地域分類

調査結果の集計にあたっては,表1および図3のとおり,新宿区内を特別出張所管轄

区域に従い,10地域に区分した。

図3.地域(特別出張所管轄区域)区分図

千
代
田

区
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表1.地域区分一覧

地域 該　 当　 町　 丁　　 目　 名 地域 該　 当　 町　 丁　 目　　 名

四

谷

四谷一丁目～同四丁目, 本塩町, 三栄町, 坂町, 戸塚町一丁目, 同三丁目, 諏訪町, 下落合一丁目

若葉・一丁日～同三丁臥　 須賀町, 左門町, 信濃町, 〔1番 (一部 ), 3番 (一部 ) , 7番 (一部 ), 1 2 番～

南元町, 荒木町, 舟町, 愛住町, 大京町, 霞岳町, 戸

壕

13番, 14番 (一部 ) , 1 6番 (一部 ) , 1 7 番 (一

内藤町, 片町, 新宿一丁 目～同二丁巨I, 同三丁目 部 ) 〕,西早稲田一丁目, 同二丁目〔1番 (一部 )〕,

〔1番～ 1 4番, 1 5番 ( 一部 ) , 1 6 番, 1 7番 3番～2 1番〕, 同三丁目, 高H 馬場㌣丁巨]～同二

(一部 ) , 3 0 番, 3 1番 (一部 ) , 3 2 番〕, 同 丁目, 同三丁目〔1番～ 7番, 8番 (一部), 9 番～

四丁目, 同五丁目〔1番 ～ 1 2 番, 1 3番 (一部) , 1 5番, 1 6番 (一部 ) , 18番 (一部 ) , 19番 ～ 4 6

1 4 番 (一部) , 1 5 番～ユ7番, 1 8番 (一部) 〕,

歌舞伎町一丁自〔1番 (一部 ) 〕。

番〕, 同四丁目, 百人町四丁目〔1 番～ 9番 〕。

落

合

窮

上落合一丁目, 同二丁目〔1番, 2 番, 3 番 (一

部 ), 4番～ 1 4 番, 1 6番 (一部 ) 〕, 下落合一丁

箪

笥

町

市谷田町一丁目～同三丁目, 市谷本村町, 市谷砂

士原町一丁白～同三丁目, 市谷左内町, 市谷加賀 目〔1番 (一部) , 2番, 3番 (一部 ) , 4番～ 6番,

町一丁目～同二丁 目, 市谷甲良町, 市谷船河原町, 7 番 (一部) , 8 番～ 1 1番, 1 4 番 (一部 ) , 1 5

市谷長延寺町, 市谷鷹匠町, 市谷山伏町, 市谷八 番, 1 6番 (一部 ) , 1 7番 (一部 ) 〕, 同二丁目～同

幡町, 神楽坂一丁日～同六丁目, 細工町, 二十騎 四丁 目, 中落合一丁日〔1番～ 1 5番, 1 7 番 (一

町, 揚場町, 津久戸町, 東五軒町, 西五軒町, 赤 部 ), 2 0番, 2 1番 〕. 同二丁目, 同三丁目〔1 番

城元町, 南榎町, 袋町, 払方町, 北町, 中町, 南 ～ 1 3 番, 1 4 番 (一部 ), 1 5番, 1 8番 (一部 ) ,

町, 納戸町, 南山伏町, 北山伏町, 白銀町, 下宮 1 9 番 (一部) 〕, 同四丁目〔1番 (一部 ) 〕, 中井

比町, 矢来町, 若宮町, 岩戸町, 箪笥町,横寺町, 二丁目〔1番～ 3番 〕, 高田馬場三丁目〔8 番

筑土八幡町, 新小川町一丁日～同三丁目, 神楽河

岸。

(一部) , 1 6番 (一部) , 1 7番, 1 8番(-一部 )〕。

落

上落合二丁目〔3番 (一 部) , 1 5番, 1 6番 (一部 ) ,

17番～2 9番〕, 同三 r 目, 西落合一丁日一同四丁

複

町

市谷薬王寺町, 市谷柳町, 市谷仲之町,赤城下町,

天神町, 榎町, 東榎町, 早稲田町, 早稲田南町,
合
目, 中落合一丁目〔1 6番, 1 7番 (一部 ), ユ8番 1 9

属場下町, 原町一丁目～同三丁目, 喜久井町, 築

第

番〕, 同三丁目〔14番 (一部 ), 16番, 17番, 1 8番

地町, 弁天町, 中里町, 山吹町, 改代町, 水道町, (一部 ), 1 9番 (一部) , 2 0番～ 2 9番〕, 同四丁

早稲田鶴巻町, 西早稲田二丁 目〔1番 (一部 )〕。 日〔1番 (一部 ) , 2番～ 3 2奉〕,・中井一一丁目, 同

二丁目〔4番～ 3 0 番 〕。

若

松

町

住吉町, 市谷台町, 市谷雷久町, 市谷河田町, 若

松町, 戸山町, 余丁町, 西早稲田二丁目〔2番 〕。 柏

木

西新宿六丁目〔2番～ 5番, 7番～ 9番, 1 0番 (一一

部 ) 〕, 同七丁目〔1番, 2番 (一部 ), 7番 ～ 2 3

番 〕, 同八丁巨L　 北新宿一丁自～同四丁目。

大

新宿五丁目〔1 3番 (一部 ) , 1 4番 (一部 ) , 1 8 番

(一部 )〕, 同六丁目～同七丁目, 歌舞伎町一丁 目
角 西新宿一丁目～同五丁目, 同六丁目〔1番　 6番

久
〔1 番 (一部) 〕, 同二丁目, 大久保一丁目～同三

丁巨, 西大久保四丁目, 西新宿七丁目〔2 番 (一

部 ) , 3 番～ 6番 〕, 百人町一丁日～同三丁臥

筈 1 0 番 ( 一部 ) , 1 1番～ 2 6 番 〕, 歌舞伎一丁 目

保 区

役

( 1番 (一部 ) , 2番～2 9番, 3 0番 (一部) 〕, 新

宿三丁目〔1 5番 (一部) , 1 7番 (一部 ) , 1 8 番

同四 r 目 (一部 ) 。 所 ～2 9 番, 3 1 番 (一部 ) , 3 3番～ 3 8 番〕。

注:昭和53年7月1日をもって,四谷,大久保,角筈・区役所地域の一部に住居表示の変更があった。

上表はこの新住所に基づいたものである。
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7.回収結果

(1)標　本　数　　1,500票

(2)有効回収数　　1,139票

(3)回収不能数　　　　3　61票

(4)地域別の回収結果

有効回収率　　　7　5.9%

回収不能率　　　24.1%

標　　 本　　 数 有　 効　 回　 収　 数 有　 効　 回　 収　 率

区　　 全　　 体 1, 5　0　0 1, 1 3　9 7　5. 9 %

四　　 谷　　 地　　 域 2 1 0 1 5　3 7　2. 9

箪　 笥　 町　 地　 域 1 4　0 1 1 1 7　9. 3

横　 町　 地　　 域 1 5　5 1 2　8 8　2. 6

若　 松　 町　 地　 域 1 5　7 1 1 0 7　0 . 1

大　 久　 保　 地　 域 1 8　8 1 2　9 6　8 . 6

戸　 塚　 地　　 域 1 7　2 1 3　0 7　5. 6

落　 合　 第　 一 地　 域 1 2　7 9　6 7　5 . 6

落　 合　 第 二 地 域 1 3　5 1 1 4 8　4 . 4

柏　 木　 地　　 域 1 5 1 1 1 2 7　4 . 2

角 筈 ・区役 所地 域 6　5 5　6 8　6 . 2

(5)　地域別の回収不能の内訳

地域　　 内訳 短期不在 長期不在 転　　 居 拒　　 否 凛竺義金 住所不明 そ　 の　 他

区 全 体 (495 ) 5 2.5 % (260 ) 8 .9 % ( 44 17 .2 % (8 5 8.7 % (43) 5.3 % (26 ) 6 .5 % (32 ) 1.0 % (5)

四　 谷　 地　 域
(6 7) 5 3.7 (36 ) 11,9 ( 8) 17 .9 (12) 7.5 ( 5) 6.0 ( 4) 3.0 ( 2) 0　 (- )

箪 笥 町 彗 5第
67.3 (37 ) 3.6 ( 2) 7 .3 ( 4) 10.9 ( 6 ) 5.5 ( 3) 3.6 ( 2 ) 1.8 ( 1)

榎　 町　 地　 域
(41) 39 .0 (16 ) 4 .9 ( 2) 24 .4 (10) 7.3 ( 3) 98 ( 4 ) 12.2 ( 5 ) 2 .4 ( 1)

若　 松　 町　 地　 域
(60 ) 66.7 (40 ) 10.0 ( 6) 20 .0 (12) 1.7 ( 1) 1.7 ( 1) 0　 (- ) 0　 (- )

大 久 保 彗 7第
5 7.3 (43 ) 8 .0 ( 6) 17 .3 (13) 5.3 ( 4) 4.0 ( 3 ) 8.0 ( 6) 0　 (- )

戸 塚　 地 (5第
56 .4 (3 1) 5.5 ( 3) 10 .9 ( 6) 7.3 ( 4) 3.6 ( 2 ) 12.7 ( 7) 3 .6 ( 2)

落 合 第 ~ 聖3衿
41.9 (13 ) 6.5 ( 2) 25 .8 ( 8) 3.2 ( 1) 16.1 ( 5) 6.5 ( 2) 0　 (- )

落 合 第 二 亀 牙
6 1.9 (26 ) 11.9 ( 5) 9.5 ( 4) 11.9 ( 5) 2.4 ( 1) 2.4 ( 1) 0　 (- )

拍　 木　 地 (4第
3 2.7 (16 ) 16.3 ( 8) 20 .4 (10) 12,2 ( 6) 6.1 ( 3 ) 10.2 ( 5) 2.0 ( 1)

角害 '区役所骨
10.0 ( 2 ) 10.0 ( 2) 30.0 ( 6) 40.0 ( 8 ) 0　 (- ) 10.0 ( 2) 0　 (- )

注:転居,その他(死亡など),住所不明などは予備サンプルを使用した。
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8.摘要と標本誤差

(1)すべての集計表は,小数点第2位を四捨五入した。

(2)回答の比率(%)はその設問の回答者数を基数(N)として算出した。したがって,

複数回答の設問はすべての比率を合計すると100%を越える。

(3)相関表におけるNは比率算出の基数(Number of caceの略)であり,その設問の回

答者数を表わす。

(4)質問の種類を示す記号は次のとおりである(巻末調査票参照のこと)。

1A:回答項目の中から一つだけ選択してもらう質問(One Answerの略)

2A:回答項目の中から二つ以内で選択してもらう質問(Two Limited Answerの略)

3A:回答項目の中から三つ以内で選択してもらう質問(Three Limited Answerの略)

MA　二回答項目の中から該当するものすべてを選択してもらう質問(MultipleAnswer

の略)

FA:選択枝を設けないで,自由回答を求める質問(Free Answerの鴫)

(5)なお,無回答者に対しては,NA(No Answerの略)として集計・処理した。

(6)標本誤差(サンプル誤差)

標本誤差は次の式によって得られる。標本誤差の幅は,①比率算出の基数(n),

および④回答の比率(P)によって異なるが,代表的な誤差を下表に示すので,参考

にされたい。この場合,①比率算出の基数(n),および④回答の比率(P)とによ

って下表をみて該当する誤差率を回答の比率にプラス,マイナスすればよいわけであ

る。

N-ll P(1-P)

N-1　　　　　　Il

b　=標本誤差

N=母集団数

(54年1月1日現在:257,397人)

n　=比率算出の基数

(全員回答の場合は,1,139人)

P=回答の比率
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口答の比率

基数(n ) (P )

1 0 % また は 2 0 % また は 3 0 % また は 4 0 % また は

9 0 % 前 後 8 0 % 前 後 7 0 % 前 後. 6 0 % 前 後 5 0 % 別後

1,1 3 9 ± 1. 8 % ± 2. 4 % ± 2 . 7 % ± 2. 9 % ± 3. 0 %

1,0 0 0 ± 1. 9 % ± 2. 5 % ± 2 . 9 % ± 3. 1 % ± 3. 2 %

8 0 0 ± 2. 1 % ± 2. 8 % ± 3 . 2 % ± 3. 5 % 土 3. 5 %

6 0 0 ± 2 . 4 % ± 3. 3 % 土 3 . 7 % ± 4 . 0 % 土 4. 1 %

4 0 0 ± 3 . 0 % ± 4. 0 % ± 4 . 6 % ± 4 . 9 % 土 5. 0 %

2 0 0 土 4 . 2 % ± 5. 7 % ± 6 . 5 % ± 6 . 9 % ± 7. 1 %

1 0 0 ± 6 . 0 % ± 8. 0 % 土 9 . 2 % ± 9 . 8 % ±10. 0 %

注:上表は卦≡サ≒1として算出した数値である。

9.集計にあたって

(1)集計は,(∋単純集計,(動フェース・シートとのクロス集計,(り設問問のクロス集計

の3種の集計を行った。

(2)　フェース・シートとして採用したのは,下記の12項目である。これを全設問に対

してクロス集計した。

①　地域別

(参　性別(Fl,カテゴリー数2)

③　性年代別(Fl X F2,同10)

④　職業別(F3,同8)

(り　家族人数別(F4,同6)

⑥　ライフ・ステージ(F5,同10)

(彰　住居形態別(F6,同7)

⑧　居住年数別(Ql,同7)

(動　定住意思別(Q2,同5)

⑲　住みよさ別(Q3,同5)

㊥　年代別(F2,同5)

⑲　車の有無別(F7,同2)

(3)巻末の相関表には,紙面の都合上,居住年数別までしか掲載していない。

(4)設問問のクロス集計は,フェース・シートに採用したものを除いて必要に応じて合

計2　7問のクロス集計を行った。本文の分析を参照されたい。

10.サンプル特性

フェース・シートに採用した項は]についての,回収票のサンプル特性は次のとおりで
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ある。なお,「居住年数」については〔1

章　定住性〕で触れることとする。

[性別・年代別構成]

性別の構成比は,母集団とした住民基

本台帳(昭和5　4年1月1日現在)では,

男:女=4　8.5%　二　51.5%

(124,858人:132,539人)

であるのに対して,回収標本では

男:女=4　6,6%:5　3.4%

となっており,性別においては,回収標

本は母集団に比べ,女性の比率が高くな

っている(図4)。

また,性年代別の構成比における母集

団と回収標本との対比は次のとおりであ

る。

差

図4.性別,年代別構成比

[性別]

女

上表のとおり,母集団と比べて回収標本では2　0代の回収率が低く,40代,5　0

代,6　0代以上と年代が高くなるほど回収率が高くなっている。2　0代の回収率が低

いのは,単身者が多く,山接調査が比較的因難であるためで,この種の調査の共通し

た傾向といえよう。したがって,今回調査の結果は,やや中高年層よりの意見である

ことに留意する必要があろう。

[職業構成]

職業分類は,今田の世論調査のフェースとして使用するという目的上,　前回調査

(53年11月調査)と同様に7分類に分けて調査した。なお,調査にあたっては,

以下の分類例を示して選んでもらった。今回調査の職業構成は図5のとおりである。
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0　　　　　　　　　　　　　50

前年調査
・l≡∈・-　・l

1.　自営業・事業主………事業経営者・商店主(または商店のきりもりの中心にな

っている人),開業医,自分で商売している人

2.管理職・自由業………課長以上の管理職,校長・教頭,会社・団体役員,医長

以上の医師,芸術家,著述業,弁護士,裁判官,公認会

計士,宗教家,俳優

3.事務職・技術職………事務系勤労者,雇用技術者,教員,看護婦,記者,巡査

部長,タイ　ピスト,車掌,プログラマー,雇用医師,保

母

4.労務職・サービス職…工員,雇用職人,運転手,自由労務者,工夫,配達人,

修理夫,巡査,家政婦,料理人,商店員,セールスマン,

ウェイト　レス,ホステス

5.　主婦 6.学生

図6.家族人数

[今回の調査対象者の家族人数]

7.無職

[新宿区全体の家族人数]

154年1月1日現在満20歳以上の世帯構成-



表2.年代別の家族人数

1　 人 2　　 人 3　 人 4　　 人 ～　 5　 人 6 人 以 上
l N A

~ 首 全 竺 土 1 8・3 有 "̀
1 5 .0 % i 1 9 ・3 % 2 5.5 % 1 2.6 % 8.7 %

l

0.6 %

2 0 代 3 8 .0 1 4 .6
千 丁 言 1「 "̀~1

】
1 5.9 1 0.8 4.7 !　 0.7

年

代

別

3 0 代 9 .7 1 1.7 1 1 9 .8 3 3. 1 1 4.0 1 0.5 1.2

4 0 代 ` 1 0 .4 5.7 2 1.2 1 3 3.5 1 6.0 ; 1 2・3 0.9

5 0 吋 1 0 ・7 1 6 .6 2 7 ,2 3 2.5 8.3 4 .7 0 .0

60代以 上 1 5,0 2.8.2 1 6 .0 1 6.0 1 3.1 1 1.7 0.0

[家族人数]

家族人数は,「1人(単身者)」が18.3%,「2人」が15.0%,「3人」が19.3

%,「4人」が25.5%,「5人」が12.6%,「6人以上」が8.7%であった(図

61_、

「1人(単身者)」は,面接聴取の機会を得ることが非常に難しく,今回の調査で

も回収状況のあまり良くなかった層である。また,実際の新宿区の家族人数構成は図

6のとおりである。

次に,年代別でその特徴をみると,「1人」は20代(38.0%)に目立って多い。

「2人」は60代以上(28.2%)に多く,「3人」は50代(27.2%)に多い。

「4人」は30代(33.1%),40代(33,5%),50代(32.5%)の各年代

層に多く,「5人」は40代(16,0%),「6人以上」も40代(12.3%)に比

較的多くなっている(表2)。このように比較的家族人数の多いのは,30代や40

代などの中年層となっており,「2人」が60代以上に多いのは,子どもが独立した

りして老夫婦だけで生活する家庭が増えていることが考えられる。また,「1人」が,

当然多いと考えられる20代を除くと,次に6　0代以上(15.0%)となっているの

には注意する必要があろう。



[ライフ・ステージ]

調査対象者のライフ・ステージを知るため,以下のようにわかりやすい表現を使っ

て質問した。結果については図7のとおりである。

1.婚前期………………　結婚前の独身者

2.　家族形成期・………‥　子どもがいない若夫婦の夫あるいは妻

3.家族成長期(Aト‥‥‥結婚し,乳・幼児がいる親

4.家族成長期旧ト‥‥‥小・中学生がいる親

5.家族成長凱(C)………高校・大学生がいる親

6.家族成熟期…‥…・‥学校教育を終えた独身の子どもがいる親

7.老年親(A)……………　子どもが結婚して一緒に住んでいる親

8.老年期(Bト…………・子どもが独立して2人だけになった親

9,老年期(Cト　‥・‥‥・子どもが独立して1人だけになった親

10.その他

[住居形態別]

住居形態は,「一戸建持家」が特に多く,45.8%を占めている。続いて「鉄筋ア

パート・マンショ　ンが2　2.0%,「民間木造アパート」が16.5%,以下,「寮・問

図8.地域別の住居形態

0　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　100%

全　　　　体

四　　　　谷

箪　笥　町

棲　　　　　町

若　松　町

大　久　保

戸　　　　塚

落　合　第　一

落　合　第　二

相　　　　木

角筈・区役所
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借り・住込み」(6.1%),「社宅・官舎」(5.1%),「一戸建借家」(3.7%)

の順である。

地域別でみると,「一戸建持家」は,四谷地域(51.0%),榎町地域(51.6%)

落合第二地域(63.2%)に多い。「一戸建借家」については,地域別での目立った

特徴はみられない。「民間木造アパート」は,柏木地区(22.3%)に多く,角筈・

区役所地域(21.4%)にも割合多い。

域(42.7%),戸塚地域(27.7%)

に多く,角筈・区役所地域(2　6.8%)

にも比較的多い。「社宅・官舎」は,大

久保地域(11.6%)に多く,「寮・間

借り・住込み」は,落合第一地域(12.

5%)に多い(図8)。

[車の有無別]

自動車(四輪車)を所有しているかど

うかについては,「ある」が31.6%,

「ない」が68.4%である(図8)。

職業別では,「ある」と答えた人は,

自営業・事業主(55.7%)に多く,主

婦(36.2%)にも比較的多い。

「鉄筋アパート・マンショ　ン」は,若松町地

図9.車の有無別
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調査結果の要約



謝査結果の要約

【定住性】

(1)居住年数

★　前回までの調査結果との比較は次の表のとおりである。また今回は「54年以降」

という回答項目が新しく加わった。

居

住
年
戦 前 か ら

終 戦 ～ 昭 和 3 1年 昭 和 4 1年 昭 和 46年 昭 和 51年 昭 和 54 年

調 査

年 月

昭 和 30 年 ～　 40年 ～　 45 年 ～　 50年 ～　 53年 以 降

54 年 6 月 8 . 5 % 2　3. 4 % 1 4. 2 % 1 1. 2 % 1 7 . 2 % 2 1. 5 % 4. 0 %

53 年 7 月 7 . 0 % 2　6. 3 % 1 3. 2 % 1 0 . 2 % 2　2 . 5 % 2　0. 5 % -

52 年 7 月 9 . 1 % 2　4. 4 % 1 3. 2 % 1 2. 0 % 2　8 . 0 % 1 3. 3 % -

51 年 9 月 9. 1 % 2　4. 2 % 1 3. 1 % 1 2 . 4 % 3　5 . 3 % 6. 0 % -

50 年 9 月 8 . 2 % 2　5. 5 % 1 5. 0 % 1 5 . 3 % 3　5 . 8 % - -

49 年 9 月 8. 8 % 2　7. 5 % 1 6 . 3 % 1 6 . 8 % 3　0 . 1 % - -

48 年 9 月 1 1. 6 % 2　5. 7 % 1 7. 1 % 2 0 . 3 % 2 4 . 8 %
- -

★　「戦前から」は8.5%,「昭和51年～53年」(21.5%),「54年以降」

(4.0%)を合わせた居住年数が≪5年未満≫の短期居住者が25.5%と4人に1

人となっている。

(2)定住意思

★　「永住するつもり」(45.3%)と「当分はここに住むつもり」(29.9%)を

合わせた≪定住意思ある者≫が75.2%を占めた。これに対して,、寸できたら区外

に転出したい」(6.8%)と「近いうちに区外へ転出するつもり」(4.6%)を合

わせた≪転出意思ある者≫は11.4%となっている。
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(3)住みよさ

★　前回までの調査結果との比較は次の表のとおりである。

評 価 住 み　 よ　 い 住 み に　 く　い ど ち ら と もい え な

調 査

年 月

≪ 住 み よい 派 ≫ ≪住 み に くい派 ≫ い ・わ か らな い

54 年 6 月 7　5. 7 % 1 5. 1 % 9. 7 %

53 年 7 月 7　9. 6 % 1 5. 1 % 5. 3 %

52 年 7 月 6 9. 1 % 1 0 . 4 % 2　0. 5 %

5 1年 9 月 6 7. 5 % 1 0 . 2 % 2 2. 1 %

50 年 9 月 6　3, 1 % 1 3. 1 % 2　3. 8 %

49 年 9 月 6　0. 8 % 1 4. 6 % 2　4. 7 %

: 亜 年 9 月 6　4. 2 % 1 2 . 7 % 2　3. 1 %

注:52年7月調査までは「どちらともいえない」,「わからない」が別項目であったが53年7月
調査以降「わからない」とした。

★　今回調査では,「住みよい」(30.2%),「まあ住みよい」(45.0%)を合

わせた≪住みよい派≫は75.2%であった。また「あまり住みよくない」(12.5

%),「住みにくい」(2.6%)を合わせた≪住みにくい派≫は15.1%である。

★　住みよい理由としては,「交通の便がよい」が323件ともっとも多く,以下,

「生活しやすい」が136件,「静かである」が72件,「住み慣れている」が61

件,「環境がよい」が40件,「買物に便利」が28件である。

★　住みにくい理由としては,「騒音がひどい」が42件,「物価が高い」が31件,

「建てこんでいる・人口が多い」が20件,「環境が悪い」が20件などである。

【生活環境】

(1)緑の状況変化

★　「良くなった」が12.1%,「変わらない」が34.1%,「悪くなった」が27、

7%,「どちらともいえない」が12.6%,また「わからない」が13.5%あったり

悪くなったといえよう。
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今　恒]調　査
(n~~1,139)

52ノ牛皮調査
(nニ1,133)

50年度調査
(n=1,141)

48年度調査
(n=1,125)

(2)公害の被害経験の有無

★　「騒音」がもっとも多く　3　6.1%である。以下「大気汚染」が22.1%,「振動」

が19.1%,「悪臭」が13.5%で,「いずれも受けたことはない」は39.9%で

あった。

公 害 被 害

渦 奄 年 度 大 気 汚 染 騒　　 音 振　　 動 悪　　 臭 そ　 の　 他
い ず れ も う

け て い な い

今　　 回 2 2 . 1 % 3 6 . 1 % 1 9 . 1 % 1 3 .5 % 2 .0 % 3 9 . 9 %

5　 2 年 度 2 3 . 7 % 3 4 .1 % 1 5 . 5 % 1 1 . 2 % 1 .3 % 4 4 . 9 %

5　 0 年 度 3 0 . 1 % 3 2 .0 % 1 4 .7 % 1 3 . 1 % i l ・2 %
: -4 3 .4 ′% ∴

4　 8 年 度 3 5 .4 % 3 7 .0 % 1 8 .2 % 1 3 . 2 % 1 .0 % 3 5 .0 %

(3)公害対策

★　「自動車の排気ガス・騒音・振動」が4　0.5%と牛封こ多く,他には「日常生活にお

ける騒音・振動・悪臭」が24.2%,「建設工事にともなう騒音・振動」が22.8

%と上位3位までを占めた。以下「被害者に対する医療費の補償など救済制度の充

実」が13.3%,「工場・作業場から出るばい煙・騒音・振動・悪臭が9.8%,「公

害防止資金貸付制度の充実」が5.4%,「各種測定結果の公表やポスターによるP

R」が5.0%である。

(4)近隣騒音

★　「自動車・オートバイ」が2　2,9%と目立って多く,次いで「チリ紙交換や物`売

りのスピーカー」が16.7%である。他に,「犬や猪のなき声」,「話し声・歌声・

泣き声」,「テレビ・ステレオ」などは10%以下であったゥ
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(5)自宅付近の道路状態の評価

★　「たいへんよい」が5.2%,「よい」が39.2%で両者を合わせた≪満足派≫は

44.4%である。これに対して「あまりよくない」が28.8%,「非常によくない」

が4.3%で≪不満派≫ほ33.1%であった。また「どちらともいえない」が21.4

%である。

★　どんな点が不満かは「狭い道に車がはいり込んで困る」が39.8%,「道が狭く

災害時に不安である」が38.7%と他に比べ多かった。以下「車による公害がひど

い」が18.0%,「通路が狭く,車が走りづらい」が17.0%,「道路に歩道がなく

歩きにくい」が10.9%などである。

(6)「都市計画道路」の見直し作業の周知度

★　「知っている」が25.8%,「知らない」が7　4.2%と周知度は低い。

(7)指定区域での建築規制について

★　「将来の道路予定地としてやむをえない制限である」が29.7%ともっとも多い。

続いて「制限によって受ける損失に対して,補償すべきである」が21.6%,「制

限を緩和すべきである」が10.4%で,「制限を撤廃すべきである」が3.2%あっ

た。また,「都市計画通路」についての周知度が低く「わからない」が3　3.3%も

あった。

【地域社会】

(1)コミュニティの範囲

★　「町会・自治会の地域」が27.2%ともっとも多く,続いて「隣り近所」が20.

5%である。以下「日常の買物をする地域」が16.3%,「新宿区全体」が10.7

%などである。

(2)近所付き合いの程度

★　「挨拶をかわす程度」が36.8%,「立ち話をする程度」が29.7%と多かった。

他には「お互いの家に行き来している」が12.3%,「困った時は助け合う程親し

い」が6.6%であった。これに対して「ほとんど付き合っていない」が10.4%,

「付き合っていない」が3.8%である。

★　付き合いのきっかけとしては,「近所なので自然に」が222件と圧倒的に多く、,

続いて「昔から住んでいるので」が85件,「子供を通じて」が61件,「同じ建

物に住んでいるので」が28件などである。

★　付き合わない理由としては,「仕事・学校で時間がない」が34件,「面倒だ」
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が13件,「機会がない」が11件,「引っ越して来たばかりなので」が10件な

どである。

(3)地域社会の役割について

★　「隣り近所の人たちが気を付けるべきだ」が3　3.4%と多かった。以下,「だれ

か親戚の人などが気を付けるべきだ」が20.5%,「役所など行政機関が面倒をみ

るべきだ」が15.9%の順であった。これに対して,「気の毒だとは思うが何もで

きない」が14.4%,「個人的な事情があってのことだから仕方がない」が9.8%

などという声も聞かれた。

(4)自分の地域に欲しい施設

★　第1位へは「公園・児童遊園」の29.3%である。続いて「運動場」が25.5%,

「図書館」が16.6%,「体育飴」が14.3%,「健康相談所」が12.1%などの

順である。

【児童・青少年】

(1)国際児童年の周知度

★　「知っている」という回答が83.9%に達した。

(2)青少年の環境づくりの責任

★　「個々の家庭」が53.3%と過半数を占め,子どもの教育は第一に親の責任,と

いう考え方の多いことを示している。

★　以下「地域社会」19.4%,「学校」11.7%,「区役所などの行政機関」7.8

%という結果である。

51年度調査

今l‖」調　査

区役所などの
行政機関
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(3)子どもに望むもの

★　「責任感」が2　9.9%と巌も多く,以下,「社会道徳」(2　7.4%),「自主性」

(2　3.5%),「礼儀作法」(21.5%),「忍耐力」(2　0.7%)の順である。

★　「豊かな情操」(8.7%)や「自己表現力」(3.7%),「親切心」(14.0%)

といった情緒的・心情的な項目は下位にあり,最近の子ども達に精神的強靭さを求

める傾向が強いといえよう。

(4)子どもに対する地域社会の責任

★　「当然のことだ」という意見が43.1%を占める。

★　一方,「個人主義化しているので実際にはむずかしい」という人が3　8.0%おり,

実行の難しさが考えられよう。

(5)「こどもの午後」について

★　「ぜひ設けるべきだ」(21.9%)と「できれば設けるべきだ」(27.1%)と

を合わせて,49.0%と半数近くが≪設けるべきだ≫と支持意向を示している。

★　「それぞれの考えがあるので,実際にはむずかしい」という人が2　5.5%おり,

ここでも実現には種々の調整が必要であることが読みとれよう。

(6)地区青少年対策委員会の周知度

★　周知度は3　0.8%であり,あまり高い数字を示していない。

(7)地区青少年対策委員会活動への参加意思

★　「委員として積極的に参加したい」は0.7%と積極参加は極めて少ない。

★　「呼びかけがあれば参加したい」は23.6%であった。

(8)区の児童・青少年事業への要望

★　「スポーツをする機会をもっと与える」という意見が26.2%で巌も多く,頭で

っかちの子供や体力のない子供の多け現代社会への「つuの批判ともうけとれよう。

★　以下,「非行化・自殺の防止」(1∴3.げ4%Y),「公国~・児童遊園などの遊び場を

充実する」(13.0%),「学校教育の充実」(10.4%)の順である。

【婦人問題】

(1)女性の職業について

★　「ぜひ持つべきだ」(14.7%)と「条件が許す限り持つべきだ」(57.3%)

を合わせて≪持つべきだ≫とする人が72.0%いた。

★　男性に対して≪身近な女性≫,女性に対して≪自分自身≫とそれぞれ条件をつけ
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て聞き直すと,一般論としては≪持つべきだ≫としながら,条件をつけると≪持た

ない方がよい≫と回答した人が,男性は6.0%.女性は9.2%いる。

(2)女性が職業を持つ場合の障害

★　「家庭の潤いがなくなる」が30.4%と最も多く,以下,「出産・育児」(28.

5%),「家族の理解・協力がない」(24.1%)と家庭内の問題が上位にあがっ

ている。

★　以下,「職種が限定されている」(22.1%),「職業意識が低い」(17.6%),

「職場での差別待遇がある」(13,8%)の順である。

(3)女性の社会活動について

★　「ぜひやるべきだ」は15.0%,「条件が許す限りやるべきだ」は57.8%であ

り,職業に対する意見とはぼ同率の結果を示した。

(4)女性のための事業への要望

★　上位5項目は順に,「保育事業・家庭福祉員の拡充」(13.1%),「講座・講

習会の充実」(12.6%),「相談窓口の拡充」(10.4%),「技術・技能訓練」

(9.9%),「母子家庭などに対する生活援助・各種資金・手当の充実」(9.7%)

である。

★　「特にない」が32.1%と高率であったが,男性全般,女性高年層に多く,婦人

問題に対する関心の低さを示しているといえよう。

【区民保養所】

(1)区民保養所の利用度と周知度

★　周知度は65.6%,うち利用したことのある人は8.0%である。

★　利用の理由は,「料金が安い」が37.4%と最も多く,「設備がよい」の20.9

%が続いている。

★・利用したことがない理由としては,「申し込みがめんどう」(23.6%)と「希

望の日がとれない」(14.6%)の2項目に集中しており,申し込み方法に何らか

の改善策が必要であるといえよう。

【区政への関心・要望】

(1)区政への関心の有無
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★　≪関心がある≫が50.0%,≪関心がない≫が36.0%である。≪関心がある≫

のうち,「非常に関心がある」が減少し,「少しは関心がある」が増えている。

★　過去5か年の調査結果との比較は次の表のとおりである。

非常 に関心が ある 少 しは関心がある あ まり関心 がない ほとん ど関心 がない

今　 回　 調　 査 9. 3 % 4　0. 7 % 3　6 . 0 % 1 1. 2 %

53 年 7 月 調 査 1 2. 5 % 3　7. 9 % 3　6 . 4 % 1 1. 1 %

52 年 7 月 調 査 1 6. 4 % 3　6. 0 % 3　3. 5 % 1 0 . 3 %

5 1年 9 月 調 査 1 7. 9 % 4　0. 9 % 3　0. 7 % 8 . 1 %

50 年 9 月 調査 1 1. 7 % 3　3. 3 % 3　8. 1 % 1 2. 7 %

4 9年 9 月 諷 査 1 1. 7 % 3　4 . 7 % 3　6. 3 % 1 2. 4 %

(2)区政に関する情報源

★　「新宿区広報」が72.6%と圧倒的に多い。以下「区議会だより」が19.5%,

「新聞・テレビ・ラジオ」が15.2%,「町会・自治会の会合や回覧板」が15.0

%などである。

新 宿 区

広　 報

区議 会

だ よ り

新 聞 や ラ ジ

オ ・テ レビ

町会 ・自治会 な

どの会合や 回覧

板

わた しの便利 帳

区政要覧や

パ ンフレッ ト

今　 回　 調　 査 7 2.6 % 1 9.5 % 1 5.2 % 1 5,0 % 9 .4 %

53年 7 月の調査 8 3.2 % 1 8 .2 % 1 5.4 % 1 4.1 % 1 1.0 %

5 1年 9 月の調査 7 7.8 % 1 9.6 % 2 0 .8 % 2 5.2 % 1 6 .3 %

50年 9 月の調査 7 4,6 % 2 1.6 % 2 6.5 % 1 8.2 % 1 6 .0 %

(3)「新宿区広報の到達状況」

★　「届いている」が87.8%,「届いていない」は4.2%である。他に「6紙をと

っていない」が3.4%あった。
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★　広報紙の閲読状況については,「よく読む」が2　8.2%,「ざっと読む」が4　8.

1%と≪読む≫が76.3%である。これに対して「あまり読まない」が20.3%,

「全く読まない」が2.8%と≪読まない≫は2　3.1%である。

★　広報紙に対する意見・要望としては,「よくできている」が22件,「今のまま

でよい」が7件など比較的好評。他には「ページ数の増」や「紙面の拡大」などを

望む事も聞かれた。

届いている

今　 回　 諷　 査 8　7 . 8 %

53年 7 月の調査 9　0 . 9 %

52年 7 月の調査 8　7 . 6 %

5 1年 9 月の調査 8 9. 2 %

50年 9 月の調査 8　8. 1 %

49年 9 月 の調査 8 6. 9 %

48年 9 月の調査 8　5. 3 %

閲　 読　 率

今　 回　 調　 査 7　6. 3 %

53年 7 月の調査 8　0. 5 %

52年 7 月の調査 8 1. 8 %

5 1年 9 月の調査 8 3 . 8 %

50年 9 月の調査 8　3 . 3 %

49年 9 月の調査 8　0 . 0 %

亜年 9 月の調査 7　9. 2 %

(4)区長名の周知度

★　「知っている」(正答)が55.0%,「知っている」(誤答)が5,5%,「知ら

ない」が3　9.5%である。

(5)新宿文化センターの周知度

★　「知っている」が50.6%,「知らない」が49.4%と周知度は低い。

(6)希望する催し物の種類

★　新宿文化センターでどのような催しを行ってはしいかは,第1位「映画会」(2

4.3%),第2位「各種講座・講習会」(21.8%),第3位「美術・書・郷土資

料・産業資料などの展示会」(21.2%),第4位「ポピュラー音楽会」(20.3

%),第5位「クラシック音楽会」(17.4%),第6位「浪曲・落語・漫才など

の大衆芸能」(16.3%),第7位「新劇・歌舞伎などの演劇」(16.1%)など
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★　なお,前回調査との比較は次の表のとおりである。(5位まで)

1　 位 2　　 位 3　　 位 4　　 位 5　　 位

今　 回　 言問　査

映　 画　 会

2　4 . 3 %

各 種 講 座 ・ 美 術 ・書 の ポ ピ ュ　ラー ク ラ シ ック

講 習 会 展 示 会 音楽 会 音 楽 会

2 1. 8 % 2 1. 2 % 2　0 . 3 % 1 7 . 4 %

53年 7 月調査

各種 講座 ・ 美 術 ・書 の 映　 画　 会

2　6. 0 %

浪 曲 ・落語 ・ ク　ラ シ ック

講 習 会 展 示 会 漫才な ど大衆 音 楽 会

3　5 . 6 % 2　9. 5 % 芸能　 1 8.0 % 1 7 . 4 %

52年 7 月諷査

浪曲 ・落語 ・ 新 劇 ・歌 舞 ポ ピュ　ラー 映　 画　 会

2　5 . 9 %

ク　ラ シ ック

漫才な ど大衆 伎 な ど演 劇 音 楽 会 音 楽 会

芸能　 2 9.9 % 2　7. 4 % 2　6. 4 % 2　4 . 3 %

の順である。

(7)区の事業への要望

★　第1位～第3位までの合計比率での上位5位は第1位「震災対策」の26.5%

(要望度第1位),第2位「環境衛生」の23.4%(要望度5　0.5　第2位),第

3位「緑化対策」の22.7%(要望度4　7.4　第3位),第4位「公園・児童遊園

の整備・拡充」の2　0.3%(要望度42.5　第5位),第5位「老人福祉」の19.

8%(要望度42.6　第4位)の順である。

★　前回までの「社会福祉対策」は今回調査では「老人福祉」,「低所得層や母子世

罵福祉」,「心身障害者福祉」の3項目に分けて聞き,それぞれ,19.8%,8.3

%,7.3%で合計35.4%と「社会福祉対策」への要望はかなり高い。

今　 回 53　 年 52　 年 5 1　 年 50　 年 49　 年

防　 災　 対　 策
- 3 2 .6 % 2 0 .7 % 3 2.3 % 1 9.8 % 2 5 .1 %

環　 境　 衛　 生 2 3 .4 % 3 2 .0 % 2 5.8 % 2 3.9 % 2 7.2 % 1 6 .3 %

社会福祉対策 - 3 0 .0 % 2 8 .0 % 3 0.4 % 3 5.5 % 3 7 .6 %

緑　 化　 対　 策 2 2 .7 % 2 4 .4 % 2 5.2 % 2 5.0 % 2 0.6 % 2 3.5 %

道 路 の整 備 1 3 .3 % 2 2 .8 % 1 9 .9 % 1 8.2 % 2 0.4 % 1 7 .1 %

公園・児童遊菌の整備拡充 2 0 .3 % 2 2 .6 % 2 0.7 % 2 3.5 % 2 0.8 % 2 2 .2 %

公　 害　 対　 策 1 2 .3 % 1 7 .6 % 1 6.6 % 2 5.7 % 2 7.5 % 2 7 .1 %

交通安全対策 1 1.9 % 1 7 .6 % 2 0.9 % 2 1.8 % 2 3.8 % 2 3 .0 %

区民のための施設の整備 1 0 .9 % 1 5 .2 % 1 6.6 % 1 2.1 % 1 1.1 % 1 3 .2 %

学校教育施設の整備 1 0 .1 % 1 4 .4 % 1 4.1 % 1 1.7 % 1 5.5 % 1 2 .6 %

注:「防災対策」は今回調査では「震災対策」と「水害対策」の2項目,「社会福祉対策」は「老人

福祉」,「低所得層や母子世帯福祉」,「心身障害者(児)福祉」の3項目に分けて質問した。
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調査結果の分析



I.定住性

1・居住年数

2・定住意思
3・住みよさ



【ライフ・ステージ】

♯婚前期‥・

*家族形成期…‥・

*家族成長期(A)

*家族成長期(B)

*家族成長期(C)

*家族成熟期…

*老年期(A)・…

*老年期(B)・

*老年期(C)…

結婚前の独身者

子どもがいない若夫婦
の夫あるいは妻

結婚し乳・幼児
がいる親

小・中学生がいる親

高校・大学生がいる親

学校教育を終えた
独身の子どもがいる親

子どもが結婚して
一緒に住んでいる親

子どもが独立して
2人だけになった親

子どもが独立して
1人だけになった親



調査結果の分析

Ⅰ.定住性

≪設問とまとめ≫

1.居住年数

Ql.あなたが今の所に住むようになったのは,いつ頃からです

1.戦前から8.5%5.昭和46年～50年

9

)
3A
I
I
L
%

(

ニ

2

0N7.

ヽ
J
カ
1

2.終戦～昭和30年23.4%6.昭和51年～53年21.5%

3.昭和31年～40年14.2%7.餌年以降4.0%

4.昭和41年～45年11.2%

2.定住意思

Q2.これからも引き続いて,新宿区にお住まいになりますか｡(l A)
N=1,139

1.永住するつもり45.3%

2.当分はここに住むつもり(5-10年位)29.9%

3.できたら区外に転出したい(5年以内に)6.8%

4.近いうちに区外に転出するつもり(1年以内に)4.6%

5.わからない13.3%

3.住みよさ
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Q3.現在の新宿区は｢住みよい街｣だと思いますか｡(1A)

1.住みよい30.2%4.住みにくい

2まあ住みよい45.0%5.わからない

3.あまり住みよくない

12.5%1

Nこ=1,139

2.6%

9.7%



SQl.〔Q3で1,2と答えた人に〕

住みよい理由は何ですか。(F A)

N=　7　8　0

-　　　」

[SQ2・〔Q3で3・4と答えた人に〕

住みにくい理由は何ですか。

(FA)　　　　　　N=19　0

この章では,区民の居住年数や定住意志,住みよさなどを尋ね,区民の新宿区に抱いて

いる定住性を探った。「戦前から」が1割足らずである。また「昭和51年～53年」,

「54年以降」を合わせた居住年数が≪5年未満≫の短期居住者が4人に1人の割合とな

っている。地区と比較しても短期居住者の多い区の部類に入るといえよう。定住意思につ

いては,「永住するつもり」(45.3%)と「当分はここに住むつもり」(5-10年位)

(29.9%)を合わせた≪定住意思ある者≫が7割強を占めた。これに対して「できたら

区外に転出したい」(5年以内に)(6.8%)と「近いうちに区外に転出するつもり」(1

年以内に)(4.6%)を合わせた≪転出意思ある者≫は,わずか1割となっている。住み

よさについては,「住みよい」(3　0.2%)と「まあ住みよい」(45.0%)を合わせた

≪住みよい派≫は7割強を占めた。これに対して「あまり住みよくない」(12.5%)と

「住みにくい」(2.6%)を合わせた≪住みにくい派≫は1割強である。≪住みよい派≫

の人たちに理由を聞いたところでは,「交通の便がよい」がもっとも多く,「生活しやす

い」,「環境がよい」,「静かである」,「住みなれている」,「買物に便利」などと答

えた。≪住みにくい派≫の人たちは「騒音がひどい」,「物価が高い」,「建てこんでい

て,人口が多い」,「環境が悪い」などが多かった。

≪　分　析≫

I-1　居住年数

諷査対象者の居住年数は,「戦前から」が

8.5%,「終戦～昭和30年」が23.4%,

「昭和31年～40年」が14.2%,「昭和

41年～45年」が11.2形,「昭和46年

～5　0年」が17.2%,「昭和51年～53

年」が21,5%,「5　4年以降」が4.0%で

あった(図1-1)。
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図1-1　居住年数

N=1,13　9

0　　10　　20　　　30%

戦　前　か　ら

終戦～昭和30年

昭和31年～40年

昭和41年～45年

昭和46年～50年

昭和51年～53年

54　年　以　降

N A



「戦前から」住んでいる人は1割以下と非常に少ない。これに対して「54年以降」(4.0

%)と「昭和51年～53年」(21.5%)を合わせた居住年数が≪5年未満≫の短期居

住者が25.5%と4人に1人の割合となっている。

「戦前から」と≪5年未満≫の短期居住者について各属性別で特徴をみると以下のとお

りである(表1-1)。

◎　戦前から(区全体　8.5%)

男女の高年層,自営業・事業主,無職,定住意思の強い人に多い。

◎　5年未満(区全体　25.5%)

男女の若年層,勤め人,学生,転出意思を持つ人に多い。

次に,48年調査時からと今回までの比較をみると表1-2のとおりである。「昭和5

1年以降」が51年9月調査で6.0%,52年7月調査で13.3%,5　3年7月調査で2

0.5%,54年6月調査で21.5%と増加を続けている。他の項目では,「昭和46年～

50年」が減少傾向にある。その他では一定していない。なお,今回調査から「54年以

降」という項目を新たに設けており,4.0%という結果であった。

表1-1　「戦前から」,「5年未満」の多い属性

l　 r　戦　 前　 か　 ら 」　　　　 「 5　 年　 未　 満 」

「一一- -1-- ---
芸 .　　 8・5 %　　　　　　　　 2 5・5 %

地
域
別

1i戸塚地域　　　　 ( 1 3.8 % )　 箪笥町地域　　　　　　　　　　　　 ( 3　3.3 % )

怪 合第二地域　 ( 1 3・2 % ) 落合第- 地域　　　　　　 ( 4 0・6 % )

紺 ≡2日 ;;;:蓋;男20代　　　　　　　　　　　　　(49.6%)
女20代　　　　　　　　　　　　　(50.0%)
j女30代　　　　　　　　　　　(31・3%)酎 永住するつもり ( 1 6.1 % )

意
思
別

当分は住むつもり　　　　　　　　 ( 3 5.8 % )

区外に転出したい　　　　　　　　 ( 3 4.7 % )

近いうちに区外に転出するつもり ( 6　5.4・% )

職 I 自営業・事業主　 ( 1 4.4 % ) 事務・技術職　　　　　　　　　　　 ( 3 1. 1 % )
羞 1無 職　　 … 4 % ) 労務・サービス職　　　　　　　　 ( 3 4.5 % )

学　 生　　　　　　　　　　　　　　 ( 5 5.7 % )

昌 一戸建持家　 ( 1 5・9 % )

形
態

民間木造アノヾ- ト　　　　　　　　 ( 4 4. 1 % )

鉄筋アノ1- ト・マンショ　ン　　　 ( 3 9.9 % )

社宅 ・官舎　　　　　　　　　　　 ( 5 8.6 % )

別　　　　　　　　　　　　　　　　　 寮 ・間借り・住込み　　　　　　 ( 5 8・0 % )
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表1-2　居住年数一前回までとの比較

。 居住年

年月

戦 前か ら
終戦～ 昭和31 年 昭和 41 年 昭和 46 年

1
昭和51 年 昭和54 年

昭和30 年 ～　 40 年 ～　 45 年 ～　 50 年 以降 以降

5 4 年 6 月 8.5 % l 2 3.4 % 1 4,2 % 1 1.2 % 1 7.2 % 2 1・5 % l 4,0 %

5 3 年 7 月 7.0 % 2 6.3 % 1 3.2 % 1 0.2 % 2 2,5 % 2 0.5 % l

5 2 -年 7 月 1 9・1 % 2 4.4 % 1 3.2 % 1 2.0 % 2 8.0 % 1 3.3 % -

5 1 年 9 月 9.1 % 2 4.2 % _ 1 3.1 % 1 1 2.4 % 3 5.3 % 6.0 %
-

5 0 年 9 月 8.2 %
l
2 5.5 % 1 5.0 % 1 5.3 % 3 5.8 % - -

4 9 年 9 月 8.8 % ll
2 7.5 % 1 6、3 %

l
1 6.8 % 3 0.1 %

4 8 年 9 月 1 1.6 %
[i 2 5・7 % 】

l

J 1 7.1 % 2 0.3 % 2 4.8 % l -

参考までに,最近同じ様な調査をした7つの区の≪5年未満≫の短期居住者への割合は

図1-2のとおりである。新宿区の短期居住者の割合は,他区に比べても,多いと言えよ

う。

図1-2　≪5年未満≫短期居住者の割合一他区との比較

〔新宿〕(S54年6月調査)〔杉並〕(S54年6月調査)〔大田〕(S54年7月調査)〔港〕(S54年6月調査)

〔中野〕(S53年9月調査)〔台東〕(S53年11月調査)〔板橋〕(S53年12月調査)〔千代EEl〕(S53年11月調査)
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I-2　定住意思

定住意思について聞いたところ,「永住す

るつもり」が45.3%,「当分はここに住む

つもり」(5-10年位)が29.9%と両者

を合わせた≪定住意思ある者≫が7　5.2%と

4分の3を占めている。これに対して,「で

きたら区外に転出したい」(5年以内に)が

6.8%,「近いうちに区外に転出するつもり」

(1年以内に)が4.6%で,この両者を合わ

せた≪転出意思ある者≫は,わずか11.4%

となっている(図1-3)。

次に各属性ごとに　≪定住意思ある者≫　と

≪転出意思ある者≫の特徴をみると表1-3

表1-3　≪定住意思ある者≫,

図1-3　定住意思
N=1,13　9

≪転出意思ある者≫の多い属性

-　　　 ≪　 定　 住　 意　 思　 あ　 る　者　 ≫ j　　　 ≪　 転　 出　 意　思　 あ　 る　者　 ≫

全
体 1　　　　　　　　　 7　5. 2 %
l

1 1. 4 %

地 l 四谷地域 ( お.6 % ),箪笥町地域 (朗.6 i 横町地域 ( 16.4 % ),若松 町地域 ( 17.3

域 % ),角筈 ・区役所地域 ( 87.5 % ) ミ　% ),大久保地域 ( 17.1 % ) , 柏木地域

別 ( 17.0 % )

性 男40代 ( 弘9 % ),男 50代 (8 3.8 % ) ,
i 男 20代 (2 1.6 % ),女20代 (2 1.9 % )

年 男60代以上 (8 6.3 % ),女30代 (7 9.8 % )

代 1 女 40代 (8 3.0 % ),女 50 代 (8 2.2 % ),

別 ; 女 60代以上 (8 8.8 % )

[

住
居
形

一戸建持家 ( 8 6.4 % ) 一戸建借家 ( 19.1 % ),民間木造 アパー

l
卜 ( 19.1 % ),社宅 ・官舎 (1 5.5 % ),

態
別

! 寮 ・間借 り ・住込 み (2 7.5 % )

住 住み よい (8 4.0 % ) ,まあ住みよい
ll あ まり住 みよ くない (2 1.9 % ) , 住み

み
よ
さ

(7 9.7 % )

1

l に くい (2 3・4 % )・ わか らない (2 9・7

i % )

l
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のとおりである。

◎　定住意思ある者(区全体7　5.2%)

四谷,箪笥町,角筈・区役所の各地域,男女の中・高年層,持家,≪住みよい≫と考え

ている人に多い。

◎　転出意思ある者(区全体11.4%)

横町・若松町・大久保・相木の各地域,男女の若年層,社宅やアパートの人,≪住みに

くい≫と考えている人に多い。

定住意思と居住年数の関係をみると図1-4のとおりである。≪定住意思ある者≫の

「永住するつもり」は居住年数の長い人ほど多く,「当分は住むつもり」は,逆に居住年

数の短い人ほど多くなっている。また≪転出意思ある者≫の「できたら転出したい」,「転

出するつもり」は,ほぼ居住年数の長い人ほど多くなっている(但し,「54年以降」で

「できたら転出したい」,「転出するつもり」共に減少しているのは,住み始めたばかり

で≪転出意思≫をはっきりと持つに至っていない人が多いためと考えられる。

図1-4　定住意思と居住年数

N=1,13　9

戦　線　昭　昭　昭　昭　54
戦　和　和　和　和
前　1　31　4146　51　年
昭　年　年　年　年
か　和　1111　以

ら　翠等筆墨等　降

20
%　　　　≪転出意思ある者≫

戦　終　昭　昭　昭　昭　54
戦　和　和　和　和
前　i　31　41　46　51　年
昭　年　年　年　年
か　和　I l l i　　以
30　40　45　50　53
ら　年　年　年　年　年　降



I-3　住みよさ

住みよさについて聞いたところ,「住みよ

い」が3　0.2%,「まあ住みよい」が4　5.0

%で,両者を合わせた≪住みよい派≫は,75,2

%と4分の3を占めた。これに対して「あま

り住みよくない」が12.5%,「住みにくい」

が2.6%と≪住みにくい派≫が15.1%であ

る(図1-5)。

各属性別での特徴は次のとおりである(図

図j-5　住みよさ
N=1.139

1-6,1-7,表1-4参照)。

◎　住みよい派(区全体75.2%)

四谷,箪笥町,若松町,落合第二の各地域,男女の中高年層,持家,また,比較的長く

住んでいる人に多い。

◎　住みにくい派(区全体15.1%)

横町,大久保,相木,落合第一の各地域,女性の若年層,男性の中年層,借家,社宅,

民間アパート,短期居住者などに多い。

図1-6　地域別の住みよさ

N=1,139

四　　　　谷

箪　笥　町

檀　　　　町

若　松　町

大　久　保

戸　　　　塚

落　合　第　1

落　合　第　二

柏　　　　木

角筈・区役所

区　全　体
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また,住みよさについて,過去6か年と比

較すると図1-8のとおりである。同様の設

問の前回53年調査と比べると,「住みよい」

と「まあ住みよい」を合わせた≪住みよい派≫

は,4.4%の減(79.6%→75.2%)とな

っており,「あまり住みよくない」と「住みよ

くない」を合わせた≪住みにくい派≫は,同

率(15%)で変わっていない。

(1)住みよい理由,住みにくい理由

次に≪住みよい派≫の人にその理由を聞い

たところ,「交通の便がよい」(3　23件),

「生活しやすい」(136件),「静かであ

る」(72件),「住み慣れている」(61件),

「環境が良い」(40件),「買物に便利」

(28件)などである(表1-5)。また≪住

みにくい派≫の人の理由は,「騒音がひどい」

(42件),「物価が高い」(31件),「建

てこんでいる,人口が多い」(2　0件),「環

境が悪い」(16件)などである(表1-6)。

表1-4　性年代別・住居形態別の≪住
みよい派≫,≪住みにくい派≫

≪住み よい派≫ l ≪ 住み にくい派≫

首　 7 5・2 %
1 5. 1 %

性 男 6 0 代以上 (弘 0% ) 女 2 0 代　　 (22.5% )

年 l女 6 0 代以上 (84 .0% ) 男 3 0 代　　 (19.5% )

代

別

一男5 0 代　 (79.4% )

女 5 0 代　　 (79 .6 % )

男 4 0 代　　 (19.8% )

!一戸建借家　 (28.6% )

・社宅 ・官舎　 (24.1% )

1寮 ・間借・住込み(24.6% )
別 :　　　　　　　　 民間木造アパート(19.6% )

図1-7　居住年数別の≪住みよい
派≫,≪住みにくい派≫

N=1,13　9

60

50

40

30

ユ)

10

0

戦　終　昭　昭　昭　昭　朗

戦　雲票霊　票年前l

昭　年　年　年　号　以か　和　I　1　1
30　40　45　50　53　降
ら　年　年　年　年　年

図1-8　住みよさ-過去6か年との比較

0　　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　1(氾%

52年7月の調査

51年9月の調査

50年9月の調査

49年9月の調査

48年9月の調査



表1-5　住みよい理由

地　　 域
住みよい

理由 (総件数

; 四

ll
l

l

…　谷

「箪

i :

; 榎

l

町

l
! 若

: 松

;町

[
i 大

j 久

[ 保

戸

塚

落

A
口

第

落

A
口

第

[ 柏

E

木

角
筈

区
役
所

A
ロ

計

780 ) l
l

環

境

(19.2% )

/」

環　 境　 が　 よ　 い 10 ; 4 2 . 3
l

3 7 I 6 5 l 4 0

l 静　 か　 で　 あ　 る 9 5 12 10 8 6 9 12 1 7 2

教　育　環 境 が　よ　い 2 l
l
1 ! 1 3 [l i　 7

公　 園　 が　 多　 い 1 2
1 2 1 5

「~妄 遠~豆元子歩~五 ~~い 2 1
[ 1 3

住　 宅　街　 な　の　で 1 l
l

4 5

緑　　 が　　 多　　 い 1 2 2 4 1 1 2 1 1

施設 が整っている l
l
i l
l

3 1 】 1 1 7

計 2 3
l
l 9

」._

j 16 15 11
i
13 26 26 9 2 150

利

便

性

(67,0 % )

交　通　の 便 が よ　い 4 5 i 34 ; 23 ;45 3 1 32 22 33 4 2 16 323

通 勤 ・通学に便利 10 4 4 2 2 1 23

! 生　 活　 し　や　す　い
L

30 1 12 25 22 27 6 1 12 136

! 買　 物　 に　 便　 利 4 1 3 3 6 2 1 3 3 3 28

i 仕 事上都合がよい 2 [ 1 1 1 1 1 1
[i 3 11

「高~~~院　 が 近 い 1
1
l 1 2

′J 計 8 1
巨 9
40 86 60 65 34 40 59 19 523

: 近所付き合いがよい 6 1 2 1 1 1 2 1 15

土

地

柄

そ

の

他

(13.7% )

住　み　慣 れ て　い　る 13 10 3 10 8 5 2 5 3 2 61

福祉が行届いている 1 1 1 3

都　 会　 だ　 か　 ら 2 l
l

2

場　 所　 が　 よ　 い 1 1
→

[ 2

】貧 富 の 差 が な い 1 l 1

「物　 価　 が　 安　 い 1 1 2 3

水　 質　 が　 良　 い 1 1

特に不便を感じない 9 1 2 1 1 3 17

治　 安　 が　 よ　 い i
lヨ

2 2

小　　　　　　　　 計
3 3 ! 12

[
7 1 1 11 5 6 10 5 7 107
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表1-6　住みにくい理由

住みにくい　　　　　　 地　　　　 域

四

谷

箪

笥

`榎 i若

l
松

大

久

戸

1塚

i落 l落

;合　 合

!第　 第

l柏

l

l
l
i木

l!窒 !

!嘉

:所

ヨ　　A[コ
l

l
! 計

l

l

理由 (総件数 190 ) [町
町　 町
li保

環

境

(64.2% )

l環　 境　 が　 悪 _」二

i騒　 音　 が　 ひ　 ど　 い

2 2 3 i
; 2

1 4 1 15

8 2 7 2 6
; 5 2 3

! 6

l
1
1
42

7空　気　が　汚 れ　て　い　る 1 1 l1
1

! 1

l
2 1

2 1

l
交　通　混　 雑 ・　危　 険 4 i 2 1 : 3

1 1

l

l

1 ! 10

i i lO緑　　 が　　 少　　 な　　 い [
4
i
1　 1 ll ! 3

公 園 ・遊 び場少ない 1 1
l
2
】 4

日　 当　 り　 が　 悪　 い 1 】

.一一
l 1

建てこんでいる, 人口多い 2 9 [ 2
1 [ 5 l

l

[
1　 : 20

商店・ビル多く住宅地でない 4
1

1 1
】1

1
3

, 道　 路　　 が　 狭　　 い! 2 】
l

l

[

[ 3 ヨ　一十u
】

5

i 悪　　　　　　　 臭
5

l [

+

19

5

小　　　　　　　　　 計 19 4 31 6 15 [ 13 6 [ 7 ! 2 122

! 不　　　 便　　　 だ
㌫ ÷ 通 。 便 が 悪 い 2 2

[
1
‥生

⊥
5

2 2 2 1　　 1
l

7

1

4

性

( 8.9 % )

生　 活　 し　 に　 く　 い 1.

1

1

住　 宅　 事　 情　 悪　 い 】 2
千丁「
l

小　　　　　　　　　 計 2 2
!
3 6 1 1

1

1 1 17

3土

地

柄

そ

の

他

(26.8% )

物　　 価　　 が　　 高　　 い 5 4 2 6 6 3 1
l
31

風　　 紀　　 が　　 悪　　 い
!
7 i 1 1 9

あ　 わ　 た　 だ　 し　 い
I
! 1 1

土　　 地　　 が　　 狭　　 い
】 】

1
1 1

家　　 賃　　 が　　 高　　 い】1 】
[
1
1
1 1

! 4

税　　 金　　 が　　 高　　 いi 2 2
」一

1 5

小　　　　　　　　 計 8 4 4 6 14 】1

l
4 5 3 2

】
】51
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Ⅱ.生活環境

1・縁の状況変化

2.公害の被害経験の有無

3.公害対策

4・近隣騒音

5・自宅付近の道路状態の評価

6・「都市計画道路」の見直し作業の周知度

7・指定区域での建築規制について



【ライフ・ステージ】

*始前期・‥‥‥・…・

*家族形成期…

*家族成長期(A)

*家族成長期(B)

*家族成長期(C)

*家族成熟期・‥∴

*老年期(A)‥

*老年期(B)、・

*老年期(C)・…

結姑前の独身老

子どもがいない若夫婦
の夫あるいは妻

結婚し乳・幼児
がいる親

小・中学生がいる親

高校・大学生がいる規

学校教育を終えた
独身の子どもがいる親

子どもが結婚して
一緒に住んでいる親

子どもが独立して
2人だけになった親

子どもが独立して
1人だけになづた親



Ⅱ.生活環境

≪設問とまとめ≫

1.緑の状況変化

04.あなたの住んでいる付近の緑の状況は,数年前にくらべて良くなったでしょうか｡

悪くなったでしょうか｡(1A)N=1,139

た

い

た

つ

な

っ

な

ら

な

く

わ

く

良

変

悪

l

(

Z

1

3

12.1%4.どちらともいえない12.6%

34.1%5.わからない13.5%

27.7%

2.公害の被害経験の有無

Q5.あなたは公害の被害を受けたことがありますか｡次の中から受けたものをいくつで

も選んでください｡〔回答票1線示〕(MA)N=1,139

染汚気

音

動

大

騒

振

l

 

h

Z

1

3

22,1%4.悪臭13.5%

36.1%5.その他2.0%

19.1%6.いずれも受けたことはない39,9%

3.公害対策

Q6.公害対策として,区にどんなことをしてほしいと思いますか｡次の中からとくに規

制や指導などをしてほしいと思うものを2つ以内で選んでください｡

〔回答票2提示〕(2A)

1.工場･作業場から出るばい煙･騒音･振動･悪臭

2.建設工事にともなう騒音･振動

3.自動車の排気ガス･騒音･振動

4.日常生活における騒音･振動･悪臭

5.被害者に対する医療費の補償など救済制度の充実

6.公害防止資金貸付制度の充実

ー45-
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9.8%

22.8%

40.5%

24.2%

13.3%

5.4%



7.各種測定結果の公表やポスターによるPR

8.その他

9.特にない

5.0%

2.5%

22.7%

4.　近隣騒音

Q7.隣り近所からの騒音で迷惑を受けたことがありますか。次の中から主なものを2つ

以内で選んでください。〔回答票3提示〕(2A)

01.テレビ・ステレオ

02.ピアノ・ギター

03.話し声・歌声・泣き声

糾.クーラーなど冷暖房機器の音

鮎.階段や二階などの物音・足音

06.自動車・オートバイ

07.チリ紙交換や物売りのスピーカー

脚.商店や飲食店からの音

09.犬や猪のなき声

10.その他

11.特にない

8.3%

5.2%

8.7%

6.6%

5.7%

22.9%

16.7%

4.0%

9.2%

4,0%

41.0%

N=1,139

5.　自宅付近の道路状態の評価
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03.通路が狭く,車が走りづらい　　　　　　　　　17.0%

糾.バスが渋滞に巻き込まれて遅れる　　　　　　　　　3.4%

肺.卓による公害(騒音・振動・排ガス)がひどい　18.0%

飾.狭い道に車がはいり込んで困る

07.道路に歩道がなく歩きにくい

鵬.通路に縁が少ない

09.子供の通学路が危険である

10.そ.の他

11.NA

39.8%

10.9%

5.6%

7.7%

7.4%

1.3%

6.「都市計画道路」の見直し作業の周知度

Q 9 . 現在, 都 と区が 「都市 計画通路」の見直 し作業に入 ってい ますが, 知 っています か。

( 1 A )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 N = 1. 1 3 9

1. 知 って いる　　　　　 2 5.8 %　　　 2. 知 らない　　　　　　 7 4.2 %

7.　指定区域での建築規制について

QlO.法律で,「都市計画通路」に指定された区域では,3階建て以上の建物が建てられ

ないために,住民に不満がでていますが,これについてどう思いますか。(1A)

1.将来の道路予定地としてやむをえない制限である

2.制限によって受ける損失に対して,補償すべきである

3.制限を緩和すべきである

4.制限を撤廃すべきである

5.その他

6.わからない

N=1,139

29.7%

21,6%

10.4%

3.2%

1.8%

33.3%

この章では,緑,公害,騒音など,区民の生活環境に対する評価をたずねた。

その結果,緑の状況は悪化の傾向があり,公害は6割の人が被害を受けていることがわ

かった。緑の状況が悪くなったという意見が特に多いのは,四谷地域,大久保地域,相木
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地域であるが,公害についても同様の傾向がみられ,大久保,四谷両地域に被害が大きく

なっている。なお,公害の内容としては,騒音,大気汚染,振動の順に被害経験が多く,

過去の調査結果と比較すると大気汚染のみ減少傾向がみられるが,他の公害は増加の傾向

を示している。

そこで区民の公害対策への要望をみると,自動車に対するものが巌も多い。近隣騒音に

ついても同様に自動車によるものが最も多く,排気ガス,騒音など卓公害に対する施策が

.強く望まれる。

一方,自宅付近の退路状況については,満足派は半数弱であり,その不満は通の狭さに

よるものが圧倒的に多い。ただし,落合地区には,幹線道路の渋滞による不満が多くなっ

ている。

ところで,都や区は現在「都市計画通路」の見直し作業を行っており,その指定区域内

の建築制限を定めている。しかし,区民はこの見直し作業自体を4人に1人しか知らないc

また,建築規制については,やむをえないと承認する意見は3割にすぎず,補償や緩和,

あるいは撤廃を望む声の方が4割弱と多い。ただし,この問題に関しては3人に1人が「わ

からない」と答えており,周知度が高まることによって区民の意向が大きく変化すること

も予想される。なお,建築規制による損害に対する補償を求める声は,四谷および大久保

両地域に多かったo

Ⅱ-1緑の状況変化

住んでいる地域の緑の状況は,数年前に

比べて良くなったかどうかを聞いたところ,

「良くなった」が12・1%,「変わらない」

が34・1%,「悪くなった」が2　7・7%,

「どちらともいえない」が12・6%,「わ

からない」が13.5%であった。「変わら

ない」と答えた人の比率が全体の3分の1

を占めているが,「良くなった」と答えた

人に比べて,「悪くなった」の比率の大き

さが目立ち,あきらかに悪くなっていると

考えられる(図2-1)。

図2-1緑の状況変化

N=1,139
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図2-2緑の状況変化

一過去3回の調査結果との比較

N=1,139

図2-3　地域別の緑の状況変化　　　N三1,139

今　回　調　査

(Nここ1.139)

52年度調査
(Nこ=1-133)

50年度調査
(N三1.141)

48年度調査
(N=1.125)

四　　　　谷

箪　笥　町

横　　　　町

若　松　町

大　久　保

戸　　　　塚

溝　含　れ　一一

落　合　第　二

相　　　　木

角笛・区役所

0　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90　100
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図2-4　住みよさ別の緑の状況変化

0　　10　　　20　　　30　　　40　　50

住　み　よ　い
N=344

まあ住みよい
N=512

あまり住み
よくない

N已142

住みに　く　い
N=30

N-1,139

60　　70　　80　　90　100%

この結果を経年で追ったのが図2-2である。徐々に評価が好転しつつあった傾向が,

今回でむしろ悪化している。これはどこから来るのであろうか。今回の評価を地域別に

みたのが図2-3である。区北西部には大きな変化はみられないが,四谷,大久保,相

木の3地域で悪化現象が朗著である。

さらに,住みよさ別にみると,図2-4のとおり,ほぼ住みよいと思っている人はど

緑の評価も良いといえる。これは緑が快適な生活のための大きな要因であることを示す

とともに,植物が生育できないような環境

では人間もまた住みにくいのだということ

を表わしていよう。

Ⅱ-2　公害の被害経験の有無

もっとも被害経験の多かったのは「騒音」

で3　6.1%である。ついで「大気汚染」が

2　2.1%,以下,「振動」が19.1%,「悪

臭」が13.5%,「その他」が2.0%,ま

た「いずれも受けたことがない」は3　9.9

%である(図2-5)。

地域別に被害経験の有無をみると図2-

6のとおりである。

大久保地域は,「大気汚染」,「騒音」,
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表2-1　公害の被害経験の有無

一過去3回の禍査結果との比較

大気 汚染 騒　　 音 振　　 動 悪　　 臭 その他 「㍑ 吉

今　 回 2 2.1 % 3 6.1 % 1 9.1 % 1 3 .5 % 2.0 % 3 9.9 %

52 年 度 2 3.7 % 3 4.1 % 1 5.5 % 1 1.2 % 1.3 % 4 4.9 %

50 年 度 3 0 .1 % 3 2.0 % 1 4 .7 % 1 3. 1 % 1.2 % 4 3.4 %

亜 年 度 3 5.4 % 3 7.0 % 1 8 .2 % 1 3.2 % 1.0 % 3 5.0 %

「振動」,「悪臭」の四項目に全てに対して,また,四谷地域も「大気汚染」を除く　3

項目に対して区全体の平均値を上回る比率を示しており,他地域に比べて公害が多いと

いえよう。なお,大久保地域での「大気汚染」,四谷地域での「騒音」に対する比率が

目立って高いことにも注目される。これに対して「いずれも受けたことはない」は,角

筈,区役所地域,横町地域に多くなっている。

また,過去3回の調査結果と比較すると表2-1のとおり「大気汚染」のみ減少傾向

がみられ,「騒音」と「振動」は増加している。

Ⅱ一3　公害対策

公害対策として区に規制や指導をしてほしいものを選んでもらったところ,もっとも

多かったのは「自動車の排気ガス・騒音・振動」で40.5%である。続いて,「日常生

活における騒音・振動・悪臭」が24.2%,「建設工事にともなう騒音・振動」が22.8

%などが上位を占め,以下,「被害者に対する医療費の補償など救済制度の充実」が

図2-7　公害対策

自騒　　日騒　　建騒　　被制　　工ば
動音　　常音　　設音　　害度　　場い
車・　　生・　　工・　　者の　・煙
の振　　活振　　事坂　　に克　　作・
排動　　に動　　に動　　対実　　業騒
気　　　お・　　と　　　す　　　場音
が　　　け意　　　も　　　　る　　　か・
ス　　　　る臭　　な　　　救　　　ら振

う　　　　済　　　出動
る・
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図2-6　地域別の公害の被害経験の有無

N=1,13　9

(棲町地域〕
N=128

〔大久保地域〕
N=129

(若松町地域〕

N=110

〔戸塚地域〕
Nこ=130
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〔落合第一地域〕
N=96

〔落合第二地域〕

N=114

〔角筈・区役所地域〕
N=56
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13.3%,「工場・作業場から出るばい煙・騒音・振動・悪臭」が9.8%,「公害防止

資金貸付制度の充実」が5.4%,「各種測定結果の公表やポスターによるP R」が5.0

%,「その他」が2.5%の順であった。また「特にない」は22.7%である(図2-7)。

地域別にその特徴をみると表2-2のとおり-である。「特にない」の多い地域は,前

問の公害の被害経験のない地域とはば一致している。

表2-2　地域別の公害対策

N=1,139

自動車の排 日常生活に 建設工事に被害者に対 工場・作業 公害防止資 各種測定結

特にない

気ガス・騒 おける騒音 ともなう騒する医療費 場から出る 金貸付制度 巣の公表や

音・振動 振動・悪臭 音・振動 の補償など

救済制度の

充実

はい煙・騒

音・振動・

悪臭

の充実 ポスターに

よるP R

区全体 4 0.5% 2 4.2% 2 2.8% 1 3.3% 9.8% 5.4% 5.0% 2 2.7%

多

い

地

域

落合第二 箪笥町 四　谷 四　谷 箪笥町 若松町 若松町 横　町

(47.4劾 (31.5劾 (30.7劾 (17.0劾 (18,9劾 (10.9期 (9.1勅 (33.6劾

箪笥町 戸　塚 若松町 落合第二 横　町 落合第二 落合第-

(45.0勅

戸　塚

(43.8勅

(33.8劾 (34,5劾

大久保

(30.2劾

(17.5劾 (14.8劾 (9.6劾 (35.4劾

角筈・区役

所(41.1劾

柏　木

r26_8%)

表2-3　公害被害と公害対策

工 る 動 建　 騒 自　 騒 日　 音 被 費 度 公　 度 各 や P そ 特

に

な

い

場 は ・ 設　 音 動　 音 常　 ・ 害 の の 害　 の 種 ポ R

・い 悪 ⊥　 ・ 車　 ・ 生　 坂 者 補 充 防　 充 測 ス

の作 煙 臭 事　 振 の　 振 活　 動 に 償 実 止　 実 定 タ

業 ・ に　 動 排　 動 に　　 ・ 対 な 資 結 l

場 騒 と 気 お　 悪 す ど 金 采 に

他か 音 も ガ け　 臭 る 救 貸 の よ

ら ・ な ス る 医 済 付 公 る

出 振 う 騒 療 制 制 表

区 全 体 N こニ1,0 3 5 12 .3 % 31.5 % 5 2.4 30 .9 % 14 .4 % 7.0 % 5 .3 % 2.4 % 6.8

大気汚 染 N = 2 5 2 11.9 26.6 ☆ 5 7.1 25 .4 15 .1 6 .7 5 .6 2.0 9.5

騒　　 音 N = 4 1 1 10 .2 30 .4 5 3.8 33.3 14 .4 5.6 5 .4 2 .9 6.1

振　　 動 N = 2 1 8 13 .3 ☆ 40.4 4 5.4 26 .1 15 .6 8 .7 5 .0 2.8 6.0

悪　　 臭 N ニ= 1 5 4 ☆ 16 .9 29 .9 5 0.6 ☆ 40 .3 11.7 8 .4 5 .2 1.3 5 .2

注1:公害被害の「その他」「いずれも受けたことはない」を除く1,035人を基数とした。
2:基数が異なるため,区全体の数値は図2-7と一致しない。
3:☆印は比率の特に大きい項目
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表2-4　住みよさ別の公害対策

N=1,139

工 ら騒臭 建　 な 自　　 ス 日　る悪 被医ど実 公　 付 各公に

場出音 設　 う 動　 ・ 常騒臭 害療救 害　 制 種表よ

・る ・ 工　 騒 卓　 騒 生音 者費済 防　 度 測やる
作ば振 事　 音 の　 音 活 ・ にの制 止　　 の 定ポP

業い動 に　　 ・ 排 に振 対揃度 資　 充 結スR

場煙 ・ と　 振 気　 振 お動 す償の 金　 実 果タ

か ・悪 も　 動 ガ　 動 け・ るな充 貸 の l

住みよい 8.4 2 2.7 3 4.9 2 1.5 1 4.5 5.8 4.4

まあ住みよい 8.8 2 4.0 4 1.4 2 3.0 1 3.1 6.1 5.7

あまり住みよくない 1 3.4 1 9.7 4 7.2 2 9..6 1 5.5 4.2 3.5

住みにくい 1 0.0 3 3.3 6 0.0 2 3.3 6.7 6.7 0.0

注:わからないを除く

ここで,公害被害と公害対策の関係をみたのが表2-3である。特に大きな比率を示

す箇所には☆印をつけた。被害意識と要望の相関ではあるが,大気汚染は自動車,振動

は建設工事,悪臭は工場および日常生活によるものが要因となっているものともうけと

れよう。また,住みよさ別にみると,表2-4のとおり,住みにくいと感じている人ほ

ど自動車の排気ガス・騒音・振動に対する対策を望んでおり,自動車公害が日常生活に

いかに大きな害を与えているかがうかがわれる。

Ⅱ-4　近隣騒音

近隣騒音について聞いたところ,図2-8のとおり,「特にない」が41.0%と半数

30

20

自　　チの　　犬　　話　　テ　クの　階足　　ピ　　商
動　リス　　や　　し　　　レ　】音　段音　　ア　　店
車　　紙ピ　　措　　　声　　　ビ　　ラ　　　や　　　ノ　　　や
交I　　の　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　飲

オ　　換カ　　な　　歌　　ス　　な　　階　　　ギ　　食
l　　やI　　き　　声　　テ　　ど　　な　　　タ　　店
卜　　物　　　戸　　　　　　レ　　冷　　　ど　　l　　　か
ノヾ　　売　　　　　　　な　　　オ　　暖　　　の　　　　　　　ら
イ　　り　　　　　　　き　　　　　　房　　　物　　　　　　　の

芦　　　　　器　　音　　　　　　音
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近い。騒音被害の内容としては,「自動車・

オートバイ」が22.9%と最も多く,ここ

でも,公害の第一の原因として自動車があ

がっている。「チリ紙交換や物売りのスピ

ーカー」が16.7%で続いており,他は10

パーセントに満たなかった。

上位2項目について,属性別の特徴は表

2--5に示したとおりである。「自動車・

オートバイ」は,住みよさ別にみると,あ

まり住みよくない(2　8.9%)や住みにく

い(36.7%)に多く,「車の騒音」は居

住環境の評価に大きく影響しているといえ

よう。なお,「特にない」は,榎町地域(4

6.1%),落合第一地域(64.6%),角

筈・区役所地域(6　7.9%)に多く,また,

鉄筋アパート・マンション(45.8%)に

も多い。

Ⅱ-5　自宅付近の道路状態の評価

図2-9に示すとおり「たいへんよい」と

「よい」を合わせた≪満足派≫は44.4%,

「あまりよくない」と「非常によくない」

を合わせた≪不満派≫が33.1%であった。

地域別にみると,図2一一10のとおり,

≪満足派≫は区の南部に多く,東部に少な

い傾向がある。

表2-5　各属性別の近隣騒音

(上位2位まで)
N=1,139

自動車・オートノヾイ
ちり紙交換や物売り

のスピーカー

全体 2　2.9 % 1 6.7 %

地
横町地域 (28.9%) 四谷地域 (34.0%)

域 大久保地域(28.7% ) 若松町地域(23.6%)

別 落合

第二地域(30.7%) 箪笥町地域(20.7勅

住形 寮・間借り・住込み

態

居別

(26.1%)

住よ あまり住み 住みよい (20.9%)

さ よくない(:数9% )

み別 住みにくい(36.7% )

図2-9　自宅付近の道路状態の評価

N=1,139

定住意思別では図2-11のとおり,≪満足派≫は,永住するつもり(50.4%)な

ど≪定住意思ある者≫多く,≪不満派≫は,転出するつもり(40.4%)など≪転出意

思ある者≫に多い。

次に住みよさでみると図2-12のとおり,≪満足派≫は,住みよい(54.3%),

まあ住みよい(47.7%)など≪住みよい派≫に多く,≪不満派≫は,あまり住みよく

ない(46.4%),住みにくい(40.0%)など≪住みにくい派≫に多い。
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図2-10　地域別の道路状態への≪満足派≫

N=1,139

【落合第一地域】 【区　全　体】

【角筈・区役所地域】

図2-11 図2-12

定住意思別の自宅付近の道路状態の評価　　　　　住みよさでみた自宅付近の道路状態への評価
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(1)道路状態への不満

どんな点が不満かの間に対しては,図2-13のとおり,道の狭さに不満が集中してい

る。

この結果の地域別の特徴をみると表2-6のとおりである。落合地域以外の地域全てで

通の狭さに不活が集中している。

一方,区全体の比率が10%以下のもので目立ったものをみると,「幹線道路が混雑す

図2-13　道路状態への不満

狭　　道　　車　　道　　道　　子　　幹　　遺　　バ　　そ　　N

い　　が　　　に　　路　　路　　供　　線　　路　　ス

道　　狭　　よ　　が　　に　　の　　道　　に　　が　　の　　A

に　　　く　　　る　　狭　　歩　　通　　路　　緑　　渋

卓　　災　　公　　く　　道　　学　　が　　が　　滞　　他

が　　害　　害　　車　　が　　路　　混　　少　　に

は　　時　　が　　が　　な　　が　　雑　　な　　巻

い　　　に　　　ひ　　走　　　く　　　危　　　す　　い　　　き

り　　　不　　ど　　　り　　　歩　　険　　る　　　　　　込

込　　安　　い　　づ　　　き　　　で　　　　　　　　　　ま

ん　　　で　　　　　　　b　　　に　　　あ　　　　　　　　　　　れ

で　　　あ　　　　　　い　　　く　　　る　　　　　　　　　　て

困　　　る　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　遅

る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ

る

表2-6　地域別の道路状態の不満

(上位5位まで)　　N=3　7　7

狭い通に卓がはい 遺が狭く災害時に 車による公害が 道路が狭く, 車が 道路に歩道がなく
り込んで因る 不要である ひどい 走りづらい 歩きにくい

全体 3　9. 8 % 3　8. 7 % 1 8.0 % 1 7.0 % 1 0. 9 %

地

域

別

四谷地域 角筈 ・区役所地域 榎町地域 若松町地域 大久保地域
(4 6.4 % ) (6 0.0 % ) (2 5,4 % ) (5 8.8 % ) (2 0.0 % )

若松町地域 榎町地域 大久保地域 落合第二地域 落合第二地域

(5 8.8 % ) (4 6.3 % ) (2 6.7 % ) (2 7.7 % ) (1 9.1 % )

大久保地域 相木地域 落合第一地域 相木地域

(5 3.3 % )

戸塚地域

(5 1.0 % )

(4 8.1 % ) (2 4.1% ) (2 3.1 % )
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表2-7　車の有無別の通路状態への不満

N二　3　7　7

適時る幹 道重いバ巻遅車　が狭は因遺な歩道　縁子　が そ

の

他

N

A

がに 線　混路が スきれに　ひいいる路くき路　が供　危

狭不 遺　雑が走 が込るよ　ど迫り に　にに　少の　険

く安 路　す狭り 渋ま る　いに込 歩　く な通　で

災で が　るくづ 滞れ 公 車ん 適　い し＼学　あ
害あ ら にて 害 がで が 粘　 る

ある 36.6 8.9 15.2 4.5 18,8 39.3 8.0 4.5 10.7 9.8 2.7

ない 39.6 5.7 17.7 3.0 17.7 40.0 12.1 6.0 6.4 6.4 0.8

る」は,落合第一地域(13.8%),第二地域(14.9%),「道路に緑が少ない」は,

箪笥町地域(14.3%),「パスが渋滞に巻き込まれて遅れる」は,落合第二地域(10,6

%)に多い。山手通り,目白通り,早稲田通りなどの通っている落合地域は,それらの幹

線道路の渋滞による支障が大きいと思われる。

なお,卓の有無別にみると表2-7のとおり,「幹線道路が混雑する」は車のある人,

「歩道がなく歩きにくい」は車のない人にわずかに多いほかは,大きな特徴はみられない。

Ⅱ-6　「都市計画道路」の見直し作業の周知度

図2-14のとおり,知っている人は4

人に1人の割合であり,周知度は非常に低

い。地域別でみると図2-15のとおり四

谷,若松町,大久保といった区中央部に周

知度が高い。

性年代別でみると図2、-16のとおり,

男性の特に中・高年層に周知度が高い。

Ⅱ-7　指定区域での建築規制について

図2-17のとおり「将来の通路予定地と

してやむをえない制限である」が2　9.7%,

「制限によって受ける損失に対して,補償す

図2-14

「都市計画道路」の見直し作業の周知度

Nニ=1,139

べきである」が21.6%,「制限を緩和すべきである」が10.4%,「制限を撤廃すべ

きである」が3.2%である。これに対して「わからない」が3　3.3%と3分の1を占め

ているも

地域別にみたのが表2-8である。補償を求める声は四谷地域と大久保地域とに多い。
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図2115　地域別の「都市計画道路」の見直し作業の周知度

N=1,139

ニ・　　l　・・

地城1、.

箪　笥　　町

煩　　　　　判

Jl　・松+射

大　久　保

H　　　　　塚

落　合　第　一

落　合　第　二

相　　　　木

角筈・区役所

図2-16

知っている

25.8%

知らない

74.2%

37.9随踪瀾 62.1

　　　/
16.2凶凋 83.8

＼
24.2日 75.8

　＼34.5臣廷∃藍∃濁 65,5

/

32.6班旺uEP 67.4

　/2 2.3困適沼 7 7.7

　/8.3 91.7

＼--＼＼

匝酢、・・、、.ミ・′、.、 75.4

!

23.2駐臨漏訂 76.8

＼

28.6戯詔国事看 71.4

性年代別の「都市計画道路」の見直し作業の周知度

N=1,13　9

性

20　　30　　40　　50

代　　代　　代　　代

60
代
以
上



年代別では図2-18のとおり,「やむを　図2-17　　指定区域での

えない」という意見は中年層に多いのに対し

て,「補償を」求める声は若年層に強い。

また定住意思別にみたのが図2-19であ

るが,≪定住意思ある者≫ほど「やむをえな

い」レ._)比率が高い。

次に前問「都市計画通路」見直し作業の問

知度と指定区域での建築規制についての関係

をみると表2-9のとおりである。知らない　その他
1,8%

人には,建築規制について「わからない」　　　撤廃を
3.2%

(40.6%)という回答が多いのも当然といえよ

う。「わからない」の比率に差があるため,

建築規制について

N=1,139

わからない
33.3%

やむをえない

他の項目の比率をそのまま比較することはできないが,知っている人に特に多い項目は「制

限によって受ける損失に対して,補償すべきである」(28.9%)と「制限を緩和すべき

である」(19.0%)の2項目である。「都市計画道路」の見直し作業や建築規制を知っ

表2-8,地域別の指定区域での規制について

N=1,139

やむをえない 補償を 緩和を 撤廃を その他 わからない

区　 全　 体 2 9,7% 2 1.6% 1 0.4% 3.2%

l

1.8% 3 3.3%

1

地

域

別

四　　　　 谷 2 3.5 3 3.3 [　 9.8

[ 1 0・8

[
2.6 2.0 2 8.8

箪　 笥　 町 4 2.3 1 1.7 1 0.8 0.0 2 4.3

l

榎　　　　 町 3 0.5 [ 1 8・0 !　　 4.7

l

0.0 3.1 4 3.8

若　 松　 町 3 4.5 2 3.6 2 0.0 6.4 [　　 0.9

i

[
[ 1 4・5

大　 久　 保 ; 2 0・2 3 2.6 7.8 r　　　 4.7
!　 0.8 3 4.1

戸　　　　 塚
l 2 7.7 i 2 1・5 1　 6・2　 -　 3・1 】　 0′0 4 1.5

落合 第　一 3 0.2 ; 1 9・8 1　 6・3 1.0 21 1　 4 0.6

落合第　二 3 7.7 2 1.1 1 4.9 1.8 6.1 1 8.4

柏　　　　 木 2 8.6 1 7.0 1 4.3 0.9 1.8 3 7.5

角筈・区役所 2 1.4 1.8 1 2.5 0.0 0.0 6 4.3
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ている。あるいは何らかの形で関わりのある人は,補償や緩和といった何らかの変更を求

めているともうけとれよう。

図2-18　年代別の指定区域での建築規制について

20　　代

30　　代

40　　代

50　　代

60代以上

図2-19

定住意思別の「やむをえない」

表2-9

「都市計画道路」見直し作業の周知度と

指定区域での建築規制について

N二1,139

や 損捕る制 制

む制失償 限す限す

を限にす をベを　ベ

得で対ベ 緩き撒き

なあしき 和で廃で

い　るてで あ あ
あ る る

区　全　体29.7 21.6 10.4 3.2

知っている33.7 28.9 19.0 2.7

知らない28.3 19.1 7.5 3.4



Ⅲ.地域社会

一.コミュニティの範囲

2・近所付き合いの程度

3.地域社会の役割について

4.日分の地域に欲し圭施設



【ライフ・ステージ】

*始前期・=

*家族形成期=・

*家族成長期(A)

*家族成長期(B)

*家族成長期(C)

*家族成熟期・…

*老年期(A「

*老年期(B)・…

*老年期(C)・

結婚前の独身者

子どもがいない若夫婦
の夫あるいは妻

結婚し乳・幼児
がいる親

小・中学生がいる親

高校・大学生がいる親

学校教育を終えた
独身の子どもがいる親

子どもが結婚して
一緒に住んでいる親

子どもが独立して
2人だけになった親

子どもが独立して
1人だけになった親



Ⅲ．地域社会

≪設問とまとめ≫

Q11・最近,コミュニティという言葉がよく使われます。これは地域社会または近

隣社会という意味で用いられますが,コミュニティとはどの範囲だと思います

か(1A)。

1・隣り近所

2・　日常の買物をする地域

3.町会・自治会の地域

4・小学校を中心とした地域

5・駅を中心とした地域

6・特別出張所を中心とした地域

7・新宿区全体

N三1,13　9

2　0-5%　　　8.その他　　　　　　　1.8%

16.3%　　　9.　わからない　　　15・2%

2　7・2%

4.2%

1・6%

2.5%

l O・7%

2・近所付き合いの程度

Q12・隣り近所の人とふだんどの程度お付き合いをしていますか。(1A)

1・挨拶をかわす程度

2・　立ち話をする程度

3.　お互いの家に行き来している

4.困ったときは助け合う程親しい

5・ほとんど付き合っていない

6.付き合っていない

7・　NA

SQ1・〔Q12で1～4と答えた人に〕

どんなきっかけで付き合うよう

になりましたか。(FA)

3　6.8%

2　9・7%

12.3%

6・6%

10・4%

3.8%

0・4%

N‥1,139

SQ2・〔Q12で5,6と答えた人に〕

付き合わない理由は何ですか。

(F A)
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3.地域社会の役割について

Q13.最近の報道で,一人暮らしの老人が死んだまま発見されたり,両親が不在の

まま小学生の子供だけで何か月も暮らしていたということがありましたが,こ

れについてどう思いますか。(1A)

1・個人的な事情があってのことだから仕方がない

2.気の毒だとは思うが何もできない

3.だれか親戚の人などが気を付けるべきだ

4・隣り近所の人たちが気をつけるべきだ

5・役所などの行政機関が面倒をみるべきだ

6・　その他

7・わからない

9.8%

14・4%

2　0.5%

3　3.4%

15・9%

1・1%

4.8%

N=1,139

4.自分の地域に欲しい施設

Q14・あなたが住んでいる地域にほしいと思う施設を,次の中から2つ以内で選ん

で下さい。(回答業5提示〕(2A)

1.保育園　　　　　　　　6.4%　　　　　8・運動場

2・児童館　　　　　　　　5.3%　　　　　9・体育館

3.集会室　　　　　　　　5.1%　　　10・社会教育会館

4∴　婦人会館　　　　　　　7.6%　　　　11・図書館

5・老人会館　　　　　　　8・9%　　　　12・その他

6・公園・児童遊固　　　2　9.3%　　　　13・特にない

7・健康相談所　　　　12・1%

N=1,13　9

2　5.5%

14.3%

4.0%

16・6%

2.8%

21・3%

この章では,最近しばしば使われる「コミュニティ」という言葉を区民はどのようにと

らえているか,また実際の地域社会の中での区民の意識や区民と地域社会との関わりなど

について聞いた。

コミュニティの範囲については,「町会.自治会の地域」が約3割を占め,続いて「隣

り近所」,「日常買物をする地域」が2割前後であった。また「新宿区全体」と答えた人

は1割である。区民は,「コミュニティ」を日常生活でのごく身近な範囲ととらえている

ようだ。
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近所付き合いの程度は,「挨拶をかわす程度」,「立ち話をする程度」など,ごく浅い

付き合いの人が7割近くを占めた。近所付き合いのきっかけとしては「近所なので自然に」

が222件と圧倒的に多く,以下「昔から住んでいるので」(8　5件),「子どもを通じ

て」(61件)などである。近所付き合いをしない理由としては,「仕事,学校で時間が

ない」が34件ともっとも多く,他には「面倒だ」(13件),「機会がない」(11件),

「引っ越してきたばかりなので」(10件)などであった。

地域社会の役割については,「隣り近所の人たちが気を付けるべきだ」が3分の1を占

めた。他にも「だれか親戚の人などが気を付けるべきだ」や「役所などの行政機関が面倒

をみるべきだ」など"とにかく何とかしなければ〝　と考えている人達が合わせて7割弱で

あった。

自分の地域に欲しい施設としては,「公園・児童遊園」,「運動場」が20%台と特に

多く,「図書館」,「体育館」,「健康相談所」の順で続いた。運動あるいは体を動かせ

るスペースへの要望が高くなっているといえよう。

≪分　析≫

Ⅲ-1　コミュニティの範囲

コミュニティ(地域社会または近隣社会)の範囲について聞いたところ.もっとも多か

ったのは「町会・自治会の地域」で27.2%である。続いて「隣り近所」が20.5%,以

下「日常買物をする地域」(16.3%),「新宿区全体」(10.7%)などの順で区民は

コミュニティを日常生活でのごく身近な範囲ととらえているようだ。なお「わからない」

は15.2%である(図3-1)。

図3-1　コミュニティの範囲
N=1,13　9

隣　呈晶　芸蔑　銚雲瑠筑宣　票　そ　わ
り昌域昌　を域心　張た仝　　芸

校地　中　　出し　　区　　の　　b

近　物　　治　　中　　と　　所地　　体　　他　　い
を　　　会　　　心　　　L　　を域

所　す　　の　　と　　た　　ヰ
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比率が10%を超えたものについて,各属性別の特徴をみると以下のとおりである。

地域別では,「町会・自治会の地域」は,箪笥町地域(32.4%),榎町地域(39.1

%),落合第二地域(35.1%)に多く,柏木地域(31.3%)にも比較的多い。「隣り

近所」は,四谷地域(30.1%),箪笥町地域(27.9%),若松町地域(30.9%)に

多く,落合第一地域(25.0%)にも比較的多い。「日常買物をする地域」は,若松町地

域(23.6%),角筈・区役所地域(39.3%)に多く,箪笥町地域(21.6%)にもや

や多くなっている。「新宿区全体」は,柏木地域(19.6%)に多く,落合第二地域(1

4.9%)にも比較的多い(表3-1)。

他の属性との関係を項目別にみると表3-2のとおりである。

◎　町会・自治会の地域(区全体27.2%)

職業別の自営業・事業主や実際に町会・自治会活動を支えていると思われる居住年数が

長く,地元意識の強い人達の意見といえよう。

◎　隣り近所(区全体20.5%)

「町会・自治会の地域」と答えた層と類似している。また,高年層に多い。

◎　日常買物をする地域(区全体16.3%)

表3-1　地域別のコミュニティの範囲(上位4項目)
N=1,13　9

町会 ・自治会の

地　　　　　　 域
隣 り 近 所

日常買物をする

二柚.　　　　　 域

新宿 区全体

区　　 全　　 体 2 7.2 % 2 0.5 % 1 6.3 % 1 0.7 %

地

域

別

四　　　　　　 谷 1 7.6 3 0.1 1 6.3 9.2

箪　　 笥　　 町 3 2.4 2 7.9 2 1.6 3.6

榎　　　　　 町 3 9.1 19.5 7.8 1 0.2

若　　 松　　 町 2 0.0 3 0.9 2 3.6 6.4

大　　 久　　 保 2 5.6 1 4.0 1 7.8 1 1,6

戸　　　　　 塚 2 9,2 1 3.1 1 3.1 1 0.8

落　 合　 第　 一 2 1.9 2 5.0 1 0.4 1 2.5

落　 合　 第　 二 3 5.1 1 4.0 7.9 1 4.9

相　　　　　 木 3 1.3 1 0.7 1 7.9 1 9.6

角 筈 ・区役 所 1 4.3 1 9.6 3 9.3 7.1
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表3-2　属性別のコミュニティの範囲の特徴(上位4項目)
N=1,13　9

＼
＼ 町会・自治会の地域 隣　 り　 近　 所 日常買物をする地域 新　宿　区　全　体

全~fム

比室
2 7.2%

2 0.5%　 l
1 6.3% i　 lO・7%

職

業

別

0 自営業・事業主 。自営業・事業主
1
I。主婦

10管理職・自由業

(3 4.7% ) (2 5.1% ) l (2 1牒% ) (2 0.2% )

0事務職・技術職

(15.6% )

ラ
イ
0家族成長期(B) 。老年期(B) 。家族成長期A) 0婚前期

フ
ス

(3 5.3% ) (3 2.8% ) (2 6.2% ) (1 4.9% )

フ~
】 。老年期(A) 。老年射C) 0家族形成期

シ
別 (3 5.5 % ) (3 8.9% ) (1 5.9% )

居数

住別

年

0戦前から 0 5 4年以降 。昭和5 1～5 3年

(3 3.0% ) (2 2.2% ) (1 4.3 % )

年

代

別

。6 0代以上 。2 0代 。2 0代

(2 5.7% ) (2 0.3 % ) (1 4.9% )

主婦や若年層に多い。

◎　新宿区全体(区全体10.7%)

勤め人や若年層に多い。

このように,居住年数が長い人や高年層は,「町会・自治会の地域」とか「隣り近所」な

ど,自分の地域での日常生活に具体的に深く関わりを持つものをあげている。これに対し

て,若年層は,「区全体」などと,高年層に比べ,かなり漠然としたイメージを抱いてい

るといえよう。
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Ⅶ-2　近所付き合いの程度

となり近所の人との近所付き合いについて

は,「挨拶をかわす程度」が3　6.8%,「立

ち話をする程度」が29.7%と浅い付き合い

の人が7割近くを占めた。他に「お互いの家

に行き来している」が12.3%,「困った時

は助け合う程親しい」が6.6%である。これ

に対して,「ほとんど付き合っていない」が

10.4%,「付き合っていない」が3.8%で

ある(図3-2)。

各項目ごとに属性との関係をみると表3-

3のとおりである。

◎　挨拶をかわす程度(区全体36.8%)

図3-2　近所付き合いの程度
N=1,13　9

男性の中・高年層や女性の若年層,労務・サービス職,事務・技術職など勤人や学生,

また居住年数の短い人に多い。仕事や学校などで時間的余裕の少ない人達に多いといえよ

う。

◎　立ち話をする程度(区全体29.7%)

男女の中年層,自営業・事業主,比較的長く住んでいる人などに多い。仕事上のことな

どで近所との関わりがなくてはならない層や,長く住んでいるため,自然に付き合うよう

になったものと考えられる。

◎　お互いの家に行き来している(区全体12.3%)

男性の高年層や女性の中・高年層,無職や主婦層,居住年数の長い人に多い。家庭にい

る時間の長い人に多いといえよう。

◎　困った時は助け合う程度(区全体6.6%)

男女の高年層,自営業・事業主,戦前から住んでいる人に多い。やはり,その地域に長

く住んでいたり,仕事上などで地域と深く関わっている人ほど,つき合いの程度が深いと

いえよう。

◎　ほとんど付き合っていない+付き合っていない(区全体14.2%)

＼男性の若年層,学生,5年未満の短期居住者に多い。女性の若年層では,「挨拶をかわ

す程度」が多かったが,男性の若年層では,近所付き合いに対し,より消極的であるとい

えよう。
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次に,近所付き合いの程度を5　2年2月調査時と比較すると,図3-3のとおりである

(回答項目は多少異なっているので,類似しているもので参考にする)。

類似項目で「挨拶をかわす程度」が2倍以上の増加となっており,また,「立ち話をす

る程度」も増加している。しかし,「困った時に助け合う」は半減している。なお,今回

調査では,「家に行き来する」という項目にあたるものが,52年2月には「買物に行っ

たり親しくする」,「家族ぐるみで付き合う」となっているため一様には言えないが,以

前に比べ,浅い付き合い方が増えているといえよう。

表3-3　属性別の近所付き合いの程度の特徴　　　　N=1,13　9

l挨拶をかわす程度

l

1
立ち話をする程度lお吉鐙 誓 いる!

因った時は

[　 助け合う程度

ほとんど付き合ってい

ない十付き合っていない

全体
l 3 6.8 %

若松町地域

2 9.7 % 1 2.3 % 6.6 % 1 4.2 %

地

l

域

別

角筈 ・区役所地域 箪笥町 i戸塚地域 落合第一地域

(4 3.6 % ) (3 7.5 % ) ～　 (1 6,2 % ) (1 4.6 % ) (2 8.2 % )

落合第二地域 行路 地域 大久保地域

広 地域(4 8.2 % )

(4 1.1 % )

角筈・区役所地域

(4 1.1 % )

l　 (3 3.3 % ) ( 1 8.7 % )

性

年

男 6 0 代以上 男 5 0 代 男 6 0 代以上 女 6 0 代以上 男2 0 代

(4 4.4 % ) (3 6.8 % ) (1 7.3 % ) (1 6.8 % ) (3 5.3 % )

女 2 0 代 女 4 0 代 女 3 0 代 勇6 0 代以上

(4 3,0 % ) (4 8.1 % ) (1 9.4 % ) (1 1.1 % )

代

別

男 5 0 代 女 5 0 代 女 5 0 代

(4 1.2 % ) (3 4.7 % ) ( 1 8.8 % )

女 6 0 代以上

( 1 9.2 % )

職

業

別

労務職 ・サービス 自営業 ・事業主 無職 (1 9.7 % )

主婦 ( 1 6.4 % )

自営業 ・事業主 学生 (3 6.1 % )

職　 (4 4,9 % )

学生 (4 2,6 % )

事務 ・技術職

(4 1.7 % )

(3 5.3 % ) ( 1 1.4 % )

家

族

2 人 (4 3.9 % ) 4 人 (4 1.6 % ) 1 人 ( 1 9.2 % ) 1 人 (3 1,2 % )

人

数

別

5 人 (4 0.6 % ) 5 人 (3 3.6 % ) 2 人 ( 1 5.8 % ) 2 人 ( 1 8.7 % )

居 5 4 年以降 昭和 3 1年～ 4 0 終戦～昭和3 0年 戦前から 5 4 年以降

住

年

数

別

(5 3.3 % ) 年　 (3 9.5 % )

昭和4 1年～4 5

年　 (3 8.3 % )

( 1 9.5 % ) ( 1 4.4 % ) 】　 (2 6.7 % )

昭和5 1年～ 5 3

年　 (2 6.7 % )
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図3-3　近所付き合いの程度-52年2月調査との比較

家に行き来

ほとんど付き合っ
ていない

付き合っていない

(1)近所付き合いのきっかけ

どんなきっかけで付き合うようになったかを自由回答で答えてもらったところ,主なも

の(10件以上)は図3-4のとおりである。もっとも多かったのは,「近所なので自然

に」が2　22件と圧倒的で,次いで「昔から住んでいるので」が85件,以下「子どもを

通じて」が61件,「同じ建物に住んでいるので」が28件,「仕事(商売)上」が25

件,「朝多のあいさつ」が18件,「買い物で」が14件,「町会・自治会を通じて」が

10件,また「特に理由はない」が24件であった。

なお,その他の10件以下の理由としては,「ゴミの収集日に顔を合わせて」が9件,

「回覧板を通じて」が9件,「留守を頼んで」が4件などである。

(2)付き合わない理由

Q12で「ほとんど付き合っていない」,「付き合っていない」と答えた人に,その理

由を聞いたところ,「仕事,学校で時間がない」が34件ともっとも多かった。次いで,

「面倒だ」が13件,「機会がない」が11件,「引っ越して来たばかりなので」が10

件,「寮なので」が9件,「必要ない」が6件,「その他」が18件などである。また「特
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に理由はない」は12件である(図3-5)。

その他の内訳は,「人の移動が激しい」,「知らない人だから」(各3件),「共通の

話題がない」,「隣が,マンショ　ンや寮である」,「深く関わりたくない」,「周囲と離

れている」(各2件),「お互いに無関心」,「付き合っても何にもならない」,「学校

が違う」,「病弱」(各1件)などである。

図3-4　近所付き合いのきっかけ N=　5　3　9

苦　言　官等　墓　夢　買　町　そ　特

瑠枠嶽
図3-5　付き合わない理由 N=113

仕　　面　　機　　引の　　寮　　必　　そ　　特
事　　　　　　会　　っで　　な　　要　　　　　　に
例　　　が　　越　　　の　　　な　　　の　　理

学　　　　　　な　　し　　　で　　い　　　　　　由
校　　だ　　い　　て　　　　　　　　　　他　　は

で　　　　　　　　　来　　　　　　　　　　　　　　な

時　　　　　　　　　　た　　　　　　　　　　　　　　　い

問　　　　　　　　　　ば

が　　　　　　　　　　か

な　　　　　　　　　　り
い　　　　　　　　　　　な
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Ⅲ-3　地域社会の役割について

最近の報道で,一人暮らしの老人が死んだ

まま発見されたり,両親が不在のまま小学生

の子どもだけで何か月も暮らしていたなどと

いうことについて意見を聞いてみると,「個

人的な事情があってのことだから仕方がない」

が9.8%,「気の毒だとは思うが何もできな

い」が14.4%,「だれか親戚の人などが気

を付けるべきだ」が20.5%,「隣り近所の

人たちが気を付けるべきだ」が3　3.4%,「役

所などの行政機関が面倒をみるべきだ」が

15.9%であった(図3-6)。以上のように

図3-6　地域社会の役割について
N=1,13　9

「隣り近所の人たちが気を付けるべきだ」と

いう意見がもっとも多く全体の3分の1を占めた。≪隣り近所の人たち≫は地域社会の中

心をなす人たちであり,その人達の地域社会での役割というものについて,かなり高く評

価されていることに注目されよう。

次に「隣り近所の人たちが気を付けるべきだ」,「だれか親戚の人などが気を付けるべ

きだ」や「役所などの行政機関が面倒をみるべきだ」など"とにかく何とかしなければガと

考えている人たちの特徴をみると表3-4の(1)のとおりである。

◎　隣り近所の人たちが気を付けるべきだ(区全体33.4%)

中高年層で子どもと別居している人や主婦,自営業・事業主などに多い。

◎　だれか親戚の人などが気を付けるべきだ(区全体20.5%)

子どもがいる中年層に多い。

◎　役所などの行政機関が面倒をみるべきだ(区全体15.9%)

男性中・高年層や女性若年層,管理職・自由業の人などに多い。

これに対して,「個人的な事情があってのことだから仕方がない」,「気の毒だと思う

が何もできない」について属性での特徴をみると表3-4の(2)のとおりである。

◎　個人的な事情があってのことだから仕方がない(区全体9.8%)

男性若年層,管理職・自由業,労務職・サービス職などの勤人に多い。

◎　気の毒だと思うが何もできない(区全体14.4%)

女性の若年層,労務職・サービス職,学生などに多い。

-74-



以上のように,「仕方がない」,「何もできない」と答えた層は,男女の若年層,勤め

人に多い。近所付き合いのところでも,「付き合ってない」は若年層に多く,≪他人に干

渉もしないし,されたくもない≫という意識が強いと言えよう。

表3-4　属性別の地域社会の役割り(1) N=1,139

隣り近所で気をつけるべきだ 親戚などが気をつけるべきだ 行政機関が面倒をみるべきだ

全体 3　3.4% 2　0.5% 1 5.9%

性
男4 0代　　　　 (39.6%) 女5 0代　　　 (24.8%) 男50代　　　 (22,1%)

年

代
~̀女4 0代　　　　 (41.5%) 男6 0代以上　 (25.9%)

別
女6 0代以上　　 (37.6%) 女2 0代　　　 (19.0%)

職

業

別

主婦　　　　　　 (39.9%)

自営業・事業主　 (37.7%)

管理職・自由業(25.8%)

ラ
イス
家族成熟期　　　 (43.3%) 老年期(A )　 (26.3%) 家族形成期　　 (20.3%)

フテ

'】
ジ
別

老年期(B)　　 (4 5.9%)

老年期(C)　 (4 1.7%)

家族成長期(B)(24.7%)

表3-4　属性別の地域社会の役割り(2)　　　　N=1,139

個人的な事情で仕方がない 気の毒だが何もできない

全 体 9,8 % 1 4. 4 %

性 代

年 別
男 2 0 代　　　　　　　　　　 (1 4.4 % ) 女 2 0 代　　　　　　　　　 (1 9.0 % )

職

業

別

管理職 ・自由業　　　　　　 (1 5,7 % ) 労務職 ・サービス職　　　 (1 7.8 % )

労務職 ・サービス業　　　　 (1 4.0 % ) 学生　　　　　　　　　　　 (1 8.0 % )

ラ　ス
イ　テ

フ l

婚前期　　　　　　　　　　　 (1 3,3 % ) 老年期(B )　　　　　　　 (1 9.7 % )

・ジ
別 家族成長期 (C )　　　　　 (1 5.9 % )
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ここで,さらに地域社会の役割に対する考え方の特徴をはっきりさせるために,コミュ

ニティの範囲と,近所づき合いの程度との関係をみてみよう。

コミュニティの範囲との関係をみると,図3-7のとおり,コミュニティの範囲を,自

宅周辺の比較的狭い地域とみた人(隣近所,町会・自治会中心)は,「親戚」や「隣近所」

の人が気を付けるべきだとの意見が多い。一方,出張所や区全体,小学校など行政区画を

コミュニティの範囲とした人は,行政依存派が多くなっている。「仕方がない」,「何も

できない」という無関心派は「駅中心」が特に多かった。

また,近所づき合いの程度との関係をみると表3-5のとおり,近所づき合いが深くな

るほど「親戚」や「隣近所」の人が気を付けるべきであるとの意見が多い。一方,ほとん

ど付き合わない人は,行政機関に任せるべきとの行政依存と,「仕方ない」,「何もでき

ない」という無関心派が多くなっている。

図3-7　コミュニティの範囲と地域社会の役割について

N=1,139

総　　数

隣り近所

買物地域

町会・自治会地域

小学校中心

駅　中　心

山　張　所

区　全　体

そ　の　他

わからない
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表3-5　近所付き合いの程度と地域社会の役割について

N=1,139

仕方ない
何　　 も

できない

親戚が気,

をつける
隣近所 役所など行政機関 そ　の他

わ　か　ら

な　　 い

総　　　　　　 数
9.8 1 4.4 2 0.5 3 3.4

1 5.9
1.1 4.8

2 5.2 5 3.9 5.9

挨拶をかわす程度
9.1 1 3.6 2 0.0 3 2.2

1 8.9
1.4 4.8

2 2.7 5 2.2 6.2

立ち話をする程度
1 0.7 1 5.4 2 1.3 3 4.9

1 3.0
1.2 3.6

2 6.1 5 6.2 4.8

お互いの家に行き

来している

9.3 1 3.6 2 2.9 3 7.9
1 2.1

0.7 3.6

2 2.9 6 0.8 4.3

困った時は

助け合う

2.7 9.3 1 3.3 5 7.3
1 3.3

1.3 2.7

1 2.0 7 0.6 4.0

ほとんど付き

合っていない

1 6.8 1 8.5 1 9.3 1 7.6
2 0.2

0. 0 7.6

3 5.3 3 6.9 7.6

付き合っていない
7.0 1 6.3 3 0.2 1 8.6

1 4,0
2.3 1 1.6

2 3.3 4 8.8 1 3.9

無　　　 解　　 答
0.0 0.0 0.0 4 0.0

2 0.0
0.0 4 0.0

0.0 4 0.0 4 0.0
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Ⅲ-4自分の地域に欲しい施設

自分が住んでいる地域に欲しい施設の主なものは,｢公国･児童遊園｣が29.3%と最

も多かった｡続いて｢運動場｣が25.5%,｢図書館｣が16.6%,｢体育館｣が14.3

%,｢健康相談所｣が12.1%などの順であった｡また,｢特にない｣が21.3%と多か

った(図3-8)｡

次に10%以上の要望があった上記の5項目と｢特にない｣について各属性別での特徴

をみると表3-6のとおりである｡

◎公園･児童遊園(要望度29.3%第1位)

女性で子どもがいるであろうと考えられる年代層での要望が高い｡

◎運動場(要望度25.5%第2!拉)

男性の若年層,中年層での要望が高い｡

◎図書館(要望度16.6%第3位)

男女の若年層での要望が高い｡

◎体育館(要望度14.3%第4位)

男女の若年層での要望が高い｡

◎健康相談所(要望度12.1%第5位)

男女の中･高年層での要望が高い｡

◎特にない(区全体21.3%)

男女の中･高年層に目立って多い｡



次に「コミュニティの範囲」と「自分の地域に欲しい施設」との関係をみると表3-7

のとおりである。

コミ　ュニティの範囲を「日常の買物をする地域」と,ごく狭い範囲ととらえている人は,

その範囲内に「児童館」,「公園・児童遊園」,「老人会館」など自分の家族(子ども,

老人)のための施設を望んでおり,コミュニティの範囲を「小学校中心」,「駅中心」,

「出張所中心」,「区全体」などと,もっと広い範囲でとらえている人は,「運動場」,「体

育館」,「社会教育会館」,「図書館」など,一般の人たちが広く活用できる施設を望ん

でいるといえよう。

表3-6　属性別の自分の地域に欲しい施設(上位5位)

N二1,139

＼
公園・児童遊園運　動　場図　書　館体　育　館健康相談所特　に　な　し

全体2　9.3% 2　5.5% 16.6% 14.3% 12.1% 21.3%

地

域

別

大久保地域榎町地域 箪笥町地域落合第一地域若松町地域四谷地域

(46.5%) (32.0%) (29.7%) (25.0%) (17.3%) (24.8%)

戸塚地域 落合第一地域若松町地域榎町地域 落合第二地域箪笥町地域

(36.2%) (42.7%) (20.9%) (18.8%) (20.2%) (24.3%)

柏木地域 若松町地域戸塚地域 角筈・区役所

(21.4%) (19.1%) (16.9%)地域(55.4勅

性

女30代 男20代 男20代 男20代 男50代 男60代以上

(37.3%) (45.8%) (26.1%) (25.5%) (26.5%) (32.1%)

年女40代 男30代 女20代 男30代 女50代 女50代

代 (34.9%) (31,7%) (26.8%) (19.5%) (18.8%) (36.6%)

別女20代 男40代 女20代 女60代以上

(33.8%) (31.1%) (21.8%) (36.8%)

ラ

家族成長期(A)烙前期 婚前期 婚前期 家族成熟期家族成熟期

(37,4%) (33.2%) (25,9%) (23.1%) (21.7%) (37.5%)

イ
フ

ス

家族成長期(B)家族形成期 家族成長期(B)老年期 老年期(A)

(35.3%) (33.3%) (19,4%) (19.4%) (29.9%)

テ
1
家族成長期(C)家族成長期 家族形成期家族成長期(C)老年期(B)

ジ
別
(34.5%)

家族形成期

(33.3%)

(36.5%) (17.4%) (16.8%) (37,7%)

老年期(C)

(38.9%)
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表3-7　コミュニティの範囲と自分の地域に欲しい施設
(%)

保 育 園 児 童 館 集 会 室
婦　 人

全　 館

老　 人

会　 館

公 園 ・

児　 童

遊　 園

健　 康

相 談 所
運 動 場 体 育 館

社 会 教

育 会 館
図 書 館 そ の 他

特　 に

な　 い

区　 全　 体 6 ,4 5 .3 5 .1 7 .6 8 .9 2 9 .3 1 2 .1 2 5 .5 14 .3 4 .0 16 .6 2 .8 2 1 .3

隣 り 近 所 7 .3 3 .8 3 .4 9 .4 1 1 .1 2 3 ,9 1 2 .8 1 9 .7 10 .7 1 .3 17 .5 2 .1 ☆ 2 8 .6

日 常 の 買 物

を す る 地 域
8 ,1 1 1 .3 7 .0 8 .1 ☆ 1 3 .4 ☆ 3 2 .3 10 .2 24 .2 1 2 .4 5 .9 1 3 .4 2 .2 1 7 .7

町 会 ・ 自 治

会 の 地 域
4 .8 4 .5 7 .1 8 .4 7 .4 3 1 .9 1 2 .6 3 1 .9 1 5 .2 3 .5 19 .0 2 .9 1 4 ,5

小 学 校 中 心

の 地 域
6 .3 8 .3 8 .3 1 0 .4 6 .3 ☆ 3 7 」う 1 0 .4 3 3 .3 1 0 .4 2 .1 14 .6 0 .0 1 4 .6

駅 中 心 の

地 域
5 .6 5 .6 5 .6 ☆ 3 3 ,3 1 1 .1 2 2 .2 2 2 .2 5 .6 ☆ 3 3 .3 0 ,0 1 1 .1 0 .0 1 6 .7

出 張 所 中 心

の 地 域
☆ 17 .9 7 .1 7 .1 7 .1 3 .6 1 7 .9 ☆ 1 7 .9 1 7 .9 ☆ 3 9 .3 10 .7 ☆ 14 .3 0 .0 7 .1

新 宿 区 全 体 8 .2 4 .9 1 .6 5 .7 1 .6 30 .3 1 1 .5 3 2 .8 2 0 .5 7 .4 ☆ 2 5 .4 5 .7 12 .3

そ　 の　 他 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 5 .0 3 5 .0 0 .0 3 0 .0 15 .0 5 .0 2 0 .0 10 .0 3 0 .0

わ か ら な い 4 .0 1 .7 3 .5 2 .3 1 0 .4 2 7 .7 1 2 .7 18 .5 10 .4 3 .5 9 .2 2 .9 3 7 .6

注:☆印の付いたものは特に多いもの

ー80-



Ⅳ.児童・青少年

1・国際児童年の周知度

2・青少年の環境づくりの責任

3・子どもに望むもの

4.子どもに対する地域社会の責任

5・「子どもの午後」について

6・地区青少年対策委員会の周知度

7・地区青少年対策委員会活動への参加意思

8.区の児童.青少年事業への要望



【ライフ・ステージ】

*婚前期・・・・………・

*家族形成期・…‥

*家族成長期(A)

*家族成長期(B)

*家族成長期(C)

*家族成熟期…

*老年期(A)・

*老年期(B)…‥・

*老年期(C)…‥・

結婚前の独身者

子どもがいない若夫婦
の夫あるいは婁

結婚し乳・幼児
がいる親

小・中学生がいる親

高校・大学生がいる親

学校教育を終えた
独身の子どもがいる親

子どもが結婚して
一緒に住んでいる親

子どもが独立して
2人だけになった親

子どもが独立して
1人だけになった親



Ⅳ.児童・青少年

1.国際児童年の周知度

Q 15　 今年 は国 際児童年ですが , ご存 知 で すか。 ( 1 A )

N ニ1,1 3 9

1.　 知 って い る　　　　 8 3.9 %　　　　 2.　 知 ら ない 1 6.1 %

2.青少年の環境づくりの責任

Q16　では,青少年がすこやかに育ち,それをとりまく環境をよくするには,ど

こが巌も力を入れてやらなければならないと思いますか。(1A)

N=1,139

1.　個々の家庭

2.地域社会

53.3%　　4.学校　　　　　11.7%

19.4%　　　5.　その他　　　　　　1.7%

3.　区役所などの行政機関　　7.8%　　　6.　わからない　　　　6.1%

3.子どもに望むもの

Q17　あなたは子どもにどんなことを身につけてはしいと恩いますか。次の中か

ら主なことを2つ以内で選んでください。〔回答票6提示〕(2A)

1.　自主性

2.　忍耐力

3.　自立心

4.　親切心

5.社会遺徳

6.　礼儀作法

7.　判断力

23.5%　　　　8.　責任感

N二1,139

29.9%

20.7%　　　　9.　豊かな情操　　　　　　8.7%

17.0%　　　10.　自己表現力　　　　　　3.7%

14.0%　　　11.　協調性

27.4%　　　12.　その他

21.5%　　　13.　特にない

9.8%
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4.子どもに対する地域社会の責任

Q18　子どもに対しては,地域の人全体が親のように注意を払うべきだという意

見がありますが,どう思いますか。(1A)

N=1,139

1.　当然のことだ

2.個人主義化しているので実際には

むずかしい

3.　日分の子どものことで精一杯だ

4.子どもの親に任せておけばよい

5.むしろ学校や役所の仕事だ

6.　その他

7.　わからない

5.「子どもの午後」について

43.1%

38.0%

2.4%

7.6%

1.3%

1.0%

6.6%

Q19　また,子どもが宿題や塾などあらゆるものから解放され,遊びに専念でき

る「こどもの午後」を,日を決めて設けるべきだという意見がありますが,

どう思いますか。(1A)

N=1,139

1.　ぜひ設けるべきだ

2.　できれば設けるべきだ

3.それぞれの考えがあるので,実際

にはむずかしい

4.　そんなことをすると勉強が遅れる

5.都会は危険が多いので心配だ

6.　そんな必要はない

7.　その他

8.　わからない

6.地区青少年対策委員会の周知度

21.9%

27.1%

25.5%

0.8%

1.6%

8.7%

2.3%

12.1%

Q20　新宿区には,区民による地区青少年対策委員会があり,青少年をとりまく

環境をよくする活動などをしていますが,あなたは知っていますか。(1A)

N=1,139

1.　知っている　　　　　　30.8%

2.　知らない　　　　　　　69.2%
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7.地区青少年対策委員会活動への参加意思

Q21では,地区青少年対策委員会の活動に参加したいと思いますか。(1A)

N=1,139

1.委員として積極的に参加したい　　　　　　0.7%

2.呼びかけがあれば参加したい　　　　　　23.6%

3.参加したくない　　　　　　　　　　　　　31.6%

4.すでに委員として参加している　　　　　1.1%

5.　わからない

8.　区の児童・青少年事業への要望

42.9%

Q22　区の児童・青少年のための事業として,とくに力を入れてほし

とは何ですか。(1A)

1.　スポーツをする機会をもっと与える　　　　　　26.2%

2.幼稚園・保育園・児童館を充実する　　　　　　　7.9%

3.健康診断・栄養指導を強化する　　　　　　　　　　6.0%

4.公園・児童遊園などの遊び場を充実する　　　13.0%

5.学校教育の充実

6.非行化・自殺の防止

7.　仲間づく　りの促進

8.　その他

9.特にない

10.4%

13.4%

9.0%

1.1%

13.1%

いと恩

N=1,13「

最近,自殺や非行の低年齢化など,深刻な問題がクローズ・アップされている。また,

昭和54年は国際児童年にあたり,次の世代を担う児童・青少年の育成のあり方が見直さ

れている。

そこでこの章では,児童育成に対する責任について,特に地域社会の果たす役割を中心

に聞いた。

まず,国際児童年の周知度を調べると,8割を超えており,男50代,女20～3　0代,
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学生などに特に高い。しかし,国際児童年の周知は,マスコミ等によるP Rの影響も大き

く,周知度がそのまま児童育成に対する関心の高さと結びつくとは必ずしもいえない。

環境づくりの責任は個々の家庭にあると考える人が過半数を占める。家庭の責任を重視

する意見は中・高年女性,地域社会の責任は男女若年層,学校の責任は男性50代に多い。

一方,子どもに対する地域社会の責任を聞くと,「当然のことだ」という意見が4割強

あり,これは男性中年層に特に多い。この結果は,育成の責任は第一に家庭にあると考え

る人が過半数であるが,地域社会の果たす役割は潜在的に当然と認めている傾向があると

うけとれよう。

ところで,「東京都児童・青少年施策懇談会」からゆとりある教育を目指した,いわゆ

る「こどもの午後」-特定曜日に学校を半日にし,子どもたちが宿題や塾などあらゆる

ことから解放される午後を設けるもの1-が提示されたが,この「こどもの午後」に対し

ては,「ぜひ設けるべきだ」が2割,「できれば設けるべきだ」が3割で,支持派は約半

数である。

なお,「実際にはむずかしい」と考える人が地域社会の責任については4割,こどもの

午後については3割弱である。こうした意見は現実に子供を抱えている中年女性に多い傾

向があることは注目されよう。

子どもに望むものとしては,「責任感」が3割で最も多く,以下,「社会道徳」,「自主

性」,「礼儀作法工「忍耐力」の順である。「豊かな情操」や「自己表現力」,「親切心」な

ど情緒的,心情的項目はむしろ下位になり,最近の子ども達に精神的な強靭さを求める傾

向が強いといえよう。

ところで,区では青少年対策の一環として,地域住民の自主的な団体である「地区青少

年対策委員会」(区内11か所)の活動を援助している。この委員会に対する周知度は3

割であるが,参加意思をもつ人は4人に1人とあまり高い数字とはいえない。また,積極

的な参加意思を示す人は極めて少ない。参加意思は,男性は4　0～6　0代,女性は3　0～

40代に比較的強くあり,これらの層に重点的に働きかけて,さらにキャンペーン,P R

等新しい企画を工夫することが必要であろう。

最後に区の施策に対する要望を聞いた。「スポーツをする機会をもっと与える」という

意見が最も多く,4人に1人である。以下,「非行化・自殺の防止」,「公園・児童遊園な

どの遊び場を充実する」,「学校教育の充実」の順であった。

青少年・児童問題は日常,様々に論じられ関心も高いが,現実に健全育成を考え,積極

的に環境づくりを進めていく気運は,まだあまり盛り上がっているとは言い難いのが現状

である。
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Ⅳ-1　国際児童年の周知度

周知度は,図4-1のとおり,8割を超え

ており(83.9%),かなりよく知られている。

周知度の高い属性は次のとおりである。

性年代別にみると,図4-2のとおり,男

性は50代(94.1%)に多く,女性は20

～30代(各93.7%,96.3%)に多い。

職業別にみると,学生(95.1%)に特に

周知度が高く,事務職・技術職(90.1%)

が続いている(図4-3)。

さらにライフステージ別にみると,図4-

4にみられるとおり,実際に児童がいると考

えられる家族成長期(A),(B)よりもむしろ,

婚前期(90.5%)と家族成長期(C)(93,8

%)に周知度が高い。これは,国際児童年に

対する周知度がそのまま各家庭の児童教育へ

図4-2　性別の国際児童年の周知度

N二日39

20　　　30　　40　　50

代　　　代　　代　　代　　上

図4-1　国際児童年の周知度

N=1,139

図4-3　職業別の国際児童年の周知度
N=1,139

自営業・事業主

管理職・自由業

事務職・技術職

労務職・サービス職

主

学

無
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図4-4　ライフステージ別の国靡児童年の周知度
Nニ1,13g

婚　　家　　家　　家　　家　　家　　老　　老　　老

前窯莞莞莞憲芸芸芸
期　　期　　仏)　(B)　(C)　期　　仏)　(B)　(C)

注:その他,NAを除く

の熱心さと結びつくとはいえないことを示

していよう。

Ⅳ-2　青少年の環境づくりの責任

「個々の家庭」が5　3.3%と過半数を占

める。次いで「地域社会」の19.4%であ

り,「学校」は11.7%とそれ程高い比率

を示してはいない(図4-5)。近年,地域

社会の青少年の健全育成に対する責任が見

直されているが,まだ個人の意識では家庭の

役割に比重がかかっているとうけとれよう。

項日ごとに属性別の特徴をみると次のと

おりである(図4-6,4-7,相関表金魚九

図4-5　青少年のための環境づくりの

責任

個　々　の　家庭

地　域　社　会

学　　　　　校

区役所などの

行　政　機　関

そ　　の　　他

わ　か　ら　な　い

N=t,139

0　　10　　　20　　　30　　　40　　50%

◎個々の家庭　(区全体　53.3%)

はぼ全ての層で過半数を占めており,一般的な意見であるといえる。特に中・高年の
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図4-6　性年代別,職業別の【個々の家庭】に責任
N=1,139

注:その他を除く

図4-7　性年代睾の青少年のための環境づくりの責任

N=1,139

【地域社会】

15.0

【学　　校】　　【区役所などの行政機関】

%

20

0＼蔦シ/)2・3
′、、　　　一」■-

7忘′′農0蟻10
20　30　40　50

代　代　代　代

20　30　40　50　60
代
以

代　代　代　代　上



女性に多い意見である。

◎地域社会　(区全体　19.4%)

男女とも若い世代の考え方であると同時に,実燦に青少年の教育に当たっていると思

われる中年層の男性に多い意見である。

◎学　校　(区全体　11.7%)

学生に多いことは,自分自身の問題として考えているためと思われる。戦時中に学校

教育を受けた男性50代に多いことは,注目されよう。

◎区役所などの行政機関　(区全体　7.8%)

若い女性に多い。

ここで52年2月調査の結果をみたのが図4-8である。回答項目に「学校」がないため

に,各項目の比率を単純に比較することはできないが,「個々の家庭」に6割,「地域社

会」に2割強となっており,ほぼ今回調査の傾向と一致している。

Ⅳ-3　子どもに望むもの

「責任感」が29.9%と最も多い。以下,上位5項目としては,「社会道徳」(27.4%),

「自主性」(23.5%),「礼儀作法」(21.5%),「忍耐力」(20.7%)があがっ

ている(図4-9)。「責任感」や「自主性」が強く求められている反面,「豊かな情操」

(8.7%)や「自己表現力」(3.7%)といった情緒面の項目は下位にある。最近の青少

年に対して,情操面よりもむしろ,生活態度に一本筋の通った生き方を望む傾向が強いと

いえよう。また「社会道徳」と「礼儀作法」がそれぞれ上位を占していることも,それら

図4-8　　52年2月諷査の

青少年のための環境づくりの責任

N=1,135

0　　10　　20　　　30　　40　　　50　　60　　　70　　80　　　90　100%
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が最近の子どもに欠けていると考えられることを示していよう。

項目ごとに属性別の特徴をみると次のとおりである(表4-1,4-2,相関表参照)。

◎責任感　(区全体　2　9.9%　第1位)

男女とも中年層に多く,労務職・サービス職にも多い。

◎社会道徳　(区全体　2　7.4%　第2位)

ほぼ男性高年層の意見といえよう。なお,若い男性にも比較的多いことは,自分自身

が社会遺徳の必要性を感じる機会が多いためであろうか。

◎自主性　(区全体　2　3.5%　第3位)

男女とも若年層中心の意見であり,学生に多くなっている。

◎礼儀作法　(区全体　21.5%　第4位)

男女とも高年層中心の意見である。

◎忍耐力　(区全体　20.7%　第5位)

女性中年層中心の意見である。

家庭にいる主婦が忍耐力を最も重視する傾向があるのは注目に値しよう0

◎自立心　(区全体　17.0%　第6位)

男女とも40代がピークとなっていることが特徴である。

図4-9　子どもに望むもの

N=1,139

30
%　29.9

貴　　社　　目　　礼　　忍　　自　　親　　判　　豊

ノゝ　　　　　　　　　　　か

任　芸　主　漂　耐　立　切　断　な情

感　　徳　　性　　法　　力　　心　　心　　力　　操

91

協　　自　　そ　　特

己　　　　　に

調　霊　の　な

性　　力　　他　　　い



◎親切心　(区全体　14.0%　第7位)

男女とも高年層中心の意見であるが,「社会道徳」や「礼儀作法」に比べて,働いて

いる老人に多い傾向がみられる。

◎判断力　(区全体　9.8%　第8位)

2　0代男性と3　0代女性に多い。

◎豊かな情操　(区全体　8.7%　第9位)

女性若年層中心の意見であるといえよう。

◎協調性　(区全体　6.6%　第10位)

ほぼ男女中年層に多い意見であるといえよう。

表4-1　子どもに望むものの特徴-上位5項目

N=1,139

　＼
責　任　感 社会道徳 自　主　性 礼儀作法 忍　耐　力

区全体 29.9% 2 7.4% 2 3.5% 2 1.5% 2 0.7%

性年代別

男3 0代 男2 0代

1

男2 0代 男6 0代以上 女3 0代

(3 5.0 % ) (3 2.7 % ) (3 0.7% ) (3 7.0 % ) (2 8.4 % )

男4 0代 男6 0代以上 女2 0代 女6 0代以上 女4 0代

(3 4.9 % )

女4 0代

(3 5、8 % )

(4 2.0% ) (3 5.2% ) (3 2.8 % ) (2 6.4 % )

職　業別

労務職・サー 無　　 職 事務職・技術 無　　 職 主　　 婦

ビス職

(3 5.5 % )
(3 1.6% )

職 (2 7.2% )

学　　 生

(3 7.7% )

(3 5.9 % ) (2 5.0 % )

ライフ・

家族形成期 家族成熟期 婚前期 老年期(Bl 家族成長期(BI

(3 4.8% ) (3 5.8% ) (2 8.5% ) (3 6.1% ) (2 5.9 % )

ステージ

別

家族成長期脚 老年期lC) 家族形成期 老年期(C)

(3 8.8 % ) (4 1.7% ) (2 9.0% ) (4 7.2% )

特　 徴 男女中年層 男性高年層 男女若年層 男女高年層 女性中年層
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表4-2　子どもに望むものの特徴-6位～11位

N=1,139

　＼
自　立　心 親　切　心 判一断　力 豊かな情操 協　調　性 自己表現力

区全体 17.0% 14.0% 9.8% 8.7% 6.6% 3.7%

性年代別

男4 0代 男60代以上 男20代

女2 0代

男4 0代

女2 0代

(23.6% )

女4 0代

(19.8% )

女60代以上

(13.7% )

女3 0代

(4.4% )

(21.7% ) (18.4% ) (14.9%) (16.2%) (7.0% )

職　業別

管理職・自 管理職・自 自営業・事 学　　 生

由業

(23.6% )

由業

(21.3%)

無　 職

(・20.5% )

業主

(11.4% )
(11.5% )

ライフ・ 家族成長期 老年期BI

(18.0% )

家族成長期 家族成長期 家族成長期

ステージ (C) (B) (Aj (A)

別 (28.3%) (17.1% ) (14.0%) (14.0%)

特　徴 男女中年層 男女高年層 女性中年層 女性若年層 男女中年層 女性若年層

表4-3　子どもに望むものの年代別の傾向

若　年　層 中　年　層 高　年　層

◎自主性 ◎責任感 ◎社会道徳

◎.豊かな情操 ◎忍耐力 ◎礼儀作法

◎自己表現力 ◎自立心 ◎親切心

(◎判断力) ◎協調性

◎判断力
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◎自己表現力　(区全体　3.7%　第11位)

女性若年層と学生に多い意見である。

これらの傾向を年齢のみに焦点をあててまとめたのが表4-3である。若年層はむしろ

自分自身にとって必要と思われるものを挙げていると思われ,多分に個人,自己を大切に

する傾向がみられる。一方,高年層は,自分達が受けてきた教育と異なる部分に不満・不

安を感じていると思われ,道徳・作法にウエイトをおく傾向がみられる。

Ⅳ-4　子どもに対する地域社会の責任

青少年育成は地域全体の責任でもあるとい　図4-10　子どもに対する地域社会の責任

う考え方に「当然のことだ」という人が43.1

%,「個人主義化しているので実際にはむず

かしい」が3　8.0%であり,この2つの意見

で8割強を占めている(図4-10)。どちら

も地域社会の責任を認めてはいるが,後者は

実行の困難を強調しており消極的な姿勢とい

えよう。

上位2項目についてその多い属性をみると

次のとおりである(図4-11,4-12,相

関表参照)。

【当　然　の　こ　と　だ】(区全体　43.1%)

性年代別では男40代(53.8%)と男50

代(4　8.5%)に多く,男性中年層中心の意

見であるといえよう。職業別では自営業・事

%　　　　　　　　　N=1,139

当　個の　子任　白樺　む　そ　わ

然　人で供せ分一　し　　　か

漕消主な

てず　い　と　　所
いか　　　　で　　　の
るし　　　　　　　仕
い　　　　　　　事

だ

業主(48.5%),ライフ・ステージ別では家族成熟期(53.3%)と老年期(C)(69.4

%)に多い。定住意思別では永住するつもり(48.3%)に多く,住みよさ別では住みよ

いと感じている人はど(40.0%→49.1%)多い。住んでいる土地に親密感を持ち,緊

密に結びついている人ほど,地域社会の責任を重視し,またその責任を負っていく姿勢が

あると考えられよう。

【個人主義化しているので実際にはむずかしい】(区全体　38.0%)

性年代別では女20代(45.8%)と女40　代(47.2%),職業別では主婦(42.2%)

に多く,定住意思別ではできたら転出したい(42.3%),住みよさ別では住みにくいと感

じている人ほど(36.9%→43.3%)多い。現実問題として日常的に近所の子どもと関わ

りのある女性主婦層に,「実際にはむずかしい」という意見が多いのは注目すべきであろう。
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図4-11　年代別の子どもに対する地域社会の責任-上位2項目

N=1,139

図4-12　住みよさ別の子どもに対する地域社会の責任-上位2項目

N=1,139
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なお,〔子供の親に任せておけばよい〕が性年

代別の男6　0代以上(24.7%)に特に多い

ことは,老人男性の多くが,子どもの教育は

親の責任という考え方を抱いていることを示

していよう。

Ⅳ-5　「こどもの午後」について

「ぜひ設けるべきだ」が21.9%,「できれ

ば設けるべきだ」が2　7.1%で,両者を合わ

せて4　9.0%が≪設けるべきだ≫と答えてい

る。一方,「それぞれの考えがあるので,実際

にはむずかしい」という懐疑的な意見が25.5

%と4人に1人ある(図4-13)。

≪設けるべきだ≫と答えた人の属性別の特

徴をみてみよう。

年代別にみると,図4-14のとおり,ほぼ

年代が若いほど(44.7%→52.9%)多い。

新しい企画に対して,若い世代の方が素早い

反応を示すためとも考えられよう。

さらにライフ・ステージ別にみると,図4

-15にみられるとおり,家族形成期(5　7.9

%)と家族成長期(A)(5　5.1%)および老年

期(C)に多い。現在,小・中学生を抱えてい

る親よりもむしろ,これから子どもを育てて

いこうという親たちに,支持意見が強いとい

えよう。

なお,「ぜひ設けるべきだ」は男性(24.9

%),「できれば設けるべきだ」は女性(29.3

%)に多くなっている(相関表参照)。

ここで「それぞれの考えがあるので,実際

にはむずかしい」という意見の多い属性を挙

げておこう。性年代別では女40代(36.8

%),職業別では学生(32.8%),ライフ.

図4-13　「こどもの午後」について

N=1,139

ぜ　　で　　そ実　　そ　　都　　　そ　　　そ　　わ

芸　孟　禁　窓・吉　舎　　か

三彗狛璧萎:喜
け

な

い

だ　　べ　　かし　　と　　　の　　　い

き　　あい　　勉　　で
だ　　る　　　強　　心
の　　　が　　配

で　票　だ
る

図4-14　年代別の「こどもの午後」を

≪設けるべきだ≫

N=1,139
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図4-15　ライフ・ステージ別の「こどもの午後」を

≪設けるべきだ≫ N=1,139

婚

前

期

家

族

形

成

期

家
族
成
長
期
IAI

家
族
成
長
期
(B)

ス1テージ別では,家族成長期(B)(30.0%)

と家族成長期(C)(31.0%)に多い。現実

に「こどもの午後」の対象となり得る年代の

児童を抱えている親にむしろ懐疑感や鋳躇が

みられる。

Ⅳ-6　地区青少年対策委員会の周知度

周知度はほぼ3割(30,8%)であり,決

して高い比率とはいえない(図4-16)。P

Rおよびキャンペーン不足が考えられると同

時に,委員会活動の内容もまた工夫が必要な

のではないだろうか。

周知度の高い属性は次のとおりである。

地域別にみると,図4-17のとおり,四

谷地域(37.9%),若松町地域(34,5%)

など区の南東部には周知度が高い傾向が見ら

れる0　また,落合第二地域(45.6%)では,

197-

家
族
成
長
期

(C)

家

族

成

熟

期

老

年

期

仏)

老

年

期

(B)

老

年

期

(C)

図4-16　地区青少年対策委員会の

周知度　　　　　　Nニ1,139



図4-17　地域別の地区青少年対策委員会の周知度

N=1,139

【区　全　体】
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図4-18　性年代別の地区青少年　　　　　図4-19　職業別の地区青少年対

自営業・事業主

管理職・自由業

事務職・技術職

労務職・サービス職

主　　　　　　　婦

学　　　　　　　生

無　　　　　　　職

策委員会の周知度　N=1,139

注:その他を除く

図4-20　ライフ・ステージ別の地区青少年対策委員会の

周知度　　　　　　　　　　　　　　　　N=1,139

注:その他,NAを除く
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はば半数近い人が対策委員会を知っている。

性年代別にみると,男性は年代が高くなるほど(22.2%→42.0%)周知度が高くな

るのに対して,女性は40代(48.1%)をピークとしている(図4-18)。職業別では

自営業・事業主(34.7%)と主婦(38.4%)に多い(図4-19)。ライフ・ステージ

別では,家族成長期(B)(42.4%),家族成長期(C)(42.5%),家族成熟期(37.5%)

に比率が高くなっているが,これは委員会活動の対象となる児童・青少年の親として当然

ともいえよう(図4-20)。また,住居形態別の持家(36.8%)にも多い。

Ⅳ-7　地区青少年対策委員会活動

への参加意思

「委員として積極的に参加したい」は0.7

%であり,これは新宿区の成人人口を2　5万

7千人(朗年1月1日現在,257,397人)

の中で1,800人が委員になる意思をもってい

ることである。そして,「すでに委員として参

加している」の1.1%をみると,現在参加し

ている人に近い数の人が,委員として参加す

る意思をもっているともいえよう。

「呼びかけがあれば参加したい」は23.6

%であり,「委員として積極的に参加したい」

と合わせて24.3%と4人に1人が≪参加し

たい≫と答えている。なお,「わからない」

.が42.9%と半数弱にまで達しているのは,

委員会の周知度が3割であったことからみて

図4-21　地区青少年対策委員会活動

への参加意思 N=1,139

委員として積極的に参加したい

すでに委員として参加
している　1.1%

当然というべきであろう(図4-21)。

≪参加したい≫を中心に属性別の特徴をみてみよう(図4-22,4-23,4-24,4-25)0

地域別にみると,四谷地域(29.5%)と大久保地域(36.5%)に多く,区の西部に

は比較的少ない傾向がみられる。

性年代別では男40代(29.3%),男60代以上(29.6%),女30代(31.3%),

女40代(34.9%)に多い。女性は30-40代の中年層,男性は40～60代以上の中

高年層に参加意思のある人が多い。

職業別では主婦(29.1%),ライフ・ステージ別では家族成長期(A)(28.9%),家族

成長期(B)(31,2%),老年期(C)(33.4%)に多い。老年期(C)において3人に1人
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図4-22　地域別の地区青少年対策委員会活動に

≪参加したい≫
Nこ=1,139

【区　全　体】
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図4-23　性年代別の地区青少年対策　　図4-24　職業別の地区青少年対策委員会活動に

委員会に　≪参加したい≫

N=1,139
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事務職・技術職

労務職・サービス職

主

学

無

≪参加したい≫

N=1,139

注:その他を除く

図4-25　ライフ・ステージ別の地区青少年対策委員会活動に

≪参加したい≫
N=1,139
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注:その他,NAを除く
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図4-26　地区青少年対策委員会の周知度

-52年2月調査との比較
(単位%)

【52年2月調査】 【今　回　調　査】

図4-27　52年2月調査の地区青少年
対策委員会活動への参加意思

N=1,139

委員として積極的

表4-4　地域別の地区青少年対策委員会
活動への参加意思の経年偏差値

(単位%)

地　　 域
52 年 調 査

×偏 差 値
今 回 調査 差

四　　　　 谷 2 8 .4 †　 3 0 .8 + 2.4

箪　 笥　 町 1 4 .5 †　 2 7 .0 + 9.5

榎　　　　 町 2 8.2 1　 2 0,3 - 7.9

若　 松　 町 2 3.3 †　 3 0.9 + 7,6

大　 久　 保 2 7.2 †　 3 6.5 + 9.3

戸　　　　 塚 3 4 .4 J　 2 4 .6 - 9 .8

落　 合　 第　 一 1 5 .3 † 1 8 .7 + 3 .4

落　 合　 第　 二 2 7 .0 1 1 6 .7 - 1 0 .3

相　　　　 木 2 6.0 1 1 7.9 - 8.1

角筈 ・区役 所 2 4.6 1 1 7 .9 - 6.7

-103



は≪参加したい≫と答えていることは,1人暮らしの老人の生きがいづくりや,老人と若

い世代との精神的なつながりを考える上でも注目すべきであろう。

これら属性別の特徴と,前問の周知度の特徴を比較してみよう。

性年代別にみると,女性は周知度はど顕著ではないが,ほぼ40代をピークとして参加

意思をもっており,子どもを育てる当事者としての関心の強さがうかがえよう。一方,男

性は30代において参加意思がダウンしており,働き盛りの男性の地区活動への参加の難

しさを感　じさせる(図4-17,4-22参照)。これは職業別にも表われており,自営

業・事業主の人たちは周知度が高く関心もあると思われるのに,参加意思が低い(図4-

13,4-23参照)。

ここで,52年2月調査の結果と比較してみよう(図4-26,4-27)。周知度は52年

2月　31.0%→今回3　0.8%とほぼ同じ結果を示している。参加意思については,回答

項目に「わからない」があるため,単純に比較することができないが,「呼びかけがあれ

ば参加したい」の比率が52年2月　34.6%→今回2　3.6%と大きく後退している。この

差異はどこからくるのであろうか。23.6%:34.6%を偏差比として,地域別の偏差値

を算出したのが表4-4である。(なお,52年調査では「委員として参加している」も≪参

加したい≫に含めているため,ここでは今回調査の結果もそれに従った)全体の比率の減

少と比べて,特に減少が激しい地域は,落合第二地域,戸塚地域の順であることがわかる。

しかし,男性は中高年層,女性は中年層に参加意思が強いという傾向は一致している。

Ⅳ-8　区の児童・青少年事業への要望

「スポーツをする機会をもっと与える」という意見が4人に1人(26.2%)であり,

最も多い。これは学力偏重の受験体制に対する一つの批判ともうけとれよう。次いで「非

行化・自殺の防止」(13.4%),「公園・児童遊園などの遊び場を充実する」の順である

(図4-28)。

上位4項目について属性別の特徴をみると,次のとおりである(図4-29,4-30,4

-31,相関表参照)。

◎スポーツをする機会をもっと与える　(区全体　26.2%　第1位)

年代の若い人はど多く,職業別では労務職・サービス職(31.8%)と学生(32.8舞)

に多い。若い年代,特に学生などに多いのは,自分自身に最も関心のあることでもあり,ま

た,自分に不足していた事'を顧みての回答であろう。

◎非行化・自殺の防止　(区全体　13.4%　第2位)

4　0代に多い。
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図4-28　区の児童・青少年事業への`要望

Nこ=1,139
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◎公園・児童遊園などの遊び場を充実する

(区全体　13.0%　第3位)

地域別にみると戸塚地域(18.5%)に多

い。また,乳・幼児のいる家庭に多くなっている。

◎学校教育の充実(区全体10.4%第4位)

50代に多く,環境づくりの責任を「学校」

と答えた層と同傾向を示している。

なお,「幼稚国・保育園・児童館を充実す

る」は,四谷地域(15.0%)と大久保地域

(16.3%)に多い要望である。

若年層はスポーツを第一とし,乳・幼児を

もつ家庭では公園・児童遊園,高年層では学

校、教育への施策を求めている。

仲
間
づ

く

り
の

促

進
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他
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く

に

な

い

図4-29　性年代別の区の児童・青少年

事業への要望-上位3項目

N=1,139

31.2
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図4-30　地域別の区の児童・青少年事業への要望

-第3位,第6位の2項目

N=1,139

【幼稚園・保育園・
児童館を充実する】

四　等　榎　若　大　戸　落　落　相

へ　.＼
Eコ　　　にコ

笥　松久　第第

谷　町　町　町　保　塚　一　二　木

角
害

区
役
所

四　箪　榎　若　大　戸　落　落　相

笥　松久　孟宗
谷　町　町　町　保　塚　一　二　木

図4-31　ライフ・ステージ別の区の児童・青少年事業への要望

-上位3項目 N=1,139
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Ⅴ.婦人

1・女性の職業について

2・女性が職業を持つ場合の陣書

3・女性の社会活動について

4・区の女性のための書集への要望



【ライフ・ステージ】

*婚前期‥…・‥‥…………

*家族形成期・…‥‥……‥

*家族成長期(A)…‥=

*家族成長期(B)…・

*家族成長期(C)…‥‥

*家族成熟期‥

・老年期(A)‥

*老年期(B)・…・…‥

*ノ老年斯(C)′‥‥

結婚前の独身者

子どもがいない若夫婦
の夫あるいは妻

結婚し乳・幼児
がいる親

小・中学生がいる親

高校・大学生がいる親

学校教育を終えた
独身の子どもがいる親

子どもが結婚して
一緒に住んでいる親

子どもが独立して
2人だけになった親

子どもが独立して
1人だけになった親



V.婦人問題

≪設問とまとめ≫

1.　女性の職業について

Q23.女性が職業を持つことについて,あなたはどう思いますか。(t A)

Nニ=1,139

1.ぜひ持つべきだ　　　　　　14.7%　　　4.持つべきではない　　2.5%

2.条件が許す限り持つべきだ　57.3%　　　5.わからない　　　　　9.7%

3.あまり持たない方がよい　　15.8%

〔Q23.で1,2と答えた人に〕

SQl.〔男性の場合〕では,あなたの身近な女性に職業を持ってはしいと思います

か。(l A)

1.ぜひ持ってほしい

2.条件が許す限り持ってほしい

3.今は無理だが持ってほしい

4.あまり持ってほしくない

5.持ってほしくない

6.現在持っている

7.わからない

12.8%

60.2%

8.2%

8.2%

0.9%

8.2%

1.4%

N=3　52

SQ2.〔女性の場合〕では,あなたは職業を持ちたいと思いますか。(1A)

N=467

1.ぜひ持ちたい

2.条件が許す限り持ちたい

3.今は無理だが持ちたい

4.あまり持ちたくない

5.持ちたくない

6.現在持っている

7.わからない

9.9%

28.9%

16.3%

7.1%

5.1%

32.3%

0.4%
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2,女性が職業を持つ場合の障害

Q糾.女性が職業を持つ場合,どのような障害があると思いますか。次の中から主な

ことを2つ以内で選んでください。〔回答票7提示〕(2A)　　Nニ=1,139

01.職種が限定されている

02.職場での差別待遇がある

03.職業意識が低い

鵬.技能・技術が不足している

05.法律・制度上の差別がある

06.家庭の潤いがなくなる

07.家族の理解・協力がない

22.1%

13.8%

17.6%

9,7%

5.4%

30.4%

24.1%

08.出産・育児(保育所が不足している)　　　　28.5%

09.病人・老人の世話がある　　　　　　　　　　　　8.3%

10.その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.1%

11.わからない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8.4%

3.女性の社会活動について

Q茄.女性が地域活動やボランティア活動,学習活動などをすることについてはどう

思いますか。(1A)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nニ=1,139

1.ぜひやるべきだ　　　　　　15.0%　　　4.やるべきではない　　1.5%

2.条件が許す限りやるべきだ　57.8%　　　5.わからない　　　　17.7%

3.あまりやらない方がよい　　　8.0%

4.区の女性のための事業への要望

Q26.区が行っている女性のための事業として,とくに力を入れてほしいことは何で

すか。(1A)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N=1,139
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1.技術・技能訓練　　　　　　　　　　　　　　　　9.9%

2.相談窓口の拡充　　　　　　　　　　　　　　　10.4%

3.保育事業・家庭福祉員の拡充(就労援助)　13.1%

4.医療・検査の充実(母性保護)

5.社会活動のための場の拡充

6.講座・講習会の充実

7.母子家庭などに対する生活援助・

各種資金・手当の充実

8.その他

9.特にない

7.0%

4.6%

12.6%

9.7%

0.7%

32.1%

"男は社会で女は家庭で"という伝統的な役割分担の歴史は崩れつつある。女性が社会

に進出するケースは年々増え,この傾向はこれからも一層増大するであろう。

また,労働省の　≠婦人労働白書〝　によれば,53年は2千万人以上の女性が就業してお

り,被雇用者総数の3分の1を超えている。それに伴い,新たな労働条件の問題がクロー

ズ・アップされており,最近は労働基準法の女子保護条項をめぐる論議も盛んである。一

方,働きながら妊娠・出産した女性のうち,それを理由に退職した女性が4割という数字

も出ている。また,女性社長・女性重役などトップレベルの女性の進出は大きく取り上げ

られているが,それは全体の女性労働者数からみるとまだ微々たるものである。

こうした状況の中で,女性が働くということはどういう困難があり,また行政はどのよ

うな対策を講じていくべきであろうか。ここでは,女性が職業をもつことについて男性の

側からそして女性自身からの意向を聞き,さらに女性の地域活動やボランティア活動につ

いての考え方も聞いた。

女性も職業をぜひ持つべきだという意見は7人に1人であり,過半数の人は「条件が許

す限り」と個人的事情を重視する傾向にある。また女性には機会があれば出来る限り就業

しようという意向がみられるのに対し,男性の側では積極的な支持姿勢に乏しい傾向があ

る。「条件」としては出産と子供が義務教育を終えるまでの育児が大きな要因となってい

る。また,男性高年層には女性の就業に否定的な意見が強い。

ここで,身近な女性の問題として聞き直すと,一般論としては女性は職業を持つべきだ

が,身近な女性には持ってほしくないと考えている男性は6%いる。また,女性は職業を
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持つべきだが自分は持ちたくないとする女性は9%であり,それぞれ一般論と現実論との

誤差はそれ程大きくないといえよう。

それでは女性の就業にはどのような障害が意識されているだろうか。何といっても家庭

内の主婦の役割がおろそかになることが問題となっており,「家庭の潤いがなくなる」(3

割),「出産・育児」(3割),「家族の理解・協力がない」(2割)といった項目が上

位に挙げられている。若年層の家庭では出産・育児,中年層では家族の協力が焦点となっ

ており,高年層は老人自身の世話など主婦としての役割を確実に果たすことを求めている。

また「職種が限定されている」(2割)ことも障害として重視されている。

社会活動については,職業についてとほぼ同じ結果が出た。

最後に女性のための事業への要望を聞いたところ,1割を超えた項目は,「保育事業・

家庭福祉員の拡充」,「講座・講習会の充実」,「相談窓口の拡充」であり,1つの項目

に要望が集中するといった傾向はみられなかった。生活の援助・保護などの必要な女性を

守る方向よりも,一般女性の育児の手助け,相談などの対策が求められているといえよう

≪分　　析≫

Ⅴ-1　女性の職業について

「ぜひ持つべきだ」は14.7%と7人に1

人にすぎない,一方,「条件が許す限り持つ

べきだ」が5　7.3%と過半数を占めている。

このことは,結婚・出産・育児などを女性特

有の条件として重視する傾向が依然として根

強いことを示している。それに対して,「あ

まり持たない方がよい」(15,8%)と「持

つべきではない」(2.5%)とを合わせて,

女性が働くことに否定的な意見が18.3%あ

った。

性別にみると図5-2のとおり,「ぜひ持

つべきだ」と「条件が許す限り持つべきだ」

という肯定的な意見は女性に多いのに対して,

「あまり持たない方がよい」と「持つべきで

はない」という否定的な意見は男性に多い。

女性は出来るだけ就業しようという傾向があ
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るのに対し,男性の側では積極的な支持姿勢

に乏しいともいえよう。

各項目ごとにその属性別の特徴をみてみよ

う(図5-3,5-4参照)。

【ぜひ持つべきだ】(区全体14.7%)

性年代別では男40代(18.9%)と女20

代(24.6%)に多く,男女とも20代と40

代にピークを持つ傾向がみられる(図5-3)。

これは結婚前の若年層と,子供がある程度

大きくなった中年層の意見と考えられる。子

供に手がかからなくなってからの再就職に対

し,男女とも比較的積極的であるという見方

もできよう。

職業別では学生(31.1%),ライ　フ・ス

テージ別では賂前期(2　2.2%)と家族形成

図5-2　性別の女性の職業について

60.9　　　N=1,139

ぜ　　条持　あ方　　持　　わ
ひ　　件つ　まが　　つ　　か
持　　がべ　　りよ　　べ　　　ら

二　塁・誓い　書　だ
き　　限　　　な　　　は

だ　　り　　　い　　　な
い

図5-3　性年代別の女性の職業について

【ぜひ持っべきだ】

Nこ~ニ1,139

【条件が許す限り持つべきだ】

20　　　30　　40

代　　　代　　代

20　　30　　40　　50　　60
代
,l'上

代　　代　　代　　代　　上
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期(2　0.3%)に多く,若い世代の意欲を感

じさせる(図5-4)。一方,ライ　フ・ステ

ージ別の家族成長期(結婚し,乳・幼児がい

る親)(9.3%)と家族成熟期(学校教育を

終えた独身の子供がいる親)(7_5%)に特

に比率が低くなっている。前者は出産・育児

の負担の大きさを示していよう。また後者は,

子供が学校を卒業し就職した時点で,母親が

仕事を離れる傾向がみられる。

【条件が許す限り持つべきだ】

(区全体　5　7,3%)

女性はほぼ年代が若いほど(5　2.8%→

66.2%)多い。また,ライフ・ステージ別

にみると家族成長期(A)から家族成熟期に

かけてがピークとなっており,この時期の子

育てによる制約が大きいことがわかる。

【あまり持たない方がよい】

(区全体　15.8%)

性年代別では男60代以上(27.2%)に

図5-4　ライフ・ステージ別の

女性の職業について

N=1,139

婚　家　豪　家　安　家　老　老　老

前冤莞莞瞳芸荒
潮　期(A=BHC)期(A=BHC)

注:その他,N Aを除く

表5-1　女性の職業について(昨年度調査結果)

【「男は仕事,女は家庭」という考え方について】

当然 で あ る 2 7.2 %

現 状 で はや む を得 な い 3 3 .6 %

男女 と も外 で 働 き, 家 庭 で も責 任 を
2 4 .6 %

分 か ち あ うべ き だ

男女 の役 割 は 固定 せ ず , 女 が 外 で 働
77 %

き 男 が家 庭 を守 る の も よ い

そ の他 1.2 %

N A 1.6 %

N=1,17　8

【女性が職業をもつことについて】

職業 を持たない方がよい 8 .6 %

結 婚する までは職業を もつ方が よい 1 6 ,0 %

子 供がで きる までは職 業を もつ方
1 6 .9 %

が よい

子供がで きた らやめ , 大 きくな った
3 3 .3 %

ら再就職す るのがよい

子供がで きて も働き続 けるのがよい 1 5 .0 %

その他 6 .5 %

わ か らない 3 .7 %
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特に多く,ライ　フ・ステージ別では老年期(A)

(2　5.0%)に多い。男性高年層には,女性

の職業について批判的な傾向が強いといえよ

う。

【持つべきではない】(区全体　2.5%)

これも男6　0代以上(4.9%)に多い。

「条件」にかかわらず女性の職業に積極的

な意見は2　0代と40代に多く,再就職の意

向が男女ともかなりあるといえる。また「条

件」としては出産と育児が大きなものとなっ

ているであろう。

ここで昨年度の調査結果を表5-1に示し

たので参考にされたい。

(1)身近な女性の職業について

前問で支持的な意見を示した男性に,一般

論ではなく身近な問題として問い直した。

図5-6　年代別の身近な女性の

職業について

(男性)

70
%

Nここ3　5　2

20　　30　　40　　50

代　　　代　　代　　　代

60
代
以
上

図5-5　身近な女性の職業について

N=3　5　2

60

50

40

30

ぜ　条持　今持あ持　持　現　　N
ひ　件っ　ほっ　まっ　　つ　在
特　がて　無て　りて　て　持　　A
つ　許は　理ほ　　ほ　　ほ　　っ
て　すL　だし　　し　　し　　て
ほ　限い　かい　　く　　く　　い
し　り　　　　　　な　な　　る
い　　　　　　　　　　い　　い

区=「-7　ライフ・ステージ別の

身近な女性の職業について

婚　家　家　家　家　家

前紺服
期　期(AHB=C)期 (A=BHC)

注:その他,NAを除く



回答基数Nは3　5　2人であるが,一般論として「ぜひ持つべきだ」6　9人(19.6%),

「条件が許す限り持つべきだ」2　83人(8　0.4%),という内訳である。

結果は図5-5のとおりであり,一般論としては,職業を持つべきだが,身近な女性に

は「あまり持ってほしくない」(8.2%),「持ってほしくない」(0.9%)と答えた人

が合わせて9.1%いる(全男性数5　31人に対しては6.0%)。

項目別の特徴をみると図5-6,5-7のとおりであり,前問の女性の職業についての

属性別の特徴と大きく異なることはない(図5-3,5-4参照)。

ただし,一般論に比べて身近な問題となると,高年層や老年期にある人に「持ってほし

い」という意向が強くなっており,女性の就業が必要な老人家庭がかなりあるとうけとれ

よう。

(2)女性自身の職業について

一般論として「ぜひ持つべきだ」(9　8人,

21.0%)と「条件が許す限り持つべきだ」

(3　6　9人,7　9.0%)と考えている女性に

自分自身の問題として問い直した。その結果

は図5-8のとおりである。「現在持ってい

る」が3　2.3%あり,積極的な意見をもって

いる人の3人に1人は,職業に就いている。

また,意向としてほ積極的だが,「今は無理

だが持ちたい」という回答が16.3%ある。

それに対して一般的には女性は職業を持つべ

きだとしながらも,自分の問題としては「あ

まり持ちたくない」(7.1%),「持ちたくな

い」(5.1%)と考える人が合わせて12.2%

あり,前問の男性の場合の9.1%よりもむし

ろ多い(女性総数608人からみると9.2%)。

項目別に特徴をみると図5-9,5-10,

図5-8　女性自身の職業について

N=4　6　7

(女性)

ぜ　条持　今持　あ持　持　　現　N
ひ　件ち　はち　まち　ち　　在
特　がた　無た　りた　た　　持　A
ち　許い　理い　　く　く　　っ
た　す　　だ　　　な　な　　て
い　限　　か　　　い　い　　い
り　　　　　　　　　　　　る

5-11,表5-2のと~おりである。

◎「ぜひ持ちたい」と「現在持っている」は若い女性に多い。

◎「あまり持ちたくない」と「持ちたくない」は老人女性に多い。

◎「今は無理だが持ちたくない」は3　0代主婦,「条件が許す限り持ちたい」は4　0代主

婦に多くなっており,育児に手のかからなくなった4　0代頃から再就職の意向が強くなる。

◎学生,若年層は「ぜひ持ちたい」と強い意向を示しているのに対し,主婦,中年層は「条
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図5-9　年代別の女性自身の

職業について

N=46　7

(女性) 50

図5-10　ライフ・ステージ別の

女性自身の職業について

N=467

% (女性)

40.5
38.3　　■、_　38.5

●

+
32.1

21.2

・・}/ぺ＼

条件が許す限り持ちたい

た2.8品;、蒜ヽチ
7.5　7.1

/0-＼ハハ3・6

4す.盲.1竃.3

.21.1
■

7.4　今は無理だが持ちたい

ぜひ持ちたい

20 30　　40　　50

代　　代　　代　　　代

【ぜひ持ちたい】

60
代
以
上

婚　家　家　家　家　家　老　老　老

前描蓋蓋芸芸芸
期　期(AHB)(C)期(A日BHC)

注:その他,NAを除く

図5-11　職業別の女性自身の職業について

52.2

日　管　事　労　主　学　無
営　理　務　務
業　職　職　職

事　日　枝　サ　婦　生　職
業　由　術l
主　業　職　ビ

ス

職

50

N=4　6　7(女性)

%【条件が許す限り持ちたい】.〈%【今は無理だが持ちたい】
50

日　管　事　労　主　学　無
官　理　務　務
業　職　職　職

事　自　技　サ　輪　生　職
業　由　術l
主　業　職　ビ

ス

職
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事　自　技　サ
業　由　術l
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ス

職

注:その他を除く

主　学　無

婦　生　職



表5-2　女性自身の職業についての多い属性

N=4　6　7

ぜ ひ持 ちたい
条件が許す限 今は無理だが あま り 持 ちた くない 現在
り持 ちたい 持 ちたい 持 ちた くない 持 ってい る

区　 全　 体 9.9 % 2 8 .9 % 1 6 .3 % 7.1 % 5.1 % 3 2 .3 %

年　 代　 別
2 0 代 4 0 代 3 0 代 6 0 代 以上 6 0 代以上 2 0 代

(1 9.4 % ) (3 2.9 % )

1

(2 3 .8 % ) (1 0.5 % ) l　 (1 9.7 % )

l

(3 8 .8 % )

職　 ~̀業　 別

学　 生

(5 2.2 % )

主　 婦

(3 9.7 % )

学　 生

(4 3.5 % )

主　 婦

(3 1.7 % )

ライフ ・

ステージ別

婚前期

(2 3.7 % )

家族成長期 A )

(3 8,3 % )

家族成長期(C )

(4 0.5 % )

家族成熟期

(3 8.5 % )

家族成長期(A )

(3 6,2 % )

家族 成長期(B )

(2 6 .9 % )

家族 成熟期

(2 1.2 % )

件が許す限り持ちたい」,「今は無理だが持ちたい」と何らかの障害があることを示唆し

ながらも働く意欲を示している。

Ⅴ-2　女性が職業を持つ場合の障害

それでは,その障害はどのようなものであろうか。9項目の中から選んでもらったとこ

ろ,「家庭の潤いがなくなる」が最も多く,家庭の快適な維持を女性に一方的に期待する

傾向がみられる。次いで「出産・育児」,「家族の理解・協力がない」が続いており,家

庭内での問題が前面に出ている。次に多いのが「職種が限定されている」,「職場での差

別待遇がある」といった受け入れる職場の側の問題であり,「職業意識が低い」,「技能・

技術が不足している」といった女性自身の意識・技術の問題はそれ程大きな比率を示して

いない(図5-12)。

家庭,職場,女性自身,社会と4項目に大別して詳しくみると次のと-おりである。図5

一一13,表5-3,5-4,5-5,5-6を参照されたい。

家庭内の問題としては,若年層では出産・育児,中年層では家族の協力がないことが中

心となっている。また高年層は,娘や嫁に対して主婦としての役割を確実に果たすことを

望んでおり,老人自身の世話なども求めている。

職場での問題と社会制度の問題は,女性の側からの切実な実感というよりはむしろまだ
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表5-3　女性が職業を持つ場合の障害の特徴

【家庭内の問題】

Nこ=1,13　9

家庭の潤いがなくなる出　産・育　児
家　族　の　理　解・
協　力　が　な　い
病　人・老　人の
世　話　が　あ　る

区　全　体 3　0.4　% 2　8.5% 2　4.1% 8,3%

性　　　別 女性(25.5%)

性年代別

男60代以上(37.0%)男20代(34.0%)男40代(30.2%)男60代以上(18.5%

女60代以上(37.6%)女20代(35.2%)

女30代(34.3%)

女50代(30.7%)女50代　(13.9　p

女60代以上(14.4%)

ライフ・

ステージ別

家族成長期(B)(35.9%)

老　年　期(A)(42.1%)

老　年　期(C)(44.4%)

家族成長期　(36.2劾

家族成長期(A)(棚.2勅

老年期A)(22.4%

特　　　徴

高年層に多い

小・中学生を持つ家庭

に多い

乳・幼児を持つ家庭に

多い

主婦に多い 子ども夫婦と一緒に暮

らしている老人に多い

表5-4　女性が職業を持つ場合の

障害の特徴

N=1,139

【職場での問題】

職種が限定 され 職場での差別待

て いる 遇が ある

区　 全　 体 2 2.1 % 1 3.8 %

性 年 代 別

男 5 0 代

(2 9.4 % )

女 2 0 代

(2 3.2 % )

職　 業　 別

労務職 ・サ ー ビス

職　　 (3 1.8 % )

管理職 ・自由業

(1 8.0 % )
学　　 生

(1 8.0 % )

特　　　 徴

大 きな特徴 はみ ら

れ ない

管理者の観察 ,

あるいは まだ働

いて いない若い
女性 に多い

表5-5　女性が職業を持つ場合の

障害の特徴

N=1,139

【女性自身の問題】

職業意識が低 い
技能 ・技術が不
足 してい る

区　 全　 体 1 7.6 % 9.7 %

性　　　 別 男性　 (2 1.5 % )

大 きな特徴は

み られない

性 年 代 別
男 2 0 代
(2 5.5 % )

男 3 0 代 (24 .4% )

職　 業　 別

管理職 ・自由業

(2 3.6 % )

学生　 (2 9.5 % )

ライ フ ・

ステー ジ別
姫前期 (2 6 .6 % )

特　　　 徴
若 い男性 か らの

女性批判で ある
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就業していない若い人たちの意見といえる。

ここで注目したいのは男女差である。「家

族の理解・協力がない」は女性,「職業意識

が低い」は男性に多くなっており,女性は家

族の協力,男性は女性の自覚を求めていると

もいえよう。

さらに,女性の職業についてと女性が職業

を持つ場合の障害との関係を示したのが表5

-7である。ぜひ持つべきだと考えている人

は,障害として,「職種が限定されている」

(2　6.3%),「職場での差別待遇がある」

表5-6　女性が職業を持つ場合の

障害の特徴

N=1,139

【社会制度の問題】

法律 ・制度上の差別がある

区 全 体 5.4 %

性年代別
若い年代ほど(芸 ㍑ ‖ :写芸)

職 業　別 学　　 生　　 ( 1 1.5 % )

(2　2.8%)など外部の問題を重要視する傾

向がある。それに対して,持つべきではないと考えている人は,「技能・技術が不足して

いる」(14.3%)といった女性自身に対する批判と共に,「家庭の潤いがなくなる」

(42.9%),「家族の理解・協力がない」(35.7%)といった家庭内の障害にウエイトを

おく傾向がある。殊に,あまり持たない方がよいと思っている人の5　0.0%,持つべきで

はないと思っている人の42.9%が「家庭の潤いがなくなる」を挙げているのは注目され

よう。

表5-7　女性の職業についてと女性が職業を持つ場合の障害

N二1,139

職種が限職場での職業意識

が低い

技能・技法律・制家庭の潤家族の理出産

育児

病人・

定されて差別待遇 術が不足度上の差いがなく解・協力 人の世伝

いる がある している別があるなる かない がある

区　　　全　　　体22.1% 13.8% 17.6% 9.7% 5.4% 30.4% 24,1% 28.5% 8.3%

ぜひ持つべきだ 26.3 22.8 21.0 10.2 7.2 14.4 25.7 31.1 6.6

条件が許す限り持

つべきだ
22.7 13.3 17.5 10.7 4.6 27.7 27.1 31.2 8.9

あまり持たない方か

よい
21.1 12.8 20.0 7.2 10.6 50.0 15.6 22.2 8.3

持つべきではない10.7 10.7 21.4 14.3 - 42.9 35,7 14.3 7.1

わからない 17,1 5.4 8.1 5,4 0.9 35、1 14.4 22.5 7.2

注:その他,わからないを除く
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Ⅴ-3　女性の社会活動について

図5-14のとおり,「ぜひやるべきだ」

が15.0%,「条件が許す限りやるべきだ」

が5　7.8%であり,女性の職業についてとは

ぼ同率の回答となっている。「あまりやらな

い方が良い」が8.0%と職業についての場合

よりいく　らか少なくなっており,職業よりも

社会活動については否定的な意見がやや少な

いといえよう(図5-1参照)。

性別による差異もまた職業についてと同様,

意欲的な意見は女性側に多い(図5-15)。

しかし,女性の職業についての意見の場合と

は異なり,男性の側からの否定的な意見はあ

まり高い比率を示していない。

項目ごとに属性別の特徴をみると,図5-

16,5-17のとおりである。「ぜひやるべ

きだ」は20代と40代に多く,「条件が許

す限りやるべきだ」は中年の主婦に多い。一

方,「あまりやらない方がよい」は中年男性

に多い。すなわち職業や社会活動など女性が

家庭内に閉じこもらないようにすることに条

件に拘わらず積極的な意見は20代と40代

に多く,中年女性は条件が許せば社会活動に

参加したいと考えているのに対し,中年男性

はあまり支持的ではないといえよう。

女性の職業についてと社会活動については

明らかな相関を示しており,職業を持つべき

だと考えている人ほど社会活動についても積

極的な意向を持っている(図5-18)。

Ⅴ-4　女性のための事業への要望

図5-19のとおり,一つの項目に要望が

集中するという傾向はない。上位5項目は順

図5-14　女性の社会活動について

N=1,139

ぜひやるべき
だ

条件が許す限
りやるべきだ

あまりやらな
い方がよい

やるべきでは
ない

わからない

図5-15　性別の女性の社会活動について

ぜ　　　条　　　あ　　　や　　　わ

ひ　　件　　ま　　　る　　　か
や　　　が　　　り　　　べ　　　ら

る　　　許　　や　　　き　　　な
べ　　　す　　　ら　　　で　　　い

き　　　限　　　な　　　は

だ　　　り　　　い　　　な

や　　方　　　い
る　　　が
べ　　　よ

き　　　い

だ
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区Hi-16　位年代別の女性の社会活動について

N=1,139

30

20

10

0

20　　30　　40

代　　　代　　代

自営業・事業主

管理職・自由業

事務職・技術職

労務磯・サービス戯

主

学

無

ラ

イ

フ

ス

テ

i

ジ

別

婚　前　期

家族形成期

家族成長樹Al

家族成長期(B)

家族成長期C)

家族成熟期

老　年　期〔Aj

老　年　期(B)

老　年　期(C)

50　　60
代
以

代　　上

図5-17　職業別,ライフ ・ステージ別の

女性の社会活動について

Nここ1,139

【条件が許す限りやるべきだ】

0　　10　　　20　　30　　40　　50

自営業・事業主

管理職・蹄由業

事務職・技術職

労務破・サービス職

主　　　　　姑

学　　　　　生

無　　　　　職

ラ

イ

フ

ス

テ

i

ジ

別

婚　前　期

家族形成期

家族成長期A)

家族成長期B)

家族成長期C)

家族成熟期

老　年　期(A)

老　年　期(B)

老　年　期(C)

注:その他,NAを除く
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に,「保育事業・家庭福祉員の拡充」(13.1%),「講座・講習会の充実」(12.6%),

「相談窓口の拡充」(10.4%),「技術・技能訓練」(9.9%),「母子家庭などに対

する生活援助・各種資金・手当の充実」(9.7%)であった。

女性が社会に進出するに際しての障害の中で「育児」は大きな要因となっており,保育

事業の充実が望まれている。

図5-18　女性の職業についてと女性の

社会活動について

N=1,13　9

単位(%)



なお,「特にない」が32.1%あるが,これは女性(29.3%)より男性(35,4%)

に多い。性年代別では男20代(39.2%),男40代(37.7%).男60代以上(39.5

%),女60代以上(41.6%)に多くなっており,男性全般と女性高年層の婦人問題に

対する関心の低さを示しているといえよう。

性別による差異はあまりみられないが,項目ごとに目立った点だけを挙げておく(相関

表参照)。

1)「保育事業・家庭福祉員の拡充」は女20代(19.7%)と家族形成期(18.8%)

に多くなっている。

2)「講座・講習会の充実」は主婦(16.8%)に比較的多い。

3)「相談窓口の拡充」は女40代(13.2%)と老年期(A)(13.2%)に比較的多い。

4)「技術・技能訓練」は女40代(17.0%),家族成長期(C)(18.6%)に多く,よ

り意義のある再就職への意欲を示している。

5)「医療・検査の充実」は,主婦(10.4%)および家族形成期(11.6%),家族成

長期(A)(13.1%),家族成長期(B)(11.2%)に多い。

ここで,女性の職業と社会活動についての考え方と事業への要望との関係をみたのが,
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表5-8である。職業に対して積極的な意見の人ほど多い要望は「技術・技能訓練」(0.0

%→12.0%)である。一方,社会活動に対して積極的な意見の人はど多い要望は,「技

術・技能訓練」(0.0%→14.6%)のはかに「相談窓口の拡充」(5.9%→12.3%)

「社会活動のための場の拡充」(0.0%→8.8%)である。

表5-8　女性の職業について,社会活動についてと

事業への要望

N=1,139

単位(%)

技 相 保 医 社 講 母 助 そ

の

他

特

に

な

い

術

技

能

談

窓

[]

の

育

事

業

家

庭

福

替

療

°

検

査

の

会

活

動

の

た

め

の

場

座

講

習

会

子 ・

家 各

庭 種

な 資

ど 金

に ・

対 手

す 当

訓 拡
貝
の

拡
充

至り
の

拡

の

充

る　 の

生 充

活 実
練 充 充 実 充 実 援

区　　 全　　 体 9.9 1 0.4 1 3.1 7.0 4 .6 1 2 .6 9.7 0.7 3 2.1

職

業

に

つ

い

て

ぜ ひ持 つ べ きだ 1 2.0 8.4 1 4.4 0.6 6 .6 1 5 .0 9.0 0.0 3 4.1

条件 が 許 す 限 り持

つ べ きだ
1 1.8 1 1.0 1 3.0 7.4 5 .5 1 3 ,8 1 0.0 0.6 2 7.0

あ ま り持 た な い

方 が よ い
6.1 1 3.9 1 4.4 1 2.8 2 .2 8 .9 7.8 1.1 3 2.8

持 つ べ きで は な い 0.0 1 0.7 1 7.9 0.0 3 .6 2 1.4 1 7.9 0.0 2 8.6

わ か らな い 4.5 3.6 8.1 7.2 0 .0 5 .4 9.9 1.8 5 9.5

杜

ノゝ
コ三
活

動

に

つ

い

て

ぜ ひ や る べ きだ 1 4.6 1 2.3 1 4.6 7.6 8 .8 8 .2 8.2 1.2 2 4.6

条 件 が 許す 限 り

や る べ き だ
1 0.8 1 1.7 1 4 .4 7.1 5 .0 1 5 .2 1 0.9 0.6 2 4.2

あ ま りや らない

方 が よ い
5.5 6.6 1 5.4 1 1.0 0 .0 1 4.3 1 2.1 1.1 3 4.1

や る べ きで ば ない 0.0 5 .9 2 3.5 0 .0 0 .0 1 1.8 1 7.6 0 .0 4 1.2

わ か らな い 5.9 6 .4 5 .4 5 .0 2 .0 6 .9 5.0 0.5 6 2.9

1126-



Ⅵ.区民保養所

1・区民保養所の利用度と周知度



【ライフ・ステージ】

*婚前期‥…‥‥・・…

*家族形成期…‥

*家族成長期(A)

*家族成長期(B)

*家族成長期(C)

*家族成熟期…

*老年期(A)‥・…

*老年期(B)・

*老年期(C)・‥・‥

結婚前の独身寺

子どもがいない若夫婦
の夫あるいは妻

結婚し乳・幼児
がいる親

小・中学生がいる親

高校・大学生がいる親

学校教育を終えた
独身の子どもがいる親

子どもが結婚して
一緒に住んでいる親

子どもが独立して
2人だけになった親

子どもが独立して
1人だけになった親



Ⅵ.区民保養所

≪設問とまとめ≫

1.区民保養所の利用度と周知度

[

[Q27･あなたは･この1年間に区民保養所を利用したことがありますか0日

j A)

N=1,139

Tfi

箱根つつじ荘(中強羅)を利用した6.2%

住吉館(伊豆長岡)を利用した0.7%

両方とも利用した

知っているが利用したことはない

知らない

SQl.〔Q27でt～3と答えた

人に〕利用した理由は何で

すか｡(1A)N=91

1.交通が便利だ7.7%

2.設備がよい20.9%

3.料金が安い374%

:∴亨:!
7.海水浴ができる一%

3.その他9.9%

9.特に理由はない11.0%

1.1%

::::芸1

SQ2.〔Q27で4と答えた人に〕

利用したことがない理由は

何ですか｡(l A)

N=656

1.希望の日がとれない14.6%

2.申し込みがめんどう23.6%

3.場所がよくない2.0%

4.他の旅館を利用する6.3%

5.料金が高い0.3%

6.その他9.0%

7.特に理由はない44.2%

区には,2つの保養所がある｡1つは直営の｢箱根つつじ荘｣で昭和50年3月

から,又委託施設としては,伊豆長岡に｢住吉館｣が昭和53年夏からオープンし

た｡住吉館は地震のため使用不能となった南海荘の代替として借上げたものである｡
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それぞれ利用定員は12　2名と80名である。箱根つつじ荘は三角く　じによる抽せ

ん方式で申し込みを受付けており年間の月平均利用率は80%である。一方住吉館

も同様の方法により申し込みを受付けているが委託契約後1年にみたないというこ

ともあってか夏場を除くと月平均30%～40%台でありさらに区民に親しんで利

一用されるにはまだ問題点があるといえる。

そこで,この章では区民保養所の利用状況を聞き,さらに利用した理由,利用し

ない理由を調べた。その結果,利用者は1割弱という比率であった。利用者は高年

層に多く人気は住吉館よりも箱根つつじ荘に集中している。利用の理由としては料

金の安さ,設備の良さ等によるもののほか,箱根つつじ荘は直営であるため各種の

区の福祉施策活用(おとしより優待券,身障害優先受付と使用料助成)の場として,

より気楽に利用できるようはかられていることもあると思われる。利用しない理由

としては,申込みの煩雑さ,希望の日がとれないことが挙がっている。

これを周知度の面からみると,7割弱であり特に若年層にはあまり知られていな

今後の保養所のあり方としては,これらの問題点についてさらに検討をはかり親

近感,周知度を増すなど考えると共に年間をとおして利用できるよう若年層,中年

層などへプラスの面を強調して利用者の層の拡大を図る必要があろう。

≪分　析≫

VI-1　区民保養所の利用度と周知度

この1年間の区民保養所の利用状況

を聞いたところ,「箱根つつじ荘(中

強羅)を利用した」が6.2%,「住吉

館(伊豆長岡)を利用した」が0.7%,

「両方とも利用した」が1.1%と,≪利

用したことがある≫人は,合計わずか

8.0%に過ぎない。また「知っている

が利用したことはない」は,57.6%,

「知らない」は,34.4%であった

(図6-1)。

この結果を性年代別でみると,≪利

用したことがある≫は,男女共6　0代

以上の高年層に多く,男60代以上が

図6-1　区民保養所の利用状況
N=1,13　9
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14.8%,女6　0代以上が18.4%である。また,≪利用したことがある≫の比率

の大部分は,「箱根つつじ荘(中強羅)」の方で占められており,「住吉館(伊豆

長岡)」の利用度は極めて低い。なお,「知っているが利用したことがない」は,男

女共4　0-50代の中年層に多く,男40代が67.9%,50代が6　7.6%,女40

代が7　3.6%,50代が6　6.3%である。「知らない」は,男女共若年層に多く,

図6-2　性年代別の保養所の利用状況

①≪利用したことがある≫

N=1,139

20　30　40　50　梵
以

代　　代　　代　　代　　上



男20代が62.7%,女20代が52.8%となっている(図6-2)。

他の属性別では,家族人数別の6人以上(15.8%),ライフステージ別の老年

期(A)(27.6%)などに≪利用したことがある≫が多い(相関表参照)。

(1)利用した理由

≪利用したことがある≫と答えた人に,その理由を聞いたところ,もっとも多

かったのが「料金が安い」(37,4%),ついで「設備がよい」(20.9%)で

あり,他に「特に理由はない」が11.0%であった(図6-3)。

性別では図6-4のとおりである。「料金が安い」,「設備がよい」,「交通

が便利」,「山がある」などについては,女性より男性の方が,また,「温泉が

ある」は,女性の方が男性より評価している。

(2)利用しない理由

「知っているが利用したことはない」と答えた人に,その理由を聞いた結果は

次のとおりである。

「申し込みがめんどう」が23.6%,「希望の日がとれない」が14.6%と多

い。また「特に理由はない」が44.2%であった(図6-5)。

図6-3　利用した理由

N=　91
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図6-4　性別の利用した理由

N=　91

この結果を性年代別,職業別にみ

ると,「申し込みがめんどう」は,

性年代別の男2　0代(19.6%),

男4　0代(23.6%),女4　0代

(2　0.5%)に多い。職業別では,

自営業・事業主(21.7%)に多い。

「希望の日がとれない」は,男50

代(3　2.6%),女3　0代(31.3

%),事務職・技術職(30.0%)

や主婦(2　7.5%)に多い。また,

「特に理由はない」は,男20代(5

0.0%),男3　0代(51.4%),

女2　0代(5　3.2%),女5　0代
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(50.7%),学生(52.6%),管理職・自由業(48.2%)に多い(図6-

6)。

図6-6　性年代別・職業別の「希望日がとれない」,
「申し込みがめんどう」,「特に理由はない」

N=6　5　6

【性年代別】 【職.業　別】

①性年代別の「希望日がとれない」(全体14.6%)　④職業別の「希望日がとれない」(全体14.6%)
Fハ%

20　　　30　　40　　　50　　60
代
.`.

代　　代　　代　　代　　上

皇霊裏芸品主学無　その
業　職　職　職　　輪　生　職　他

事　日　枝　サ
業　由　術】
主　業　戯　ビ

⑧性年代別の「申し込みがめんどう」(全体23.6%)

%
40
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20　　　30　　　40　　50　　　60
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代　　代　　代　　代　　上

注:「その他」の基数は13である。

⑤職業別の「申し込みがめんどう」(全体23.6%)

30.0
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Ⅶ.区政への関心・要望

1・区政への蘭心の有無

2.区政に関する情報源

3.「新宿区広報」の到達閲読状況

4.区長名の周知度

5・新宿文化センターの周知度

6.新宿文化センターの催しものについての希望

7・区の事業への要望



【ライフ・ステージ】

*婚前期・‥‥

*家族形成期・=

*家族成長期(A)

*家族成長期(B)

*家族成長期(C)

結婚前の独身老

子どもがいない若夫婦
の夫あるいは妻

結婚し乳・幼児
がいる親

小・中学生がいる親

高校で大学生がいる親

*家族成熟期・・・り・‥1・て…・‥学校教育を終えた
独身の子どもがいる親

*考軸㈲∵　…事霊禦霊親
*老年期(B)∴…………・子どもが独立して

-2人ガけになった親

*老年期(C言:・…‥∴子どもが独立して
1人だけになった親



Ⅶ.区政への関心・要望

≪設問とまとめ≫

1.区政への関心の有無

Q 2 8 . あ な た は区 政 に関 心 を お 持 ちで す か 。 ( 1 A )

N = 1,1 3 9

1. 非 常 に 関 心 が あ る　　　　 9.3 %　 4 . ほ とん ど関 心 が な い 1 1.2 %

2 . 少 しは 関 心 が あ る　　　 4 0.7 %　 5 . わ か らな い 2.7 %

3 .　 あ ま り関 心 が な い　　　 3 6.0 %

2.区政に関する情報源

Q29.あなたはふだん,区政に関することや区の行事,お知らせを何で知りま

すか。次の中から主なものを2つ以内で選んでください。〔回答寮8線示〕

(2A)

Nニニ1,139

1.新宿区広報

2.区議会だより

3.写真ニュース

4.わたしの便利帳・区勢要覧・パンフレット　　　9.4%

5.新聞・テレビ・ラジオ

6.町会・自治会の会合や回覧板

7.家族や知人・友人の話

8.　その他

9.　関心がない

3.「新宿区広報」の到達・閲読状況

15.2%

15.0%

4.9%

0.9%

11.2%

Q30.区では,「新宿区広報」を毎月3回,6紙(朝日,毎日,読売,サンケ

イ,東京,日経)の新聞折り込みで配布していますが,お宅には届いてい

ますか。(1A)

届いている　　　87.8%

届いていない　　　4.2%

Nここ1,139

3.　わからない　　　　　　　　　　3.5%

4.上記の新聞をとっていない　3.4%
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4.　区長名の周知度

Q 3 1. 現在 の新 宿 区 長 の 名 前を 知 って い ます か。〔知 ってい る人 〕 に区 長 の 名 前

を お っ しゃ って くだ さ い 。 ( 1 A )

N = 1, 1 3 9

1.　 知 って い る (正答 )　　 5 5.0 %　　　 3 .　 知 らない　　　　 3 9.5 %

2. 知 って い る (誤答 )　　 5 .5 %

5.新宿文化センターの周知度

Q32.新宿文化センター(新宿6丁目)は,今年の4月1日に一般にオープン

しましたが,あなたはこの施設を知っていますか。(1A)

N=1,139

1.知っている　　　　　　　50.6%　　　2.　知らない　　　　49.4%

6.新宿文化センターの催し物についての希望

Q33.この集会施設には1,800人収容の大ホールを始め,小ホール,集会室,

展示室,ロビーなどが設けられ多目的に利用できるよう設計されています。

この施設でどんな催し物を希望しますか。次の中から2つ以内で選んでく

ださい。〔回答票9提示〕(2A)

N=1,139

1.クラシック音楽会　　　　　　　　　　　　　17.4%

2.　ポピュラー音楽会　　　　　　　　　　　　　　20.3%

3.新劇・歌舞伎などの演劇　　　　　　　　　　16.1%

4.　日本舞踊・バレエなどの舞踊　　　　　　　　8.1%

5.浪曲・落語・漫才などの大衆芸能　　　　16.3%

6.映画会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24.3%

7.美術・書・郷土資料・産業資料など　　　　21.2%

の展示会
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8.各種講座・講習会　　　　　　　　　　　　　21.8%

9.その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8.1%

10.NA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6.8%

7.　区の事業への要望

Q 3 4 . 現 在 , あ な た が 区 に 対 して 最 も 力 を 入 れ て ほ しい と 思 う 事 業 は な ん で す

か 。 次 の 中 か ら , 第 1 位 , 第 2 位 , 第 3 位 と 順 を つ け て 3 つ 以 内 で 選 ん で

く だ さ い 。 〔回 答 票 10 提 示 〕 ( 3 A )

N = 1,1 3 9

(、、

第 1 位 第 2 位 第 3 位 合 計

1. .道 路 の 整 備 ( 舗 装 , ガ ー ド レ ー ル ,

7 .1 % 3 .0 % 3 .2 % 1 3,3 %
街 路 灯 な ど )

2. 公 園 , 児 童 遊 園 の 整 備 ・拡 充 7.6 7.0 5.7 2 0.3

3.　 緑 化 対 策 8.3 8.2 6.1 2 2.7

4 . 環 境 衛 生 ( ゴ ミ収 集 , 街 の 清 掃 な ど ) 9,5 8.0 6.0 2 3.4

5 . 学 校 教 育 施 設 の 整 備 ( 幼 稚 園 , 小 ・

3.5 4.0 2.5 1 0.1
中 学 校 施 設 , 校 外 施 設 な ど )

6 .　 区 民 の た め の 施 設 の 整 備 (公 会 堂 ,

4.6 3.0 3.3 1 0.9
保 養 所 , 福 祉 会 館 な ど )

7 .　 老 人 福 祉 8.7 5.5 5,5 1 9.8

8 . 心 身 障 害 者 ( 児 ) 福 祉 1.8 3.9 1.6 7.3

9 . 低 所 得 層 や 母 子 世 帯 福 祉 2.3 3.6 2.5 墜旦_

10 .　 青 少 年 の 健 全 育 成 対 策 1.8 3.2 2.7 7.6

1 1.　 中 小 企 業 対 策 1.8 2.2 3.2 7.3

1 2.　 消 費 者 保 護 対 策 2.8 4.4 4.9 1 2.1

13 .　 震 災 対 策 1 0.5 1 0.1 5.9 2 6.5

14 . 水 害 対 策 2.5 1.5 1.7 5 .7

1 5.　 公 害 対 策 3.2 4.7 4.4 1 2.3

1 6.　 区 民 の 健 康 管 理 0.8 1.9 2.9 5 .6

1 7.　 食 品 衛 生 1.1 1.4 2.6 5.1

18 . 社 会 教 育 ・社 会 体 育 活 動 の 推 進 2 .8 1.8 2.6 7.3

1 9.　 幼 児 ・児 童 の 保 育 対 策 1.9 1.5 1.8 5.3

20 . 交 通 安 全 対 策 2 .7 4.2 5.0 1 1.9

2 1.　 風 紀 の 取 り 締 ま り 4 .0 4.0 6.5 1 4 .6

2 2,　 そ の 他 0 .6 0.2 0.3 1.1

2 3.　 特 に な い 9 .9 - - 9.9

) 「合 計 」 は四 捨 五 入 の 関係 で , 第 1 ～ 第 3 位 まで の 合 計 と一 致 しな い 場 合 が あ る 。
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この章では,区民と区政がどのように関わっているかを探るため,区政への関心の有無,

区政に関する情報源,広報紙の到達状況,区長名の周知度,新宿文化センターの周知度,

新宿文化センターの催し物についての希望,区の事業への要望などを聞いた。その結果,

区政への関心の程度は≪関心がある≫が全体の5割で,関心は高いとはいえない。ここ数

年の変化をみても,51年6割をピークに滅小傾向にあるようだ。区の行事・お知らせを知

る方法としてほ,新宿区広報が7割と圧倒的であった。他には,「区議会だより工「新聞・

テレビ・ラジオ工「町会・自治会の会合や回覧板」などが,それぞれ1～2割程度である。

広報紙の倒達状況は「届いている」が約9割とかなり高い。広報紙の閲読状況は,「よく

読む」(28.2%)と「ざっと読む」(48.1%)を合わせた≪読む≫が全体の4分の3を占

めた。≪読まない≫は残り4分の1である。

区長名の知名度は,5割強であった。新宿文化センターの周知度は,約5割と前回建設

中での周知度2割を大きく上回っているが,まだ高いとは言えない。新宿文化センターの

催し物についての希望は「映画会工「各種講座・講習会工「美術・書・郷土資料・産業資

料などの展示会」,「ポピュラー音楽会」などが上位を占めた。区の事業への要望は,第1

位～第3位までの比率を合計したもので比べると,「震災対策」,「環境衛生上「緑化対策」,

「公園・児童遊園の整備・拡充」などが上位を占めた。

≪分　　　析≫

Ⅶ-1　区政への関心度

「非常に関心がある」が9.3%,「少しは

関心がある」が40.7%と≪関心がある≫が

50%を占めた。これに対して「あまり関心

がない」が36.0%,「ほとんど関心がない」

が11.2%と≪関心がない≫も≪関心がある≫

とほぼ同じくらいの割合となっている(図7-

1)。

地域別にみると　7-2のとおりである。
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性年代別では,男性の場合は年代が高くな

るほど≪関心がある≫が増加し(20代37.3

%→6　0代以上7　0.4%),また≪関心がな

い≫は,逆の傾向(60代以上27.1%→20

代61.3%)を示している。女性の場合は,

20代から40代までは≪関心がある≫は増

加するが,50代,60代以上と漸滅する傾

向にあるようだ。女性(46,2%)に比べ

男性(54.5%)の関心が高く,それも年代

が高くなるほど増加するといえよう。また男

女共20代の関心が他の年代に比べて特に低

く,若者の政治への無関心の傾向が区政レベ

ルでも顕著に表われているといえよう(図7

-3)。

図7-4　定住意思別の区政への

関心の有無　　　　N=1,139

永つ　当む　で転い
住も　分つ　き出
すり　はも　たし
る　　　住り　らた

転つ　わい
出も　か
すり　　ら
る　　　な

次に定住意思別では,≪定住意思のある人≫ほど≪関心がある≫が多く,逆に≪転出意

思のある人≫ほど≪関心がない≫が多い(図7-4)。

なお,職業別では,≪関心がある≫は,自営業・事業主(6　2.9%),管理職・自由業

(56.1%)に多い。また≪関心がない≫ほ,労務職・サービス職(5　6.1%)や,学生

(5　9.1%)に多い(相関表参照)。

また,49年調査時から今回調査までの区政への関心の有無の比較は図7-5のとおり

である。

図7-5　区政への関心の有無-前回までの調査結果比較
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Ⅶ-2　区政に関する情報源

「新宿区広報」が72.6%と圧倒的に多かった。他には,「区議会だより」が19.5%,

「新聞・テレビ・ラジオ」が15.2%,「町会・自治会の会合や回覧板」が15.0%,「わ

たしの便利帳・区勢要覧・パンフレット」が9.4%などである。また「関心がない」が

11.2%であった(図7-6)。

性年代別でみると(図7-7)のとおりである。

[新宿区広報](区全体72.6%)

男女共,'年代が高くなるほど(男20代55,6%→男60代以上82.7%,女20代

62,7%→50代86.1%→60代以上68.8%)多くなっており,特に男40代,50

代,6　0代以上,女3　0代,4　0代,5　0代など男女共中高年層に多い。

[区議会だより](区全体19.5%)

男5　0代(2　7.9%),60代以上(24.7%),女50代(24.8%)など男女の中

高年層に多い。

[新聞・テレビ・ラジオ](区全体15.2%)

男20代(22.2%)に特に多い。女性の2　0代も比率こそ17.6%ではあるが女性の

他の年代に比べると鼻も多く,男女共,若年層に多いといえよう。

[町会・自治会の会合や回覧板](区全体15.0%)

性年代別の男50代(19.1%),女60代以上(19,2%)など中高年層に多い。

以上のように区の広報紙やお知らせなどは,中高年層によく利用されている。これに対

し,テレビ・ラジオは若年層が多い。

図7-6　区政に関する情報源

N=1,139

20

15

10

15.2 15.0

新　　区　　　写　　わ区　　新　　町国　　家　　　そ　　　関
宿　　議　　真　　た勢　　聞　　会覧　　族　　　　　　心
区　　会　　こ　　し要　　　　　・板　　や　　の　　が
広　　だ　　　ユ　　の覧　　テ　　自　　　知　　　　　　な
報　　よ　　l　　便・　　レ　　治　　　人　　他　　　い

り　　　ス　　利ノヾ　　ビ　　会
帳ン　　　　　の　　　友
・フ　　ラ　　全　　　人
ジ　　合　　　の

オ　　や　　　嘉
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図7-7　性年代別でみた各情報源(上位4位まで)

N=1,139

50
(%)
【新聞やラジオ・テレビ】

20　　30　　40　　50　　60
代
ユ、I

代　　代　　代　　代　　上

30

20

10

0
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その他属性別に上位4項目について多いものを挙げると表7-1のとおりである。

次に,区政への関心と区政に関する情報源の関係を見ると表7-2のとおりである。区

政への関心が強い人はど「新宿区広報」や「区議会だより」を利用していることが多い。

区政に関する情報源について前回までと比較すると,表7-3のとおりである。

表7-1　上位4項目の多い属性

N=1,139

新　宿　区　広　報 区議会だよ　り 新聞・テレビ・ラジオ 町会・自治会の会合
や回覧板.

全体 72.6 % 19.5 % 15.2 % 15.0 %

地

域

別

箪笥町地域(84.7%) 若松町地域(31,8% ) 若松町地域(23.6% ) 角筈・区役所地域

横町地域　 (78.15扮落合第二地域 落合第二地域 (42.9% )

落合第一地域

(79.2% )

落合第二地域

(88.6% )

角筈・区役所地域

(83.9%)

(28.9期

大久保地域(24.0%)

(19.3%)

戯
自営業・事業主

(81.4% )

自営業・事業主

(25.1% )

主　　 婦　 (18.7%)

業 管理職・自由業 管理職・自由業

別 (24.7%)

主　　 婦　 (81.0% )

(24.7% )

住

居
形

態

別

一戸建持家(78.4%)

社宅・官舎(82.8% )

寮・間借り・住込み

(27.5%)

鉄筋アノヾ- ト,マン

ション 1 (19.9%)

表7-2　区政への関心と区政に関する情報源
N=1,139

新 区 写 便区パッ新レジ 町治合板 家人の そ 関

宿

区広

議だ

会よ

真二 利勢ント

帳要フ

聞ビオ 全会・

・の国

族・話

・知
の
心
が

ム
報
り
l
ス
・苧レ テラ 白金覧 友人 他

な

い

全　　　　　 体 72.6 19.5 2.5 9.4 15.2 15.0 4.9 0.9 11.2

非常に関心がある 85.8 34.0 2.8 10.4 15.1 13.2 3.8 2.8 0.9

少 しは関心がある 85.3 23.3 1.5 10,3 16.4 19.0 6.0 0.4 1.7

あまり関心がない 63.2 17.3 2.9 10.0 16・.1 12,7 4.4 0.2 16.3

ほとんど関心がない 53.9 4.7 3.9 5.5 10.2 1 1.7 3.1 2.3 28.9

わ　 か　 ら　 な　 い 38.7 3.2 3.2 0.0 6.5 6.5 6.5 3.2 45.2
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表7-3　区政に関する情報源-各年調査結果比較

(%)

情　　　 報　　　 源 50 年 9 月 51年 9 月 53 年 7 月 朗年 6 月

新　　　　 宿　　　　 区　　　　 広　　　　 報 7 4.6　 →　 7 7.8　 →　 8 3.2　　　　 7 2.6

区　　　 議　　　 会　　　 だ　　　 よ　　　 り 2 1.6　 ←　 1 9.6　 ←　 1 8.2　　　 1 9.5

新　 聞　 や　 ラ　 ジ　 オ　 ・　 テ　 レ　 ビ 2 6.5　 ←　 2 0.8　 ←　 1 5.4　 ←　 1 5.2

町 会 ・ 自治 会 な ど の 会 合 や 回 覧 板 1 8.2　　　　 2 5.2　　　　 1 4.1　　　 1 5.0

わたしの便利帳 , 区勢要覧 , パンフレットなど 1 6.0　　　 1 6.3　 ←　 1 1.0　 ←　　 9.4

華　 人 ・ 友　 人 ・ 家　 族　 の　 話 9.0　　　　　 9.4　 ←　　 6.8　 ←　　 4.9
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Ⅶ-3　「新宿区広報」の到達・閲読状況

「届いている」が87.8%,「届いていな

い」が4.2%,「わからない」が3.5%,ま

た「6大抵をとっていない」が3.4%であっ

た(図7-8)。

「届いていない」の各属性別の特徴をみる

と,地域別では若松町地域(9.1%),戸塚

地域(9.2%)に多い。性年代別の男20代

(12.4%),職業別の学生(13,1%),

家族人数別の1人(15.4%),居住形態別

の民間木造アパート(10.1%),寮・間借

り・住込み(2　0.3%),居住年数別の54

年以降(13.3%)などに多い(相関表参照)。

「6紙をとっていない」は,性年代別の女

20代(10.6%)や男2　0代(7.2%)

職業別の労務職,サービス職(10.3%),

学生(11.5%),家族人数別の1人(11.5

%),居住形態別の寮・間借り・住み込み

(15.9%),民間木造アパート(9.6%),

居住年数別の昭和51年～53年(9.4%),

t54年以降(8.9%)などに多く「届いてい

ない」の属性別の特徴とほぼ同じ特徴を示し

ている(相関表参照)。

また,前回までの調査結果と比較すると表

7-4のとおりである。

(1)閲読状況

「よく読む」が28.2%,「ざっと読む」

図7-8　新宿区広報の到達状況

表7-4　到達状況-前回までとの比較

届いている

今　 回　 調　 査 8 7.8 %

53年 7 月の調査 9 0.9 %

52年 7 月の調査 8 7.6 %

51年 9 月の調査 8 9.2 %

50年 9 月の調査 8 8.1 %

49年 9 月の調査 8 6.9 %

48年 9 月の調査 8 5.3 %

が48.1%と≪読む≫が4分の3を占めた。これに対して「あまり読まない」が20.3%.

「全く読まない」が2.8%と≪読まない≫は約4分の1である(図7-9)。

≪読む≫,≪読まない≫について,性年代別,職業別にみると以下のとおりである(図

7.-10,相関表参照)。
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◎≪読　む≫(区全体76.3%)

性年代別の男4　0代(8　2.4%),男6　0

代以上(87.4%),女30代(83.0%),

女4　0代(81.2%)などどちらかというと,

中高年,職業別の管理職・自由業(83.3%),

自営業・事業主(81.2%)などの勤人,主

婦(81.9%)に多い。

◎≪読まない≫(区全体2　3.1%)

性年代別の男20代(4　3.9%),男3　0

代(27.1%),女20代(26.6%)など

若年層,職業別の事務・技術職(28.6%),

労務職・サービス職(29.9%),学生(28.2%),

無職(2　9.1%)に多い。

図7-9　閲読状況
N=1,139

定住意思別では,≪定住意思がある人≫ほど≪読む≫が多く(永住するつもり82.3%

→転出するつもり61.1%),≪転出意思がある人≫ほど≪読まない≫が多い(転出する

つもり38.9%→永住するつもり16.8%)(図7-11)。

図7-10　性年代別の閲読状況
Nご1,139

性

年

代

別

区　全　体

男　20　代

男　30　代

男　40　代

男　50　代

男60代以上

女　20　代

女　30　代

女　40　代

女　50　代



図7-11　定住意思別の閲読状況

永も　当つ　で出　転も　　わ
住り　分も　きし　出り　　か
す　　はり　　たた　す　　　ら
る　　　住　　　らい　　る　　　な
つ　　　む　　転　　つ　　　い

永も　当つ　で出　転も　　わ
住り　分も　きし　出り　　か
す　　はり　　たた　す　　　ら
る　　　住　　　らい　　る　　　な
つ　　　む　　　転　　　つ　　　い

表7-5　区政への関心と閲読状況

N=1,139

よ　く　読 む ざっと読む あまり読まない全く読まない N A

全　　　　 体 2 8.2 % 4 8.1 % 2 0.3 % 2.8 % 0.6 %

非 常 に関心がある 6 4.7 2 9.4 4.9 1.0 0.0

少 しは関心がある 3 2.5 5 8.4 8.2 0,0 0.9

あ ま り関心がない 1 7.7 4 4.3 3 4.9 2.5 0.6

ほとんど関心がない 8.7 3 8.0 3 4.8 1 8.5 0.0

わ　 か　 ら　 な　 い 2 9.4 3 5.3 2 9.4 5.9 0.0

なお,区政への関心と閲読状況との関係を　表7-6　閲読状況-前回までとの比較

lみると,非常に関心があるは「よく読む」の

比率が目立って高く,少しは関心があるは,

「ざっと読む」が高い。また,関心がない人

はど「あまり読まない」,「ほとんど読まない」

の比率が高い(表7-5)。

閲読状況について前回までの調査と比較す

ると表7-6のとおりである。

(2)広報紙に対する意見・要望

表7-7のとおりであり,サンプル数の少

ないのは気になる。全体として好評であるが,

さらに住民の意向をくみとって改善する必要がある。
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閲読率

今　 回　調　査 76.3%

53年7月の調査 80.5%

52年7月の調査 81.8%

51年9月の調査 83.8%

50年9月の調査 83.3%

49年9月の調査 80.0%

48年9月の調査 79.2%



表7-7　広報紙に対する意見・要望

≪意　　見≫

0　よくできている　　　　　　　(22件)

0　いまのままでよい　　　　　　(7件)

。役に立っている　　　　　　　(l件)

。よくわかって便利だ　　　　　(1件)

0　広報での役所のイメージと実際

が違う　　　　　　　　　　　　(1件)

0　読みづらい　　　　　　　　　(1件)

≪要　　望≫

0　紙面を大きく読みやすく　　　(3件)

0　ページ数を増やして　　　　(3件)

0　買い物情報の掲載を　　　　　(3件)

0　もっと身近な話題を　　　　　(2件)

0　各施設の紹介を　　　　　　　(2件)

0　短歌・俳句などの掲載を　　(2件)

0　配達方法の改善を　　　　　　(1件)

0　職業紹介欄の特集を　　　　(1件)

0　区役所の利用方法のPRを　(1件)

0　医療関係記事の掲載を　　　　(1件)

0　婦人集会案内の掲載を　　　　(1件)

0　もっとユニークに　　　　　　(1件)

。区長のコメントをもっと載せて(1件)

0　希望欄を設けて　　　　　　　(1件)

0　もっとわかりやすく　　　　　(1件)

≪そ　の他≫

0　特になし　　　　　　　　　　(54件)
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Ⅶ-4　区長名の周知度

現区長,山本克忠の名前を「知っている」

(正答)が5　5.0%である(図7-12)。

性年代別の周知度をみると「知っている」

は,男女共4　0代をピークに中高年層に多い。

「知らない」については,男女共若年層に多

い(図7-13)。

職業別では「知っている」は自営業・事業

主(70.7%)に目立って多く,主婦(60.1%)

にも多い。「知らない」は,事務職・技術職

(47.0%),労務職・サービス職(50.5%),

学生(63.9%)に多い(相関表参照)。

図7-12　区長名の周知度

N=1,139

図7-13　性年代別の区長名の周知度
N=1,139

知っている(誤答)

男　20　代

男　30　代

男　40　代

男　50　代

男60代以上

女　20　代

女　30　代

女　40　代

女　50　代

女60代以上
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区長名の周知度と区政への関心,定住意思別,閲読状況との関係をみると表7-8,図

7-14,表7-9のとおりである。

表7-8　区政への関心と区長名の周知度

N=1,139

知 っている (正) 知っている (誤) 知　ら　な い

全　　　　 体 5 5.0 % 5.5 % 3 9.5 %

非 常 に関心がある 7 8.3 0.9 2 0.8

少 しは関心がある 6 7.7 5.4 2 6.9

あ まり関 心 が ない 4 2.9 7.1 5 0.0

ほとんど関心がない 3 2.0 6.3 6 1.7

わ　 か　 ら　 な　 い 3 8.7 0.0 6 1.3

図7-14　定住意思別の区長名の周知度
N=1,139

永も　当つ
住り　分も
す　　はり
る　　　住

つ　　　む

≪定住意思
ある者≫

で出　転も
きし　出り
たた　す
らい　　る
転　　つ

≪転出意思
ある者≫

わ

や、
し)

な

い

表7-9　区長名の周知度と閲読状況
N=1,139

よく読む ざっと読む
あまり

読まない

ほとんど

読まない
N A

全　　 体 2 8.2 % 4 8.1 % 2 0.3 % 2.8 % 0.6 %

知っている (正) 3 3.8 , 5 1.2 1 2.3 2.0 0.7

知っている (誤) 1 8.2 4 7.3 3 2.7 1.8 0.0

知　 ら　 な　 い 2 0.6 4 3.2 3 1.5 4.2 0.6
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Ⅶ-5　新宿文化センターの周知度

「知っている」が50.6%,「知らない」が49.4%である。前回53年調査時に当時,

建設中であった同センターの周知度を尋ねた時は,「知っている」が21.5%,「知らな

い」が7　7.3%であった。当時に比べれば2倍以上の周知度となってはいるが,それでも

決して高い比率とはいえない(図7-15)。

性年代別では,図7-16のとおり「知っている」は,男40代(55.7%),男50代

(66.2%),女40代(58.5%),女50代(60.4%)と男女共中年層に多い。「知

らない」は,男20代(58.8%),男30代(56.1%),女20代(55.6%)など男

女の若年層と,女60代以上(54.4%)に多い。

図7-15　新宿文化センターの周知度-前回との比較

〔前回53年調査〕 〔今　回　調　査〕

図7-16　性年代別の新宿文化センターの周知度

N=1,139

【知っている】

20代 30代
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地域別の周知度は図7-17のとおりである。

図7-17　地域別の新宿文化センターの周知度

N二1,139

【区　全　体】

㊥新宿文化センター
(新宿6丁目14番1号)
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Ⅶ-6　新宿文化センターの催しものについての希望

「新宿文化センター」でどんな催し物を希望するかについては,「映画会」が24.3%と

第1位を占めた。続いて「各種講座・講習会」が21.8%,「美術・書・郷土資料・産業

資料などの展示会」が21.2%,「ポピュラー音楽会」が20.3%,「クラシック音楽会」

が17.4%,「浪曲・落語・漫才などの大衆芸能」が16.3%,「新劇・歌舞伎などの演

劇」が16.1%などである(図7-18)。

各項目ごとに性年代別,職業別での特徴をみると図7-19,表7-10のとおりである。

◎映画会(区全体24.3%　第1位)

男女の若年層や学生に特に多く,事務職・技術職,労務職・サービス職にも多い。

◎各種講座・講習会(区全体21.8%　第2位)

映画会に比べ,やや中年層に多く,事務・技術職に多い。

◎美術・書・郷土資料・産業資料などの展示会(区全体21.2%　第3位)

男女の中高年層や無職,自営業・事業主,管理職・自由業に多い。

◎ポピュラー音楽会(区全体20.3%　第4位)

男女の若年層や学生,事務・技術職に多い。

◎クラシック音楽会(区全体17.4%　第5位)

男女の若年層,女性の中年層,学生に多い。

◎浪曲・落語・漫才などの大衆芸能(区全体16.3%　第6位)

男女の中高年層,無職,管理職・自由業,自営業・事業主,労務職・サービス職に多い0

◎新劇・歌舞伎などの演劇(区全体16.1%　第7位)

女性の中高年層および主婦に多い。

図7-18　新宿文化センターの催しものについての希望

N=1,139

映　　講　　展　　ポ音　ク音　　大　　演　　舞　　そ
ピ　7

画　習　示　ユ楽　シ楽　聖　　　　　の
ラ　　　　ツ　　　　本

会　　全　　会　l会　ク全　　能　　劇　　踊　　他
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図7-19　性年代別の新宿文化センターの像しものについての希望

N=1,139
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表7-10　職業別の新宿文化センターの催しものについての希望

N=1,139

映画会
各種講座・

美術・書・

郷土資料・ポピュラークラシック
浪曲・落語

・漫才など
の大衆芸能

新劇・歌舞

伎などの演

劇
講　習　会産業資料な

どの展示会

音楽会 音楽会

区全体 24.3% 2 1.8% 2 1.2% 2 0.3% 1 7.4% 1 6.3% 1 6.1%

職

業

別

学　生 事務職・技無　職 事務職・技学　生 無　職 主　婦

(4 5.9% ) 術職 (2 6.5% )術職 (34.4% ) (2 5.6% ) (2 4.6% )

事務職・技 (2 5.2% ) 自営業・事 (2 9.1% ) 管理職・自

術職 業主 学　生 由業

(2 9.1% )

労務職・サ

ービス職
(2 9.0% )

(2 5.7% )

管理職・自

由業

(2 4.7% )

(4 9.2% ) (2 2.5% )

自営業・事

業主

(2 0.4% )

労務職・サ

ービス職 '
(2 0.6% )

なお,前回調査の結果と比較したのが,表7-11である。昨年は第3位であった映画会

が1位となった。
表7-11　新宿文化センターの催しものへの希望

前回調査結果比較

【53年調査】　　　　　　　　　　　　【今回=調査】

第 1 位
各　 種　 講　 座　 ・　 講　 習　 会 映　　　　　　 画　　　　　　 会

3 5.6 % 2 4 .3 %

第 2 位

美術 ・書 ・郷土 資料 ・産業 資料 な

どの展示会

2 9.5 %

各　 種　 講　 座　 ・　 講　 習　 会

2 1.8 %

第 3 位
映　　　　　　 画　　　　　　 会 美術 ・書 ・郷土資料 ・産業資料な

2 6.0 %
どの展示会　 2 1.2 %

第 4 位

浪曲 ・落語 ・漫才な どの大衆芸能 ク　 ラ　 シ　 ッ　 ク　 音　 楽　 会

1 8.0 % 1 7.4 %

第 5 位

ク　 ラ　 シ　 ッ　 ク　 音　 楽　 会 浪曲 ・落語 ・漫才 などの大衆芸能

1 7.4 % 1 6.3 %

第 6 位
新 劇 ・ 歌 舞 伎 な ど の 演 劇 新 劇 ・ 歌 舞 伎 な ど の 演 劇

1 6.0 % 1 6 .1 %
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Ⅶ-7　区の事業への要望

区に対して力を入れて欲しいと思う事業を第1位から第3位まで順位をつけて3つ選ん

でもらったところ,第1位,第2位,第3位の合計比率が最も高かったのは「震災対策」

の26,5%である。ついで,「環境衛生」が23.4%,「緑化対策」が22.7%,「公園・

児童遊園の整備・拡充」が20.3%の順で,この上位4項目が20%を越える要望度であ

った。以下,10%台のものとしては,「老人福祉」が19.8%,「風紀の取り締まり」が

14.6%,「道路の整備」が13.3%,「公害対策」が12.3%,「消費者保護対策」が

12.1%,「交通安全対策」が11.9%,「区民のための施設の整備」が10.9%,「学

校教育施設の整備」が10.1%などである。

以上の結果はあくまでも第1位から第3位までの比率を単純に合計したものであって,

合計比率が高くても,そのうちの第1位の比率が低ければその要望はあまり強いとはいえ

ないし,逆に合計比率があまり高くなくても,第1位としての比率が高ければ,その要望

は強いといえよう。そこで,合計比率とは別に,以下の式を用いて点数化したのが図7-

20である。

☆　要望の強さ(点数)=第1位の比率×3点+第2位の比率×2点+第3位の比率

×1点

要望の強さを点数化した場合,合計比率の順位とは若干異なってくる。「震災対策」は

合計比率でも第1位であるが,点数化した場合,特にその要望の強さが目立っている。ま

た合計比率で第5位の「老人福祉」は要望の強さでは第4位に,第7位の「道路の整備」

は第6位となっており,第11位の「区民のための施設の整備」も第10となっている。

また第17位の「社会教育・社会体育活動の推進」も第9位となっており,合計比率の割

には要望皮は高いといえよう。

区事業の中には,「震災対策」などのように急務なものや,「緑化対策」,「道路の整

備」などのように長期的な展望の中で改善していく必要があるものなどがあるが,上記の

結果は,その選択のひとつの目安となるものと考えられよう。

10%以上のものについて,全体の中での位置,各属性との関係を中心に,その事業を

強く望んでいる階層についてまとめてみると,次のとおりである。なお,地域別,性年代

別,職業別,ライフステージ別でみた上位5位までの要望は,表7-12,表7-13のと

おりである。

【震災対策】(合計比率2　6.5%　第1位)

落今第二地域の42.1%,男50代の38.2%,学生の34.4%,家族成長期(C)の
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図7-20　事業への要望の合計比率と要望の強さ

0　　　　　　　　　10　　　　　　　　　20　　　　　　　　　30　　　　　　　　　40　　　　　　　　　ミ氾%

震　　災　　対　　策

環　　境　　衛　　生

緑　　化　　対　　策

公園・児童遊園の
整　備　・　拡　充

老　　人　　福　　祉

風紀の取り締まり

道　路　の　整　備

公　　害　　対　　策

消費者保護対策

交　通　安　全　対　策

区民のための施設の整備

学校教育施設の整備

低　所　得　層　や
母子世苗福祉

青少年の健全育成対策

心身障害者(児)福祉

中　′ト　企　業　対　策

社会教育・社会体育
活動の推進

水　　害　　対　　策

区民の健康管理

幼児・児童の保育対策

食　　品　　衛　　生

そ　　　　の　　　他
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33.6%などの比率が目立って高くなっている。地域や職業の違いを超えて広い層で切実

な問題として要望されているといえよう。

【環境衛生】(合計比率23.4%　第2位)

女40代の33.0%,家族成長期で第1位のはかは,地域別や職業別では第2位が多い。

第1位には,ほとんどあげられていないのに合計比率で第2位となっているのは,第1位の

「震災対策」ほど急務ではないが,各層に平均して要望している人が多いためといえよう。

【緑化対策】(合計比率22.7%　第3位)

箪笥町地域の35.1%,若松町地域の3　0.9%などの比率が目立っている。男女の若年

層に強く要望されているといえよう。

【公園・児童遊園の整備・拡充】(合計比率20,3%　第4位)

大久保地域の27.1%,女30代の29.9%,労務・サービス業の28.0%,家族成長

期(A)の33.6%,民間木造アノ1-トの27.7%,社宅・官舎の29.3%などの比率の高さ

が目立っている。特に女性の若年層などでの要望が強い。

【老人福祉】(合計比率19.8%　第5位)

箪笥町地域,男60代以上,女50代,女60代以上,無職,老年期側,lBI,(C)で第1

位となっている。女60代以上の40.0%,老年期(Clの47.2%を始め,第1位に挙げて

いる各層では30.0%を越える高率となっている。男女の高年層にとっては切実な問題で

あり,要望している層の特徴がはっきりと現われている。

【風紀の取り締まり】(合計比率14,6%　第6位)

角筈・区役所地域で第1位に挙げられているはか,大久保地域の22,5%が目立つ。繁

華街地域での要望が高いのは当然であろう。

【道路の整備】(合計比率13.3%　第7位)

落合第二地域,柏木地域での要望が高い。

【公害対策】(合計比率12.3%　第8位)

箪笥町地域で第5位(21.6%)となっているはか,男50代で第4位,男40代で第

5位と中年層での要望が高い。

【消費者保護対策】(合計比率12.1%　第9位)

落合第二地域で第3位となっているほか,若松地域の第4位か特に高くなっている。

【交通安全対策】(合計比率11.9%　第10位)

落合第二地域で第5位(18.8%),男30代で第4位,老年期仏)で第5位となってい

る。
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【区民のための施設の整備】(合計比率10,9%　第11位)

男20代及び婚前期でそれぞれ第5位となっている。若年層での要望といえよう。

【学校教育施設の整備】(合計比率10.1%　第12位)

榎町地域で第5位,女30代,家庭成長期(B)で第3位になっており,小・中学生を持つ

年代層での要望といえよう。

次に,区の事業に対する要望をこれまでの区政世論調査と比較して,要望度の推移を追

ってみると(図7-21)のとおりである。

なお,昨年まで「社会福祉対策」として扱われた項目は今回調査では「老人福祉」,「低

所得層や母子福祉」,「心身障害者福祉」の3項目,「防災対策」は「震災対策」,「水害対

策」の2項目,「社会教育活動の推進」は「社会教育・社会体育活動の推進」と変わって

いる。また新しい項目として「風紀の取り締まり工「幼児・児童の保育対策」が加わった。
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表7-12　地域別,性年代別でみた区事業に対する上位5位の要望(合計比率)

第　 1　 位 第　 2　 位 第　 3　 位 第　 4　 位 第　 5　 位

全　　　　 体
震　 災　 対　 策

2 6.5 %

環　 境　 衛　 生

2 3.4 %

緑　 化　 対　 策

2 2.7 %

箪 滞 閏 老 人 福 祉 対 策

ワn l　　　　　 1 9 .8 %

四　　　　　 谷l
震　 災　 対　 策

1
2 8 .8

環　 境　 衛　 生 老 人 福 祉 対 策 消費者保護対策 緑　 化　 対　 策

2 6 .1 2 0.3 1 7.0 1 6.3

箪　　 笥　　 町
緑　 化　 対　 策 . 老人福祉対策 環　 境　 衛　 生 震　 災　 対　 策 公　 害　 対　 策

3 5.1 2 9.7 2 7.9 2 1.6

榎　　　　　 町
震　 災　 対　 策 公園 ・児童遊 園の整備 ・拡充, 緑化対策 , 環境衛生 学校教育施設の

3 0.5 2 1.9 整備 1 8 .0

地　 若　 松　 町
緑　 化　 対　 策 環　 境　 衛　 生 震　 災　 対　 策 消費者保護対策 老 人福 祉 対 策

3 0 .9 2 9 .1 2 7.3　　　　　　 2 2.7 1 9.1

域　 大　　 久　　 保
緑　 化　 対　 策 公園 ・児童遊園 風紀の取締 ま り 老 人 福 祉 対 策 環境衛生, 震災

2 9 ,5 の整備 ・拡充

2
2 2.5 2 0.9 対策 1 9.4

別　 戸　　　 塚
. 公園 ・児童遊園の整備 ・拡 充, 震 緑　 化　 対　 策, 環　 境　 衛　 生 老 人 福 祉 対 策

災対策　　 2 6 .9 2 6.2 2 2.3

落　 合　 第　 一

公閲 ・児童遊園 環　 境　 衛　 生　 震　 災　 対　 策　 老 人福 祉 対 策 交通安全対策

の整備 ・拡充

2 5 .0

2 2 .9 2 0.8 】　 1 9・8 1 8.8

落　 合　 第　 二

相　　　　　 木

震　 災　 対　 策 環　 境　 衛　 生 道路整備, 消費 者保護対策 低所得層や母子

4 2 .1 2 3 .7 1 8.4 [ 世帯福祉 1 6・7

公園 ・児童遊l扇の整備 ・拡 充, 震 緑　 化　 対　 策 一道路整鳳　 風紀の取締 まり

l 災対策　　 2 4 ・1 2 1.4 1 8.8

角 筈 ・ 区役 所
風紀の収締 まり

1 7・9

公園 ・児童遊 園の整備 ・拡 充, 老

人福祉対策　 1 6.1

儲 鵠 進社票 号 ' 社会体育

性

年

代

男　　 20　　 代
[ 線 化 対 策

2 9 .4

震　 災　 対　 策

2 7 .5

海 商 環 讐 1.㌘ 年

2 5.5　　 i

区民のための施

設の整備 1 8 .3

男　　 30　　 代
緑　 化　 対　 策 公園 ・児童遊 !萄 震　 災　 対　 策 環　 境　 衛　 生, 交通安全対策

2 3 .6 lの整勤 克 1 9.5 ,　　　　　 1 6 .3

男　　 4 0　　 代
震　 災　 対　 策 公園 ・児童遊園 緑　 化　 対　 策　 環　 境　 衛　 生 道路整備, 公害

2 2 .6 の懲備 ・拡充

2 1.7
2 0・8　　 コ　 1 9・8

対策 1 5.1

男　　 5 0　　 代
震　 災　 対　 策 緑　 化　 対　 策, 環　 境　 衛　 生 r[ 老 人福 祉 対 策 , 公 害　 対　 策

3 8 .2 2 6.5 2 0 ,6

男 60 代 以 上
老人福祉対策 震　 災　 対　 策 環　 境　 衛　 生 緑　 化　 対　 策 道　 路　 整　 備

3 3 .3　　　　　　 2 7.2 2 4.7 1 9.8 1 8 .5

女　　 20　　 代
公 田 .・児童遊園

の整備 ・拡充
環　 境　 衛　 生 緑　 化　 対　 策 震　 災　 対　 策　 風紀の取締 まり

別 2 5 .4 2 4.6 2 3.9　　　　　　 1 6.2

女　　 30　　 代
震　 災　 対　 策 公 園 ・児童遊園 緑　 化　 対　 策, 学校教育施設の　 老 人 福 祉 対 策

3 1.3 の整備 ・拡充

●　.

整備　　　 2 0.1　　　　　　 1 7.9

女　　 40　　 代
環　 境　 衛　 生 震　 災　 対　 策 道路の整備, 緑化対策 , 風紀の取締 まり

3 3 .0 2 3 .6 1 7.9

女　　 5 0　　 代
老人福祉対策 震　 災　 対　 策 環　 境　 衛　 生 緑　 化　 対　 策 消費者保護対策

3 0.ウ 2 6 .7 2 5.7 2 1.8 1 5.8

女 60 代 以 上
老 人 福祉 対 策 震　 災　 対　 策 環　 境　 衛　 生 緑　 化　 対　 策 風紀の取締 まり

4 0.0 2 8.8　　　　　　　 2 5.6 2 0.0 1 6 .0

注:上表は,上位5位までの事業をまとめたものである。5位以下のものについては,巻末の相関
表参照のこと。
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表7-13　職業別,ライフステージ別でみた区事業に対する上位5位の要望(合計比率)

第　 1　 位 第　 2　 位 第　 3　 位 第　 4　 位 第　 5　 位

職

業

別

自営業 ・事業主
震　 災　 対　 策

●

環　 境　 衛　 生

2 3.4

道　 路　 整　 備, 公園 ・児童遊

園の整備拡充 1 8 .6

老 人 福祉 対 策

1 8.0

管理職 ・自由業

震　 災　 対　 策 緑　 化　 対　 策, 環　 境　 衛　 生 老 人 福 祉対 策 風紀 の取 り締 ま

り 1 6 .9
2 8.1 2 7.0 2 4 .7

事 務 ・技 術 職
震　 災　 対　 策 公園 ・児童遊園の整備 ・拡充,環 緑　 化　 対　 策 風紀の取 り締 ま

2 5.2 境整備　　 2 3.2 2 2 .8 り　 1 5 .2

労務 ・サービス職
公園 ・児童遊園

の整備 ・拡充
2 8.0

緑 化 対 雪 震 災 対 策

2 4.3　　　　　　 2 3.4

環　 境　 整　 備

2 1.5

老 人 福 祉対 策

1 8.7

主　　　　　 婦
震　 災　 対　 策 [環　 境　 整　 備 !緑　 化　 対　 策 。公薗 ・児童遊 園 老 人福 祉 対 策

2 8.7
[
2 4.3 2 1.6 の整鮎 賛 充

1 7.9

学　　　　　 生
震　 災　 対　 策 緑　 化　 対　 策 公園 ・児童遊園の整備 ・拡 充, 道　 路　 整

3 4 .4 3 2.8 環 境　 衛　 生　 2 3 .0 1 9,7

無　　　　　 職
老 人 福 祉 対 策 環 境 衛 生 糎 災 対 策 公園 ・児童遊 園 緑　 化　 対　 策

4 4 .1 2 3.9　 [　 2 2.2 の整備 ・拡 充

2 1.4
1 8.8

フ

婿　　 前　　 期
緑　 化　 対　 策 震　 災　 対　 策 !環　 境　 繋　 備 公園 ・児童 遊園!区民 のための

2 77.5 2 4・7　 」 _ 2 3 .7 の整備 ・拡 充
2 3.1

設 の整備 1 6.1

家 族 形 成 期
環　 境　 衛　 生 公園 ・児童遊園 緑　 化　 対　 策 老 人福 祉 対 策 , 低所得 層や母子

tけ　一~.'~

イ
2 4 .6 の整備 ・拡充

2 3.2
i　 2 1・7 世帯 福祉　 け 4

家 族 成 長 期 ㈱

公園 ・児童遊園 震　 災　 対　 策 ・.緑　 化　 対　 策 老 人福 祉 対 策 】環　 境　 整　 備

フ

ス

フ~

l

の整備 ・拡充
3 3.6

2 5.2 2 1.5 1 8.7 1 6.8

家 族 成 長 期 (B )

震　 災　 対　 策 公開 ・児童遊園l学 校教育施設の 緑　 化　 対　 策 環　 境　 衛　 生

2 6 .5 の牢備 ・拡充
2 5.9

牢備 2 3 .5 2 1.8 1 7.6

家 族 成 長 期 (C )

震　 災　 対　 策 環　 境　 衛　 生 緑　 化　 対　 策 道　 路　 整　 備 老 人福 祉 対 策

3 3.6 2 8.7 2 4 .8 2 0.4 1 5,0

家 族 成 熟 期

震　 災　 対　 策 環　 境　 衛　 生 老 人福 祉対 策 風紀 の取締 ま り 緑　 化　 対　 策

3 1.7 2 8 .3 2 3.3 1 7.5 1 6.7

老　 年　 期　 仏)

老 人 福 祉 対 策 環　 境　 衛　 生 i震 災 対 策 公 蘭 ・児 童遊 園の懲備 ・拡充 ,

ジ
3 4 .2 3 1.6　 ]　 3 0 .3 緑　 化　 対　 策 1 9.7

老　 年　 期 (B )
老 人 福 祉対 策 環　 境　 衛　 生 , 震　 災　 対　 策 緑　 化　 対　 策 道　 路　 整

別 3 4 .4 2 1.3 1 8.0 1　 1 4.8

老　 年　 期 (C )

老 人 福 祉 対 策 環　 境　 衛　 生　 緑　 化　 対　 策 震　 災　 対　 策 公 園 ・児童遊

L　　 4 7・2 2 7.8　　　　　　 2 5 .0 1 9.4
の整備 ・拡充

1 6_7

㊥震災対策

昨年までは「防災対策」として順位では,8位(48年)→3位(4　9年)→8位→

(50年)→1位(51年)→5位(5　2年)→1位(53年)となっており,比率の面

では17.2%→25.1%→19.8%→3　2.3%→20.7%→3　2.6%となっていた。今回

調査では,これを「震災対策」と「水害対策」とに分けて聞いた。「震災対策」は26.5
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%と第1を占め,近年頻ばんに発生する地震に対する不安感から早急な対策が強く望まれ

ている事がわかる。なお「水害対策」の方は5.7%と18位であった。

㊥環境衛生

6位→9位→3位→5位→2位→2位→2位,2　2.6%→16.3%→2　7.2%→2　3.9

%→25.8%→32.0%→23.4%と比率の変動はあるが,ここ数年2位の座を占め,高

い要望となっている。

㊥緑化対策

4位→4位→6位→4位→3位→4位→3位と推移し,比率でも2　7.1%→2　3.5%→

20.6%→25.0%→25.2%→24.4%→22.7%と50年時にやや下がったものの変

化は少なく,-一定した強さの要望となっている。

㊥公園・児童遊園の整備拡充

2位→6位→5位→6位→5位→6位→4位,2　5.0%→17.1%→20.4%→18.2

%→19.9%→22.8%→20.3%と推移しているが,49年以降5,6位と一定していた

順位が4位へと上昇し,最近の区民の公国・児童遊園への要望の高さを示している。

㊥道路の整備

5位→8位→7位→8位→7位→5位→7位,2　5.0%→17.1%→20.4%→18.2

%→19.9%→22.8%→13.3%で,49年～52年の問,順位,比率とも下降し,昨

年再び上昇したが,今回はまた10位近く下降している。

㊥公害対策

1位→2位→2位→3位→8位→7位→8位と下位になってきており,比率でも29.2

%一→2　7.1%→2　7.5%一→2　5.7%→16.6%→17.6%→12.3%と5　0年前後に比べ

著しく要望度が低くなっている。

㊥消費者保護対策

9位→7位→15位→14位→15位→12位→9位,比率も16.9%→17.7%→9.6

%→9.5%→9.4%→8.5%→12.1%と5　0年以降下位にあったが,今回調査では,か

なり要望度がアップしている。

㊥交通安全対策

7位→5位→4位→7位→8位→10位と変化し,比率も18.4%→23.0%→23.8

%→21.8%→20.9%→17.6%→11.9%とかなり要望度が低くなっている。

㊥区民のための施設の整備

10位→10位→13位→10位→8位→9位→11位と10位前後で安定しているが,
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比率では13・4%→13・2%→11・1%→12.1%→16.6%→15.2%→10.9%とや

や下降気味である。

㊥学校教育施設の整備

13位→11位→10位→11位→11位→10位→12位,比率で10.5%→12.6

%→15,5%→11.7%→14.1%→14.4%→10.1%と変化は少ない。

㊥青少年の健全育成対策

12位→12位→11位→12位→12位→11位→14位,10.7%→10.7%→

13.1%→11.5%→13.9%→13.1%→7.6%と要望度は低くなっている。

㊥中小企業対策

15位→13位→14位→15位→13位→14位→16位と下位にあり,比率も8.7

%→10.2%→10.3%→7.3%→11.1%→7.0%→7.3%と低い。

㊥区民の健康管理

10位→14位→12位?13位→10位→13位→19位とやや変動が激しく,比率

でも13.4%→7.3%→11.2%→10.3%→16.4%→8,2%→5.6%と最高時の3分

の1に減少している。

㊥食品衛生

48年,49年の調査項目にはないが,9位(50年)→9位(51年)→14位(52

年)→15位(53年)→21位(54年)となっている。比率でも8.9%→5.2%　→

4.6%→4.0%→5.3%→4.8%→5.1%と変化は少なく,要望としては低い。

また,昨年まで「社会福祉対策」として扱われた項目は今回調査では「老人福祉」,「低

所得層や母子世帯福祉士「心身障害者(児)福祉」の3項目に分けて質問レ,「老人福祉」

が第5位,19.8%,「低所得層や母子世苗福祉」が13位,8.3%,「心身障害者(児)

福祉」が15位,7.3%で合計3　5.4%を占め,「社会福祉」に対する要望は強いといえ

る。「社会教育活動の推進」は今回は「社会体育」も含み,昨年4.8%から7.3%となっ

た。

新しい項目の「風紀の取り締まり」が第6位で14.6%,「幼児・児童の保育対策」が

20位で5.3%である。
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相　　関　表

【相関表を見る上での注意】

(1)「N」は基数で,その設問の回答者数の

実数を表わす。

(2)rN」以外の数字はすべて百分比(%)で

ある。

(3)百分比(%)は,小数点第2位を四捨

五入して算出した。そのため合計比率が

100%にならない場合もある。

(4)また複数回答の設問はすべての比率を

合計すると100%を越える。

(5)「NAJは無回答者の比率を示す。



【ライフ・ステージ】

*婦前期・‥…‥・…

*家族形成期…

*家族成長期(A)

*家族成長期(B)

*家族成長期(C)

*家族成熟期・=

*老年期(A)・

*老年期(β「

*老年期(C)‥…

結婚前の独身老

子どもがいない若夫婦
の夫あるいは妻

結婚し乳・幼児
がいる親

小・中学生がいる親

高校・大学生がいる親

学校教育を終えた
独身の子どもがいる親

子どもが結賭して
一緒に住んでいる親

子どもが独立して
2人だけになった親

子どもが独立して
1人だけになった親



Ql.あなたが今の所に住むようにをったのは・しハつ境から

ですか。(1A)

回答額個

フェース

N

較 柊 昭 昭 昭 昭 54

前 殺 和 和 和 I= 年

か l 3 1 4 1 46 5 1 以

ら 昭

和

30
年

年

1

40
年

年

t

4 5
年

年

～

50
年

年

l

53

年

降

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別

1 1 19 8 .う 2 3 .4 14 .2 1 1 .2 H .Z 2 1 . 5 4 .0

四　　　　　　 谷 1 53 1 1°l 2 3 .8 1 1 . 1 1 2 .年 1 5 .0 17 .6 3 .9
箪　　 笥　　 町 1 1 1 5 °与 2 7 ▼0 12 .6 7 .2 1年.4 2 8 . 1 7 .2

榎　　　　　　 町 12 8 7 .日 2 7 .3 17 .2 14 .8 lCl.2 2 0 . 3 3 . 1

若　　 松　　 町 1 10 2 .7 15 .4 9 . 1 1 5 . 5 12 .7 1 9 . 1 4 . 5

大　　 久　　 保 1～9 7 .む 1 7 .8 1 5 . 5 10 °9 2 3 .〕 2 3 . 3 2 .3

戸　　　　　 塚 1 30 1 3 .弓 2 3 . 1 16 .2 1 1 . 5 10 .0 2 3 .8 1 . 5

落　 合　 第　 一 9 6 7 .3 1 5°8 1 2 . 5 8 . 3 1 5 .5 3 3 . 3 丁.〕

落　 合　 第　 二 1 14 1 1 -2 2 1 .9 1 9 . 3 l左.0 18 .年 1 2 .3 0 .9

柏　　　　　 木 1 1～ 7 . 1 2 9 .5 18 . 1 5 .4 18 . 1 2 2 .3 3 .b

角筈 ・区役所 5 8 8 .9 2 3 .2 10 .7 l (1.7 19 .8 1 7 .9 8 .9

性　　　　　　 別

男　　　　　 性 5 3 1 8 .9 2 4 .5 l l e9 1 1 . 1 17 . 5

15 .9

14 .も

2 7 .5

2 2 . 9

2 0 .4

4 3 . 1

リ ヨ・b

3 .4

女　　　　　 性 5 0 8 8 .2 2 2 .4 15 . 3 1 1 . 3 4 .年

性　 年　 代　 別

男　　 加　　 代 1 53 0 .7 18 °3 14 .4 4 .8 5 . 5

男　　 測　　 代 12 3 5 .7 2 3 .8 ●°l 1 3 .8 1 .も

男　　 40　　 代 lr)5 1〕.2 1 5°l 1 7 .0 2 2 .も 1 8 .9 ; 1 1 . 3 1 . 9

男　　 馳　　 代 ム8 1 1°8 〕5 .3 1】.2 1 3 .2 1〕.2 : 10 . 3 2 .9

男　の 代 以 上 員1 ? 1°0 4 4 ▼与 1 1°1 2 . 5 9 .9

1 7 .5

2 9 . 1

17 .0

1 1 .9

7 .2

1 2 -5

2◆.丁

8 .8I …i ii

吊 :含

2 . 5

女　　 加　　 代 14 2 2 48 9 .9 12 .7 †.0 9 . 2

女　　 諏　　 代 1 34 0 .7 9 .0 14 °2 1 5 . 7 も.7

女　　 40　　 代 10 8 8 .5 1 7°0 2 8 .4 17 .0 1 .9

女　　 50　　 代 10 1 9 °9 3 9°も 1 5 .8 9 .9 3 .0

女　餌 代 以 上 12 5 2 0 .8 4 1 .8 14 .4 8 .0 0 . 0

機　　 業　　 別

自営業・事業主 18 7 14 .4 3 2 - 3 1 5 .0 1 2 .0 0 . 8

管理職・自由業 8 9 1 1 . 2 1 8 . 0 1 4 . b 1 0°l 3 . 4

事務喰・技術職 3 02 与°0 2 2°2 9 . 9 1 1 . 3 2 1 .叫　 2 5 . 8 5 . 3

労務唸・サーヒ欄 1 0 7 島. 5 1 8 . 8 1 3 . 1 1 0°3 ; 2 :日 冒:宝 】.丁

主　　　　　 始 2 b 8 7 . 8 2 1°も 18 . 7 1 3 ▼4 4 . 9

学　　　　　 生 6 1 3 . 3 5 .も 2 3 . C 3 . 3 8 . 2 i 4 7 . 5 8 . 2

無　　　　　 職 1 17 1 , .◆ 3 9 ▼3 1 2°8 8 .5 7 . 7　 1 5 .◆ 0 . 9

そ　　 の　　 他 2 8 1 0 .7 10 . 1 3 .も 2 1 .● l T・9 [ 2 8 ・島 7 . 1

家 .族　人　 数　 別

1　　　　　　 人 2 0 8 2 .9 11°5 4 °8 8 .7 17 . 3　 4 8 . 1 b . 7

2　　　　　　 人 17 1 9 .9 19 °9 10 t5 8 .2 lb t4　 2 8 °1 7 . 0

3　　　　　　 人 2 2 0 4 °5 3 1°◆ 12 .7 1 1 .8 2 0 . 5 17 .3 1 . 3

4　　　　　　 人 Z q l 9 ee 2 2 °0 2 0 .3 12 °0 1 8 .9　 13 °7 3 . 4

5　　　　　　 人 1 4 3 1 1 .9 3 2 .9 18 .9 1 4 .7 1 4 . 7　　 与.9 2 . 1

6　 人　 以　 上 9 9 1 9 1 2 ～8°3 ～0 .2 1 2 .1 9°1　　 9 °l 2 . 0

N　　　　　　 A 丁 0 . 0 8°0 0 . 0 2 8 . 5 2 8 . 5　 年2 . 9 0°0

ライフステージ

婚　　 前　　 靭 3 18 3 . 5 2 2°2 1 4 . 8 8 . 8 1 4 . 2　 3 4 . 5 4 . 4

家　族 形 成 期 8 9 2 .9 1°◆ 7 . 2 1 5 . 9 2 0 . 3　 4 2 . 0 1 0 . 1

家 族成長期(A ) 10 7 1 .9 8 .5 9 - 3 8 . 5 , 4 .5 3 5 .4 4 .7

家 族成長瑚(B) 17 0 8 .5 10 °8 l◆. 7 ～1°Z 2 5 .9 16 t 5 与°7

家族成長瑚C J 1 13 9 .7 19 .5 3 1 .0 19 .5 12 .4　　 4 .4 3 .5

家　族 成 熟 期 12 0 12 .5 4 9 °2 10 .0 12 .5 10 .0 4 .～ 1 .7

老　 年　 瑚 (A ) 7 8 2 5 .0 4 7 .4 10 .5 3 .9 8 .8　　 5 °8 0 .0

老　 年　 期 (B ) 5 1 1 8 -0 3 8 ▼l 18 °0 1°も 8 .2　 1 3 . 1 ◆.9

老　 年　 期 (C ) 3 8 1 1°1 3 8 .9 1 1 . 1 8 .3 13 .9　 18 .7 0 .0

そ　　 の　　 他 4 8 1 4°8 2 2 e9 12 .5 1ム°7 18 .8 14 .8 0 .0

N　　　　　　 A 2 3 l T .◆ 2 8°1 0 °0 4 .3 Zも. 1　 17 °4 8 .7

住　居　形　 態　 別

一　戸 建 持家
5 2 2 1 5°9 4 0 .8 2 0 19 8 .8 8 .2　　 4 .4 1 . 1

一　戸 建 借家 4 2 9 .5 2〕°8 2 3 .8 2 3 .8 14 .〕　　 4 .8 0 °0

民間木造アパート 13 8 2 . 1 9 .0 1 1 .2 l▲.◆ 19 . 1　 3 7 .2 5 .9

鉄筋・アパートマンション 2ち1 1°も 7 .5 5 .5 1 3 .9 3 1 . 5 3 1 .9 8 .0

社　宅 ・官舎 5 8 0 °0 0°0 8 .9 8 .8 2 5 .9　 5 5 .2 】.与

寮・間借り・住込み 6 9 1 .4 5 . 8 4 . 3 7 .2 ～3 .2　 5 2 . 2 5 . 8

そ　　 の　　 他 9 1 1 . 1 4年.4 1 1 . 1 0°0 1 1 . 1　 2 2 . 2 0 .0

居 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら qT lO O t O 0 0ヽ 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 .0

終戦～昭和勘年 釦も 0°0 1 0 0°0 0 .(† 0 . 0 0 . 0　　 0°0 0 . 0

昭和31年～40年 18 2 0 . 0 0°0 10 0 .CJ 0 .0 0 . 0 0 . 0 0 . 0

昭和朋年一鳴年 1 28 0°U 0 .0 0 .0 10 0 .0 0 .0 0 .0 0 . 0

昭和価年一分年
l qも 0 . 0 0°0 0 .し1 0 .0 10 0 . 0　　 0 .0 0 . 0

昭和51年～萬年 2 4 5 0 . 0 0 . 0 0 .0 0 .0 0 .0 10 0 .0 0 . 0

弘　 年　 以　 降 4 5
題
0 . 0 U . 0 0 °U 0 .0 0 . 0　　 0 . 0 1 0 0 . 0

l

-1711



02.これからも引き続いて.新宿区にお住まいになります　　　　　　Q3.現在の新宿区は「住みよい街」だと思います

か。(1Å)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か。(1A)

回 答 項 目

フ ェ 一一ス

N

永 当 つ で 出 近 転 わ

N

住 ま あ い 住 わ

住 分 も き　し い 出 か み あ ま み か

ナ は り た た うす ら ⊥ 住 り C・て ら

る こ ら い ち る な しヽ み 住 く な

つ

も

り

こ

忙
住

む

区

外

に
転

に つ

区 も

外 り

ぐ⊂

レヽ よ

レヽ

み

よ

く

を

レヽ レ1

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別

1 1 う9 ん5 . 〕 2 9 °9 5 °譲 4 .島 1 3 . 3 1 1 3 9 3 0 . l 4 5 . 0 l Z . う i .も 9 . 7

四　　　　　　 谷 l うう q R . d 2 4 e 貝 2 . 0 0 . 7 1 3 . 7 1 5 3 1 7 . 3 4 r . 7 β. ゝ ～. b 3 . 9
箪　　 笥　　 町 1 1 1 〕9 . b 4 5 . 0 3 . 0 5 . 4 5 . 3 l l l 1 9 . も んb . 8 5 . も 3 . 5 年. 3

榎　　　　　 町 1 2 8 4 1 -も 2 7 . 3 1 2 . 5 〕. 9 1 4 . 8 1 2 8 3 2 . 0 3 ∠. 8 7 2 . 7 2 . 3 1 0 . ～
若　　 松　　 町 1 1 0 5 1 .バ 2 2 . 7 8 . 2 9 . 1 8 . 2 1 1 0 ? 7 . 3 5 5 . 5 ん. う 2 . 7 1 0 . 0

大　　 久　　 保 1 2 9 3 4 . 1 3 8 . 8 1 2 . ん 4 . 7 1 0 . 1 1 7 9 ? 4 . J 4 Z . b l a . b 3 . 9 1 0 . 9

戸　　　　　 塚 1 1 0 4 9 .∠ 2 4 . b 9 . 2 5 . 4 1 1 . 5 1 3 0 門 . 与 4 5 , 年 1 2 . 3 1 . 5 1 5 . 4
落　 合　 第　 一 勺も 3 7 . 5 3 7 . 5 t . O 4 . 2 1 9 . 8 勺も 2 7 . 1 4 9 . 0 1 5 . も 2 . 1 b . 3
落　 合　 第　 二 1 1 4 5 0 .∩ 2 4 .も 2 .も 5 . 3 1 7 . 5 1 1 4 戸も. d 4 7 . 4 b . 1 2 . も 7 . 0

柏　　　　　 木 1 1～ 1 年. 8 2 8 . 8 1 2 . 5 4 . 5 2 1 . 4 1 1 2 2 1 . も 3 う. b 1 8 . 8 2 . 7 7 0 . 5

角 筈 ・区 役 所 5 5 く7 . 1 う0 . 4 0 . 0 3 .も 8 . 9 与も 2 8 . b 5 0 . 0 1 0 , 7 1 . 台 8 . 9

性　　　　　　 別

男　　　　　 性 5 1 1 4 2 .も 3 0 . 3 7 . 3 4 . 5 1 5 . 3 5 3 1 2 8 - 1 4 5 . 4 1 2 . 5 2 . 8 1 0 . 9

女　　　　　 性 b O S 4 7 . 7 2 9 . 8 もーヽ 4 °も 1 1 . 7 b n 8 3 2 . 1 4 4 . b 1 2 . 2 2 . 5 8 . 7

性　 年　 代　 別

男　　 2 0　　 代
1 .i 3 1 9 °J 3 b .も 9 . 鴇 1 1 . 9 2 2 . 9 l li 3 7 4 . 8 4 3 . 1 1 2 . ▲ 2 . 8 1 7 . 0

男　　 測　　 代 1 2 3 3 4 . 1 3 5 . 0 7 . 3 2 .年 2 1 . 1 1 2 3 7 8 . d 4 5 . 5 1 5 . ん 4 . 1 8 . 1

男　　 亜　　 代 1 0も 4 9 °1 3 5 . 8 色t も 0 . 0 8 . 5 l O も 2 5 . 5 与5 . 3 1 8 . 巨 3 . 8 9 . も

男　　 5 0　　 代 1 8 もち. 了 1 9 . 1 5 . 9 1 . 5 8 . 8 6 8 3 3 . 3 与5 . 5 5 . 8 1 . 5 1 0 . 3

男　 舶 代 以 上 q l 7 2 . 8 ! 1 3 . 5 4 . 9 2 . 5 5 . 2 3 1 3 4 . 8 与9 . 4 昌. b 1 . 2 8 . 2

女　　 却　　 代 1 4 2 】島・9 い り ・l 1 1 . 3 1 0 . b 2 1 . 1 1 4 2 2 5 . 年 4 0 . 1 1 8 . i 年. 2 1 2 . 0

女　　 測　　 代 1 1 4 1 8 . B 4 1 . 0 も. り 年. 5 9 . 1 1 1 4 2 8 . 年 4 8 . 5 1 1 . 9 Z . i 9 . 0

女　　 40　　 代 l r)も く4 . 7　く　2 8 . 】 4 . 7 0 . 9 1 1 . 3 l r1 5 7 8 . 3 5 0 . 0 1 2 . 3 3 . 8 5 . 7

女　　 馳　　 代 l J l f l .◆ i 2 0 . 8 4 . 0 5 . 9 7 . 9 1 0 1 3 9 . も 4 1 °も 1 1 . 9 1 °0 5 . 9

女　 郎 代 以 上 1 2 5 7 5 . 2 】 1 3 . 8 4 . 3 0 . 0 8 . 4 1 2 5 ん0 . 8 ん3 . 2 5 . 5 0 . 8 9 . 5

職　　 業　　 別

自 営業 ・事業主
1 5 7 ム2 . 9 2 5 . 7 3 . 5 1 . 2 5 . 8 l b 1 3 4 . 7 3 台. 9 1 4 . 4 1 . 8 1 0 . 2

管 理職 ・自由業 8 9 5 3 . 9 2 0 . 2 7 . 9 2 . 2 1 5 . 7 8 9 3 0 . 3 5 2 . 8 1 1 . 2 0 . 0 5 . も

事 務 唆 ・技術職 3 0 2 3 2 . 8 3 5 . 8 8 . 3 6 °3 1 8 . 9 3 0 2 2 7 . 5 4 b °◆ 1 0 . 9 与. 3 1 0 . 9

労 務磯 ・サーヒカ政 1 0 7 2 7 . 1 3 1 . 8 1 0 . 3 9 . 3 2 1 . 5 1 0 7 7 5 . 2 】d . 3 1 年. J も. 5 1 5 . 9

主　　　　　 綿 2 6 8 う】.有 Z A . 1 8 . 3 2 °2 9 . 3 ～5 8 3 0 e b 4 今. 9 1 3 . も l t 5 5 .も

学　　　　　 生 も1 1 5 .年 3 8 . 1 3 . 3 1 8 . 0 ? も. 2 6 1 3 5 . 1 3 ん. 与 1 3 . 1 1 °8 l ▲. 8

無　　　　　 職 1 1 7 6 1 . 5 2 3 - 9 b e O O t 9 7 . 7 1 1 7 3 3 . 3 4 〕. b 9 . 与 1 . 7 1 2 . 0

そ　　 の　　 他 2 8 3 5 . 7 3 9 . 3 1 0 . 7 3 . 5 1 0 . 7 2 8 7 1 . 4 5 7 . 1 1 7 . 9 0 . 0 3 . も

家　 族　 人　 数　 別

1　　　　　 人
2 0 8 1 8 . 8 3 5 . 1 1 0 . 8 1 2 . 5 2 3 . 1 2 ∩8 2 5 . 4 与り. 4 l ヽ. ヽ 3 . 8 1 4 . 9

2　　　　　　 人 1 7 1 ち0 .〕 2 5 . 7 8 . 8 与. 1 1 1 . 1 1 7 1 ∋1 . も 4 4 . ◆ 9 . 9 3 . 5 1 0 . 5

3　　　　　　 人 2 叩 4 3 . 8 3 4 . 5 7 . 3 4 . 5 1 0 . 0 2 2 0 3 0 . 9 4 3 . 2 1 2 . 7 2 . 7 1 0 . 5

4　　　　　　 人 2 9 1 4 7 . 8 3 3 . 7 4 . 8 2 °1 1 1 . 7 2 9 1 2 8 . 9 4 9 ▼1 1 3 . 4 1 . 7 8 . 9

5　　　　　　 人 1 4 3 ホO t a 2 3 0 1 与. 9 0 . 7 1 0 . 5 1 113 3 5 . ヽ 4 3 . 4 1 1 . 9 2 . 1 8 . 3

6　 人　 以　 上 9 9 5 8 . 7 1 5 °2 3 . 0 2 . 0 1 1 . 1 9 9 3 1 0 3 4 5 . 5 1 1 . 1 2 . 0 1 0 . 1

N　　　　　　 A 7 1 4 - 3 2 d . b 1 4 . 3 0 °0 4 2 . 9 7 0 . 0 1 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0

ラ イ フ ス テ ー ジ

婿　　 前　　 期 3 1 8 2 0 . 3 3 5 . 8 1 1 °4 9 . 5 2 】. 1 3 1 ム ? 5 . 9 4 2 . 年　 1 3 . C 4 . 1 1 4 . 8

家　 族 形 成 期 も9 7 6 . 1 4 7 . 6 7 . 2 5 . 8 1 3 . 0 6 9 2 4 .も 5 0 °7　 1 1 .も 2 . 9 1 0 . 1

家 族 成 長 期(A ) 1 り丁 3 3 - 8 4 3 °0 8 . 与 3 . 7 1 1 . 2 1 0 7 2 1 . 5 4 b . 7　　 2 1 . 5 3 . 7 5 . 5

家 族 成 長 瑚㈲ 1 7 0 4 8 . 2 3 ◆°l 4 . 7 2 . 4 1 0 . 8 l T O 3 0 .も 4 5 . 3　 1 5 . 3 1 °8 1 . 1

家 族 成 長 瑚 C ) 1 1 3 轟l t 9 2 4 . 8 0 . 9 1 . 8 1 0 . 8 1 1 3 2 7 .年 4 4 . 2　 1 1 . 5 2 . 7 1 4 . 2

家　 族 成 熟 期 1 2 0 6 5 . 8 2 0 . 3 5 . 0 2 . 5 5 . 8 1 2 0 3 8 . 3 4 7 . 5　　 8 . 3 1 . 7 4 . 2

老　 年　 胡 (A ) 7 8 8 4 . 2 7 . 9 2 . b 0 °0 5 . 3 7 5 3 5 . 5 5 1 . 〕　　 5 - 3 1 . 3 b . 5

老　 年　 期　 は ) 8 1 8 8 . 9 1 4 . 8 8 . 2 1 . 8 6 . 8 6 1 4 2 .も 3 7 °7　 1 1 . う 1 . 8 b ▼b

老　 年　 期 (C ) 3 5 6 8 . 7 1 b °7 2 . 8 5 °も 8 .】 3 5 3 8 . 9 4 1 . 7 8 . 3 0 . 0 】. 1 . 1

そ　　 の　　 他 4 8 5 2 . 1 2 5 . 0 8 . 3 4 . 2 1 0 . 4 4 8 4 1 . 7 4 1 - 7 8 . 3 0 . 0 8 . 3

N　　　　　　 A 2 3 5 2 . 2 2 1 °7 与. 3 0 . 0 2 1 . 7 2 3 2 6 - 1 5 2 °2　 1 ) .∂ 4 . 3 4 . 3

住 居　 形　 態　 別

一　 戸 建 持 家

5 2 2 6 6 . 1 1 9 °7 4 . 4 0 °8 8 .年 5 2 2 3 5 . 2 4 ん°l 1 0 .与 1 . 1 8 . 8

一　 戸 建 借 家 4 2 7 8 . 2 与T eも 1 5 . 7 2 . 4 7 . 1 4 2 2 1 .ん 4 5 . 2 2 6 . i 2 .年 4 . 8

民間木造ア′マート 1 8 8 2 5 . 5 3 占.丁 1 0 . 6 8 . 5 1 8 - 8 l a 8 2 5 . 0 4 3 . 5 1 ～.∠ 1 . 4 1 1 . 7

鉄筋・アバトトマンション Z ～l 3 7 . 5 3 9 . 8 5 . 2 占. 4 1 1 . 2 2 5 1 2 9 °1 5 日.～ 9 . 8 2 . 0 9 . 2

社　 宅 ・ 官 舎 5 8 8 . 8 3 7 . 9 5 . 9 8 .も 3 7 . 9 5 8 2 2 . 4 3 7 . 9 2 2 .年 1 . 7 1 5 . 5

寮 ・間借 り・住込み 6 9 7 . 2 3 7 . 7 1年.う 1 3 . 0 2 7 . 5 6 9 1 8 . 8 4 2 °0 2 8 . 3 4 . 3 1 4 . 5

そ　　 の　　 他 9 5 5 .も 1㌧ . 1 1 1 . 1 1 1 . 1 1 1 . 1 9 5 5 . 5 4 んe◆ 0 . 0 0 . 0 0 . 0

居 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら 9 7 叩 . 5 1 . 2 3 . 1 0 . 0 4 . 1 勺7 4 5 . 4 3 3 . 0 l () . 3 2 . 1 白. 2

終 戦 ～昭 和虻 年 2 5 8 ム7 . 3 1も. 9 5 . 3 1 . 5 9 . 0 2 6も 1 4 .～ 与も. 2 1 0 . ㌧ 1 . 1 7 . 5

昭 和3 1年 - 40年 M Z 5 1 . 1 2 9 .も 8 . 2 1 °9 9 . 3 1 ろZ 3 3 °う 4 ん°4 1 1 . `7 1 . 9 8 . 8

昭 和胤 年 - 1脹年 1 2 8 4 3 . J 〕5 . 2 5 . 3 3 . 1 1 2 . 5 1 2 8 2 5 . 6 5 〕. 9 1 (J . 9 2 . 3 7 . 0

昭 和亜 年 一欄)年 l q も 1 4 . 2 3 7 . 8 8 . 2 3 .も 1 8 . 】 l q も 3 0 .ム 4 う. 9 1 1 . 2 3 . 1 9 . 2

町 和5 1年 ～53年
2 4 5 1 4 °j もつ. 8 1 0 . 2 1 2 . 7 2 2 . 0 2 ん5 ? 0 .斗 4 3 . 7 1 7 . 1 有. 9 】3 . 9

封　 年　 以　 降 4 5 2 年.与 与9 . 9 4 1 与 5 . 7

l

1 5 .も 4 5 アキ.◆ 4 ∠. 2　 1 3 . 3 2 . 2 】7 . 8
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04.あなたの住んでいる付近の緑の状況は.数年前にくら　　　　　05.あなたは公害の被害を受けたことがありますか0次の

べて良く在ったでしょうか。悪くなったでしェうか。　　　　　　　　中から受けたものをいくつでも選んでください0〔回答

(lA)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藻1棲示〕(MA)

回 答 項 目

フ ェ一一ス

N

良 変

わ

悪 ど レヽ わ

N

大 巌 振 悪 そ レ1 と

ず は
く

な

っ
た

ら

を

レヽ

く

な

っ

た

ち

ら

と

も

しヽ

え

凌

か

ら

を

レヽ

気

汚

染

音 動 臭
の

他
れ を

もい

受

け

た

こ

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別
1 1 1 9 1 2 . 1 1 与. 1 2 7 . 7 1 2 .も 1 〕.5 1 1 3 9 2 2 . 1 1 8 . 1 1 9 . 1 1 3 . 5 2 . 0 3 9 . 9

四　　　　　　 谷 l 弓̀3 5 . 2 3 2 . 7 3 2 . 7 1年.ヰ 1 5 . 0 l li3 1 5 . 7 5 Je . 9 2 7 °う 1 7 . 8 1 . 3 2 5 . 8
箪　　 笥　　 町 1 1 1 1 8 . 9 2 年. 3 2 1 . b 1 8 . 9 1 5 . 2 1 1 1 Z l . b 2 9 . 7 1 5 . 3 1 0 . 8 0 . 9 3 も. 9
横　　　　　　 町 1 2 8 1 2 . う 2 7 . 3 ちZ .む 1 3 . 3 1 4 . 8 1 2 8 7 3 .ヽ 27 °3 1 5 . b 1 3 . 3 2 . 3 5 0 . 0
若　　 松　　 町 1 1 0 7 3 . 6 4 8 Ⅰ4 2 0 . q 1 . 8 7 . 3 1 1 0 1 9 . 1 3 1 . 1 1 7 . 3 5 °5 0 . 0 与3 . 8
大　　 久　　 保 12 9 9 . 3 Z ll . 0 3 3 . 3 2 1 . 7 日 .も 1 2 9 3も.ら 4 0 . 3 2 7 . 9 2 0 . 9 1 . も 2 7 . 9

戸　　　　　 塚 13 0 5 . 2 4 日°8 2 有.5 l b .～ 12 . 3 1 3 0 2 5 . 2 Z d . 5 1 5 . 4 1 5 1 2 3 . 1 4 3 °l
落　 合　 第　 一 勺も 5 .2 与3 °8 1 9 . 8 9 °与 2 1 . 9 q b 1 1 °～ 与1 °7 1 8 . 8 1 1 . 5 3 . 1 4 4 . 8

落　 合　 第　 二 11 4 1 1 . ● 4 5 . 5 3 U . 7 ? . 0 5 . 3 1 1 4 1 7 . 5 3 7 . 7 2 1 . 9 1 4 - 9 3 . 5 3 9 . 5
鏑　　　　　 木 11 2 8 t O 3 0 . 4 3 1 . 5 1 0 . 7 1 3 . 4 1 1 2 7 9 . 5 2 卓. 5 1 5 . 2 1 2 °5 1 . 8 年1 . 1
角 害 ・区 役 所

性　　　　　　 別

ちら 3 5 . 7 2 3 . 2 1 0 . 7 7 . 1 2 3 . 2 うb 1 4 . 3 2 1 . 4 7 . 1 3 . も 3 . 5 5 0 . 7

男　　　　　 性 5 1 1 1 1 . 3 3 2 . 4 2 7 . 1 1 3 . 7 1 5 . 4 5 1 1 2 2 . も うう. 8 1 9 . も 1 2 . 8 1 . 5 与0 . 3
女　　　　　 性

性　 年　 代　 別
6 0 8 1 2 . 8 3 5 °5 2 8 . 1 1 1 °丁 1 1 . 8 b 0 8 2 1 . 7 1島. 5 1 8 . 8 1 4 . 3 2 . 5 3 9 . 5

男　　 加　　 代 15 〕 9 - 2 3 1 . 4 2 0 . 9 1 4 °与 2 4 . 2 1 5 3 1 3 4 1 3 2 . 7 1 5 . 7 1 3 . 1 1 . 3 4 5 . 8

男　　 初　　 代 1 .2 3 1 0 .も 3 0 . 1 2 3 . も 15 . 3 1 9 . 5 1 2 3 7 5 . 2 3 9 . 0 2 1 . 1 1 7 . 1 0 . 0 3 7 . 4
男　　 40　　 代 10 5 1 5 . 0 3 l t l 3 0 . 2 1 2 . 3 1 0 .与 1 く1 6 3 5 . h 3 b . 8 2 3 - 5 8 . 5 2 . 8 〕3 . 0
男　　 馳　　 代 ら8 8 . 8 3 8 . 2 3 (J . 9 1 1 . 8 1 〔1.〕 h R 2 8 . 5 3 8 . 2 2 2 . 1 l b . 2 2 . 9 3 3 . 台

男　 餌 代 以 上 8 1 1 2 . 3 3 年°5 3 7 . 0 1 2 °3 3 . 7 R l 1 6 . 0 3 2 t l 1 7 e 3 7 . 年 1 . 2 4 9 . 4
女　　 加　　 代 14 2 9 . 2 3 Z . 4 1 9 . 0 1 4 . 1 7 5 .与 1 4 2 3 0 . 3 〕5 . も 1 年. 1 l キー1 0 . 7 3 5 . 2

女　　 初　　 代 11 4 9 . 7 3 3 °も 3 2 . 1 1 5 . 7 9 . 0 l 勺4 7 3 . 1 4 4 . 0 1 9 . 4 1 5 . 7 1 . 5 3 8 . も
女　　 咄　　 代 1(1 8 1 4 . 2 4 2 . 5 2 9 . 2 9 .ヽ 4 . 7 1 つb Z O e 8 3 5 . 8 2 5 . 5 2 0 . 8 5 . 7 鉢 I O

女　　 測　　 代 lO l 1 5 . 8 3 4 °T 3 与.7 5 . 9 8 . 9 1 0 1 1 2 . 9 3 3 . 7 1 8 . 8 1 1 °9 う. 0 4 2 . 8

女　 餌 代 以 上

機　　 業　　 別

12 5 1 8 °∂ 3 b °0 2 8 . d 1 1 .～ 8 . 0 1 7 5 】8 .ヽ 3 1 4 2 1 9 . 2 9 °8 0 . 8 4 9 . も

自営 業 ・事業主 1も7 12 . 0 3 4 . 7 3 〕.5 1 0 .～ 9 .も l b T P l . b 3 7 . 7 2 ～. 2 1 1 °与 1 . 2 4 0 . 1

管 理 駿 ・自由業 弓9 4 .う 4 1 °も 3 7 . 1 9 ▼0 7 . 9 q 9 2 3 . b 3 7 . 1 l A . 0 1 2 . 4 3 . 4 ◆0 . 4
事 疲嘘 ・妓価 載 30 2 1 4 . 8 3 2 . 8 ～3 . 2 1 3 . 9 1 5 . 5 うりZ 7 4 e ～ 3 9 °4 1 9 . 5 l Z t 3 1 . 7 3 4 °ヰ
労 務喩・サーヒ欄 10 7 9 . 3 3 7 .与 2 0 .も 1 5 . 9 1 8 . 8 l 〇7 1 8 . 7 2 8 . 0 1 7 . 台 1 5 . 9 0 . 0 与5 . 8

主　　　　　 婦 餉 8 1 3 . 1 3 5 °8 】0 . 2 1 1 . 2 9 . 7 2 6 8 2 2 - 8 3 9 °2 1 8 . 3 1 4 . 2 3 . 4 3 7 . 3

学　　　　　 生 b l 1 1 . 5 2 1 . 〕 1 3 . 1 l も.与 〕7 . 7 ちl 1 8 t O 2 占. 2 1 3 . 1 1 4 . 8 0 . 0 5 2 . 5

無　　　　　 職 1 1 7 1 4 . 5 3 0 . 8 2 9 . 1 1 5 . 4 1 0 . 3 l l T 1 8 °2 2 8 . 2 1 7 . 9 1 5 . 4 2 . 8 5 0 . 4

そ　　 の　　 他

蒙 .綾 人　 数　 別

～8 3 . 8 3 2 °l 〕9 . 3 7 °l 1 7 . 9 ～8 3 9 . 3 4 2 . 9 3～. 1 1 7 . 9 3 . 8 ～5 . 0

1　　　　　　 人 2 0 8 1 1 . 5 ∋l. 7 1 5 . 8 1 3 . 0 2 b . 9 2 0 8 1 4 . 9 3 〇.8 1 3 . 9 1 3 . 0 1 - 9 与9 . 5

2　　　　　　 人 l T l 1 2 . 3 3 1 . 0 2 8 . 3 1 4 . 0 1 8 . 4 l T l 1 8 . 1 与1 . 5 1 8 . 7 9 . 9 2 . 3 3 9 . 8

3　　　　　　 人 ～20 1 1 . 8 3 3 . 5 2 8 . も 1 3 . 2 1 2 . 7 2 2 0 2 5 . 8 3 5 . 5 2 1 . 8 1 5 . 0 1 .年 3 9 . 1

4　　　　　　 人 ～9 1 】2 . 7 3 7 . 5 ～9 . 2 1 1 . 7 8 . 8 2 く)1 2 2 . 3 3 8 °1 1 9 . 2 ユ5 . 1 1 . 4 3 7 . 5

5　　　　　　 人 14 3 1 1 . 9 3 7 . 8 3 0 . 8 1 2 . も 7 . 0 1 4 3 7 3 . 1 3 〕.5 2 3 . 日 18 . 1 1°4 3 7 . 8

6　 人　 以　 上 99 1 3 . 1 2 9 °3 4 0 . 4 l l lヽ 8 °l 9 9 3 1 . 3 3 5 . ～ 17 . 2 1 0 1 1 5 . 1 3 4 °3

N　　　　　　　 A T 0 . 0 2 8 . 8 4 2 . 9 1 与. 3 1 4 . 】 7 2 8 . 6 5 7 . 1 2 8 . も 0 . 0 1 4 . 3 0 . 0

ラ イ フ ス テ ー ジ

婚　　 前　　 期 3 18 1 1 °7 2 9 . 7 2 3 . 1 1 4 °も 2 0 . 9 3 1 も 】9 - 9 3 3 °9 1 8 . 7 1 3 . 5 0 . 9 4 1 . 1

家　 族 形 成 期 5 9 5 . 8 3 3 °3 2 3 .～ 13 °0 2 4 .も 8 9 2 0 . 3 4 2 . 0 1 1 . も 1 0 . 1 0 . 0 与3 . 5

家 族 成 長 期 (A ) 1 0 7 1 3 . 1 3 0 . 8 2 1 . 5 1 7 . 8 1 ム. 8 1 0 7 2 5 . 2 4 7 . 7 2 0 . 6 2 0 . も 1 . 9 3 2 . 7

家 族 成 長 期(別 1 7 0 1 1 . 2 4 0 ▼8 2 9 . 4 1 0 °0 8 . 8 1 7 0 2 8 . 8 3 1 . 8 2 1 . 2 1 3 . 5 2 . 4 3 7 . も

家 族 成 長 瑚 C ) 1 1 3 9 . 7 3 1°0 4 1 . も 1 1 4 5 8 . 2 1 1 3 3 2 . 7 3 8 °9 2 1 . i 1 4 . 2 2 . 7 3 2 . 7

家∴族 成 熟 期 1 2 0 1 6 . 7 与も. 2 7 3 . 3 1 0 °0 5 . 8 1 2 0 ? 1 . 7 〕5 . 8 2 0 . c 1 1 . 7 1 . 3 】8 . 3

老　 年　 瑚 (A ) 7 8 1 0 . 5 4 0 . 8 3 2 . 9 9 . 2 5 . 8 7 5 1 5 . 5 2 7 °も 1 7 . 1 1 1 . 8 2 . 5 5 2 . 5

老　 年　 期 (B ) 8 1 1 4 1 8 2 9 t 5 3 2 . 8 1 1 °5 1 1 . 5 6 1 1 1 . 5 〕4 . 4 1 3 . 1 5 . も 3 . 3 4 9 . 2

老　 年　 期 (C l 3 8 1 1 . 1 3 8 °l 3 3 . 3 1 6 °丁 2 . 8 3 5 1 3 . 9 3 0 °も 8 . 3 1 8 . 7 ～. 3 5 2 . 8

そ　　 の　　 他 4 8 Z O e 8 2 5 e O 3 3 . 3 1 0 °も 1 0 . 4 4 8 2 0 °8 3 9 . 5 3 1 . 〕 l a , 8 0 °0 3 3 . 3

N　　　　　　 A ～】 8 . 7 3 0 °● 2 1 °? 1 3 . 0 2 8 . 1 2 3 8 . 7 有7 . 8 2 8 - 1 4 . 3 8 . 7 3 0 °4

住　 居　 形・鰭　 別

一　 戸 竣 持 家
5 2 2 1 1 . 9 3 5 e l ちら. 6 1 0 . 3 6 °1 5 7 2 2 2 . 2 3 5 . 8 2 2 . 0 1 3 . 0 2 . 3 ヰ0 . ▲

一　 戸 建 借 家 4 2 1 1 . 9 3 1 . 0 3 1 . 0 1 9 . 0 7 . 1 有2 3 3 °3 3 3 °3 2 1 . 4 1 9 . 0 2 . 4 3 3 . 3

民間木造 丁′ト ト 18 8 1 0 °も 2 8 °之 2 5 . 5 1 1 °～ 2 4 . 5 1 8 8 1 9 . 7 3 5 . 1 2 1 . 3 1 6 . 0 1 . 1 4 2 . 8

鉄筋・ア′マートマンション 2 5 1 1 4 °3 3 8 . 7 1 9 . 9 1 4 . 7 1 年. 3 2 5 1 2 2 . 7 3 5 °5 1 2 . 7 1 0 . 4 Z . ん 3 9 . 0

社　 宅 ・ 官 舎 5 8 1 2 . 1 3 2 °8 1 0 - 3 1 9 . 0 ～5 . 9 5 6 ～5 . 9 4 3 . 1 1 9 . 0 2 5 . 9 0 . 0 j l e O

寮 ・間借中 住込み 6 9 1 1 . 8 3 1 . 9 7 . 2 1 7 . 与 3 1 . 9 6 9 1 5 . 9 〕` . 8 1 3 . 0 8 . 7 1 . 4 4 8 . 4

そ　　 の　　 他 9 0 . 0 △5 . 7 2 2 . 2 1 1 . 1 0 . 0 9 7 2 °2 5 8 . 7 2 2 . 2 1 1 . 1 1 1 . 1 1 1 . 1

居 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら
9 7 1 0 t 3 3 2 . 0 与5 . 4 5 . 2 b . ～ q T 2 8 . 9 与O t Z 2 2 . °「 1 0 . 3 2 . 1 2 9 . 9

終 戦～ 昭和 初年 2 6 8 1 5 . 8 3 0 . 8 3 5 . 0 1 3 . 5 4 . 9 2 4 6 1 7 . 3 3 4 . 8 ～0 . 3 1 4 . 3 ～. 3 4 3 ′8

昭 和31年～ 40年 lう2 9 t 3 3 9 . 5 3 7 . 7 1 1 . 1 2 . 5 1 ち2 7 5 1 3 3 †. 0 2 2 . 3 1 3 . 8 1 °9 3 8 . 9

昭 和41年 ～亜年 12 8 1 3 °3 3 9 °l 2 9 . 7 1 年. 1 3 . 9 1 2 8 ? 8 . 9 4 0 . b Z 5 . 0 1 4 . 8 1 . も 3 2 . 0

昭 和価 年 一班年 lくIも 14 - 8 らん°9 ～0 . 9 1 1 . 7 7 . 7 1 く沌 2 0 . 9 うら. ～ 1 9 . 9 1 3 . 8 3 . 1 3 8 . 3

昭 和51年 一盟年 2 年5 8 . 之 2 9 . 0 1 2 . 7 1 3 . 9 〕占. 3 2 4 5 2 0 . 己 3 4 . 7 1 2 . 2 1 4 . 7 1 . 2 4 3 . 7

封　 年　 以　 降 4 5 】l °1 4 4 4 1 3 . e 2 0 e O 4 台. 9 4 5 】7 . 9 2 8 - 7 8 . 9 与. 与 2 . 2 5 1 . 1
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06・公害対策として,区にどんなことをしてほしいと思いますか。次の中からとくに規制や指導などをして

ほしいと思うものを2つ以内で選んでくださレ。〔回答集2撮示〕(2A)

回答項 目

7 1 一一　ス

N

工 出 ・ 唾 う 自 ・ 巳 1経 被 虐 済 公制 各 表 る そ 特
填 る振 設題 動蚤 常音 害費 制 事 変 種 や P の に
・ば 勧 工音 車音 生 ・ 者の 度 防の 漁りポ R 他 を
作 レ、・ 事 ・ の ・ 藩振 に補 の 止充 定 ス レ1
業僅 悪 に振 耕・賑 に勤 対 慣充 資 実 結 タ

壊「・臭 と動 気勧 お ・ す を実 金 果 l

か騒 も ガ け悪 る ど 貸 の rC
ら音 な ス る臭 医 救 付 公 ヱ

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別
1 1 うq 9 .8 2 2 . 8 与0 . う クも. 2 1 3 .3 5 .4 5 .0 2 .5 2 2 .7

四　　　　　　 谷 1 5 3 5 . 2 3 し.7 1 白.ら 7 も.a 】7 .0 9 .2 5 .2 し. 7 19 .0
箪　　 笥　　 町 1 1 1 】R . 9 2 ∠. 5 もう.じ 3 1 . 5 1 5 .3 5 .も 2 .7 1 .8 7 .2
傾　　　　　　 町 1 ～8 1 4 . せ 1 4 .8 3 5 .∠ 2 1 . 1 1 0 .2 4 .7 3 . 1 ∠. ∋ 3 3 .も
若　　 松　　 町 1 10 8 . 2 うん. 5 3 7 . 〕 2 年. 5 1 ～. 7 10 .9 9 . 1 J .ウ ～1 .8
大　　 久　　 保 1 2 9 8 . 5 3 0 . 2 3 b . 斗 2 0 . 9 14 .7 7 .0 3 .9 与.7 2 1 .7

戸　　　　　 塚 1 1 0 H . ら Z LI°8 4 3 . 人 3 3 . 8 1 3 ,8 2 .〕 3 .8 3 . 1 14 .も
落　 合　 第　 一 rIも 9 . も 1 4., 5 4 0 .も 2 5 .0 9 .年 1 .0 2 . 1 ～. 1 3 う.与
落　 合　 第　 二 1 1 4 1 1 .- 1 7 .5 4 7 .も 2 1 .9 l T t5 与.4 9 .も 3 . 5 18 .4
柏　　　　　 木 1 1 2 2 . 7 2 2 .3 与2 .0 18 °8 1年.〕 5 .年 7 . 1 3 .5 Z b .8
角 等 ・区役所

性　　　　　　 別

5 8 7 .1 1 亡.7 3 9 . 3 8 . 9 0 .0 0 .0 1 .8 3 .6 4 1 . 1

男　　　　　 性 5 1 1 1 0 .7 2 0 ,9 与3 .5 2 も.9 18 .0 5 .5 5 . 1 2 .ヽ 20 . 5
女　　　　　 性

性　 年　 代　 別

6 0 8 9 1 0 2 年°5 3 7 .b 7 3 .7 1 1 .0 5 .ヽ 4 .9 2 .も 2 年.7

男　　 加　　 代 1 5 3 12 .も ～2 .2 ん2 .5 7 7 .5 2 0 .3 8 . 5 3 . 3 2 .も lb . 3
男　　 加　　 代 1 2 3 12 .Z 2 1 . 1 ん8 .3 18 .7 17 . 1 4 . 1 5 .7 1 .も 2 1 . 1
男　　 棚　　 代 10 も 10 °与 1く) °8 4 8 - 1 2 7 .4 12 . 3 4 .7 5 .7 1 . 9 19 . 8
男　　 即　　 代 ち8 13 .2 ～9 e与 4 1 .2 2 9 .年 13 .2 Z .9 7 .4 2 . 9 17 .8

男　 餌 代 以 上 a l 3 .'J 12 .3 うT eO 7 2 .2 13 .8 4 .9 4 .9 3 . 7 〕0 . 9
女　　 加　　 代 1 4 2 8 .5 2 7 .5 4 1 .5 2 5 . 1 13 .年 7 .7 5 .3 2 . 8 15 . 5
女　　 測　　 代 1 34 12 . 7 3 2 ▼8 3 9 .b 2 4 .5 1 1 .2 6 .0 4 .5 し.了 lB .7

女　　 40　　 代 1 りb 7 .5 2 2 .5 〕8 .8 2 7 .4 l◆.～ 7 .5 与.7 0 .9 2 4 .5
女　　 50　　 代 l L11　　 8 t 9 Z u ▼8 3 ん.7 2 5 .7 ? .9 2 .0 b .9 6 .9 2 8 .7
女　 郎 代 以 上

後　　 稟　　 別
1 2 5 日 ・～ 1 5 . 8 3 5 .i 15 .2 8 .0 3 .2 2 .年 2 .も 3 8 .4

自 営業 ・事業主 1 5 7 10 .2 2 2 .8 4 1 . 9 2 1 °も 1 5 .5 4 .2 3 .6 3 .0 2 2 .8

管 理職 ・自由業 q 9 10 °1 2 し).2 3 〕.7 2 ～.う 14 .も 8 .7 1 1 .2 3 .も ? 3 .も
事 鰯城 ・技術職 3 ∩2 10 .3 2 5 .5 与ヽ. ヽ 2 3 .8 12 .9 7 .3 5 .0 2 -5 19 .5

労 勝助・サーヒ鳩 l C〉丁 12 . 1 2 0 .も 4 8 . ム 袖 . 〕 1 5 .8 3 .7 2 .8 4 .7 18 .7

主　　　　　 婦 2 ん8 1 1 19 2 ヽ°5 3 8 .4 2 7 .2 10 , 1 4 .5 5 .2 1 . 1 2 4 .8

学　　　　　 生 b l 3 .3 13 °l 袖 . L Z b °2 2 1 .3 6 .5 8 .6 1 .も ～5 .2
無　　　　　 職 1 17 b tO 18 .8 3 1 .6 2 3 .9 10 .3 4 .3 3 .4 3 .4 2 9 . 1

そ　　 の　　 他

l

2 8 3 .b 3 2 . 1 与も.ん l~7 .9 14 . 3 7 . 1 】.b 〇.0 11 .9

家 .練　 人　 数　 別

1　　　　　 人

2 r18 7 .2 上 打 .ム 3 7 .5 2 5 .0 13 .0 9 . 1 5 .3 3 .4 2 3 . 1

2　　　　　　 人 1 7 1 9 °9 2 6 . 1 2 8 .1 P b .3 1 1 . 1 4 . 1 4 . 1 2 .3 2 句.7

3　　　　　　 人 2 2 0 l l tも ～0 .5 4 3 .b 2 与. 1 12 .3 4 . 1 4 .5 し.9 2 3 .も

4　　　　　　 人 2 9 1 10 tU 2 5 .4 4 3 .J 7 5 .8 12 .7 5 .i 4 .8 3 .8 19 .～

5　　　　　　 人 1 年3 9 .8 ld .2 4 4 °1 2 5 .9 15 .4 4 .2 5 .5 lう.丁 2 2 .4

6　 人　 以　 上 9 9 12 . 1 19 .2 4 台. 5 14 . 1 19 ,2 4 .0 7 . 1 3 .0 19 .2

N　　　　　　 A T 0 .0 1 4 .3 2 8 . 8 0 .0 1 4 .3 2 8 .b 0 .0 l4 . 3 4 2 .9

ラ イ フス テ ー ジ

婚　　 前　　 鞠 3 15 9 .5 ? 3 °7 4 1 . 1 門 .3 14 .9 8 .5 5 . 1 2 .5 18 .7

家　 族 形 成 期 ム9 】3 .0 2 7 .5 〕0 .嶋 2 1 .7 1 5 .9 4 .3 5 .8 1 .4 2 Jl.b

家 族 成長 靭(A ) 1 0 7 1 4 . 0 2 5 .2 4 5 .8 2 8 .0 1 8 .8 2 .8 車.7 U .9 15 .9

家 族成 長 刺 B) l T O 1 2 .9 2 〕.5 4 8 .8 2 4 . 1 】5 .3 4 .7 5 .3 1 .8 18 .2

家 族成 長 靭(C ) 1 1 3 l l . う 2 年. 8 4 3 . 4 2 5 . 7 1 1 .5 5 .3 〕.5 2 .7 2 0 .4

家　 族 成 熟 期 1 2 0 5 . 8 2 3 °3 3 9 °2 2 年. 2 9 . 2 0 .8 7 .5 2 .5 2 9 .2

老　 年　 鞠 (A ) 了も 5 . 3 b °b 4 2 . 1 l とi. 与 7 . 9 5 .3 う.】 5 .3 〕1 .も

老　 年　 期　 佃) h l も. 5 ク3 . 0 2 11. b 2 6 . 2 1 4 .8 3 .3 1 .も 0 .0 3 9 .3

老　 年　 期 (C ) 3 5 5 . 8 1 9 0 4 4 7 . 之 2 7 . 8 1 1 . 1 2 .8 2 . 8 2 .8 2 5 .0

そ　　 の　　 他 4 8 8 . 3 2 9 . 2 2 0 . と 1 8 . 8 1 0 . 4 8 .3 8 .3 対.3 ～5 .0

N　　　　　　 A 2 3 8 . 7 1 3 . 0 3 4 . 5 1 3 . 0 8 . † 1 3 .0 0 .0 4 .3 3 年.8

住　 居　 形　 態　 別

一　 戸 建 持 家
5 2 2 1 1 . 1 2 2 . 2 ん0 °∂ 2 4 . 9 1 3 . 4 4 .年 4 .8 2 .】 2 3 .8

一　 戸 建 借 家 4 2 9 . 5 9 .5 4 7 . b 2 8 °b 1 4 .〕 4 .8 2 .4 ～.4 2 1 .4

民間木造アパート l q 8 5 . も 2 ◆. 5 3 3 . 5 2 3 . 9 1 3 . 3 9 .0 4 .3 1 .も 2 6 .6

鉄筋・丁パート・マンション 2 ～1 1 0 -い 2 4 . 7 3 8 . b 2 3 . 1 1 3 .5 5 .2 7 .2 2 .0 2 1 °5

社　 宅 ・ 官 舎 ～8 1 0 . 3 2 0 . 7 5 8 . 6 2 2 . ヽ 1 5 . 5 1 .7 3 .4 8 .9 1 2 .1

寮 ・間借り條 込み 5 9 1 0 . 1 ～7 e 5 4 2 . し ?_4 . 8 1 1 . 5 4 .3 4 .3 5 .8 2 0 .3

そ　　 の　　 他 9 0 . () 1 1 .1 5 5 . 5 1 1 . 1 0 .0 3 3 .3 0 .0 C .0 2 2 .2

居 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら
り丁 1 4 . 年 2 2 . 7 4 1°之 2 7 . 8 15 5ヽ 3 .1 4 . 1 ◆. 1 1 7 .5

終 戦～昭和棚年 Z A も 7 . う 2 0 . 7 1 4 . 2 7 3 . 7 10 .9 6 .0 4 .5 2 .も 3 0 .～

昭和 31年 ～40年 1 ち2 9 . 9 1 9 ▼1 4 3 . 1 2 4 . 7 lん.2 有.う 5 .5 1 .9 19 . 1

昭 和 41年 ～45年 1 7 8 1 0 . 2 3 5 . 7 3 , . 2 1 8 . 年 1 7 .2 7 .3 7 .0 1 .5 ～1 .9

昭 和 46年 ～50年 1 りん 1 1 . 7 2 ` . 5 4 2 . 3 Z ~7 .0 1 2 .2 6 .5 b . 1 3 . 1 l.7 .9

昭 和 51年 - 53年 2 4 5 9 .2 1 9 . 2 ん3 . 7 2 5 . 7 1 3 . 5 4 .9 与.5 2 .4 ノl .2

洪　 年　 以　 降 4 5 1 3 . .う 1 3. 3 3 7 . 8 Z O . 0 1 3 . 3 2 .2 6 .0 之.J う3 .∋

1】74-



Ql.隣り近所からの騒音で迷惑を受けたことがありますか。次の中から主なものを2つ以内で選んでください。〔回答集3機

示〕(2Å)

回答項 目

フ　ェー　ス

N

テ ビ 話 き ク房 階 物 自 イ チ り 商 の 犬 そ 特

レ'

ビ

了 し声 l 機 段 音 動 リ　の 店 音 や の に

ノ 声 ラ器 や ・ 車 紙 ス

交 ビ

や 痛 他 を

レヽ

ス ギ 歌
】の

な 音
_ 足

楷 書 オ 換 l 飲

食

ニD
泣

テ

レ′

タ 声 ど な 】 ヤ カ

物 1

店

か

き

声

オ
1 泣 冷

暖

と

の

卜
フT ら

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別

1 1 19 e .3 5 °2 吋. 7 b °も 5 .7 ～2 .9 15 .7 4 .0 9 .2 4 .0 4 1 .0

川　　　　　　 谷 lう3 弓.9 う. 9 5 .9 9 . 2 3 . 3 2 5 . 1 3年.0 4 .8 9 .8 2 .0 ～9 .4

箪　　 笥　　 町 l l l き. 1 〕.8 1 1 - 7 8 . I 8 . 】 19 .6 ～0 . 7 7 .2 141°◆ 0 .9 2 9 .7

授　　　　　 町 1 2 8 b . 】 1 . 1 7 .8 丁.b 3 . 1 2 8 .9 l 1 .7 3 . 1 7 .0 3 .9 4 8 . 1
若　　 松　　 町 1 1 0 5 .4 川 .9 lヽ. 5 2 .7 1 3 °も ～4 .5 2 3 .も 3 .b 9 . 1 4 .5 15 .5

大　　 久　　 保 1 2 9 1 0 °l 7. 8 9 . 3 b . ～ 7 .3 ～8 .7 19 .4 3 . 1 5 .も 1 .8 3 う.7

戸　　　　　 塚 1 10 1 0 . 8 8 . 9 1 3 . 示 6 .2 b .2 ～0 .8 8 .5 8 .2 3 .8 4 .8 4 3 .8

落　 合　 第　 一 96 3 . 1 ～. 1 4 12 4 .2　　 4 .2 1 1 .3 12 . 5 1°0 8 .3 4 °? ん◆.0
落　 合　 第　 二 1 14 8 . 白 q °与 5 . 3 1 1 .ヽ 3 .5 3 0 .7 9 °も 4 .4 2 1 19 5 .3 1 1..2

柏　　　　　 木 1 12 1 5 . 2 3 . も 8 °0 う.ヽ 8 .0 18 .8 10 .7 3 .b 8 .9 7 . 1 4 3 .8

角 害 ・区役所

性　　　　　　 別

男　　　　　 性

58 8 °9 0 °0 3 . b 0 °0　　 0 .0 丁. 1 5 .年 1 .8 3 °も 8 .9 阜7 .9

5 7 1 1 0 4 4 与. 7 9 .2 5 . 3　　　 8 .5 2 3 .0 18 . 1 3 .8 10 .0 5 . 1 3 9 .0

女　　　　　 性

性　 年　 代　 別

男　　 加　　 代

60 8 5 - も うt b 5 . 2 丁.～ 4 .9 ～2 .9 15 .5 与.3 8 .b 3 .0 ん2 .8

l うう 1 1 .1 2 . b 1 2 . も 5 . ～ 1 0 . 5 19 .も 1 8 .3 3 .9 1 1 °1 4 .も 3 7 . 9

男　　 測　　 代 1 2 3 白. 9 1 .5 9 . 8 b . 5　　 5 . 7 2 2 .8 19 .5 与. 1 9 .8 5 .7 3 7 .ヽ

男　　 亜　　 代 1 0 5 】0 . 4 5 . 5 5 . 7 9 . 与　　 2 . 8 ～3 .b 17 .9 2 .8 9 .年 3 . 8 4 3 .ヽ

男　　 馳　　 代 h 8 1 4 . 7 1 3 .2 7 . ヰ 2 . 9 1 1 0 . 〕 2 9 .4 1 7 .も 2 .9 7 .4 4 .4 1 5 . 3

男　 餌 代 以 上 8 1 7 . ヽ 3 .7 8 . も 3 . † 2 . 5 2 3 .5 lb .0 4 .9 1 1 . 1 7 .4 4 0 .7

女　　 加　　 代 1 4 2 1 2 .0 5 .5 1 0 . 0 9 . 2 与. 9 2 1 .8 2 1 . 1 5 .5 7 .0 2 . 1 3 3 . 8

女　　 諏　　 代 1 3ェl 6 . 0 も.7 1 ん. 2 4 . 5　　 6 . 7 2 b . 1 1 2 .7 3 .7 9 .0 7 . 5 1 8 . 1

女　　 棚　　 代 1 0 も 4 . 7 1 0 .◆ 2 . 畠 9 . 与　　 4 . 7 2 4 . 5 1 3 .2 2 -8 1 1 . 3 0 .9 4 1 . 5

女　　 的　　 代 1 0 1 らt 9 4 °0 9 . 9 5 . 0　　 5 . 9 2 1 .8 lb .8 5 .9 7 .9 2 .0 与も.5

女 l的 代 以 上 1 7 5 2 .ヽ 1 .も 2 . 4 8 . 0　　 2 . も 2 0 .0 1 2 .8 3 .2 8 -0 1 .も 軸 .0

機　　 業　　 別

自営業 ・事業主

管理廠 ・　 由美

喜劇蛾 ・技術級

労務喩・サーヒス救

lb 7

8 9

〕0 2

10 7

12 .6

7 .9

9 .日

4 .7

缶.0

う.8

5 .〕

4 .7

8 . ヽ

10 . 1

9 . 9

3 .4

損
2 3 .4

2 8 . 1

2 2 °8

2 0 °も

1 3 . 8

2 0 . 2

1 7 .2

1 5 .9

6 . 0

4 . 5

3 .も

ち. 7

白. ◆

1 3 . 5

8 .6

1 1 . 2

4 . 8

8 .7

ち.0

1 .9

4 1 . 3

2 寸. ∠

∋白. 1

ち3 .j

主　　　　　 婦 Z b e 4 . 1 5 .2 7 .5 9 .0　ミ　 キ. 1 2 8 . 0 l b . 8 有. 1 織°2 3 . 7 4 U . 3

学　　　　　 生 b l 1 8 .0 3 . 3 1 1 Ⅰう 3 .3 9 .8 4 .9 2 3 . 0 1. 6 8 . 8 1. も 4 5 . ソ

無　　　　　 職 1 17 8 . 8 3 . 4 8 . 5 5 . 1 4 . 3 19 .7 10 .3 2 .5 10 .3 1. 7 5 3 . J

そ　　 の　　 他 2 8 1 0 .7 「1.丁 0 .0 0 .0　　 7 . 1 17 .9 3 2 . 1 3 . 5 1 0 . 7 ヨ. b 3 う. 7

蒙 .族　 人　 致　 別

1　　　　　 人 打 8 8 .7 4 . 3 1 0 . 1 2 .9 5 .3 2 0 .7 1 6 . 3 1. 9 1 1 °1 1 . 9 4 3 . 8

2　　　　　　 人 1 7 1 9 .4 2 . 9 8 .2 8 .8　　 5 .8 2 1 .も 18 . 7 ) . 5 7 . 0 5 . 3 3 寸. 之

3　　　　　　 人 2 ZO 9 . 5 2 . 7 も. 8 5 °5 5 .8 2 5 .5 15 . 5 5 . 0 8 . 5 2 . 3 有2 . 7

4　　　　　　 人 2 9 1 9 .3 7 .9 10 .0 1 0 .0　　 8 .2 1 8 . 2 1 5 . 6 5 . 5 8 °9 5 . 2 3 9 . 5

5　　　　　　 人 1ん3 有.9 8 °ヰ 1 1 .2 3 .5 5 .3 2 7 . 3 1 5 . 4 4 . 2 1 1 °2 1 . 5 与と.0

6　 人　 以　 上 9 9 色. 1 3 .0 4 .0 8 . 1 0 .0 3 0 . 3 2 0 . 2 3 . 0 8 . 1 7 . 1 3 9 .ヽ

N　　　　　　　 A 7 0 .0 l ん.3 0 .0 0 .0 2 6 .も 有2 . 9 2 8 - 5 0 . 0 1 4 . 3 0 .0 1 4 . 3

ライ フス テ ージ

婚　　 前　　 燭 3 16 10 °d 4 .7 1 1. 7 4 . 4　　 7 . 〕 ～2 . 2 1 8 .4 3 . 8 10 °1 〕. 5 3 7 .0

家　 族∴形 成 期 ら9 1 0 °1 1 °◆ 1 0 . 1 1 0 °1 7 . 2 1 7 .4 20 . 3 4 .3 7 .2 2 .9 3 7 . 7

家 族 成長 期(A I l OT 7 . 5 4 . 7 1 5 . 0 5 .8 5 . 5 2 5 .2 13 .7 3 .7 9 .3 5 .5 3 4 .8

家 族 成長 納佃) 1 70 8 . 台 8 °5 5 . 9 1 0 °0 2 . 9 2 2 °● 14 °7 4 . 1 9 .4 5 .9 3 9 .ヽ

家 族 成長 刺 C ) 1 1 3 5 . 8 1 0 . 8 3 . 5 8 °0 4 .4 2 2 . 1 1 5 .0 1 .8 10 .5 2 .7 んb .0

家　 族 成 熟 期 lZ O 7 . 5 5 °0 8 . 3 4 .～　　 8 . 3 2 4 .2 1 9 .2 5 .0 7 .5 3 .3 4 ●.∠

老　 年　 淘 (A I 丁も 1 °3 2 ▼5 7 .9 9 .2　　 1 . 3 2 5 . 3 10 .5 6 .も 10 .5 1 .3 5 0 .0

老　 年　 期 (B ) 8 1 8 .5 3 °3 4 . 9 1 3 °l ◆. 9 1 8 .0 19 .7 4 .9 4 .9 b .b 有7 .,

老　 年　 期　 tC ) 3 8 2 .8 0 .0 5 .8 O tO 5 . も 2 7 .8 5 .8 5 .8 1 3 .9 2 .8 5 0 .0

そ　　 の　　 他 4 8 10 .4 4 °Z 8 . 3 2 . 1　 Jl. 2 1 8 .8 1年.8 4 .2 4 .2 4 .2 4 ら.8

N　　　　　　 A ～3 与°3 1 3 .0 4 . 3 4 . 3　　 3 . 7 与3 .5 17 .4 0 .0 13 .0 0 .0 1 与.8

住　 居　 影・鱒. 別

一　 戸 建 持 家
5 2 2 7 .9 5 .9 8 . 7 7 . 5 3 . 〕 2 5 . 1 15 .9 与.4 10 -3 5 .0 4 0 .5

一　 戸 建 借 家 4 2 1 1 °9 Z .4 1 9 . 0 9 .5　　 2 . 4 2 3 .8 14 .3 7 . 1 与°8 4 .8 〕5 .7

民栂 アパート 1 88 1 3 . 3 1 .8 1 5 . 5 6 °年　　 も. 9 2 3 .4 1 2 .8 2 .7 5 .9 2 . 1 3 8 .8

鉄筋・ア・ぜ一トマンシヲン 2 5 1 5 °も 7 .2 7 - 2 4 °◆　 1 0 . 8 1 7 °l 15 .7 与.4 8 .0 4 .0 4 5 .8

社　 宅 ・ 官 舎 5 8 5 .9 3 .4 5 . 9 5 . 9 3 . ◆ 2 0 .7 19 .0 5 .2 10 .3 3 .4 与1 .4

寮・間借り・住込み 5 9 8 . 7 1 .4 4 . 3 7 .2 5 . 8 2 3 .2 2 5 . 1 l e4 14 . 5 1 .4 3 7 . 7

そ　　 の　　 他 9 0 °0 3 3 . 3 0 - 0 0 °0 1 1. 1 5 5 .も 1 1 . 1 0 .0 0 -0 0 .0 2 2 .1

盾 ・住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら 97 T t Z 8 °2 5 .2 8 .2　　 1 °0 2 も. 8 2 0 .も 5 .2 1 2 .4 9 . 3 1 U .9

終戦一昭和灘年 ～8 5 7 - 1 与. 9 9 . 0 6 4年 5 .3 Z b . 3 1 5 .年 5 .3 もー4 う.◆ んヽ .0

昭和31年- 40年 16 2 8 4 8 8 .8 5 .8 8 °O　　 l1.9 2 1°0 1 4 . 2 有. 3 8 .0 2 . 5 ん7 .う

昭和41年一亜年 1 2 8 1 1 . 7 5 .5 5 .5 9 .4　　 3 . 1 3 0 .5 1 8 . 0 3 . 1 1 3 . 3 2 . 1 3 叫.4

昭和亜年一諭年 1 9も 7 . 1 b °b 13 .8 5 °8 9 .7 2 0 t q 2 0 . 4 4 .も 1 3 . 8 6 .も 2 9 . 1

昭和5】年一盟年 2 4 5 1 0 ▼2 3 .3 9 .㌢ 4 °9 7 .3 19 .2 1 3 . 1 2 °0 5 . 5 1 .8 ◆†. も

封　 年　 以　 降 女ら 8 . 9 2 .2 8 .7 有.4　　 2 . 2

l
1 1▼l ! 4 .4 4 .4 5 .7 5 .7 5 5 .b

ー175-



Q8.か宅の付近の道路の状態はいかがですか。(1A) SO.〔08でl.5と答えた人に〕どんな点が不満ですか。

次の中から主をものを2つ以内で選んでくださレ。〔回

答黒l提示〕(2A)

回答項 目

7 1 一　ス

N

た

しへ

よ どLへ あ 非 N

A

N

道不 幹 る 道走 ノく込 卓 音が 狭 ,り

し1
ち

ら

せ

り
常

FC

が こ女

狭 で
線

遺

路 カ

が・づ

ス せ

が れ

㌣こ・ひ

よ振 ど

い 込

通んん と ⊥ よ く　あ 路 狭 ら 渋 て る 動い rこて
⊥

レヽ

も く く 災 る

宜

が く　い 潤遅 公 ・ 卓 困

レへ

え

を

な

レヽ

な

い 時

rC

混

雑

す

卓

が

に れ

替 る

き

害排

( カ
廃 る

が る

は

レ1

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別
1 11 9 5 .2 3 9 .～ ～1 -4 2 8 .8 4 .3 1 . 1 3 7 7 1 8 .7 △°5 17 .0 3 .4 18 . 3 3 9 .6

四　　　　　 谷 15 3 7 .6 ち9 .5 1 3 .'J 15 °3 2 .0 0 .7 2 8 3ち. 7 3 .b 7 . 1 3 .も 10 . 7 4 5 .ヽ
箪　　 笥　　 町 1 1 1 0 .9 2 7 .9 4 3 .2 2 0 .† 4 .5 2 .7 2 8 39 . 3 0 .0 1 7 .9 0 .0 10 .7 3 9 .3
横　　　　　　 町 17 8 4 .7 2 3 .4 l b .U ちb °1 5 .3 1 .も も了 んも. 3 お 0 1 1 .9 4 .5 2 5 .4 37 . 3
若　　 松　　 町 1 10 12 .7 5 2 .7 lb .ん 14 .5 0 .9 2 .7 17 2 9 . ヽ 5 .9 5 8 . d 5 °9 5 . 9 5 8 .3

大　　 久　　 保 12 9 5 .ヽ もう.0 14 .7 】1 .8 3 . 1 0 .0 4 5 ?6 . 7 8 .7 Z .～ 0 .0 76 .7 53 . 3
戸　　　　　 塚 1 10 2 .3 3 4 .も ～3 . 日 料 .8 も.9 1 .5 4 9 1 5 . 7 8 .2 16 . 3 2 .0 7 0 .年 5 1 .0
落　 合　 第　 一 9 8 4 .～ 5 リ.0 15 .b 2 8 . 1 ～. 1 0 .0 Z 9 3 7 - rフ 1 3 .8 1 3 . 結 8 . 9 7 4 . 1 13 .8
落　 合　 第　 二 1 14 7 .0 2 9 .8 2 1 . 1 袖 .0 5 .3 0 .9 4 7 2 9 . d 1与°9 27 . 7 10 .8 14 .9 2 5 .5
柏　　　　　 木 1 12 1 °d 1う.b 3 1 .3 1 8 .◆ 8 .0 0 .9 与2 4 8 . 1 う. 8 2 3 . 1 0 .0 13 .5 3 5 .5

角 筈 ・区 複所

性　　　　　　 別

弓も 3 -b 5 1 8ヽ 11 .9 2 3 .2 3 .5 0 .0 1 5 8 0 . U 8 .0 5 . 7 0 .0 8 .7 4 6 . 7

男　　　　　 性 5 1 1 b tと 如 .3 2 3 - 7 2 7 .9 4 .9 0 .9 17 4 3 9 . 1 b °9 17 .～ 4 .も 16 .7 4 0 .8
女　　　　　 性

性　 年　 代　 別

もり8 4 . 3 4 1 bヽ 19 .● 29 .6 3 .8 1 .3 2 0 3 ち8 . も も.4 lb .7 2 .5 19 .2 3 8 .9

男　　 加　　 代 1 53 5 .9 3 5 .9 ? ●. ← 2 7 .5 5 .9 0 .0 5 1 ヰ5 . 1 7 . 8 17 .も 7 .8 13 .7 39 .～
男　　 測　　 代 1 ～3 5 .7 34 . 1 2 4 .も 27 .b 6 .5 1 .8 与2 3 5 - 7 l b ▼7 1 1 °9 0 .0 19 .0 52 .年
男　　 40　　 代 1り占 7 . , ◆1 .5 1月- 9 3 1 . 1 0 .0 0 .9 3 3 3 9 . ん 3 .0 ～1 .2 3 .0 15 . 2 33 .3
男　　 即　　 代 ち8 8 .8 4 1 .2 19 . 1 2 7 .9 1 .5 1 °う 2 0 4 0 . 0 0 .0 1 5 .0 10 .0 15 .0 5 0 .0
男 l馳 代 以 上 R l 3 .7 2 9 .も 〕0 .9 2 4 .7 9 .9 1 .2 7 8 3 2 . 1 0 °0 ? 1 .▲ 3 .も 2 1 .年 2 8 .5
女　　 加　　 代 lヰZ ん.9 〕5 .9 2 b . 1 2 7 .5 4 .9 0 .7 q b 34 . 3 5 . 5 25 . 1 4 °3 19 .6 4 1 .3
女　　 ∞　　 代 1 14 4 .5 4 年°0 1 2 .1 3 2 . 1 ～.2 1 .5 50 ん0 . 0 ち°0 10 .0 2 .0 2 2 .0 与5 .0
女　　 40　　 代 lr)も Z .巧 3 7 .7 2 1 . 7 3 1 . 1 3 .8 2 .8 3 7 4 0 . う 5 . 4 18 . 2 2 .7 8 . 1 3 5 . 1
女　　 50　　 代 l・1 1 与.〇 年1 °b ～1 . b 3 0 .7 1 .0 1 .0 11 ～ 5 3 . 1 9 °4 1 8 . 8 3 . 1 15 .も 2 5 .0
女　餌 代 以 上

義　　 業　　 別

1 月 4 - 5 4 蕗.8 1 5 .2 27 .2 3 .2 0 .8 う8 2 も. 3 2 . も 1 3 . 2 0 . 0 2 8 . 9 4 2 . 1

自営業 ・事業主 1 わ了 9 .0 2 9 . 9 2 2 . 白 2 8 .7 †.8 1 .8 ら1 3 1 . 1 8 .2 l b . 与 4 . 9 2 与. b 与1 °0
管理脇 ・自由業 1 9 与. う 1 角.2 ? 1 . 3 2 9 . 2 5 .6 1 . 1 3 1 有8 . も 3 .2 1 9 . 4 8 . 5 9 . 7 3 2 . 3
事疲破 ・技術職 30 2 5 .3 4 0 .7 1 9 . う 29 .3 与.0 0 . 7 1 0 2 ん0 . 2 9 °8 1 3 4 7 2 0ヽ は . 7 4 8 . 0

労虜倣・サーヒ欄 l l,17 4 . 7 3 ～.了 2 8 . C 30 .8 2 -8 0 .9 1 6 も1 . 1 1　 2 ▼8 1 も. 7 2 °8 1 3 . 9 3 8 . 9
主　　　　　 娘 Z へ8 5 . b んん.0 1 7 . 9 1 2 7 . も 3 .0 1 .9 R Z ん1 15 6 °l 1 8 .3 2 . 4 1 8 . 3 3 5 . 年
学　　　　　 生 う1 1 °b 3 7 .7 2 年. b 2 7 . 9 8 .も 1 .5 2 1 3 8 . 1 9 .5 2 3 . 8 4 . 8 1 4 . 3 3 3 . 3

無　　　　　 職 1 1 7 2 °0 3 9 . 3 2 4 . 8 2 9 . 9 3 .年 0 .0 39 15 .ヽ 2 .も 17 .9 2 . 5 2 3 .1 〕5 . 9
そ　　 の　　 他

l

2 8 0 . 0 もら. 7 7 1 . 4 1 7 °9 0 .0 0 .0 5 2 0 .0 0 ▼0 2 0 °り 2 0 . 0 4 0 . 0 4 0 .0

家　 族　 人　 数　 別

1　　　　　　 人

2 り8 6 . 3 4 0 . 9 2 4 . 5 2 7 .4 1 .0 0 .0 5 9 4 4 . 1 5 . 1 lも.つ 1. 7 1 8 . 5 3 2 . 2

2　　　　　　 人 1 7 1 4 . 7 4 2 . 7 1 7 . 5 2 8 . 3 †.b 1 .2 5 8 キ1 °◆ 占. 9 17 . 2 3 . 年 1 9 . 0 4 3 . 1

3　　　　　　 人 Z ZO 5 .4 3 5 . 0 2 3 . 6 3 0 . 9 1 .8 2 .3 7 2 4 0 e 3 5 . も 1 5 . 3 1 . 4 2 7 . 8 4 1 . 7

4　　　　　　 人 2 9 1 3 .8 3 9 . 5 1 日°b 30 .2 6 .2 1 .7 1 0 も 勺0 . b 5 . 7 1 6 . 0 3 °8 1 2 . 3 4 4 . 3

5　　　　　　 人 14 3 2 . 1 4 2 .0 2 2 .ん 2 8 .0 5 .8 0 .0 4 8 3 5 . 年 8 . 3 1 5 . 7 8 . 3 18 .7 2 9 .2

6　 人　 以　 上 99 10 - 1 3 2 . 3 2 2 .2 30 .3 与.0 1 .0 3 4 之0 °も 1 1 °8 2 3 . 5 2 °9 14 . 7 4 4 . 1

N　　　　　　　 A 7 O tU 5 /. 1 4 2 .9 0 .0 0 .0 0 .0 0 0 .0 0 .0 0 . 0 0 .0 0 .0 0 .0

フイフ ス7 ・- ン

婿　　 前　　 期
3 1も 3 °8 3 5 . 1 Z b .b 27 . 8 5 . 1 0 .8 10 4 ち5 .2 1〇°も 19 . ～ 4 .8 17 . 3 3 9 °4

家　 族 形 成 瑚 h9 5 . 日 4 0 .b 1 年°5 3 1 .9 5 .8 1 .4 2 6 7 5 .9 3 °8 19 . 2 7 .7 2 6 .9 57 .7

家 族 成 長 期(A J 10 7 4 .7 3 わ.∋ 2 0 .レ 2 7 . 1 8 . 4 0 .9 3 8 36 . 8 5 °3 1 3 . 2 0 .0 18 .年 50 .0

家 族 成 長 脚㈲ 17 0 5 .5 】員.2 1 7 . 1 3 5 . 〕 1 .8 1 .2 畠∋ 4 2 .9 12 .7 14 . 3 1 °も 14 .3 38 . 1

家 族 成 長期(C ) 1 13 9 . 7 4 4 .2 1 う.b 2 4 .8 3 .5 2 .7 ち2 37 . 5 3 t l 1 5 °も 0 ▼0 15 .8 37 . 5

家　 族 成 熟 期 12 0 4 °2 3 缶.7 ～8 . 3 ～8 °3 1 .7 0 .号 1 6 4 4 .4 ～.8 1 3 .0 5 . も 13 t 9 2 7 . 8

老　 年　 期 (A ) 7 5 3 .9 3 も.8 1 5 .と; 3 5 .5 8 .5 1 .3 1 2 18 . 8 3 . 1 2 5 .0 3 . 1 2 8 . 1 与5 . 9

老　 年　 期 (B ) 8 1 6 .b 4 2 .8 19 .7 2 b .2 4 .9 0 .0 1 9 4 Z t l 0 .0 10 うヽ 5 .3 2 1. 1 2 8 . 3

老　 年　 期 (C ) 〕b 5 .も 5 2 .8 1 3 .9 2 5 .0 2 .8 0 .0 10 〕0 .0 0 ▼0 10 .0 0 .0 2 0 .0 〕0 .0

そ　　 の　　 他 4 8 2 . 1 うZ . 1 2 2 .9 18 .8 2 . 1 2 . 1 1 0 4 0 . 0 0 .0 2 0 一〇 0 . 0 2 0 . 0 2 0 . 0

N　　　　　　 A 23 与.〕 2 8 °1 1 年. h Zb e l 4 .3 与.3 7 2 8 .5 0 °0 28 .5 1年.3 0 .0 5 7 . 1

住　 居　 形　 態　 別

一　 戸 建 持 家
5 22 5 .0 3 7 .2 2 0 . 9 3 0 .7 5 .0 1 .3 18 8 3 5 . 5 7 . 0 1 (1. 7 与.8 19 .9 4 0 .3

一　 戸 建 借 家 4 2 2 .年 l b .7 2 8 .か 4 7 .8 与.8 0 .0 2 2 2 7 . 3 0 °0 3 1 . 8 0 . 0 1 8 . 2 与0 .9

民間木造アパート l 角8 5 . 3 4 1 .0 2 1 . 3 2 も. 1 5 .4 0 .0 5 1 うち. 1 ム°8 1 3 . 1 l ▼b 8 .8 3 4 .4

鉄筋・アイー巨マンション 2 5 1 8 .0 4 d t～ 1 7 . 1 2 4 4 3 2 .4 2 .0 ろ7 〕2 . 8 8 °0 1 0 1 4 4 . 5 ～8 .4 4 1°8

社　 宅 ・官 舎 う白 0 °0 3 4 .5 3 ん.う 2 9 .3 0 .0 1 .7 17 3 5 . 3 1 1 °8 2 9 .4 0 °0 5 . 9 4 1. 2

寮・間借り4主込み 8 9 2 .9 3 5 .2 2 8 e l ナC .◆ 4 .1 0 .0 ? 4 5 小. 2 8 3ヽ 2 5 . 0 0 °0 12 .5 4 1 . 7

そ　　 の　　 他 9 0 .0 7 7 .8 2 2 .2 0 .0 0 .0 0 .0 0 0 . ・J 0 ▼0 0 . 日 0 .0 0 .0 0 .0

居 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら
q T 5 .2 3 5 . 1 2 3 . 7 2 9 .9 5 .2 1 .0 1 年 3 2 . 4 5 . 9 1 1. 8 5 . 9 23 . 5 32 .4

終戦～昭和諭年 28 8 4 . 5 l b . 1 2 3 . 3 2 9 . 3 5 . 3 1 .5 q ～ 1 9 . 1 う.ヰ 1 7 . 4 5 . 4 1 5 . 5 ん5 . 7

昭和31年～40年 16 2 4 .9 4 0 1ヽ 1 7 . 〕 3 0 . 9 e .8 0 .0 へl 4 2 . も 汚.2 16 °4 b °b 1 9 . 7 3 年. キ

昭和41年～亜年 1 76 3 .9 5 0 .0 1 8 . L 7 1 °9 2 .3 3 . 1 1 1 ん8 . ヽ 1 ～.9 1°Ⅰ4 0 . 0 9 . 7 3 5 . 5

昭和亜年～50年 l Cle 与.e 4 ヽ49 1 7 . てノ 2 8 °1 3 .b 1 .0 ら2 3 7 . 1 3 °2 17 . ~7 1. も 1 2 . 9 5 0 . 0

昭和5】年～53年 2 年5 了. う 3 ∠.Z 2 7 . 3 7 9 .0 3 .7 0 .年 qO ∋i . H 7 .5 18 .8 1. 3 1 7 - 5 3 7 . 5

封　 年　 以　 降 4 5 4 .年 4 4 .4

l

日 . i

l

3 7 .8 0 .0 2 .2 lT 4 7 . 1 う. 9

l

1 1. 8

t
〇. 0 3 5 . 3

l

2 3 . 5
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09.現在.都と区が「都市

言十面道路」の見直し作業

に入っていますが.知っ

ていますか。(1A)

回答項目

フェー ス

道歩 道 子 危 そ N

A

N

知 知

路 き 路 ど険 の つ ら

K rこ

歩 く

遥い

が

を

く

rC

緑

が

少

を

レヽ

もで

の あ
通 る

学

路

が

他 て

Lへ

る

を

レ1

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別
10 .9 5 .8 7 .7 7 .4 1 .3 1 1 19 門 .∂ 7 ◆.2

Pq　　　　　 谷 0 .0 7 . 1 10 .7 10 .7 7 . 1 15 3 3 7 .9 b 2 °l
箪　　 笥　　 町 7 . 1 14 .3 7 . 1 3 .8 0 .0 1 11 1 8 .2 8 3 °8

頗　　　　　 町 1 1 .9 4 .5 10 °4 5 .も 1 . 3 1～8 2 4 .2 7 5 .8
若　　 松　　 町 0 . 0 0 .0 0 °0 5 .9 0 .0 1 10 3 4 .う もう.5

大　　 久　　 保 2 0 .0 2 .2 4 .4 8 .7 2 .2 l Z9 3 2 .も 5 7 .4

戸　　　　　 塚 8 .2 8 .～ 10 °Z 5 . 1 0 .0 1 30 2 2 .3 7 7 eT

落　 合　 第 ・一 13 .8 c .U 10 °3 3 .4 3 .4 今も 8 e3 9 l .7

落　 合　 第　 二 19 . 1 5 .4 4 .3 17 .0 0 .0 1 14 2 4 tも 7 5 .4

柏　　　　　 木 7 .7 7 .7 9 .8 5 .8 0 .0 1 1 2 7 3 . 2 7 5 . 8

角 筈 ・区役所

性　　　　　　 別

8 .7 0 .0 0 .0 6 .7 0 .0 与も ? 8 .b 7 1 .4

男　　　　　 性 10 .9 4 .0 10 t9 8 .3 2 . 9 5 1 1 フ8 . 2 7 1 °8
女　　　　　 性

性　 年　 代　 別

10 .8 も.9 4 .9 8 .4 0 .0 5 0 R フ〕. 7 T b . 3

男　　 加　　 代 1〕.了 5 .9 3 .9 3 .9 0 .0 1 う3 1 5 . 0 8 5 °0

男　　 却　　 代 7 . 1 0 .0 18 .7 7 . 1 2 .4 l ? ∋ 1 4 . 1 8 5 °9

男　　 棚　　 代 1 2 . 1 0 .0 1 2 . 1 3 .0 9 . 1 1 0 も 3 4 . U 5 8 °0

男　　 馳　　 代 1 0 .0 1 5 .0 5 .0 5 . 0 0 .0 5 8 3 5 . 3 6 年. 丁

男　 棉 代 以 上 1 0 .7 3 .も 1 7 .9 1 4 . 3 3 .も q l 1 0 . 9 色9 °l
女　　 加　　 代 17 .キ e . 7 4 .3 2 . ～ 0 . 0 1 4 2 1 8 . 3 8 1 . 7

女　　 灘　　 代 1 0 .0 5 .0 8 .0 2 .0 0 .0 l う4 2 9 . 1 7 0 . 9

女　　 40　　 代 l 〕. 5 1 0 . 8 2 .7 1 8 . i 0 . 0 1 0 b 3 2 °1 8 7 .9

女　　 馳　　 代 も. 3 8 . 3 9 .年 1 2 . 5 0 . 0 l O l ? ) . d 7 8 . 2

女　 餌 代 以 上 5 . 3 2 . も 0 .0 1 3 . 2 0 . 0 1 門 1 8 . 8 8 j °2

機　　 業　　 別

自営業 ・事業主 1 1. 5 8 . 2 8 - 2 も.b 与. 9 1 /lT 2 5 . 9 7 3 ▼1

管理職 ・自由業 1 2 . 9 ∋.2 1 5 . 1 6 .5 3 . 2 角9 3 6 °0 8 4 .0

事 務蛾 ・技術職 14 .7 4 .9 3 .9 2 .0 1 .c 3 0 2 2 6 .5 7 3 .5

労務俄・サービス戯 5 .も 8 .3 8 .3 5 .6 0 .0 10 7 15 -由 8 3 °2

主　　　　　 婦 9 .8 6 °l 9 .8 12 °? 0 .0 2 8 8 ～9 . 5 7 (J°5

学　　　　　 生 与.8 9 .5 与.8 4 .∂ 0 .0 ム1 14 °b 8 5 .2

無　　　　　 職 7 .7 8 .0 2 .5 17 .9 0 .0 1 1 7 19 . 7 8リ. 1

そ　　 の　　 他 2 0 .0 0 .0 4 0 .0 0 .0 0 .0 2 8 ～8 .も 7 1 °●

家 .族　 人　 数　 別

1　　　　　　 人
8 .5 5 . 1 1 °7 8 °8 0 .0 2 0 8 20 . 7 7 9 . 3

2　　　　　　 人 13 .8 5 .2 0 .0 8 .5 1 .°7 17 1 2 2 . 8 77 . 2

3　　　　　　 人 13 . 9 2 .8 8 .9 5 .も 1 .ヽ 2 20 2 4 e l 7 5 .9

4　　　　　　 人 9 .4 8 .5 12 .3 5 .7 0 .9 2 9 1 29 . 9 70 °l

5　　　　　　　 人 1年. b 4 .2 1 0 ▼ヰ 1 0 °年 2 . 1 14 3 2 8 .0 7 2 ,0

6　 人　 以　 上 2 .9 5 .9 14 .7 1 1 .8 2 .9 9 9 30 4 3 6 9 .7

N　　　　　　　 A 0 . 0 0 . 0 0 .0 0 . 0 0 . 0 7 2 8 °も T l t●

ライフ ステ ー ジ

婿　　 前　　 期 9 . 5 4 . 6 2 . 9 4 . 8 U . 0 3 18 18 . 7 8 1 °3

家　 族 形 成 期 1 9 . 2 3 . 8 0 . 0 0 .0 0 . 0 わ9 13 .0 8 7 .0

家 族 成 長 靭(A ) l 〕. 2 ～. b 1 0 . 5 7 . 9 2 . 6 10 7 2 8 °0 7 2 .0

家 族 成 長 期(B ) 1 2 . 7 4 . 8 l T i 5 3 . 2 1 . 5 17 0 3 5 .9 ト4 . 1

家 族 成 長 期(C ) 1 2 . 5 1 5 . 5 1 2 . 5 5 . 3 3 . 1 1 13 3 3 .5 もも.与

家　 族 成 熟 期 5 . 8 5 . 6 2 . 8 2 5 . 0 0 . 0 12 0 2 7 .5 7 2 .5

老　 年　 期 (A ) 3 . 1 0 . 0 9 . 4 5 . 3 0 . 0 7 8 18 .4 8 1 °も

老　 年　 期 (別 5 . 3 1 5 . 8 0 . 0 1 0 . 5 5 . 3 6 1 3 1 °l も8 °9

老　 年　 期 (C ) 1 0 . 0 1 0 .0 2 0 . 0 1 0 . 0 0 . 0 18 2 7 °8 7 2 .2

そ　　 の　　 他 3 0 . 0 0 . 0 0 . 0 2 0 . 0 0 . 0 4 8 2 7 °1 72 .9

N　　　　　　　 A 1 4 . 3 0 . 0 1 4 . 3 0 . 0 l Jl. 3 2 3 3 4 .8 8 5 .2

住　 居　 形　 態　 別

一　 戸 建 持 家 8 . 5 5 . 5 7 . 5 l 0 . 2 0 . 5 5 22 2 8 . 8 7 3 .2

一　 戸 建 借 家 1 3 . 5 1 3 .5 9 .1 有.5 与. ら 4 2 78 . 2 7 3 . 8

民間木造アノマート 1 3 . 1 6 . 8 8 . 2 4 . 9 1. も 1 8 8 28 .も 7 3 .与

鉄筋・丁′く一卜・マンション 1 1°9 0 .0 10 1◆ 8 .0 3 .0 2 5 1 2 8 .7 7 1 °3

社　 宅 ・ 官 舎 2 3 . 5 5 .9 5 .9 0 .0 0 . 0 ち8 1 3 . 8 約 . 2

寮・間借り・住込み 8 . 3 4 .2 0 °0 4 .2 0 .0 8 9 14 . 5 1 8 5 . 5

そ　　 の　　 他 0 . 0 0 .0 0 .0 0 °0 0 . 0 9 3 3 . j 8 b . 丁

居 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら
1 1 .8 5 .9 8 °8 1 1 .8 0 .0 q T 7 8 . 9 7 1 . 1

終戦～昭和灘年 7 .b ん.3 5 .4 12 .0 0 .0 Z b b 2 5 . 9 7 与. 1

昭和31年～40年 1 3 . 1 8 .5 8 .2 8 -5 0 . C 1 8 2 2 5 . 3 74 . 7

昭和41年～45年 9 .7 1 2 .9 3 .2 3 .2 b .ら 1 2 持 7 9 . J̀ 7 0 . 3

昭和亜年～鎗年 1 1 .3 4 .8 18 . 1 6 .5 3 .2 1 9 5 3 2 e T 8 7 . 3

昭和51年- 53年 1 3 .8 3 . 台 3 .8 3 .8 1 . 3 2 4 5 1 8 . 8 8 1 , 2

朗　 年　 以　 降 5 .9 5 .9 1 1 .8 う.9 0 . 0 与5 1 7 . や 穐2 . 2
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QlO.法律で,「都市計画道路」に指定された区域では,3階建て以上の建物が　Qll.最近,コミュニティという青葉がよく使われます。こ

建てられないために.住民に不満がでていますが.これについてどう思いま　　　れは地域社会せたは近隣社会という意味で使われますが.

すか。(t A)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コミニしニチイとはどの程度の範既だと思いますか(lA)

回 答 項 目

フ 1 -　ス

N

将 と h 判 る 補 制 で 制 で そ わ

N

蹟 目 地 町 域 ′J、た 釈 城 特 と

来 し制

限

限 損 債

に ・笑す

限 あ 限 あ の か

ら

少

近

常 竣 会 学 地 を 別 し

の て
道 や で

よ 忙 へ を る

緩

を る

徹
他 な 所 の

異
自 校 城

を

中

心

出 た

張 地絡 む あ つ対 き 和 麗 レヽ 物 治 中 と 所 域

予 を る て L で す す を 会 心 し を
定 え 受 て あ す の と た 中

地 を 吋 、る き き る 地 し 地 心

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別
11 号9 2 9 . 7 2 l . 8 1 0 .● 3 4 ～ 1 , 8 3 3 . 3 1 1 1 9 2 0 e う 1 8 . 3 ～7 . ∠ 4 . 2 1 . 8 2 . 5

川　　　　　 谷 15 3 2 3 . 5 3 3 . 3 9 . 5 2 . 8 2 . 0 2 8 . 8 1 5 3 1 0 . L 1 6 . 3 1 7 . 8 5 . 2 3 . 3 0 °0
箪　　 笥　　 町 1 1 1 4 2 . 3 1 1 . 7 1 0 °料 1 0 . 8 0 . 0 2 4 . 3 l l l 2 7 . 9 2 1 .も 3 2 . 4 7 . 2 4 . 5 2 . 7

榎　　　　　　 町 12 8 3 0 . 5 l d . 0 4 . 7 0 °0 3 . 1 4 3 . 合 1 7 8 1 9 . F 7 . 8 3 9 . 1 1 . も 0 . 8 2 . 3
若　　 松　　 町 1 1 0 3 4 . 5 2 3 . b 2 0 . 0 5 . 4 0 . 9 1 4 . 5 1 1 0 1 0 . 9 2 3 .も ～0 . じ 1 . 8 0 . 9 7 . 3
大　　 久　　 保 l～9 2 0 . ～ 3 i . 5 7 . 8 与. 丁 0 . 8 3 4 . 1 1 7 9 1 4 e u 1 7 . 8 2 5 . b う.◆ 0 °0 3 . 1

戸　　　　　 塚 1 3 0 ～7 . 7 2 1 . 5 5 . 2 】°1 0 . 0 ◆1 . 5 1 1 0 l 】. 1 1 3 . 1 2 9 . 2 ～.◆ 1 . 5 】. l
落　 合　 第　 一 9 5 3 0 . ～ 1 9 °8 8 °3 1 °0 2 . 1 4 0 °も 9 5 2 5 . 0 1 0 °4 2 1 . 9 4 e 2 1 t O 3 . 1

落　 合　 第　 二 1 1 4 ! 7 . 7 ～l t l 1 4 - 9 1 . 8 5 . 1 1 8 . 4 1 1 4 1 4 . t〕 7 . 9 粥 . 1 ん°4 0 . 9 1 . 8

柏　　　　　 木 1 1 2 2 8 . b 1 7 . 0 1 4 . 3 0 °9 1 . 8 3 7 . 5 1 1 2 1 0 . 7 1 1 . 9 3 1 . 3 2 . 7 1 . 8 0 . 0
角 害 ・区 役 所

性　　　　　　 別

ちら 2 1 .ヽ 1 . 8 1 2 . 5 0 °0 0 . 0 6 4 . 3 弓も 1 9 . も 1 9 °3 1 年. j 3 . 5 0 . 0 1 . 8

男　　　　　 性 5 3 1 3 1 . 1 2 ～. 5 1 1 . 3 4 . 9 1 . 9 2 8 . 2 5 3 1 ～1 . 1 1 3 °も 2 9 . 8 ん. 1 1 . 7 3 . 0
女　　　　　 性

性　 年　 代　 別
8 0 8 2 8 . 5 2 く) . T 9 . 1 1 . 8 1 . 8 3 7 . 7 b O e 2 0 . 1 l 白°邑 2 5 . 0 4 . 3 1 . 5 2 . 0

男　　 加　　 代 15 3 7 8 . 1 2 7 . 5 1 9 . 5 3 . 9 1 . 3 2 8 . 8 l ì 3 1 9 . リ 1 8 °3 2 4 . と ) . 3 2 . 0 4 . 5

男　　 誠　　 代 12 3 7 8 . 5 2 5 . 0 いけ . U 4 . 1 0 . 8 2 7 .も 1 フ3 7 1 . 1 l 1 . 5 3 2 . 5 5 . 7 0 8ヽ 1 . 5
男　　 40　　 代 lC沌 〕5 . d 呈昌:庸 : ; 5 . 7 1 . 9 ～6 . 年 1 1 も ∋0 . 2 2 . 8 〕0 . 2 5 . 7 1 . 9 1 . 9
男　　 印　　 代 5 8 3～.与 2 . 9 2 . 9 之も. 5 ら8 1 3 . 2 1 4 e T 3 b . ト { °◆ 1 . 5 5 . 9

男　 60　代 以 上 里 3 3 . 3 1 3 ,も 1　 8 . 5 8 .も 3 . 7 3 2 . 1 戸l 1 9 . 8 1 8 . 0 2 8 . 4 1 . 2 2 . 5 1°2

女　　 加　　 代 14 2 7 9 .ヽ 2 4 . 8 l 1 0 . 6 1 °4 0 . 7 3 3 . 1 1 4 2 1 5 . 5 2 2 . 5 2 7 . 5 2 . 8 2 . 1 1 °4
女　　 灘　　 代 1 1 4 2 5 .年 2 5 .ヽ 2 1 1 . 9 3 °0 0 . 7 3 3 . 8 1 1 4 1 5 . 7 1 8 . 7 2 7 . b 8 . 2 0 . 7 2 . 2

女　　 40　　 代 1つる 3 4 . 9 1 9 . 8 : 1 4 . Z 2 . 8 0 . 9 ～7 .も l ′)も 1 5 °0 1 9 °8 3 2 . 1 5 . 7 2 . 8 4 . 7

女　　 50　　 代 ln l ; 3 1 . 1 l b . 8 1 5 。9 1 . 0 3 . 0 4 1 . b 1 1 1 7 4 . 8 1 7 . 8 1 9 . 8 2 . 0 2 - 0 1 °0

女　 餌 代 以 上 lZ 5 : ? Z .◆ 1 5 . 2 : 5 .も 0 . 8 3 . 2 5 2 . 8 1 2 5 2 9 .も 1◆°4 1 7 . 5 2 . 4 0 . 0 0 . 8

後　　 集　　 別

自 営業 ・事 業主
1ろ7 わ . 7 2 1 . 8 1 0 .～ 4 .～ 2 .年 2 9 . 9 1 6 7 2 5 . 1 1 0 °2 3 4 - 7 年°2 0 . 8 1 . 2

管 現収 ・自由業 q 9

3 rl～

l n T

Z h 8

ろ1

1 1 7

は 冒: :

2 5 . i

? 5 - 1

2 8 °2

l Z 3 . 1

l き. 0 1 1 5 . 9 4 . 5 2 . 2 1 8 . 0 8 9 】5 . 7 1 5 . 7 2 2 . 5 9 . 0 1 . 1 0 . 0

事 頻破 ・技 術職 2 2 . 5 : 1 2 . 3 3 . 0 1 . 3 2 7 . 5 3 r12 2 0 . 5 1 5 . 9 2 5 . 2 与. 3 2 .も 3 . 3

労鰯救・サーヒス戯 2 ん. 3 : 8 .年 1 . 9 0 . 9 3 9 . 3 1 0 7 1 9 . も 1 2 . 1 2 9 . 9 0 °9 0 . 0 1 . 9

主　　　　　 綿 2 0 . 1 i 1 9 °d 3 °0 1 . 9 3 8 . 1 ～6 8 1 9 °0 2 1 °も 2 7 . 8 5 . 2 1 °l 3 . 与

学　　　　　 生 2 1 . 】 E　 8 . 2 3 . 3 1 . 8 3 9 . 3 b l = h 与 l d ▼0 2 7 . 9 3 . 3 3 . 3 4 . 9

無　　　　　 職 19 . 7 : 6 . 0 3 .◆ 2 . b 4 5 . 3 l l T フ3 . 1 l b . 2 Z Z e Z 1 . 7 1 . 7 0 . 0

そ　　 の　　 他 初 口 8 ・も 3 5 . 7 1 0 . 0 〕°5 0 . 0 3 2 . 1 2 8 門 . 」 2 1 . 年 2 5 . 0 3 . も 3 . 5 7 . 1

家　 族　 人　 数　 別

1　　　　　　 人 2 ∩8

l

: 2 1 . 8 2島. 0　 1 2 . 0 4 . 3 0 . 5 〕5 .も 2 0 8 2 1 . 2 1 9 . 2 2 0 . 7 1 . 年 1 . 9 1 . 4

2　　　　　　 人 17 1 ! 2 9 . 8 1 9 °9　　 d t 2 1 . 2 4 . 1 3 8 °8 1 7 1 2 4 . 0 1 5 . 4 1 8 . 1 2 . 9 0 . 5 3 . 5

3　　　　　　 人 2 2 0 r　Z T . 3 2 3 . 2 . 7 . 3 2 . 3 1 . 年 3 8 . 6 2 2 0 2 1 . 8 l b °4 2 7 . 3 5 . 5 2 . 3 4 . 5

4　　　　　　 人 2 9 1 i 3 4 . 0 l む. 9　 1 1 . 7 与. 8 1 °与 ～9 . 2 2 q l 】8 . か l b . 2 3 4 .年 与. 5 1 . 7 2 . 1

5　　　　　　 人 111 3

9 9

T

3 2 . 2

3 年. 3

年2 . 9

1 卓°9　 1 1 . 9 2 . 8 ～. 1 3 2 . 2 1 4 】 1 8 . 2 l 3 °3 2 8 . 〕 7 . 0 2 . 1 1 . 4

6　 人　 以　 上 2 ～. 2　 1 3 . 1 3 . 0 2 . 0 2 5 . 3 9 9 1 9 e 2 l b . 2 】8 . 4 5 . 1 0 . 0 1 . 0

N　　　　　　 A 4 2 . 9　　 0 . f_i 0 . 0 0 . 0 1 4 . 3 7 2 8 .も 0 . 0 0 . 日 0 . 0 0 . 0 0 . 3

ラ イ フ ス テ ー ジ

婿　　 前　　 期 3 1 5 ～8 . 2 2 4 . 年　 1 0 . d 3 . 5 1 . 3 3 2 . 0 3 1 8 1 9 . 0 1 5 . 8 2 7 . 5 1 . 9 2 e 5 2 . 2

家　 族 形 成 期 8 9 ～3 . 2 3 0 °4　　 8 . 7 1 . 4 2 . 9 3 3 °3 b 9 2 3 . 2 1 8 . 8 1 8 e b 4 °3 0 - 0 2 °9

家 族 成 長 期 (A ) 1 0 7 2 3 . 4 2 3 . 4　 1 3 . 1 4 . 7 0 . 9 3 4 . b 1 0 † 1 9 . b 2 8 . 2 2 5 . 2 8 . 4 0 4 9 2 °ち

家 族 成 長 脚 ㈲ lT O 3 5 . 9 2 3 °5　 1 2 . 4 3 . 5 0 . 3 2 4 . 7 l T O 1 5 . 9 1 2 °9 号5 . 3 1 0 °0 0 . b 2 . 年

家 族 成 長 刺 C ) 1 1 3 1 4 . 5 1 号. b　 l O . 5 3 . 5 U . 9 3 1 . 9 1 1 3 2 0 °4 1 7 4 7 2 8 . 3 4 °4 4 - ◆ 3 . 5

家　 族 成 熟 期 1 2 0 3 5 . 0 1 1 . 7　　 9 . 2 1 . 7 4 . ～ 3 8 . 3 1 2 0 2 0 . 8 1 5 . 8 3 0 . 8 2 . 5 0 . 0 1 . 7

老　 年　 期 lA ) 7 8 ～5 . 0 1 9 . 7　　　 も. b 3 . 9 3 . 9 4 0 °己 了も 1 4 . 5 1 0 . 5 3 5 . 5 2 . 8 0 °0 2 . 5

老　 年　 期 (B ) 6 1 】8 . 1 1 1 . 5　　 4 . 9 1 . も 3 . 3 4 2 . 8 b l 3 2 . 8 1 5 °4 1 4 . 8 1 . 8 1 . も l e b

老　 年　 期 (C ) 3 5 2 5 . 0 2 -7°8 , 1 1 . 1 5 . も 0 . 0 3 0 . 5 3 5 3 8 . 9 1 1 °l 8 . 3 5 . 5 2 . 8 0 . 0

そ　　 の　　 他 4 8 2 2 . 9 2 5 . 0 : 1 0 .ヽ 与. 2 4 . 2 3 3 . ∋ 4 8 2 5 . 0 1 8 . 7 1 5 . 7 0 . 0 2 - 1 4 . 2

N　　　　　　 A 2 3 2 1 了ヽ 1 7 . 4　 こ1 7 . 4 0 °0 0 . 0 4 3 . 5 2 3 2 1 °T 1 7 . 4 2 8 . 1 0 . 0 0 °0 4 . 3

住　 居　 影・態　 別

一　 戸 建 持 家
52 2 3 0 . 7 2 0 . 7 : l CI. 7 3 . 1 2 . 7 3 2 . 2 5 2 2 1 8 . 4 1 3 . 8 3 2 . 4 3 . 8 1 . 5 2 . 3

一　 戸 建 借 家 与2 3 5 . 7 1 8 . 7

2 3 1 9

～2 . 3

9 . う

9 . も

1 1 °も

2 . 4 0 . ひ 3 5 . 7 4 2 3 5 . 7 7 . 1 2 8 . 2 9 . 5 4 . 8 0 . 0

民 間木造 アパ ート 1 8 8 2 5 . 0 2 °1 1 . 8 3 7 . 8 1 8 8 1 8 . b 2 3 . 4 1 9 . 7 3 . 2 1 . も 3 . 2

鉄筋・ア′で- トマンソヨン 2 5 1 3 1 . 3 3 °2 0 . 8 3 0 , 7 2 5 1 2 4 . 3 l ~7 . 9 2 4 . 7 4 . 4 0 . 8 2 . 4

社　 宅 ・ 官 舎 5 8 3 1 . 0 2 5 . 9 5 . 2 5 . 2 0 °0 3 2 °8 5 8 1 5 . 5 1 7 . 2 2 7 . も 8 . も 1 . 7 5 . 2

寮 ・間借 り・住込み ろ9 2 7 . 5 1 7°も 8 . 7 7 . 2 1 °ヰ 3 7 . 7 8 9 Z l e '7 1 3 °0 2 1 . 7 2 . 9 2 . 9 l ▼4

そ　　 の　　 他 9 0 . 3 3 1 . 3 3 3 . 3 0 . 0 0 . 0 3 3 . 〕 9 3 3 . 3 3 3 4 3 0 °U 0 . 0 0 . 0 O L. 0

居 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら 9 7 2 8 . 9 用 . う 9 . 3 3 . 1 1 . 0 4 1 . 2 9 7 ～2 . 7 1 3 °4 3 3 . 0 1 . 0 3 . 1 1 . 0

終 戦 ～昭 和30年 Z b b 3 0 . 5 1 8 t O ぢ°e 3 . 4 3 . 0 3 b . う 2 8 5 1 9 . , 1 3 . 2 2 8 -も 3 . 4 1 . 5 1 . 5

昭 和 31年 - 4 0年 1 /1 2 ? 9 . 0 2 2 . 2 1 3 . 8 3 . 1 1 . 9 3 0 . 2 1 ろ2 ? l e も 1 5 t 4 2 8 . 5 5 . 5 3 °1 1 °9

昭 和 41年 - 4 5年 1 2 8 3 ～. 8 2 8 . 9 8 °8 3 . 9 U . 埼 2 5 . 0 1 2 8 ～3 . 4 1 3 °3 2 8 . 9 7 . 8 0 . 8 3 . 1

昭 和 亜年 一郭年 1 1沌 〕1 . 1 7缶. 0　 1 1 . / 2 . も 2 . 8 2 6 . 5 l q b 2 0 °9 1 8 °◆ 2 5 . 0 5 . 1 1 . 0 3 . 8

昭 和 5 1年 一泊年 24 5 フも. 9 1 9 . b 1 1°0 4 . 1 1 . 2 3 17 . 1 2 4 5 2 0 . 0 2 cj. 4 ～4 . 9 2 . 9 1 . 2 2 . 0

封　 年　 以　 降 ちら 2 8 . 9 2 / . 2　　 8 . 9

l
0 . 0 0 . 0 4 0 . n

】

4 5 1 1 - 1 2 2 . 2 2 2 . Z

l

4 °4 0 . 0 8 . 9
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Qは　隣り近所の人とふだんどの程度のお付き合いをしていますか。

(lA)

回答項目

フ　ェ　ー　ス

新 そ わ

N

挨 立 お来 困合 ほて 付 N

A

宿 の か 拶 ち 互し つう とい き

区 他 ら を 話 レヽて た程 んな 合

全 を か を のい と親 どい つ
体 レヽ わ

す

程

度

す

る

程

度

家る

γこ

行

き

き　し

はい

助

け

付

き

A

つ

て

レヽ

な

い

組　　　　　　 数

地　　 域　　 別
10 .7 1.8 15.2 1119 38°b 29 .7 12.3 b°も 10.4 3 .8 0 .●

四　　　　　　 谷 9 .2 2 .0 18 °3 153 39.9 33°3 11°1 5.9 5.9 3°3 0.7
箪　　 笥　　 町 3 .も C .0 0 .0 111 37.8 32°◆ 18°Z 2.7 7.2 3.6 0.0
撰　　　　　　 町 10 .2 3.1 15.も lZ8 33.8 ～9 .7 13.3 5.5 15.8 1 °も 0 .8
若　　 松　　 町

8 .▲ 0 .9 8 .2 110 43°b 30 .0 10.0 5.5 与.5 8 .4 0.0
大　　 久　　 保 11.も 2 .3 ～0 .2 129 78 .7 3 1.8 lん.7 8°2 17. 1 1°も 0 .0

戸　　　　　 塚 10 .8 4 .6 19 -2 130 31 .5 25 .4 10°5 14°も 13°l 3 .8 0 .8

落　 合　 第　一 12 .5 0 °0 2 1.9 98 29 e2 27 °1 11°う 4.2 71.9 5 .3 0 °0

落　 合　 布　二 14 .9 1.8 19 .3 1 14 48°2 24 °も 13.2 8.8 1▼8 2°も 0.9
柏　　　　　 木 19 .8 G .0 15 .1 1 12 36 .も 27 .7 11.5 8.0 8.9 7 .1 0.0
角笛 ・区役所

性　　　　　　 別
7 .1 1.8 12 .5 うら 41 .1 37 .5 8.9 0▼0 8 .9 1 .さ 1 .8

男　　　　　 性 12 .2 2 .8 11.7 51 1 39 .9 25 °8 8.7 6.4 13 .も 5 .1 0 .も
女　　　　　 性

牲　 年　 代　 別
9 .4 0 .8 18.3 en8 34 .0 33 .1 15 .5 5.7 7 .7 2 .8 0 .3

男　　 加　　 代 15.7 3 .3 9 .2 l～3 39 .2 20 °9 2.6 2.0 23 -5 ll.8 0 .0
男　　 測　　 代 13.0 3.3 7.3 1～3 37 ▼4 25 .2 10.5 5.5 13 .8 4 .1 2 .4
男　　 40　　 代 9 .4 2.8 15.1 10も 39 .8 〕0°2 10.4 10°4 7 .5 1.9 0 .0
男　　 馳　　 代 16 °Z 1., 5°9 68 4 1°2 3b .8 ら.9 与.与 10 .3 1.5 0 .0

男　餌代 以上 与.9 2.5 23.5 ql 44 °4 2 1°0 lT .】 11 .1 4 .9 1°2 0 °0
女　　 加　　 代 1年.1 0.7 13.4 l与Z 43 .0 28 °2 9 .2 2 °8 10 e5 5 .3 0 .0
女　　 刀　　 代 8 .～ 0 .7 17.9 114 32 .だ 28 .4 19t4 4 .5 12 .7 1.3 0 .7

女　　 40　　 代 8 .5 1.9 8.5 105 29 .2 48 .1 11.3 5.7 3°8 1.9 0 °0

女　　 50　　 代 b.9 1.0 24 .8 10 1 35 .b 3◆°7 1台.8 ◆ヽ 0 5 .0 2 .0 0 .0

女　餌代以上

職　　 業　　 別
8.0 0.0 27.2 125 28 .0 29 .5 1_9 .2 18 °8 4 t8 0 .8 0 .8

自営業・事業主 9.0 1.8 13 .2 1ら7 31°了 35°3 lll°与 11°卑 4 .e 1.2 1.2

管理職・自由業 20.2 5 .8 10 .1 q9 37 .1 23°も 12 .4 9 .0 12 °4 5 .8 0 .0
事傍収・技術職 15.8 ～°0 10°も 3OZ 4 1°T 27 .8 5 .3 4 .も 13 .9 も.0 0 .7

労郁掛サーヒ欄 12.1 0.9 22.4 1∩7 44 °9 lT e8 11°2 5 .8 15 .0 5 .も 0 °0

主　　　　　 姑 5.3 0 .0 15 .7 2 ム8 30.2 39.9 le .ヽ 8 °3 5 .2 le5 0 °●

学　　　　　 生 11.5 1 .も l】.1 81 42le 14.8 4 °9 1°も 29 -5 5 °も 0 .0

無　　　　　 職 4 .3 3 .4 iT .4 117 39.3 25°ら 19eT 8 .8 島.0 1.7 0 .0

そ　　 の　　 他 0 .0 0 .0 i与.〕 28 ～1.4 28°も 25.8 7 °1 10 .7 7.1 0 .0

家. 族　人　数　別

1　　　　　　 人 13 .9 3 .4 15 .8 20 8 34 .8
19.2 10 .5 3 .8 19 .2 12 .0 0 .5

2　　　　　　 人 10.5 1 .2 22.8 lTl 43 -9 19.9 8 .8 8 .8 15 -8 2 .9 0 .0

3　　　　　　　 人 9. 1 2 .3 10 -9 2 20 38.も 25°も 11.8 7 .7 10 °9 le8 0 .5

4　　　　　　 人 9.も 1°◆ 11 .7 2 91 ～9-9 41°も 14 .8 7 °2 4 .5 1°4 0 .7

5　　　　　　 人 11.9 0.7 17 .5 143 ▲0 .8 33▼8 13.3 4 .2 7 .7 0 .7 O eO

6　人　 以　 上 7.1 1.0 14.1 99 38.4 32°3 14 .1 8 °1 3 .0 3.0 1.0

N　　　　　　　 A 42 .9 0.0 28.b 7 57.1 0°0 1年.う 0 .0 14 .3 14 .3 0 .0

ライフステージ

婚　　 前　　 期 14 .9 3.5 12 .〕 3 1も 42 .1 20 °も 5 .も 3 .2 18 .4 9 .2 0 .0

家　族形 成期 15.9 0 .0 15°9 89 43 .5 18°8 1°与 4°3 ～8 -1 5 .8 0 °0

家族成長期(A) 5 .8 0 .9 10 43 107 34 .も 3も.4 15 .9 ) .丁 5 .島 0°9 2 .8

家族成長瑚㈲ 11.2 1.8 10.°0 170 32 .9 3～.9 15 .3 10 °0 7 .1 1°8 0 .0

家族成長期(C) 11.5 0 .0 9 .丁 113 3 1.9 4〕.与 15 .9 4 .4 4 .4 0 .0 0 .0

家:族成 熟期 7 .5 1.7 19 -2 120 38 .3 35 .7 10 .8 7 .5 5 .8 0 .6 0 .0

老　 年　 瑚 (A) b .e 1.〕 28 .3 75 22 °年 44 .7 22 .4 10 .5 0 .0 0 .0 0 .0

老　 年　 期 (B) 4 .9 0 .0 28 .2 8 1 〕9 .3 2 1.3 15 .4 14.8 も.b 1°8 0 .0

老　 年　 期 (C) 5 .8 0 .0 ～7 .8 3ll 38 .9 15 °7 19 .年 11 °1 11.1 2 .8 0 .0

そ　　 の　　 他 10 .▲ 4 .2 20 .8 48 35 .4 27 .1 lh .占 10 °4 8 .3 2 .1 2 .1

N　　　　　　　 A 8 .7 0 .0 2 1.7 23 39 .1 28 .1 13 .C 与.3 4 t3 8 .7 4 .3

住　居　形　態　 別

一　戸建 持家
10 .0 1.1 18.7 522 35 .8 32 .2 15.5 8.8 8 .3 1 .0 0 .4

一　戸建 借家 7 .1 0 .0 9 .5 42 42 .9 28 .8 14 .3 9°5 4 .8 0 .0 0 °0

民間木造アパート 丁.◆ 3 .7 19 .1 188 43 .5 2占.る etら 3.7 11 .7 5 .9 0 .0

鉄筋・アパート・マンソjン 12 .7 1°2 11 .5 251 39 .4 27 .5 9 .2 4.4 15 .1 4 .0 0 .4

社　宅 ・官舎 13 .8 1.7 8▼e 58 27 .8 37 .9 12. 1 8.9 8 .9 8 .9 1 .7

寮・間借り・住込み 17 .4 4 .〕 14 °5 59 23 .2 1台°8 8 .7 2 .9 27 .3 17 .4 l.4

そ　　 の　　 他 11 .1 0 .0 22 .2 9 11.1 44 .4 11 .1 ll. 1 11 .1 11.1 0 .0

居　住　年　数　別

戦　 前　 か　 ら 5 .2 0 .0 19.も 97 38 °l 30 .9 ll.〕 14.4 2 .1 1 .0 2.1

終戦ナ昭和胤年 12 .0 1 .9 18 .4 286 32 .0 29 .3 19 .5 9 .◆ 9 .0 0 .8 0 .0

昭和31年～40年 9 .3 1.2 15 .4 182 34 °b 39 °5 10 .5 8 .8 8 .2 2 .5 0 °0

昭和41年～45年 8 .5 1.5 12 .5 128 37 .5 38 °3 11.7 4.7 8 .3 1°5 0 .0

昭和亜年～50年 10 °2 3 .1 11.1 lOも 37 .8 23 °う 1〕.d 5°1 14 .8 4 .1 1 °0

昭和51年～…迅年 14 .3 1.e 12.7 245 38 .d 28 .9 7°3 2.年 15 .5 9 .0 0 .0

封　 年　 以　 降 8.7 2.2 ～～.～ 45 53 .〕 1 1.1 0-U 8.7 17.8 8.9 2.2
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013・最近の報道で・一人暮らしの老人が死んだまま発見されたり.両親が不在のませ小　Qll.あなたが住んでいる地域にほしいと思う施設を,

学生の子ともたけで何か月も暮らしていたということがありましたが.これについて　　　次の中から2つ以内で選んでくださレ。〔回答黒

どう思いますか。(1A)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5提示〕(2Å)

回 答 項 目

フ ェ 一一ス

N

佃 つ仕 気 が た ど き 疎 が だ 役 開 き そ わ

N

保 児 集 婦 老
人 て 方 の 何 れ が だ り気 所 が だ の か 育 老 会 人 人
的 の が

な こ を

事 と い

情 た

が か

あ ら

毒 も

だ て

と き

は を

思 い

う

か 気

親 を

戚 付

の け
入 る

な べ

近 を

所 付

の け

入 る

た ベ

ち き

を 面

ど 例

の を

行 み

放 る

機 ベ

他 ら

な

レヽ

園 館 垂 会

館

会

館

繕　　　　　　 触

地　　 域　　 別
1 1 つ9 9 . 8 1 年. 4 2 〇. う 〕3 . 4 1 5 . 9 1 . 1 4 . 8 l 1 1 9 も.ヰ 5 . 3 5 °1 7 . 8 8 . 9

四　　　　　　 谷
l ～∋ 】0 . 5 1 3 . 7 2 1 . 0 ∋与. 0 1 8 . 1 0 . 7 3 . 3 l 弓3 5 . 2 9 . 号 う. } 1 3 . 7 1 4 . ヽ

箪　　 笥　　 町

綾　　　　　 町

1 1 1 7 0 . 7 1 5 . 3 1 6 . ∠ 〕8 . 7 7 . 2 0 . 9 0 . 9 1 日 3 ・? 2 . 7 2 . 7 誰. 1 5 . 3

若　　 松　　 町 1 7 8

1 1 0

1 4 . 1

1 1 . 8

5 °う

l b . 4

1 8 .ヽ

～9 . 1

1 5 . 9

2 9 . 1

1 7 . 2

1 0 . 0

0 . 8

0 . 0

1 0 . 2

3 . 0

1 7 烏

1 1 0

7 . 11

8 .∠

1 . 5

1 3 .も

3 . 9

4 . う

3 . 1

1 0 . 0

1 1 . 7

1 9 . 1
大　　 久　　 保 1 2 9 1 0 °l Z b °4 1 7 . 1 2 8 . 7 1 0 . 9 2 . 3 4 . 7 1 7 9 l c t l ー7 . 8 7 . 8 1 0 . 1 9 . 3
戸　　　　　 塚 1 3 0 5 . 9 1 5 . 4 袖 . 2 2 7 . 7 1 9 . 2 0 . 0 与. b 1 3 0 4 . b ◆°8 色. ヱ 7 . 7 8 . 5
落　 合　 第　 - 9 8 4 . 2 1 2 . 5 2 4 . り 3 2 . 3 2 0 . 8 1 . 0 5 . 2 q ム 与. 2 4 . 2 3 . 1 4 . 2 2 °1
落　 合　 第　 二 11 年 4 . 4 1 7 . う 2 0 . 2 2 4 . 5 Z 8 . 1 3 . 5 1 . 5 1 1 4 1 2 . ∋ .つ. 9 8 . 8 〕. う 3 . 5
柏　　　　　 木 1 1 2 5 . 3 1 1 . b 2 C1 . 5 3 5 . も 1 5 . 1 0 . 0 8 . 9 1 1 2 ～. 7 2 . 7 2 . 7 7 . 1 も. ～
角 筈 ・区 役 所

性　　　　　　 別

弓も 7 . 1 3 °も 8 . 9 b G . ~r 1 0 . 7 3 . b 5 . 年 与る 3 . e 1°8 3 . と 5 . ヽ 3 . 8

男　　　　　 性 5 3 1 1 1°7 1 2 . 5 2 0 . 7 3 1 . 3 1 7 . 9 1 . 3 4 . 5 5 3 1 んt l 5 . 3 ん. う ` . 5 7 . 7

女　　　　　 性

性　 年　 代　 別

8 0 8 8 . Z 1 6 . 0 2 Cl. ん 3 5 . 2 1 4 . 1 1 . 8 5 . 1 6 ∩8 8 .ヽ 5 . 3 5 . 3 1 0 . 年 9 . 9

男　　 加　　 代 l う3 1 4 °4 9 . 8 Z 3 . 5 2 6 . 1 1 7 . も 0 . 7 5 . 9 lうう 3 . 9 4 . 5 3 . 3 3 . 3 2 . 5
男　　 卸　　 代 1 2 3 】3 . 8 1 1 . 4 2 0 . 3 2 も. 8 1 7 . 9 3 . 3 5 . 5 1 2 3 8 - 1 d . 1 5 . 7 与. 9 4 . 9
男　　 40　　 代 1 リb 9 e ヰ 1 5 . 1 2 2 . e 〕9 . b 9 . 4 0 °0 〕. 8 1′16 1 . 9 2 . 8 3 . と 占. ム 7 . 5
男　　 馳　　 代 6 8 8 . 8 1 4 . 7 1 7 . 5 〕0 . 9 ? 2 . 1 1 . 5 4 . 年 ら8 1 °ら 5 . 9 1 0 . 3 5 . 9 7 .年
男　 餌 代 以 上 q l 8 . も 1 4 . 8 l b . U 3 3 . 3 フ5 . 9 1 . 2 0 . 0 R l 3 . 7 4 . 9 3 . 7 2 . 5 2 2 . 2

女　　 加　　 代 1 4 2 , 与. 2 1 9 . 0 1 9 . 0 3 2 . 4 1 9 . 0 1 . 4 与. 9 1 4 2 1 0 t 6 9 °2 Z . 5 7 . 7 5 . も
女　　 測　　 代 1 1 4

1 11 5

1 0 1

1 2 5

9 . 7

1 3 . 2

9 . 9

5 . も

1 4 °2 2 1 . も 3 1 . 〕 1 7 , 2 0 . 7 5 . 2 1 1 4 9 . 7 8 . 2 5 . 2 1 4 . 2 4 . 5
女　　 40　　 代 1 5 . 1 l T . し 4 1 . 5 1 0 . 4 0 . 9 1 . 9 l r)も 9 . 年 2 °8 9 さ4 1 5 . 1 2 . 8
女　　 50　　 代 l ヨ. 9 2 4 . 8 3 4 . 7 7 . 9 1 . 0 7 . 9 1 11 1 5 . 9 2 . 0 う. つ 9 . 9 1 4 - 9
女　 釦 代 以 上

嶋　　 集　　 別
l b °8 2 0 . 日 3 7 . も l 】. b 0 . 8 5 . 5 1 7 5 5 . b Z . 4 有t O 5 . も 2 2 . 4

自営 業 ・事業主 l /I T 1 0 . 2 9 . 0 2 0 . 4 3 7 . 7 1 7 . 4 0 . 0 5 . 年 1ら7 6 °∪ 3 .も 8 . 0 与.8 1 0 . 2

管 理 職 ・自由業 d 9 】5 . 7 1 1 . 2 1 8 . 0 2 5 . 8 2 5 . 8 1°1 2 . 2 q 9 3 . 4 5 . 8 う. b 5 . 7 9 . 0
事 鰯 蛾 ・妓嫡載 3 n Z 7 . 0 1 5 °9 2 2 . 2 3 1 °5 】8 . 9 1 . 7 3 . 0 3 r)2 5 . 0 b . b 4 . 3 8 . 9 5 . 3
労 務傲・サーヒス級 l r1 7 1 4 t u 1 7 . 8 1 9 . も ? b . Z 1 占. 8 0 . 9 4 . 7 ト)丁 占. う 4 . 7 4 . 7 1 . 9 8 . 5

主　　　　　 始 2 6 8 1 0 °ヰ 1 2 °3 Z L〉-う 3 9 . 9 9 . 7 1 °5 5 . 5 2 5 8 8 t も 4 . 9 5 . 0 1 2 °7 9 . 7

学　　　　　 生 b l 9 . 8 l d °0 1 9 . 7 〕b °1 9 . 8 0 . 0 6 . 6 h l もe b 5 . 2 3 . 3 与. 9 1 °b
無　　　　　 職 1 1 7 5 °U 1 4 °5 2 2 . 2 3 2 . 5 l b . 2 1 . 7 5 . 8 1 1 7 も。さ 3 ▼4 2 . も 2 . 6 2 2 . 2
そ　　 の　　 他

家　 族　 人　 数　 別

2 8 1 4 ▼j 3 9 °3 l Cl. 了 1 4 . 3 1 0 . 7 0 . 0 1 0 . 7 2 8 1 0 . 7 7 e l 1 4 . 3 1 4 . 3 0 °0

1　　　　　 人 2 0 8　 1 0 . 1 1 4 °9 2 1 . 2 2 7 . 9 1 9 . 2 1 . ◆ 5 . 3 2 11 8 4 . 8 4 . 8 有. 3 5 . 3 8 . 7
2　　　　　 人 鳥 目 : 2 1 9 . 3 1 4 °〇 3 5 . 8 1 8 .年 1 °2 5 . 3 1 7 1 5 . 3 3 . 5 5 . ん 5 . 8 1 5 . 4
3　　　　　　 人 1 3 . 2 2 3 . b 3 b . 4 1 2 . 7 1 . 4 4 . 1 2 2 0 6 . 8 5 . 5 6 . せ 9 . 5 ら. 0
4　　　　　　 人 2 9 1　 1 2 . 7 1 1 . 7 1 9 . 6 3 2 . 0 1 7 . 2 1 .有 5 . 5 2 9 1 もt 5 8 . 2 2 °7̀ 8 °も 7 . 9
5　　　　　　 人 1 4 3　　 8 . 4 l ≡1. 3 2 4 . 5 〕8 . 4 l ●. 0 0 . 7 2 . 8 1 4 3 , 5 . 8 与. ～ 7 . 0 5 .も 9 1 1
6　 人　 以　 上 9 9　　 9 . 1 1 8 °2 フ1 . 2 3 4 . 〕 1 4 . 1 0 . 0 5 . 1 q 9 . 1 1 . 1 2 . 0 5 . 1 8 . 1 3 . 1
N　　　　　　 A 7 2 8 °b Z d °8 1 4 . 3 0 °0 1 4 . 3 0 . 0 1 4 . 3 7　 ㌧ 踊 . 3 0 °0 0 °J 2 8 . 5 0 . 0

フ イ ブ ス 7 - ∵ソ

婿　　 前　　 期
3 1 lI 1 3 . 3 1 4 °9 1 9 .も 2 7 . 2 1 8 . 4 1 . 3 5 .年 3 1 8　　 4 . 7 b °b 3 . 2 7 . 3 3 . 8

家　 族 形 成 期 b 9 8 . 7 1 4 °5 1 5 . 9　　 3 4 . 8 2 0 . 3 0 °0 5 .日 5 9 1 1 °も ～°9 4 °3 7 . 2 4 . 3
家 族 成 長 卿 A I l n T　 l O . 3 1 3 . 1 2 2 . 4　 3 1 . 8 1 5 . 0 1 . 9 5 . 6 1 0 丁 1 2 e l 1年. 0 4 . 7 3 . 7 3 . 7

家 族 成 長 期㈲ 1 7 0　　 5 . 3 1 5 . 3 Z ん. 7　　 ∃8 . 5 1 3 . 5 1 . 8 2 . 9 1 7 0 5 . 5 4 . 1 5 . 9 8 . 2 5 . 3
家 族 成 長 期(C ) 1 1 3　 1 5 . 9 l 〕. 3 2 1 . 2 弓0 . 1 1 4 . 2 0 . 9 4 . 4 1 1 3 5 °之 2 . 7 5 . 3 1 3 . 3 4 . 4
家　 族 成 熟 期 l Z O 4 . 2 1 1 . 7 2 2 . う 4 3 . 3 1 3 . 3 0 . 0 5 . 0 1 2 0 4 °2 2 . 5 1 0 1 8 5 . 8 1 0 . 8
老　 年　 瑚 (A ) 7 8 1 0 . 5 1 8 . 5 , 2 色. 3 3 0 . 3 1 7 . 1 0 . 0 5 . 3 7 5 1 3 . 2 2 . も 2 °も 5 . 6 1 5 . 合
老　 年　 期 (別 8 1 8 . 2 1 9 . 7 l b . し 4 5 . 9 も. b 1 . も 0 . 0 もl 0 - 0 1 . も 8 . 2 8 . も 2 7 . 9
老　 年　 期 (C ) 3 5 8 . 3 1 3 . 9 1 3 . 9 4 1 . 7 1 8 . 7 2 . 8 2 . 8 3 8 6 . 3 5 . 占 2 . 8 2 . 8 2 5 . 0
そ　　 の　　 他 4 8　　 台. 3 ? ∠. 9 1 4 . 缶　　 2 5 . 0 2 0 . 8 2 . 1 6 . 】 4 8 O t O も°3 るe 3 1 8 . 7 2 7 . 1

N　　　　　　 A 2 3　　 4 . 3 b . 丁 4 . j l 44 . 5 2 1 . 7 0 . 0 1 7 . 4 2 3 ◆t 3 4 . 3 0 . 0 4 . 3 1 7 . ◆

住　 居　 形　 態　 別

一　 戸 建 持 家

5 2 2 1 0 . 0 1 4 . 0 1 9 . 3 7 3 3 . 9 1 6 . 9 0 . 5 5 . 4 5 2 2 T e l ◆°ヰ る°l 8 °0 1 0 °0

一　 戸 建 借 家 4 2 7 3 . 台 4 °8 Z b . ∠ 1 3 . 3 9 . 5 0 . 0 2 . 4 4 2 1 1 °9 4 °8 7 . 1 9 . 5 9 . 5
民間木造アパート 1 8 8 9 . も 1 8 °う 1 7 . 8　 3 0 . 9 1 8 . 6 2 . 1 与. 8 1 8 8 8 . 4 8 °4 与4 3 4 . 8 9 . b
鉄筋・アパート・マンンラン 2 5 1　　 8 . 与 1 年°3 2 2 . 1　 1 .ヽ 7 1 3 . 9 1 . 8 与. 4 2 5 1 4 °0 4 - 0 与e 4 8 . 8 7 - も

社　 宅 ・ 官 舎 5 8　 1 2 . 1 l 】. 8 1 7 . 2 [ !仏 . 2 1 2 . 1 3 . 4 5 . 2 う8 8 . 9 1 3 °8 3 t 4 8 . 9 3 . 4

寮 ・間 借り・住込み 6 9 4 . 3 1 8 °8 2 9 . Cl 2 9 °0 1 7 . 4 0 . 0 1 . 4 8 9 7 . 2 5 °8 1 . 年 5 . 8 5 . 8

そ　　 の　　 他 9 1 1 . 1 1 1 . 1 2 2 . 2 1 3 . 3 0 . 0 0 . 0 2 2 . 2 9 0 . 0 1 1 ▼l 1 1 . 1 2 2 . 2 2 2 . 2

居 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら
q T 】0 . 3 l e . 5 l 弓. b 1 ん. 0 l 〕. 与 1 . 0 6 . 2 q T 5 . 2 3 °l 5 °2 1 1 . 3 1 5 . 5

終 戦 一昭 細部 年 2/Iも 1 2 . 0 1 0 . 9 1 5 . F 1 7 . b は . 8 0 . 4 3 . 8 Z b d 8 °年 3 °0 4 . 5 8 . 3 1 0 . 9
昭 和 31年 - 4 0年 1 8 2 1 2 . .1 2 0 . も 1 9 . 1 1 ∋1 . 5 1 2 . 3 0 . 0 4 . 3 1 8 2 4 . 3 b °8 7 .年 1 . 4 6 . 0

昭 和 41年 ～45年 1 7 8　　 9 . 4 1 3 . 3 ? 4 . 2　　 3 0 . 5 1 7 . 2 1 °5 3 . 9 1 2 8 8 . 5 丘. 3 7 . 8 9 . 4 9 . 4

昭 和 46年 ～50年 1 号も　　 4 °b 1 5 . 6 フ有. F 1 3 . 7 】う. 3 1 . 0 5 . 1 1 9 も 7 . 1 8 4 2 与.与 も. ム 9 . 2

昭 和 51年 一弘年 Zも5 l l h ヽ 1 7 . 2 7 0 . 5 〕0 . 5 1 わ. 7 ? . J 6 . 1 2 4 5 8 °1 与. 9 3 . 3 8 °9 5 . 3

朗　 年　 以　 降 4 5　　 ～. Z 1 ィ. 表 ネん㍉, 1 ]は .占 1 1 . 1
l
与.与 4 . 4 4 5 8 . 9 ん°◆ ～°Z 0 °0 2 . 2
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015.今年は国際児童年で

すが,ど存知ですか。

(l A)

回答項目

フ1 -　ス

∴ 健 遥 体 杜 図 そ 特

N

知 知

園

児

藍

遊

園

康 動 育 会 書 の 忙 つ̀ ら

相

談

所

場 館 教

育

会

館

館 他 を

レヽ

て

レヽ

る

な

い

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別
2 9 . 3 1 2 . 1 2 5 . 5 14 °3 4 . 0 1 0 . も 2 °8 2 1 . 3 】1 3 9 6 3 . 9 1ら°l

四　　　　　　 谷 2 9 °4 1 1 . 1 2 0 . 9 8 . 5 3 . 3 11 . 1 0 . 7 2 4 . 8 1 5 3 7 8 °● 2 1 °も
箪　　 笥　　 町 2 6 . 1 7 . 2 2 0 . 7 11 . 7 0 . 9 2 9 . 7 0 °0 2 4 . 3 1 1 1 7 8 . 4 2 1°も

榎　　　　　 町 3 2 . 0 8 . 5 ヨ2 . 0 1 8 °8 ～.3 li!. 5 3 . 1 18 . 【) 1 2 8 8 8 . 1 13 4 3
若　　 松　　 町 l b °4 1 7 . 3 2 2 . 7 1 9 . 1 2 . 7 2 0 . 9 1 . 6 1 5 . 5 1 10 8 l l 8 Iとl°～
大　　 久　　 保 4 6 . 5 7 . 0 2 0 . 9 1 0 . 1 3 . 9 17 . 1 2 . 3 1 8 . 6 1 7 9 8 5 . 3 14 . 7

戸　　　　　 塚 3も. 2 1 8 . 9 2 5 . 4 1 2 . 3 8 . 9 13 . 1 2 . 3 l(1. 9 13 0 8 7 . 7 12 °3
落　 合　 第　 一 2 5 . 0 14 . も 4 2 . 7 2 5 . 0 1 .0 15 . b 5 . 2 19 . 8 袖 8 4 . 4 lら°ム
落　 合　 第　 二 2 2 . 8 2 0 . 2 2 8 . 〕 14 . 0 5 . 3 lb . 了 5 . 3 16 . 7 1 14 8 9 . 5 10 °ち
柏　　　　　 木 3 2 . 1 9 . 8 2 7 . 7 17 . 9 7 . 1 2 1. 4 7 . 1 7 0 . う 1 1 2 8 7 . 5 12 . 5
角 筈 ・区役所

性　　　　　　 別
ll1. 3 7 . 1 12 . 5 5 .4 7 . 1 う.勺 0 . 0 5 5 . 1 弓も 7 8 . 8 2 3 . 2

男　　　　　 性 2 8 . 2 12 . も 3 1. 8 16 . 9 3 .0 1占. ∠ 3 . 4 7 0 . 3 5 3 1 β4 . も 15 . ●
女　　　　　 性

性　 年　 代　 別
3 0 . 3 11 . 7 19 . 9 12 . 0 4 .8 lb .ウ 2 . 3 2 2 . 2 6 0 8 8 3 e 4 lb °8

男　　 加　　 代 2 8 . 1 5 . 5 4 5 . 8 2 5 . 5 1 .∋ 2 b . 1 2 .0 15 . 0 lう3 8 8 .9 1 1 . 1

男　　 灘　　 代 2 8 t 5 8 . 9 3 1 . 7 19 °5 1 .も 12 .∠ 3 . 3 19 . 5 17 3 8 3 t T lb .3
男　　 40　　 代 3 0 °2 1 5 . 1 3 1. 1 14 . 2 5 .7 lb .U 0 . 9 2 2 . 8 10 も 8 3 .0 17 .0
男　　 馳　　 代 2 9 .4 2 6 . 5 2 0 . 5 1 1 48 7 .4 lb .J 4 .4 待 . 2 ろ8 9 4 °1 5 .9
男　 60 代 以 上 2 4 . 7 1 4 . 8 18 . 0 4 . 9 1 °2 3 . 7 8 . 6 3 2 °1 R l 7 1 .も 2 8 .4
女　　 加　　 代 3 3 . 8 5 . 3 2 5 . 4 2 11 8 5 .3 2 5 .d 2 . 8 1 2 . 7 1 4 2 9 3 .7 8 .3
女　　 調　　 代 3 7 . 3 9 . 0 2 5 . 1 1 ●. 9 1. 5 2 0 . 1 2 . 2 1 4 . 2 1 1 4 9 8 . 3 3 .7
女　　 40　　 代 3 4 . 9 1 2 . 3 2 2 . も 1 3 . ～ 8 .も lb .U 3 . 8 14 . 2 1 つ8 鍔7 . 7 12 °3
女　　 50　　 代 1日. 8 1 8 . 8 9 . 9 5 . 0 5 . 0 1 3 . 9 0 . 0 36 .も 10 1 ▼8 . 2 2 3 . 8

女　60 代 以 上

義　　 薫　　 別
打 . 0 1 年. 4 1 2 . 8 2 °4 4 .8 5 . b 2 . 4 3 6 . 5 12 5 ふO e O 4 0 .0

自営業 ・事業主 2 2 . 8 12 . 0 2 8 . 7 12 . も 3 .も 10 . も 4 . 2 7 5 . 3 18 7 P O . 2 19 .8

管理職 ・自由業 15 . 9 2 4 . 7 2 1. 3 15 . 7 4 .5 lb . ツ 3 . 4 2 2 . 5 8 9 P も.3 15 .7

事都城 ・技術脇 3 2 . 5 7 .3 2 9 . 1 2 0 . 9 5 .0 2 1 .2 2 . 3 1 7 . 9 3 ()2 9 0 . 1 9 ▼9
労務職・サーヒ鳩 3 6 .年 13 . 1 2 8 . 0 19 .5 1 .† 15 .9 ～. 8 l6 . 6 lrH 8 0 . 4 19 °e
主　　　　　 婦 3 0 .も 14 .2 2 1 .6 9 °7 3 .7 14 .2 2 .2 2 0 . 9 2 6 8 8 5 . 8 1与. ～
学　　　　　 生 2 7 .9 1 .b 与5 . 9 2 3 .0 l tb 3 8 . 1 l .5 1 1. 5 5 1 9 5 . 1 与. 9
無　　　　　 職 2島. 5 1年. 5 1 1 . 1 0 .9 4 . 3 8 .5 4 . 3 3 5 . 0 1 17 8 4 1 1 3 5 .9
そ　　 の　　 他

家　 族　 人　 数　 別

50 .0 14 . 3 2 1 .4 10 .7 0 .0 17 .Y 0 °0 10 . 7 ～8 9 2 . 9 了 1ヽ

1　　　　　 人 2 9 .8 10 .も ～9 .8 2 2 . 1 2 .4 19 .7 1°4 18 . 5 2 0 8 8 4 °も 15 . 4

2　　　　　　 人 2 7 . 5 14 °0 19 .9 1 1 °1 2 .9 l◆°U 2 . 9 2 1 . 5 17 1 7 3 . 7 Z b ▼3

3　　　　　　 人 3 0 °9 1 1 .4 2 5 .9 1 1 .8 4 .5 13 .∠ 3 . 8 2 1 . 8 ～2 0 8 5 - 0 15 4 0

4　　　　　　 人 2 9 .9 12 .7 2 5 . 1 13 4 4 4 .8 18 . 2 3 . 4 2 0 . 3 2 9 1 8 8 . 3 1 1. 7

5　　　　　　 人 3 0 . 1 11 . 2 2 8 . 7 1 4 . 7 ◆. 9 1 8 . ∠ 2 . 8 1 7 . う 14 3 8 1 ▼8 18 °2

6　 人　 以　 上 2 6 .3 13 . 1 2 1. 2 10 °1 3 . 0 l b . ∠ 2 . 0 7 8 . 3 9 9 8 7 . 9 ll!. 1

N　　　　　　 A 14 . 】 14 . 3 2 8 . 5 2 8 . も 1 4 . 3 0 . 0 0 °0 14 . 3 丁 8 5 . 7 l .ヽ 3

フイ 7 ス 7・- ン

婚　　 前　　 靭
2 9 1 1 7 . 0 3 3 °2 2 3 . 1 3 . 2 2 5 . 9 2 . 2 1 5 .2 3 1 5 9 0 . 5 9 °5

家　 族 形 成 期 3 3 4 3 5 . 8 〕3 . 3 1 7 . 4 4 . 3 1 8 . 日 5 . 8 20 . 3 8 9 8 5 . 5 14 °5

家 族 成 長期(A I 3 7 . 4 1 1 . 2 2 5 . 2 1 3 . 1 2 . 8 1 5 . 7 2 . 8 14 .0 1 0 7 8 9 . 7 1 0 . 3

家 族 成 長胡㈲ 3 5 . 3 1 0 . 0 3 8 . 5 19 °ん 2 . 4 117 . b 2 .4 1与.7 l T O 8 7 °も 1 2 °4

家 族 成長 柳C ) 34 . 5 1 5 . 8 24 . 8 9 . 7 8 °0 16 . 8 1 .8 18 .8 1 1 3 9 3 °8 も. 2

家　 族 成 熟 期 2 0 . 0 2 1 . 7 1 1 . 7 4 . 2 5 . 8 9 . 2 2 .5 3 7 .5 1 2 0 8 0 e 8 1 9 . 2

老　 年　 期 (A ) 2 5 . 0 10 . 5 1 5 . 8 5 .3 〕. 9 5 .b 7 .9 2 8 .9 了も り °8 3 4 °2

老　 年　 期 (別 2 3 . 0 14 . 8 色°8 0 . 9 4 . 9 4 . 9 1 .も 37 .7 8 1 5 5 . 8 3 4 °も

老　 年　 期 (C ) 2 5 . 0 19 . 4 8 . 3 0 . 0 0 °8 0 . 日 5 .5 38 .9 1 8 e l . 1 3 3 . 9

そ　　 の　　 他 22 . 9 2 5 . 0 8 . 3 8 °3 2 °l l C〉°4 0 ▼0 2 5 .0 ◆8 be . 7 3 3 . 3

N　　　　　　 A 13 .0 8 .7 34 . 8 2 1 .7 8 . 7 4 . j 0 °0 2 8 . 1 2 3 62 .8 1 7 °◆

住　 居　 影・態　 別

一　 戸 建 持 家
2 8 .4 1 3 .4 2 2 .8 1 0 - 5 ◆. 8 lJl. 4 3 . 〕 2 3 .9 5 2 2 机 .も l b °4

一　 戸 建 借 家 4 2 .9 1 1 . 9 2 1 . 4 1 5 . 7 2 . 4 1 9 . 0 0 .0 14 .3 4 2 e l . 0 l q ▼0

民間木造丁ノト ト 3 2 .4 12 . 8 28 . 8 2 1 °3 3 . 7 1与. 9 2 .7 15 .0 1 島8 8 3 . 5 l b . 5

鉄筋・丁′マート・マンション 2 9 .9 12 .4 2 8 . 3 14 ▼丁 3 °2 l (1. 7 3 .2 2 0 .7 2 5 1 員7 . 8 1 2 °◆

社　 宅 ・ 官 舎 2 5 .9 5 .2 2 2 .4 1 2 4 1 1 . 1 2 9 . j 1 .7 2 4 . 1 5 8 q 3 . 1 わ°9

寮・間借り・住込み 2 0 .3 7 .2 3 7 .7 2 3 .2 4 . 3 2 8 . 1 1 .4 2 0 .3 8 9 82 .も 1 7 . 4

そ　　 の　　 他 3 3 .3 0 .0 2 2 .2 1 1 . 1 O t O 1 1 . 1 0 °0 2 2 .～ 9 8 8 °9 1 1 ▼1

居 住' 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら
2 7 .8 18 .5 2 1 .8 10 . 3 7 . 2 8 . 2 1 .0 2 4 . 7 O T 74 °2 2 5 . 台

終戦∵昭和30年 23 °3 1 1 . 3 2 1 -4 10 .2 3 .4 l b . 5 3 .8 2 8 . ～ 2 凸も 7 8 .7 2 3 . 3

昭和31年一亜年 3～. 7 13 .も 2 0 .4 12 t 3 4 . 9 lb °0 3 . 1 2 2 . 8 1 6 2 69 . 3 1 0 . 5

昭和41年～亜年 34 .4 1 3 . 3 2 5 .8 15 .4 3 . 9 1 1 . 7 2 .3 1 4 . 1 1 2 8 8 5 . ∠ 1 4 °8

昭和価年～!氾年 23 .8 12 .8 3 0 .も 15 .8 4 . 1 17 . 3 2 .0 1 8 . 9 1 9 も 8 5 . 7 1ヽ°3

昭和51年～盟年 〕1 . 8 9 . 8 30 .8 19 .8 1 .2 2 1 .∠ 3 .7 1 5 . 7 2 4 5 卵 °e l L°4

朗　 年　 以　 賂 3 1 . 1 8 .9 2 4 .4 13 .3 1 1 4 1 2 2 .2 0 .0 24 .4 4 5 0 1 . 1 8 . 9

1181-



016.では.青少年がナこやかに育ち.それをとりせく環境をよくするには.どこ017.あなたは子どもにどんなことを身につけてほしいと恩

が最も力を入れてやらなければならないと思いますか。(1A)　　　　　　　　　いせすか。次の中から主をことを2つ以内で選んでくだ

さい。〔回答黒6捜示〕(2A)

回答項目

フ　ェ　ー　ス

N

佃 地 区機 学 そ わ

N

自 忍 自 親 杜 礼

一キ

の

家

庭

域

社

会

役関

所

な

ど

の
行

政

校
の

他

か

ら

を

レヽ

主

性

耐

力

立

心
切

心

会

道

徳

儀

作

法

輪　　　　　　 致

地　　 域　　 別
1 13 9 う3 .3 トラ.● 7 .8 1 1 .7 l .7 5 . 1 1 1 19 2 3 . 5 2 0 . 7 1 7 . 0 1 4 °0 2 1 . 年 ～1 . 3

四　　　　　 谷
15 2 3 7 ,3 3 1 °● 8 . 5 1 8 °】 0 .7 3 .b 1う3 18 .1 2 9 . ● 13 . 1 1 0 °5 1 9 . 9 2 9 °4

箪　　 笥　　 町 l l l 5 3 .2 2 〕.4 7 .2 141 .◆ 0 .0 1 .き 1 11 2 0 . 7 l う°3 1 8 . 0 1 9 . 日 = - 7 1 9 .8
横　　　　　 町 12 8 6 3 .3 14 . 1 5 .5 5 .5 Z . 】 9 .4 17 8 2 1 °ラ Z 5 °0 1 3 °3 1 1 . 7 男 .9 2 0 .3
若　　 松　　 町 1 10 4 7 .3 2 3 .も う.ゝ 1与.5 0 .9 8 .2 1 10 17 .3 ? 0 °9 l ～. テ 2 1 °8 2 l. 8 ～3 . も

大　　 久　　 保 12 9 ち7 .2 2 2 .5 14 .7 1 1 .も 1 .5 12 .4 12 9 3 0 .Z 2 1 .7 2 3 .3 14 .0 2 5 .も 2 2 .5
戸　　　　　 塚 13 0 阜0 .b 18 .2 7 . 7 0 .9 2 .3 も.2 1 10 2 1 .う Z U °8 lb .9 2 0 .8 2 2 . 3 2 4 .も
落　 合　 第　 一 9 5 4 5 .8 1 3 .5 10 .有 17 .7 5 .2 7 . 3 9 8 2 6 .0 .15 .7 ～1 .9 9 .4 1 3 .5 15 .も
落　 合　 第　 二 1 14 b ◆°ウ 14 .0 5 . 3 13 .2 1 .8 0 .9 1 14 3 0 .7 17 .5 18 .◆ 9 .8 3 1 .b 18 .も
柏　　　　　 木 1 12 6 8 . 1 lb °l う.ヽ 8 .9 0 .0 3 .も 1 12 ～9 . 5 1 3 °与 le e l 13 .4 3 7 .5 18 °l
角 害 ・区役所

性　　　　　　 別
5 6 6 9 °も 10 .7 7 . 1 0 lヽj 3 .6 8 .9 ～8 門 . Z 2 お 2 14 .3 5 .4 2 b .8 19 .8

男　　　　　 性 53 1 5 1 .2 19 .b 7 . 9 14 .3 1 -9 5 . 1 5 3 1 7 3 .0 1 く〉▼0 1 7 .3 1 3 .2 7 9 .0 19 eZ
女　　　　　 性

性　 年　 代　 別
5 0 3 5 5 . 1 19 .2 7 . 7 9 .年 1 .5 7 . 1 60 8 7 4 .0 2 2 .2 18 .8 l与.b 2 5 .0 2 3 .5

男　　 加　　 代 1 53 4 7 .7 Z i °9 d e う 1 5 .0 2 .0 3 .9 1 5 3 〕0 . 7 1 3 °1 17 .b 8 .5 3 2 .7 1 3 .7
男　　 部　　 代 12 3 5 5 .3 18 °3 8 . 1 12 .2 2 .4 5 .7 1 2 〕 7 3 . 0 2 3 .も 1 5 .年 1 3 .0 2 1 . 1 1 5 .3

男　　 棚　　 代 10 も 5 0 .0 2 2 .8 5 .7 14 .2 2 .8 4 . 7 1 9 6 1 7 . り 7 3 .も 2 3 . b 1 2 .3 2 3 .6 1 ら. 1
男　　 盟　　 代 5 8 4 7 . 1 2 L).も 5 . 9 1 9 °l 1 °5 5 .9 6 8 1 7 . 6 2 2 . 1 1 9 . 1 17 .b 2 7 .9 2 2 °1
男　 餌 代∴以 上 q l らも.8 1 3 .b 1 1 . 1 12 °3 0 .0 b . 2 8 1 津 . 5 1 年. 8 9 . 9 1 9 °8 4 2 40 3 7 .0
女　　 加　　 代 14 2 5 2 °l 2 3 . 9 1 2 . 7 7 .0 1 .4 ～. 8 1 4 2 3 5 . 2 1 5 . 5 1 3 .年 1 3 .4 2 年.b 17 .も
女　　 灘　　 代 1う4 5 5 .2 2 1 °b 5 . 2 10 .4 0 .7 8 .7 1 34 1 7 . 2 2 8 .4 1 7 . ì 14 .2 ～年.8 1 9 °4
女　　 40　　 代 10 も 5 8 .5 1 8 .9 7 . 5 9 °4 1 49 3 . 8 1 0も Z b °ヰ ～5 .4 2 1 .7 12 .3 2 2 -5 19 .8
女　　 郎　　 代 10 1 5 8 .ん 1 3 .9 5 .9 10 .9 2 .0 7 .9 1 0 1 P l t 8 2 2 1 8 14 .9 1 5 .8 2 8 .7 2 9 °了
女　 郎 代 以 上

後　　 薫　　 別

17 5 5 2 .6　 lb .0 5 .も 9 .8 1 .8 1 4 .4 1 2 5 用 .有 1 9 . 2 l b . 弓 1 8 .4 2 9 .も 3 2 .8

自営業 ・事業主 lb T ち9 .3 lb .2 T l8 9 .5 1 .2 5 °U l ら7 7 0 1 4 2 1 . も 1 1°与 1 3 . 2 2 5 . 7 ～2 °?
管理喰 ・自由業 89 5 1 .7 ltl °1 与. う 12 .4 4 .う 7 .9 8 9 1 9 . 1 1 9 . 1 2 3 . b 2 1 . 3 2 8 . 1 1 5 . 7
事鰯蛾 ・技術収 3 0 2 ち2 .0 2 0 .5 3 .9 13 .9 1 .3 3 .3 ∋Q Z 7 7 .2 2 1°5 1 7 . 5 1 2 °9 2 8 . 1 1 7 . 9

労務徽・サーヒ鳩 10 7 う8 . 9 2 0 .5 5 .も 10 .3 0 .9 3 .7 10 7 2 4 .3 1 7 .8 1 5 .り 1 3 . 1 2 8 . 0 1 9 .5
主　　　　　 綿 2 6 6 5 5 .2 2 1 .b 8 .0 9 .0 2 .b 5 .8 7 6 8 之1 .3 2 5 .0 2 1 .3 12 t3 拘 .5 2 4 .3
学　　　　　 生 8 1 3 9 .3　 l j .0 14 ▼8 19 .7 0 .0 8 . 2 5 1 3 7 . 7 畠°2 lb .有 8 °2 19 .7 13 .1

無　　　　　 職 1 17 4 9 .も　 1 3 .7 8 .8 14 .5 0 .9 1 4 . 5 1 17 1 8 . 日 1 5 t4 12 .0 2 0 .5 3 1 .5 3 5 .9

そ　　 の　　 他

家. 族　 人　 教: 別
2 8 4 2 .9　　 2 4 .も 2 1 -4 0 .0 0 .0 7 . 1 2 8 門 - 0 3 2 . 1 1 4 . 3 14 .3 3 2 . 1 14 e3

1　　　　　 人 2 0 8 5 0 .～ 1 9 .2 7 .7 12 °0 2 .4 8 .2 Z n 8 7 2 .も 2 G .丁 l b . ビ 8 .7 7 9 .8 2 1 .も
2　　　　　　 人 17 1 5 8 . 1 1 1 °0 5 . 3 12 .3 1 .台 7 .も 1 7 1 ? 3 -4 1 8 .も l う. b 18 .4 32 .7 2 5 °3

3　　　　　　 人 22 0 5 8 .2 18 .4 5 .9 lJl. 1 1 .与 4 . 1 2 ～0 ? 7 .3 2 0 °0 1 8 .b 14 . 1 2 8 .5 2 5 .0

4　　　　　　 人 2 9 1 ち0 .9 Z l .0 1 0 . 3 1 1 . 3 0 . 7 5 . 8 2 9 1 2 4 .7 2 3 ▼与 18 .8 1 5 . 1 2 3 .4 18 .も

5　　　　　　 人 14 3 4 8 . 3 Z j °1 7 .7 1 1 .2 1 .● 8 .与 14 3 1 9 .も 1 8 ▼9 18 °8 18 .2 2 5 .2 2 0 .3

5　 人　 以　 上 9 9 5 7 .b 7 1 ,2 8 . 1 7 . 1 4 .0 2 .0 9 9 2 1 .∠ 2 2 .2 18 .～ 13 . 1 封 . 3 18 .2

N　　　　　　 A 7 5 7 . 1　 14 .3 2 6 .b 0 .0 0 .0 0 .0 7 O t〇 5 7 . 1 0 .0 0 . 0 1 4 - 3 1 4 . 3

フイ 7 ス 7 - ソ

婿　　 前　　 期
3 1も ら0 .8

l

2 0 °9
1 0 . 1 1 1 .4 1 .8 5 . も 3 15 2 8 .5 18 .8 18 .5 10 . 8 3 0 . 1 1 5 . 8

家　 族∴形 成 期 8 9 6 2 . 3 2 l .7 4 . 1 T e2 1 °4 2 . 9 6 9 7 9 °0 17 °4 1 3 .C 1 5 °9 3 1. 9 ～0 . 3

家 族成 長 期(A ) lく)7 う2 . 3 2 与.3 9 . 3 1 1 .2 1 .9 0 .9 lllT 2 年.3 2 ～°4 14 0 U 1 7 . 8 1 9 . 8 1 5 . 9

家 族成 長 期㈲ 17 0 5 0 .も 7 3 . 5 7 . 1 1 1 .2 1 . 8 5 .9 1 7 0 2 0 °も 2 5 . 9 2 1. 2 1 4 . 1 1 9 . 4 1 7 . 8

家 族成 長 靭(C ) l l〕 5 8 .も　 1 9 . 5 も. Z D .3 l l q 2 . 7 1 1 3 ? 7 . ヽ 2 l e 2 2 8 . 3 1 4 . 2 2 3 . 9 1 2 °与

家　 族 成 熟 期 1 20 うち.8 1 ん. 2 5 . 0 l う.0 1 ,7 8 . 3 12 0 2 0 .8 1 9 .2 12 .5 1 8 . 7 3 5 . 8 ～9 . 2

老　 年　 瑚 (A ) 75 うO tu 1 7 . 1 1 1 °8 9 °Z 1 . 3 1 0 . 5 7 5 1 9 °7 l弓t 4 1 8 ▼卑 17 . 1 2 3 . 7 3 1°も

老　 年　 期 (B) 8 1 8 8 .9 1 1 .5 3 - 3 9 .8 0 .0 5 °も h l 1 8 .〇 1 員.0 1 3 . 1 1 8 . 0 2 9 . 5 3 5 °l

老　 年　 期 (C ) 35 5 5 .も 1 3 °9 5 .も 1 8 °7 0 . 0 8 . 3 3 8 1 1°l 1 3 °9 8 .3 13 .9 4 1 .7 4 7 °2

そ　　 の　　 他 4 8 3 7 . 5　 1 5 .7 1 2 . う 1 2 . 5 4 . 2 1 8 . 7 4 8 1 4 °も 4 1 .7 1 4 .b 141 .も 3 1 .3 3 1. 3

N　　　　　　 A 23 5 5 . ,　　 8 .7 0 . 0 1 3 °0 4 . 3 1 7 - 年 2 3 1 7 .年 2 8 . 1 13 .0 0 °0 2 1 .1 3 0 . 4

住　 居　 影・旛　 別

一　 戸 建 持 家
5 22 5 4 .2　 1 ~/.2 7 e 9 1 2 °1 1 . 7 も. 9 5 ～2 ～3 .9 2 1 .も 18 19 14 .9 2 8 .4 2 1 4 6

一　 戸 建 借 家 4 2 8 4 . 3 1 9 .0 4 . 8 4 °8 0 . 0 7 . 1 2ヽ 16 .7 1 5 7ヽ 19 .0 16 .7 2 3 .8 2 5 . 2

民間木造アノせ- ト 1 8良 う1 . 1 7 1 . 3 8 . J 1 2 . 8 1 . 8 5 . 3 lq 8 2 7 . 1 2 2 °3 17 .0 1 3 °3 2 7 .7 2 0 . 2

鉄筋・アパートマンション 2 5 1 5 0 t Z　 2 2 . 7 8 . 0 1 0 °8 1 . 2 7 . 2 2 5 1 2 0 .3 2 0 .3 1 5 .5 1 5 °l 2 5 . 1 2 1. 1

社　 宅 ・ 官 舎 5 8 う3 .4 1 、1.0 3 . 4 1 7 .～ う. ～ 1 . 了 5 8 ∋1 .0 19 .0 lT tZ 3 °e 72 .4 19 °0

寮・間借り・住込み 6 9 5 8 . 5 1 7 .◆ 1 3 . e 1 0 . 1 1 . も 1 . 4 6 9 2 1 . 7̀ 14 .5 2 1 . 7 1 0 t l 34 .8 2 1 .7

そ　　 の　　 他 9 5 5 .も 3 3 .3 0 . 0 0 .0 0 .0 1 1 . 1 9 1 1 °l 2 2 42 2 2 .2 0 °0 7 2 .2 3 3 .3

居 住: 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら
97 5 8 . g 1 ` . う 9 . 3 1 . 2 2 . 1 5 . 2 q 7 ? 0 4も 1 6 °ら 1 5 . 5 2 2 . 7 7 3 .7 2 9 °9

終戦十 昭和胤 年 2 8も 5 8 . 3 l ll. 3 斤. G 1 2 . 年 1 . 5 7 .5 2 ′沌 1 9 .～ Z l tヰ l b °り 1 2 1 0 3 3 . 1 2 5 .も

昭和 31年- 40年 1 8 2 う0 . も 2 3 . 5 3 . も 9 . 3 C . b 7 . 4 15 2 ? 8 . 5 2 5 . 3 1 年. 弓 1 4 °8 2 7 . 3 1 7 .3

昭 楓】41年- 45年 1 2 8 4 6 ▼1 3 0 . 5 7̀. 8 9 °● 1 . 5 4 . 7 l ～8 1 3 . 8 之と°ム 2 0 °3 1 2 °5 1 4 . 4 l El.8

昭 和亜年一班年 1 り8 5 2 .6 l b . 8 8 . 7 1 2 . 8 2 . 0 1 . 1 19 も Z 3 . 5 2 う. 0 】5 . 3 1 5 °8 1 9 . 与 2 3 . 5

昭和 51年～ 53年 2与5 5 2 . 2 1 8 . 0 9 . 4 1 3 . 5 2 . 4 勺. 5 2 ′15 2 9 .8 1 3 °5 】3 . 8 1 1 .4 Z b . ら 1 6 . 3

弘　 年　 以　 降 4 5 ～1 . 1 1 2鳥.9 0 . 0 l b .ム (1. 0 4 . も 4 5 7 2 °2 l う. 3 1 1 . 8 1 5 . 8 2 0 . 0 2 2 . 2
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回 答 項 目

フ　ェ一一ス

判 責 豊 自 協 そ 栴

断 任 か 己 調 の K

力 感 を

情

操

表

現

力

牲 他 を

レl

鎗　　　　　　 致

地　　 域　　 別
9 . 8 2 9 . 9 8 . 7 3 . 7 8 . 6 1 . 7 3 . R

四　　　　　 谷 も. 5 2 も. l 与°8 3 . 9 2 . も ～. 5 2 . も
箪　　 笥　　 町 1 8 . 9 3 3 . 3 1 1 °7 l l . 7 1 0 . 8 0 . 0 0 . 0
檀　　　　　 町 1 7 . 2 3 1 . 3 1 . 0 1 . も う. 5 0 . 8 1 . b
若　　 松　　 町 5 . 5 2 8 . 2 7 . 3 4 . 5 1 1 . 8 1 . 8 2 . 7
大　　 久　　 保 1 0 . 9 2 5 . も 8 . 5 4 . 7 3 . 1 0 °0 3 . 9

戸　　　　　 塚 1 0 . 0 3 2 . 3 9 . 2 0 . 8 †. 1 0 . 8 5 . 4
落　 合　 第　 - 1 0 . ◆ 3 3 . 3 8 . 3 5 . 2 8 . 3 3 . 1 8 . 3
落　 合　 第　 二 8 °1 2 9 . 8 1 3 . 2 3 . 5 8 °b 1 . 8 2 . も
柏　　　　　 木 5 . 3 3 3 . 0 1 1 . も 0 . 0 ◆. 1 1 . 8 3 . 6

角 筈 ・区 役 所

性　　　　　　 別
3 . 8 1 9 °も 5 °4 0 °0 3 . も 7 . 1 1 2 . 5

男　　　　　 性 1 0 . 2 3 1 . 8 7 . 7 2 . 8 7 . 0 2 . 1 5 . 1

女　　　　　 性

瞳　 年　 代　 別
9 . 5 2 8 . 1 9 . 5 4 °● b . 3 1 . 3 2 . も

男　　 加　　 代 1 3 . 7 3 2 . 0 8 . 5 5 . 9 3 . ～ 0 °0 8 . 5
男　　 初　　 代 9 . 8 3 5 . 0 9 . 8 2 °4 也. 9 3 . 3 4 . 9

男　　 亜　　 代 1 1 . 3 3 4 . 9 8 t 5 0 . 9 9 °も 2・. 8 4 . 7
男　　 的　　 代 8 . 8 3 0 . 9 1 0 . 3 2 . 9 8 . も 2 . 9 0 . 0
男　 餌 代 以 上 3 . 7 2 3 . 5 3 . 7 0 °0 4 . 9 2 . 5 3 . 7

女　　 加　　 代 9 . 9 2 9 . も 1 8 . 2 7 . 0 う. b 0 . 7 1 . 年

女　　 初　　 代 1 4 . 9 粥 °b 1 1 . 2 4 . 5 5 . 7 0 . 7 0 . 7
女　　 佃　　 代 1 1 . 3 補 。8 b . b 2 - 8 8 . 5 0 . 0 0 . 9

女　　 馳　　 代 も. 9 2 3 . 8 5 . 0 8 . 9 8 . 9 0 . 0 5 . 0

女　 郎 代 以 上

後　　 車　　 別

4 . 0 2 0 . 6 b . 4 0 . 8 与. U 4 . 8 5 . 6

自 営業 ・事 業主 9 . 0 3 3 . 5 8 . 4 2 . 4 1 1 . 勺 3 . 0 4 . 6

哲 理畿 ・自由業 1 2 . 4 2 4 . 7 1 1 . 2 5 . も 7 . 9 2 °Z 1 ▼1

事 務戯 ・技 術叡 8 . 3 3 1 . 1 9 4 5 3 °0 6 °b 1 °3 4 °0
労務喩 ・サービス職 1 3 . 1 〕う。5 1 1 °2 3 . 7 与 . J 0 ヽ0 3 . 7

主　　　　　 婦 1 0 . 8 2 9 . 9 7 - 5 与 . 1 5 . も 0 . 7 2 . 2

学　　　　　 生 1 3 . 1 2 9 . 5 1 1 . 5 1 1 . 5 5 . b 0 . 0 9 . 告

無　　　　　 職 5 . 0 2 2 . 2 う. 1 0 . 9 3 . 4 3 . 4 5 . 1

そ　　 の　　 他

需: 鉄　 人　 緻　 別

1 0 . 7 2 1 . 4 3 . 8 3 . b 3 . も 7 . 1 O e O

1　　　　　 人 1 0 . 5 2 7 . 9 9 . 5 5 °8 上 . 9 1 . 4 7 . 2

2　　　　　 人 3 . 5 2 8 . 1 6 . 2 4 . 7 5 . 6 1 °2 5 . 4

3　　　　　　 人 8 . も 2 5 . 9 8 . 2 2 . 1 う . う 2 . 7 1 . 2

4　　　　　　 人 1 2 . 0 3 0 . 8 1 0 . 0 3 . 8 9 . 8 1 . 4 1 . 4

5　　　　　　 人 1 2 . 5 3 2 . 9 7 . 0 2 . 8 7 . 7 0 . 7 4 . 2

6　 人　 以　 上 1 1 . 1 4 0 . 4 8 . 1 1 . 0 8 . I 2 . 0 1 . C

N　　　　　　　 A l 与. 3 1 4 . 3 0 . 0 0 °0 0 . 0 1 年. 3 2 8 . 6

ラ イ フ ス テ ー ジ

解　　 約　　 期 日 . 4 2 9 . 7 1 0 °与 5 . 7 5 . 1 0 . も も . b

家　 族 形 成 期 与. 3 3 年. 8 1 3 . 0 7 . 2 4 . 3 0 °0 2 . 9

家 族 成 長 I畔 A ) 7 . 5 3 2 . 7 1 4 . 0 2 . 8 1 4 . 0 3 . 7 0 . 9

家 族 成 長 期㈱ 1 7 . 1 3 8 . 8 6 . 5 2 . 9 5 . 3 1 . 2 0 . b

家 族 成 長 瑚 C ) 1 2 . 4 3 2 . 7 占. 2 2 . 7 1 0 . も 0 . 9 0 . C

家　 族 成 熟 期 8 . 3 2 7 . 5 8 . 3 1 . 7 4 . 2 2 . 5 0 . 6

老　 年　 期 (A I 9 . 2 2 5 . 0 8 °5 2 . も 7 . 9 2 . 8 3 . 9

老　 年　 期　 は ) 1 °5 1 9 . 7 4 . 9 4 . 9 d . Z 3 . 3 も . 6

老　 年　 期 (C I 2 . 8 3 0 °も 2 . 8 0 . 0 2 . 8 2 . 8 5 . 6

そ　　 の　　 他 ～°1 1 0 も与 8 . 3 0 °0 2 . 1 2 . 1 1 0 . 4

N　　　　　　 A 8 . 7 1 7 . 4 4 . 3 4 . 3 8 . 7 4 . 3 1 3 . 0

住　 居　 影　 糖 . 別

一　 戸 建 持 家
8 . 4 2 9 . 9 8 . 9 2 . 7 7 . 1 2 . 1 3 . 6

一　 戸 建 借 家 1 年. 3 3 5 . 7 1 4 . 3 4 °8 7 . 1 0 . 0 0 . 0

民栂 丁′ヾ - ト 9 . 0 2 9 . 3 9 ヽも 3 . 7 2 . 7 0 . 5 5 . 9

鉄筋・丁′ぜ- ト・マンシi ン 1 0 . 8 2 5 . 7 1 2 °0 8 . 4 1 . b 2 . 0 2 . 4

社　 宅 ・ 官 舎 1 5 . 5 3 8 . 2 8 . 5 3 °ヰ 1 0 °j 1 . 7 1 . 7

寮 ・間借 り・住込み 1 1 . も 3 0 t 4 3 . 8 1 °ヰ 7 . 1 0 °0 5 . 8

そ　　 の　　 他 l l . 1 0 °0 0 - 0 0 °0 0 °U 1 1 . 1 2 2 . 2

居　 住　 年　 触 : 別

戦　 前　 か　 ら 3 . 1 2 3 . 1 8 - 2 1 . 0 1 2 . も 4 . 1 与 . 1

終 戦一 昭和周年 9 . 4 2 7 °1 7 . 9 3 . 0 4 . 5 1 °1 5 . 6

昭 和 3 1 年 一一拍年 1 1 . 1 3 1 . 5 8 . 8 1 . 7 4 . 3 0 . 5 3 . 7

昭 和 4 1 年 - 45 年 9 . 4 3 4 . 4 4 . 7 2 . 3 8 . 3 1 . 5 0 . 8

昭 和亜 年 - 50 年 8 . 7 3 ～t l 1 0 . ・了 3 e b 7 °l 2 . 5 1 °5

昭 和封 年 一泊年 1 3 . 5 2 9 . 0 1 0 . も 5 . 1 8 . b 1 . 2 4 . 9

封　 年　 以　 降 8 . 9 3 5 . 8 1 1 ▼1 占. 7 ～. ～ 2 °2 4 . 4
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018・子どもに対しては・地域の人全体が親のように注意を払うペきたという意見がありま

すが.どう思いせすか。(1A)

019.また,子どもが宿題や塾などあらゆるものから

解放され.遊びに専念できる「こどもの午後」

を.日を決めて設けるべきだという意見があり

ますが・どう思いますか。(1Å)

回答項 目

フェース

N

当 個 るず 白で 子 お む の そ わ

N

ぜ で き そ あほ そ と 都 の
然 人の か 分 精 供 け し仕 の か ひ き だ れ るむ ん勉 会で

の 主 で し の - ・ の ば ろ車 他 ら 設 れ その ず な強 は 心

こ 義 美 い 子 杯 親 よ 学 だ を け ば れで か こが 危 配
と 化際 供 だ K h 校 しヽ る 設 の ' し と 遅 険 だ

だ L に の 任 や ベ け 考 実 い をれ が

て ケま こ せ 役 き る え際 す る 多

いむ と て 所 だ が に る レ1

輪　　　　　　 敷

地　　 竃　　 別
1 1 1 9 4 3 . 1 3 8 . 0 2 . 4 7 . 8 1 . 3 1 . 0 8 . 5 】1 3 9 2 1 . 9 2 1 °1 ～う. う 0 . 3 1 . 5

四　　　　　 谷
1 ち3 3 2 . 7 4 5 °年 3 °つ 8 . 5 3 . 3 0 . 0 7 .6 1 5 3 7 8 . 1 l T t O う4 . 0 0 . 0 ハ　 †

箪　　 笥　　 町

校　　　　　 町
1 1 1 5 0 . 5 2 8 . 1 0 . 9 1 9 . 8 1 . 8 0 . 9 c . 0 l l l ? 1 . 6 1 9 . 8 3 b . 0 2 . 7 0 . 9

若　　 松　　 町 1 2 8

1 1 0

4 2 . 2

5 7 . 3

3 4 . 4

2 8 . 4

3 . 9

2 . 7

5 . 5

7 . 3

0 . 0

2 . 7

1 . 5

0 . 0

12 . 5

3 . b

1 摘

1 10

1 8 . 6

1 8 . 2

3 3 . 8

7 7 . 3

2 0 . 3

1 8 °i

1 . 5

0 . 9

0 . 9

3 . b
大　　 久　　 保 1 2 9 3 5 . 7 4 2 °b 〕. 1 7 . 0 0 . 0 0 . 8 10 . 9 1 7 9 2 3 . 3 3 7 . 2 1 9 . ヽ 1 . 5 1 . 5

戸　　　　　　 塚 1 1 0 4 0 . 5 4 0 t O 3 . 1 10 . 0 0 ▼0 0 °8 う. ん 1 30 1 3 . 1 2 5 . 9 ? も. 9 0 . 0 3 . 1
落　 合　 第　 一 q e 5 9 . 4 ～7 . 1 1 . 0 3 . 1 2 . 1 2 . 1 5 . 2 9 8 l b . 7 3 3 . 3 2 0 . 8 6 . 0 1 . 0
落　 合　 第　 二 1 1 4 〕e e 8 5 0 . 9 0 . 9 3 . 5 1 . 8 3 . 5 2 . も 1 14 1 7 . 5 ～1. 1 3 5 . 1 0 °0 0 . 0
柏　　　　　 木 1 1 2 3 3 . 0 4 7 . 3 2 . 7 う. キ 0 . 9 0 . 0 10 . 7 1 1～ フ0 .5 3 3 . 9 2 0 . 5 0 . 9 2 . 7

角 筈 ・区役所

性　　　　　　 別

～も 5 烏. 9 2 8 . 8 0 .. 0 8 . 9 0 . 0 0 . 0 3 . も ちら 17 .9 19 .6 1 7 . 9 0 . 0 1 . 8

男　　　　　 性 5 1 1 4 4 °1 】8 . 3 ～°1 9 °2 0 . 9 1°3 5 .0 5 3 1 ? 4 .9 2 与.7 7 5 . し・ C . 9 1 °3
女　　　　　 性

性　 年　 代　 別

b O 8 4 2 . 3 3 9 . 5 2 . も 5 . 〕 1 . も 0 . 7 7 . 1 b t18 19 .2 ～9 .3 Z b . し 0 . 7 1 . 8

男　　 加　　 代 1 5 3 4 1 . 2 与1 . 2 i ～. 0 う. 2 0 . 0 2 .0 8 . 5 1 5 3 7 7 。う 2 さ.5 Z i . Z C . 了 0 . 7

男　　 邪　　 代 1 2 3 ! 9 . d 有0 . 7 1 . b 8 . 9 1 . 8 0 .8 占. 5 1 7 3 7 1 . 1 ? ん.与 2 6 . 0 J . S 1 . 5

男　　 棚　　 代 l r)も 5 3 . 8 2 9 . 2 1 5 . 7 5 . 7 0 . 0 0 . 0 5 . 7 1 つる 7 6 .年 2 5 .5 2 7 . 年 1 °9 0 . 0
男　　 馳　　 代 6 8 ん8 . 5 3 9 . 7 ; 0 . 0 5 . 9 2 . 9 0 . 0 2 . 9 ら8 フ3 .5 2 6 .5 2 7 . 9 1 . 5 2 . 9
男　 餌 代 以 上 q l 〕9 . 5 2 7 ▼2 !　 0 . 0 ～4 . 7 1 °2 3 .7 3 . 7 q l 2 4 .7 2 1 .0 2 3 . う 8 . 0 2 . 5

女　　 加　　 代 1 4 2 1 b . e 4 5 . 8 1 2 . 1 8 .°5 1. 4 0 .0 5 . も 1 1̀ 2 19 .・二1 3 つ.8 2 4 . を 0 . 7 0 . 0

女　　 灘　　 代 1 1 4 ち4 . 0 3 °7. 3 2 . 2 5 °0 1 . 5 0 . 7 8 . 2 1 34 2 2 -4 30 .6 7 4 . も 0 . 7 2 . 2
女　　 亜　　 代 1 く)も 3 8 °7 ん7 . 2 0 4 9 7 . 5 0 . 9 0 °0 4 . 7 1 ・〕b 1 7 .9 2 4 .5 3 8 . せ 0 . 0 0 . 0
女　　 幻　　 代 1 1 1 47 . 5 3 と!. b 3 Ⅰ・) 句. 0 0 . 0 2 . 0 5 . 0 1 0 1 1 5 -号 3 1 .7 2 3 . 6 2 . 0 ～. 〇
女　 餌 代 以 上

輸　　 集　　 別

1 2 5 1 4 5 ・6 2 8 . 8 与. き 4 . 8 4 . 0 0 . 8 1 1 . 2 1 2 5 1 9 .2 ～与,8 2 1 . と 0 . 0 4 . 8

自 営業 ・事業主 1 6 7 4 8 . う 3 2 . 〕 1 . ～ 1 0 . 8 1 . 2 1 . ～ 4 . 8 15 7 7 7 .5 2 1 .0 ? 3 .も 1 .8 2 . 4
管 理職 ・自由業 a 9 4 7 . 2 3 1 . 5 3 . 与 10 . 1 1 . 1 2 . ～ ん. 5 89 2 3 .も 2 9 .2 2 7 .しこ 1 °1 0 . 0

事 務戯 ・技術職 〕0 2 44 . 4 ん1 °7 1 . し十 7 . 3 2 . 0 0 . 3 3 . 3 〕0 2 7 2 .2 2 台.2 フも.き 0 .3 1 .7
労 務職 ・サーヒス職 1 0 7 3 8 . 3 ん0 . 2 有. 丁 ) . 7 0 . 0 0 . 0 1 3 . 1 10 7 フ3 .4 27 . 1 2 3 .勺 0 .9 0 .9
主　　　　　 始 Z へ8 ヨ　4 1 °8 年～. 2 3 . 0 3 . 7 1 . 9 1 . 1 5 . 3 之0 8 17 . 5 3 1 . 3 29 . 5 0 .7 1 . 1
学　　　　　 生 b l l ち1 . 0 〕9 . 3 0 . 日 9 . 8 0 . 0 1. 6 畠. 2 6 1 1 3 . 1 3 1 t l 32 .8 1 .も 0 °0
無　　　　　 職 1 1 7　 3 9 . 3 2 8 . 2 与. 3 1 2 . 8 0 . 9 1 . 7 1 2 . 8 1 1 7 20 . 5 2 3 . 9 1 5 .年 0 .0 4 .3
そ　　 の　　 他

家　 族　 人　 致　 別

2 8　　 3 5 . 7 4 2 . 9 3 . も 1 (1. 7 0 . 0 0 . 0 7 . 1 2 8 3 9 . う 3 2 . 1 1 7 . 9 0 .0 0 .0

1　　　　　 人 2 0 8 i 4 2 . 3 3 7 . 5 1 . 0 9 . 1 0 . 5 1 . 0 ∂. 7 2 0 8 2 8 .9 2 5 . 5 24 . 5 0 .0 0 .0
2　　　　　　 人 l T l ・〕5 . 7 3 5 . 1 1 . i 1 1. 7 2 . 3 2 . 3 11 . 7 1 7 1 7 5 -3 2 j .ん 19 .3 1 .2 〕.5
3　　　　　　 人 2 2 0 4 7 . 7 3 占. 8 0 . 5 8 . 2 0 . 5 1 . 与 5 . 0 ? ～0 2 0 .5 3 2 .7 2 3 .5 0 .0 1 .8
4　　　　　　 人 Z くIl 4 0 °9 4 2 . 5　　　 3 . 白 5 °8 1 . 4 0 . 3 5 . 2 2 q l 18 °2 Z も. 5 2 9 .2 2 . 1 2 . 1
5　　　　　　 人 1 4 3 50 . j 3 2 . 2 4 . 2 b . 3 2 . 1 0 . 7 与. Z 1ん3 18 .9 之き.7 2 8 .0 G .7 1 .4
6　 人　 以　 上 9 9 4 4 . 年 4 2 °も 5 . 1 与°0 2 . 0 0 . 0 2 . 0 9 9 2 3 . 2 2 5 .3 2 7 . 3 0 . 0 0 . 0
N　　　　　　 A 丁 ? 8 . 5 】2 8 . 5 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 4 2 . 9 7 0 . 0 14 .3 4 2 . 9 0 . 0 0 . 0

フ イ フ スァ ー ン

婿　　 的　　 瑚
3 1 も 3 5 . 4 4 ～・4 1 2 ・5 7 . 9 0 . 9 0 . 9 8 . 9 3 18 2 2 . 2 2 5 . 3 2 う. 9 0 °も 0 . 8

家　 族 形 成 期 6 9 4 0 . b 3占. Z J 0 . U 8 . 7 2 . 9 1 . 4 1 0 . 1 b 9 2 7 . 5 3 0 °4 2 1 °7 0 . 0 1 . 4
家 族 成 長 期(A ) l r)丁 4 3 .9 4 0 . 2 . 2 . も 8 . 5 0 . 9 0 . 0 5 . 5 l r)7 7 4 .3 3(J°8 22 .4 1 °9 1 . 9

家 族 成 長 瑚㈲ 1 70 4 8 . 5 4 1 ・り ～. ち 4 °l 0 . 5 0 . b 与. 1 1 70 2 2 .9 27 °1 30 .0 0 °も 0 .も
家 族 成 長靭忙 ) 1 13 4 4 .2 4 1 °8　 ミ 4 .4 7 °1 0 . 9 0 . 0 1 . 8 1 13 15 .9 3 3 .8 】l tO 0 .9 0 .0
家　 族 成 熟 期 1 20 53 . 3 〕5 .0　 こ　 0 . 8 5 . 8 0 . 8 0 . 8 3 . 〕 l ZO 14 °2 2 9 .2 26 .7 0 °6 3 . 3
老　 年　 期 (A ) 75 4 7 .◆ 2 8 . 3 3 . リ 10 . 5 5 . 3 1 . 3 5 . 3 了も 17 . 1 2 5 .0 2 も. 3 0 °0 2 .5
老　 年　 期 (B ) 6 1 3 4 .4 3 1 . 1 3 . 3 lb .ん 1 .8 3 . 3 9 . 8 もl 7 8 .2 19 °7 18 .0 3 .3 占.る
老　 年　 期 (C ) 35 ろ9 .4 19 .も 0 .0 8 . 3 0 °0 2 °8 0 .0 35 3 6 . 1 2 2 .2 19 .与 0 .0 2 .8

そ　　 の　　 他 4 8 7 9 .2 与1 .7 2 . 1 10 .4 0 .0 2 . 1 14 .b 4 8 Z T t l 2 2 °9 18 48 O tO 2 . 1

N　　　　　　 A 23 5 2 .2 2 1 .7 0 °C ◆.う 4 .3 0 .0 17 .4 2 3 2 1 °丁 2 8 °1 2 1 .7 0 0ヽ 0 °0

住　 居　 影　 篇　 別

一　 戸 建 持 家

5 2～ 4 2 .3 3 7 .2 2 . 7 7 .9 1 .9 1 . 1 も.9 5 2 2 19 .7 2 5 . 1 2 5 .々 1 °1 1 .9
一　 戸 建 借 家 4 2 4 0 .5 4 7 .8 2 °4 9 . 5 O tO 0 .0 0 .0 4 2 19 .0 38 t l 2 8 °b 0 .0 2 .4
民間木造アノマート 1 88 4 0 .ヽ 3 9 .9 2 °1 8 .5 1 . 1 0 . 5 7 .4 l 団 7 3 -年 2 台°5 2 2 .9 0 . 5 1 .8
鉄筋・丁′トトマンション 2 5 1 4 9 .0 3 3 °9 Z t4 6 .8 1 .～ 6 .6 b .0 2 5 1 2 8 °7 2 9 -9 2 4 .3 0 . 8 1 .2
社　 宅 ・官 舎 5 8 3 7 .9 ◆3 °1 1 .7 8 .8 0 .0 1 . 7 5 .9 ち8 15 .5 3 2 °8 2 5 .9 0 °0 1 .1
寮 ・間借り像込み る9 4 0 .5 4 4 .9 1 .4 5 .8 0 .0 1 .4 5 .8 8 9 ? 3 .2 2 4 .6 2 5 °l 0 .0 O tO
そ　　 の　　 他 9 4 4 e● 3 3 .3　　 0 .0 O tO 0 .0 0 .0 22 .2 9 7 2 .2 1 1 ▼1 ん4 .4 0 .0 0 .0

居 住　 年・致. 別

戦　 前　 か　 ら
9 7 4 1 .2 3 3 °0 5 .2 10 .3 2 . 1 1 .0 7 .～ 77 19 .b 2 0 °も 2 5 -8 O t O 与. 1

終 戦～ 昭和30年 2 八島 4 5 . 1 3 d .3 1 .5 7 .5 1 . 1 0 °8 5 .台 Z b も 2 1 4 8 2 1 °8 2 7 . 1 1 °9 1 . 9

昭 和31年 ～40年 16 2 4 2 .も 3 5 .8 3 °7 8 .も 1 °2 1 °2 も.8 1 62 1 8 °5 ～8 . 5 2 7 . 2 0 . 0 1 . 9

昭 和41年 ～45年 17 8 4 5 . 3 3 8 .7 3 .9 7 .0 1 .5 0 .8 4 .7 1 2 8 2 5 . 0 ∋う. 9 2 5 . b 0 . 8 0 . 0
昭 和46年 ～翰年 lq も ム5 °つ うわ.3 2 .0 7 . 1 1 .0 0 . 5 5 . 1 l Jも 28 . 5 2 9 °も 2 1 . ん 1 . 5 1 . 0

昭 和51年 - 53年 2 有5 3 5 .7 もら. 1 1 .2 5 .3 1 .2 1 .も 9 .8 2 4 5 1 9 . 6 3 0 °2 ク4 . 5 0 . 0 1 . 2

朗　 年　 以　 降 与5 5 3 .3 2 4 .4　　 9 .0

l

】5 .b 2 .2 0 .0 4 .与 4 5 2 2 °2 2 2 °2 3 3 . 3 0 .り 2 .2
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020.新宿区には.区民に

上る地区青少年対策委

員会があり・青少年を

とりせく環境を良くす

る活動などをしていま021.ては,地区青少年対策委員会の活動に参加し

すが.あなたは知って　　たいと思いますかol(1A)

いますか。(1A)

回答項 目

ノ　エ　~　ス

そ そ わ

N

知 知

N

委 忙 呼 参 参 す 参 わ

ん の か つ̀ ら 貝 参 び 加 加 で 加 か

を 他 ら て を と加 か し し に し ら

必 な レヽ レ1 L L け た た 委 て な

要

は

な

い

Lへ る て た

積h

極

的

が い

あ

れ

ば

く

な

レヽ

■ い

と る

し

て

レヽ

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別

8 . 7 2 . 3 1 2 . 1 1 1 19 3 0 . 3 6 9 . 2 1 1 19 0 °7 2 3 .8 3 1 . も 1 . 1 4 2 . 9

四　　　　　 谷 6 . 5 0 . 0 1 3 . 7 1 5 3 1 7 . 9 8 2 °l 1 う3 0 .7 か . a 3 4 . J 1. 3 3 5 .3

箪　　 笥　　 町 5 . 4 0 .9 l ～. 缶 l l l 1 6 . ～ R j . 8 1 1 1 0 .0 2 7 . 0 4 7 . 7 0 . 0 2 5 .2

横　　　　　　 町 1 0 . 9 2 . 3 l l. † 1 7 8 摘 . b 7 3 . 4 1 2 8 O tJ 1 9 . 5 2 3 . も 0 . 8 ちも. 3

若　　 松　　 町 与. う 2 . 7 4 . ～ 1 10 34 t 5 8 5 °ら 1 10 O lO 2 さ. 2 与も. 与 2 . 7 2 2 . 7

大　　 久　　 保 5 . 年 1 . も l C . 1 1 7 9 3 1 . 8 8 8 - 2 1 フ9 0 . 巧 3 5 .7 2 7 . 1 し. 8 3 5 . 7

戸　　　　　 塚 1 0 . 8 3 . 8 1 5 . 4 l う0 ～う. ヽ 7 4 . も 1 3 0 0 .0 2 4 . も つり.∂ 0 .0 4 4 .8

落　 合　 第　 一 1 1 .5 3 . 1 l! . 5 9 5 2 1 . 9 7 4 °l 9 5 0 .0 1 7 . 7 1 7 . 7 1. 0 ち3 . 5

落　 合　 第　 二 1 7 . 5 3 . う 5 . 3 1 14 ▲5 . b 5 4 . 4 1 14 3 . ら 1 4 e 9 3 5 . 1 1 . 8 4 4 . 7

柏　　　　　 木 8 . 9 3 . も 8 . 9 1 1 2 〕3 . 0 b 7 . 0 1 1 2 0 . 9 1 7 . 0 3 3 . 0 0 . 9 4 8 . 2

角 害 ・区役所 3 . も 1. 8 3 7 . 5 5 5 3 3 . 9 5 5 . 1 5 5 1 . ∂ l 与. 〕 8 °9 3 . b 7 1 .年

性　　　　　　 別

男　　　　　 性
9 .0 2 .4 1 1 .7 5 11 3 0 .9 5 9 . 1 5 3 1 0 . d 2 3 . 0 3 3 . 3 1 .3 4 1 .4

女　　　　　 性 8 . 年 2 . 1 1 2 . 5 か18 3 0 。蛤 b 9 . Z もつ8 0 .7 2 勺. Z 2 9 . 9 1 . つ 4 4 . 2

性　 年　 代　 別

男　　 加　　 代 1 0 . 5 2 . 6 lC).5 1 う3 2 2 . 2 7 7 . 8 1 5 3 0 -1〕 Z G . 3 4 0 . 5 0 . 7 3 8 . 5

男　　 初　　 代 10 .も 1. も 13 .8 1 7 〕 3 0 . 9 8 9 . 1 1 7 3 0 . d 1 7 . 9 3 3 . 3 1 .b ち5 .3

男　　 40　　 代 与.7 1 .9 lZ .3 1 日b 3 3 .C. b 7 .C 1 ・つ5 1 . 9 2 7 . 4 2 5 . 4 2 . 弓 4 1. ち

男　　 印　　 代 8 . 8 1. う 7 . 4 ら8 3 3 . 吊 占′　2 6 8 0 Jヽ 2 5 . 0 1 3 . 弓 1. 5 3 9 . 7

男　 餌 代 以 上 9 . 9 4 . 9 13 .も q l 4 2 . 1) 5 3 。ご q l l t Z 2 8 . ◆ ～9 . e 0 4 0 与0 -7

女　　 初　　 代 9 . 2 4 .9 7 . 7 1 ん2 1 9 e 7 1 8 8 e3 1 4 2 1 . 4 1 8 °3 3 3 . 5 0 . 7 4 5 .8

女　　 地　　 代 7 . 5 3 .0 9 .0 1 34 3 0 . も . 6 9 . 年 1 3年 O t O 3 1 . 3 Z も. 9 0 . 0 4 1 .8

女　　 40　　 代 10 .も 0 .9 ～.4 1 0 5 4 8 . 1 5 1 .9 l J)も 1 - 9 3 3 . 0 2 8 . 3 3 .8 3 3 .0

女　　 郎　　 代 7 . 9 0 . 日 15 . き 1111 34 . 7 5 5 . 3 1 √)1 O e p . l d °8 3 5 . 占 1. 0 4 8 .5

女　 餌 代 以 上 7 , 2 0 . 8 2 1. b 1 7 5 2 5 . 6 7 4 . 与 1 2 5 0 . リ 2 1. も 2 5 . 0 0 . 0 5 2 . 8

鴨　　 集　　 別

自営業 ・事業主
10 。色 1 .8 1 1 .4 l b † 3 4 . 7 ム5 .3 l b 7 0 - 6 2 5 e l 2 9 . 9 ～. 4 ん1. 9

管理職 ・自由業 5 .も 3 .4 lU . 1 8 9 2 7 .リ 7 3 .0 q 9 O t J 2 5 .8 2 3 .ら 1 . 1 ん9 °4

事癌戯 ・枝補職 貪.9 〕.0 10 °9 3 り2 2 8 . d 7 1 . ～ 3 一)2 1 . 一rJ 2 1. 2 3 5 , 斗 U . 7 4 1 . 7

労鰯職・サーヒス収 1 1 .～ 0 .9 12 . 1 l r)7 7 3 . ら T b eも 1 0 7 0 . 9 1 5 . 9 〕9 .3 0 .0 4 3 . 9

主　　　　　 婦 7 .う 1 . 1 1 1 .2 2 l18 ∋8 . 与 5 1 .5 2 わ3 0 . 7 2 8 .ヽ 2 7 . 2 ～. 2 4 1 .4

学　　　　　 生 も.b 4 .9 9 .2 ち1 1 3 . 1 e b .9 8 1 0 0ヽ 1 1 .5 4 5 .9 0 .0 4 2 .も

無　　　　　 職 1 0 . 3 3 .4 2 2 .2 1 17 7 5 .も 了も.有 1 17 0 .9 2 2 .2 . 2 9 .や 0 .0 4 7 .0

そ　　 の　　 他 3 .ら 0 .0 7 . 1 2 8 5 7 . 1 与2 .9 2 8 0 . 〇 らl:),0 ユ4 ,3 0 .0 2 5 Ⅰ7

家 :族　 人　 数　 別

1　　　　　 人
8 .7 2 .9 1 1 .5 2 ∩8 1 7 . 8 8 2 .2 2 ∩8 1 . J 1 7 .8　_ 4 2 . 3 0 . ∂ 3 8 . 9

2　　　　　　 人 8 .Z 1 .8 15 .4 1 7 1 2 4 eヽ 7 5 .年 17 1 0 °も 2 2 °8 7 8 .7 1 .2 4 5 .8

3　　　　　　 人 6 .4 3 .2 1 1 .3 2 2 0 3 0 .5 6 9 .5 2 2 0 0 うヽ 2 4 .1 3 1. 年 0 . 9 4 3 .2

4　　　　　　 人 ユ0 一ヨ 1 .0 10 .7 2 9 1 3 4 . 0 b b °0 2 9 1 0 . 3 2 4 .7 1 0 .う 1 .7 んZ .b

5　　　　　　 人 8 .4 4 .2 9 .8 1 113 3 6 . ん 島3 . 8 1 4 〕 0 °了 3 3 . 8 2 与. う 1. 4 4 2 . 7

6　 人　 以　 上 1 1 °1 1 .0 12 . 1 9 9 う1 . 5 4 8 °5 9 9 2 - C 2 3 . 2 2 9 .i ～,0 4 3 .4

N　　　　　　　 A 0 .U 0 .0 4 2 .9 7 4 2 . 9 5 7 . 1 7 0 - 0 1 年. 3 1 4 . 3 0 . 0 7 1 .4

ライフ ス テー ジ

婚　　 前　 期 10 - 1 4 . 1 1 1 . 1 3 1 5 2 2 . 5 7 7 -5 3 1 6 0 . も 1 5 .5 4 2 . 4 0 . 3 4 0 .2

家　 族 形 成 期 1 . 2 1 . 4 l (ノ. 1 b9 ～O e 3 7 9 . 7 6 9 0 tG 2 1. 7 2 9 . ・つ 2 . 9 4 島. 与

家 族成 長 靭(A ) 5 .6 1 . 9 1 1 . 2 1 07 2 7 . 1 7 2 . 9 l r)丁 0 .9 2 d °0 2 9 . ご 0 . 9 4 1 - 1

家 族成 長 期佃) 7 . 6 2 . 4 8 . 8 1 70 4 2 °ヰ う7 . 0 1 70 1 . 2 3 0 °0 ～4 . 1 ～. 与 4 2 . 年

家 族成 長 期(C ) 1 2 . 4 1 . 8 4 .4 1 1 3 4 2 e う 5 /. 5 1 1 3 0 . 9 7 7°4 2 5 . 7 l. 8 ん4 . 2

家　 族 成 熟 期 9 . 2 0 . 8 1 5 . 8 1 2 0 3 7 . う 6 2 . 5 1 2 0 O t a ～2 . 5 2 9 . 2 1. 7 4 5 .8

老　 年　 期 (A l 9 .2 Z .b 1 7 . 1 76 3 1 .3 8 4 . 4 7 6 0 .0 2 5 °0 〕1 . 台 0 . 0 4 3 . も

老　 年　 期 (B) 8 . 2 0 .0 1 8 .0 b l 3 1 t l b 8 .9 ムl 0 .0 2 3 . 0 3 1. 1 0 . 0 4 5 . 9

老　 年　 期 (C ) 5 .5 2 . 8 1 1 . 1 18 3 0 .6 b 9 °与 うb 2 e 8 うり. 8 2 7 . 8 0 . 0 3 8 , 9

そ　　 の　　 他 8 . 3 0 .0 2 2 .9 4 8 2 2 .9 7 7 . 1 与8 0 . 0 2 5 . 3 ～ . リ 2 . 1 4 7 . 9

N　　　　　　　 A 4 . 3 0 .0 2 5 . 1 2 3 3 0 .4 ム9 . 6 ? 3 0 . 〇 うり. ヽ 2 1 . 7 0 . 0 4 7 , 8

住　 居　 形　 態　 別

一　 戸 建 持 家
10 .2 2 .5 1 3 .0 52 2 3 5 .8 6 3 °2 5 22 1 -1) 2 3 . も 3 2 . 3 1 . 7 4 1 . 0

一　 戸 建 借 家 之.4 2 .4 7 . 1 4 Z 3 1 .0 b 9 .0 4 Z O tり 2 3 . 8 2 8 . 5 °ヽ8 4 2 . 9

民間木造アバ」ト 7 .4 2 .7 l 左.9 l 禽8 2 5 . 3 7 5 .0 1 弓8 1 . 1 2 3 . 4 2 8 . 7 0 . 0 4 5 . 8

鉄筋・アパート・マンノヨン 5 .0 1 . 2 1 0 .0 2 5 1 2 7 °1 7 2 . 9 2 5 1 0 - 年 2 6 . 7 2 9 . 9 0 °8 4 0 . 2

社　 宅 ・ 官 舎 1 5 .5 3 .4 5 .2 5 6 ～2 .4 7 7 .8 ちぎ 0 -0 1 ～. 1 3 7 , シ 0 . 0 5 0 . 0

寮・間借りイ主込み 10 . 1 2 .9 1 3 .0 ム9 2 0 t3 7 9 °7 ろ9 0 -0 l ll. 5 3 4 . 8 0 . 0 ! 0 . 7

そ　　 の　　 他 0 .0 0 .0 2 2 .2 9 4 4 .年 うう.b 9 0 一つ 3 3 . 3 7 2 . 2 0 . 0 ん与. 与

居 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら 8 . 2 3 . 1 1 8 . 5 q T 3 9 . 2 b J . 8 1 7 1 .0 l b . う 3 5 . 1 4 . 1 4 3 .3

終戦～昭和周年 8 . 3 3 .0 14 . 3 2 8 8 3 4 .2 d 5 . 8 2 ろム 0 . ◆ 2 2 . 8 3 1 . 5 1. 5 4 4 . 分

昭和31年一郎年 1 1°l 1 . 2 l 〕.e 16 2 4 1 .ん 5 8 .6 lb 2 1 .2 3 0 . 2 2 9 .0 0 °b う8 . 9

昭 和41年一応年 5 . 5 1 .も 5 . 5 12 8 4 1 .4 うd .b 1 7 8 つ.0 3 0 . 5 2 6 . 9 1 . も 3 9 . 1

昭 和価年一班年 7 . 1 0 . 5 1 2 . 2 19 占 7 5 .J 7 4 .0 1 つる l 一〇 Z b . U 2 9 . 5 て). う 4 2 . 9

昭 和51年～53年 1 1. も 3 . 7 9 .4 24 5 l b . 3 8 3 . 7 2 4 5 0 . 5 1 9 . 2 ヨん. 7 〇. 0 ん5 . 3

封　 年　 以　 降 4 . 年 2 .2 1 3 .〕 4 5 2 4 .年 7 う.b 有5 J .ロ 1 5 . 6 1 3 . 3 ～. Z ムさ. 9
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021区の児童・青少年のための事業として,とくに力を入れてほしいと思うことは伺ですか。(1Å)

回 答 項旧

フ　ェ　ー 1

N

ス 会 幼 児 健 導 公 どす 学 非 止 仲 そ 特

ポ を 権 竜 庚 を 園 の る 校 行 間 の ケこ
l も

ツ　つ

園 館 診 強 ∵遊 教 化 つ 他 な

を と を

保 充

断 化

・す

児 ひ

童 場

青

の
自 く

り

い

す 与 音 実 栄 る 遠 を 充 殺 の

る え

機 る

園 す

・る

養

指

園 充

を 実

実 の
防

促

進

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別
1 13 9 2 台. 2 7 . 9 も. c 1 3 . 0 1 0 . 4 1 3 .ヽ 9 .0 1 . 1 1〕. 1

川　　　　　　 谷
lli3 1 5 . 7 lう°〇 13 . 7 H . 1 9 . 8 5 .∠ 3 . 3 C .丁 ～3 .5

箪　　 笥　　 町 1 1 1 1 9 . 5 5 . 3 う. ら 11 . 7 2 0 . 7 1 9 . 8 1 1 . 7 0 . 0 4 . 5

梗　　　　　 町 1 7 弓 1 1 . 3 3 . 1 0 . 0 1年. 8 l 4 . 1 1 0 . 2 1 0 . 2 0 . 8 1 5 . 8
若　　 松　　 町 1 1 0 ～5 . 5 丁. 】 15 . 5 9 °1 5 . 5 1 9 . 1 7 . 3 0 . 9 1 0 . 0
大　　 久　　 保 1 2 9 ? 4 . 鵠 15 . 3 8 . 5 1 2 . 年 8 . 5 1 0 . 1 5 . 4 0 . 8 1 3 . 2

戸　　　　　　 塚 11 0 1 4 . も 3 . 8 2 . 3 lも. 5 7 . 7 1 0 . 0 1 4 . 5 3 . 1 5 . 4
落　 合　 第　 一 勺も 3 3 °3 5 °2 2 . 1 7 . 3 8 . 3 l b . 7 b . 3 0 °0 2 0 . 8
落　 合　 第　 二 11 4 1 3 . 3 7 . 0 3 . 5 1 2 . 3 1 3 . 2 1 4 °9 9 . も 2 .8 3 . 5
柏　　　　　 木 1 1 2 ～5 .0 .ヽ 5 2 . 7 1 7 . 0 8 . 9 1 2 . 5 1 4 . 3 0 . 9 1 4 °3
角 筈 ・以 役 所

性　　　　　　 別

5 5 15 °1 7 . 1 1 - ろ 10 . 7 3 . 5 ～8 . 8 8 . 9 0 . 0 2 3 . 2

男　　　　　 性 5 1 1 7 9 . 0 8 °b 5 . う 12 °1 11 . 3 1 3 . 7 9 . 8 1 . 3 1 0 . 7

女　　　　　 性

性　 年　 代　 別

8 0 8 2 3 . 7 9 . 0 b t ヽ 13 °8 9 . 5 1 3 . 2 8 . 4 0 . 8 1 5 . 1

男　　 加　　 代 l ～】 事5 . 9 与. 8 5 . 2 9 . 8 9 . 8 1 0 . 5 1 1 . 8 0 . 0 1 2 . 4

男　　 測　　 代 l Z 3 2 8 . 5 1 〇°5 7 . 3 1 1 . ▲ 9 . 8 l～. 2 1 0 . も C . 8 8 . 9

男　　 40　　 代 1 0 5 2 7 . ヽ 〕. 8 ～. 8 1 2 . 3 1 3 . 2 1 9 °8 9 . 4 1 . 9 9 . 4

男　　 50　　 代 も8 7 8 . 5 7 . 4 1 . 5 1 0 °3 l ●. † 1 4 . 7 1 1 . 8 0 . 0 1 3 . 2
男　 餌 代 以 上 巧l 2 l e u 7 . 4 9 . 9 1 8 . 5 1 1 . 1 1 3 . 5 3 . 7 4 . 9 9 . 9
女　　 加　　 代 1 年2 7 5 . 1 1 2 . 0 7 °7 1 9 . 0 7 . 7 7 . 0 7 . 0 C . 0 1 3 . 4

女　　 灘　　 代 1 て14 2 5 . 9 1 〇t ◆ 5 . 2 1 5 °も 8 . 2 1 2 . 7 1 1 . 2 0 . 0 9 . 0
女　　 40　　 代 l q も ～1 °了 1 0 °● l . 9 1 0 . 4 1 1 - 3 1 7 . 9 1 4 . 2 0 . 9 1 1 . 3
女　　 50　　 代 1 0 1 ? 2 . 8 5 . 9 7 . 9 9 . 9 l 】。9 1 3 . 9 3 . 0 2 . 3 1 9 . 8

女　 60 代 以 上

義　　 業　　 別

1 2 5 ? 0 . 0 ●. 8 8 . 8 1 1 . 2 8 . 0 1 8 . 0 5 . 4 1 . も 2 〕. 2

自 営 業 ・事業主 lb T 2 9 . 3 も°b 2 . 4 1 2 °も 9 . 6 1 5 . 5 9 . 0 1 . 2 1 3 . 8
管 理 職 ・自由業 q 9 7 年. 7 5 . 8 与. う 2 0 . 2 1 8 . 0 7 . 9 1 0 °l 1. 1 7 . 9

事 傍 峨 ・技術収 3 0 2 7 7 . 5 8 . 9 7 . 9 1 1 . 9 8 . 3 1 2 . 3 1 0 . も 1 .0 1 1 . も
労 務職・サーヒ欄 lつ7 3 1 . 8 5 . b l t 9 1 0 °3 9 . 1 1 5 .台 10 . 3 0 . 0 l Jl°0
主　　　　　 婦 2 も8 2 3 . 5 1 0 ▼1 5 .も 1年.9 1 0 . 4 1 5 . 7 7 . 5 0 . 7 1 1°b
学　　　　　 生 ヽ1 3 2 . 8 4 °9 1 °も 13 °1 13 . 1 9 . 8 4 . 9 0 . 0 1 9 . 7
無　　　　　 職 1 1 7 1 7 . 9 8 . 0 1 0 . 3 1 1 °l 1 1 . 1 1 2 . 8 7 . 7 3 . 4 1 9 . 7
そ　　 の　　 他

家　 族　 人　 数　 別

7 8 7 1 . 4 lヽ. 3 2 1 . 4 3 .も 1 . 1 7 . 1 1 4 . 3 0 . 0 1 0 . 7

1　　　　　　 人 2 り8 3 1 . 3 8 . 2 5 . 7 1 1 . 1 4 . 8 8 . 2 1 2 . 0 0 . 5 1 7 . 3

2　　　　　　 人 17 1 1 7 . 5 8 °Z 8 . 8 1 5 . 8 1 2 . 3 1 2 . 3 7 . 0 1 . 8 1 8 . 4

3　　　　　　 人 2 2 0 フe lも 7 .7 5 . 9 1 2 . 7 1 0 . 5 1 5 . 0 8 . 2 1 . b 1 1 . 8
4　　　　　　 人 2 9 1 7 5 . 8 9 . 3 5 . 5 1 5 . 5 1 2 . 4 1 4 °4 8 . 9 0 . 7 7 . 5

5　　　　　　 人 14 3 ? 与.5 5 . 8 3 . 5 1 0 . 5 1 1 . 9 2 0 .〕 9 . 8 0 . 0 1 4 . 0

6　 人　 以　 上 q 9 3 3 . 3 7 °1 3 . J 1 0 °l 11 . 1 1 1°l 8 . 1 2 . 0 1 4 °1

N　　　　　　 A 7 7 8 . 8 1J °0 2 8 . 6 0 . 0 0 . 0 O e O 0 . 0 0 . 0 4 2 . 9

フ イ フ ス 7 - ン

婿　　 前　　 期
3 1 8 3 2 . j 5 . 4 5 . 1 1 3 . 0 9 . 8 1 0 . 4 1 0 . 4 0 . 0 1 3 . も

家　 族 形 成 期 6 9 約 . 3 1 3 . 0 8 . 7 1 4 . 5 7 . 2 7 . 2 1 1 . 5 1 . 年 1 5 . 9
家 族 成 長 馴 A ) l q T ? l . う 1 7 . 8 1 0 . 3 1 7 . 8 8 . 4 1 2 . 1 5 . も 0 . 0 8 . 5

家 族 成 長 期佃 ) 1 70 2 9 . 年 卓°8 2 . 9 1 4 . 1 1 2 . 9 1 7 . 1 8 . 2 1 . 2 5 °3

家 族 成 長 馴 C ) 1 1 3 2 8 . 3 5 . 3 2 . 7 8 . 8 1 2 . 4 1 7 . 7 1 4 . 2 2 . 7 8 . 0
家　 族 成 熟 期 1 20 2 2 . 5 年°2 5 . 8 1 1 °7 1 2 . 5 1 7 . 5 9 . 2 1 . 7 1 5 . 8
老　 年　 期 (A ) 了も 25 . 3 5 . 3 5 . 3 1 7 . 1 7 . 9 1 5 . 8 2 . 8 1 . 3 1 8 . ●
老　 年　 期 (B I もl 18 . 0 8 . も l l e 5 1 1 °5 1 5 . 4 1 9 . 7 3 . 3 1 °も 1 1 . 5

老　 年　 期 (C l 1 8 1 9 . も 1 3 . 9 1 1 °1 1 3 . 9 5 . 8 8 . 3 8 . 3 2 . 8 1 8 . 7

そ　　 の　　 他 与8 8 . 3 1 ～. 5 8 . 3 4 . 2 8 . 3 8 . 3 1 0 . 4 ～. 1 3 7 . 5

N　　　　　　 A

住

2 3 3 4 . 8 0 °0 8 . 7 1 3 °0 0 . 0 4 . 3 l 〕. 0 0 °0 2 8 . 1

居　 形　 態　 別

一　 戸 建 持 家

5 2 2 之8 . 年 5 °1 3 . 7 1 2 . も 1 2 . 3 1 3 °与 7 . 9 1 °1 1 2 . 5

一　 戸 建 借 家 4 2 2 3 . 5 1 . 1 1 1 . 9 1 1 . 9 1 5 . 7 9 . 5 9 . 5 0 . 0 9 . 5

民間木造 ア′ト ト l q e 2 2 . 3 1 1 . 7 4 . 転 18 . 1 7 . 4 1 3 . 3 9 . も 0 . 5 1 2 . 2

鉄筋・丁′マートマンション 2 5 1 2 3 . l 9 . 6 も. d 1 1 . も 9 . 2 1 3 . 9 9 . も 2 . 0 1 4 . 3

社　 宅 ・ 官 舎 5 8 2 4 4 1 l～. 1 】.ヽ 15 °5 13 . 8 1 5 . 5 8 . 9 0 . 0 8 . も

寮 ・間借りイ主込み { 9 3 4 . 8 i . 9 2 . 9 5 . 8 2 . 9 1 3 . 0 1 7 . 4 0 . 0 2 0 . 3

そ　　 の　　 他 9 7 2 .～ 0 °0 3 3 . 3 1 1 . 1 0 . 0 1 1 °l 0 . 0 0 . 0 ～～. 2

居 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら

q 7 7 7 t 8 7 °2 5 . 2 9 . 3 1 9 . 5 1 5 . 5 ～. 1 2 . 1 1 1 °3

終 戦 ～昭 和 諏年 ? ヘム 7 1 .ヽ 5 . も b . ら 1 3 . 2 1 1 . 3 1 5 . 0 1 0 . 2 1 . 9 1 5 . 0

昭 和 31年 ～ 40年 lb Z 之4 . 7 9 . 9 5 °b 111 . 2 1 0 . 5 1 4 . 3 9 . 3 0 . も 1 0 . 5

昭 和 4ユ年 ～ 45年 l ZR 1 2 . 8 l (二. 9 6 . 3 1 0 °9 7 °8 1 2 . 5 9 °● 0 °8 8 . も

昭 和 亜年 一 組年 19 も 78 . 5 7 . 1 5 . 1 1 2 . 2 1 0 . 2 1 2 . 8 1 0 . 2 1 . 0 1 4 . 8

昭 和 5ユ年 ～ 53年 Z l1 5 2 8 °も 蝿. 2 与. 5 1 5 . 1 1 . 3 1 1 . 0 9 . 4 0 . 4 1 3 . 5

封　 年　 以　 降 4 5 フ2 °ノ 8 . 9 6 . 7 1 3 . 3 8 . 9 1 3 . 3 8 . 9

l

0 . 0 1 7 . 8
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02む　女性が職業を持つことについて.あなたはどう思いますか0　　　〔Q23で1,2と答えた人に〕

(1Å)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SQl.〔男性の場合)では.あなたの身近な女性に職業を持っては

しいと思いますか。(l A)

と可答 項 目

フ 1 一　ス

N

ぜ 条 つ あ が 持 わ

N

ぜ 条 つ 今 て あ く 持 現 N

A

ひ 件 ベ t　エ つ か ひ 件 て ほ ほ t を つ̀ 在

持 が き わい ベ ら 持 が ほ 無 し り い て 持

つ 許 だ 袴 き な 'つ 許 し 理 レヽ 持 ほ つ
ベ す た て レヽ て す い だ つ̀ し て
き 限 な l土 ほ 限 が て く レヽ
だ り

持

h

方
を

レヽ

し

Lへ

ウ

持
持

つ

ほ

し

を

レ1

る

輪　　　　　　 致

地　　 域　　 別
1 1 3 9 1 4 . 1 5 7'. 3 1 5 . a 2 °5 9 . 7 1 b Z 1 2 . 8 仁〇. Z 2 . ご 8 . 2 0 . 9 8 . 2 1 . 4

四　　　　　 谷
15 3 3 .弓 4 9 °0 2 8 . 1 2 . 0 1 9 . 1) ∠7 1 1 °l 里 . も 1 4 . 8 1 1 . 1 0 . 0 7 °与 0 °0

箪　　 笥　　 町
l l l 1 占. ∠ 5 8 . 8 1 8 . 。 1 °8 7 . 2 〕5 I 7 . 1 4 2 °8　 1 1 . 4 11 2 0 . 0 2 . 9 〇°0 0 . 0

桜　　　　　　 町
12 8 7 2 . 7 5 2 . 3 1 2 . 5 3 . 1 9 .年 勺3 ン3 °3 8 2 . 8 O e C 7 . 0 0 . n 2 . 3 ●.▼

若　　 松　　 町 1 1 0 ～0 . 9 4 7 . 3 1 5 . 5 8 . 2 8 . 2 3 8 2 1 °1 5 7 . 9 5 . 3 0 . 0 2 . も 1 0 . 5 2 . 8

大　　 久　　 保 12 9 1 4 . 7 5 ～. 7 2 年. 0 0 . 0 8 . 5 3 3 】2 . 1 ●巧. 5 1 2 °l 】～. 1 0 . 0 1 2 . 1 3 . 0

戸　　　　　 塚 1 1 0 1 1 . 5 b 3 . 1 1 2 . 3 1 . 5 1 1 . 5 もう 1 1 °か 6 2 °8　 1 4 .つ 7 . 0 2 . 3 2 . 3 0 °0
務　 台　 第　 一 9 8　 1 3 . 5 5 9 . 4 1 5 . 5 2 . 1 9 . 4 3 4　　 5 . 9 昭 . 4　　 . 9　　 . 9　　 0 . 0　　 0 . 0 0 . 0
落　 合　 第　 二 11 4　 1 1 . も 6 6 . 7 1 2 . 3 1 . 8 7 . 9 3 ム 5 . (, 8 8 . 7 5 °と 8 . 3　　 0 . 0 1 3 . 9 0 °0

柏　　　　　 木 11 2 1 7 . 9 8 4 . 3 7 . 1 3 .も 7 . 1 1 9 1 0 °う 6 1 °5 1 2 . d　　 5 . 1 0 °0 1 0 °3 0 °0

角 筈 ・区 役 所 ちら 1 9 . も 7 3 °2 5 . 4 0 . 0 1 . 8 2 4 4 . 2 5 0 . 0 0 . 0　　 8 . 3 0 . 0 3 3 . 3 4 . 2

1 ◆ヽ

0 . 0

1 °9

1 . 3

0 . 0

性　　　　　　 別

3 ～2　 1 2 °8

歳

5 C . 2　　 8 °2　　 8 . 2　　 0 . 9　　 8 . 2

0 . O　 l) . G　　 O . O i O . 0　　 0 ・3

8 5 . 7　　 2 . e　　 b . 5　　 0 . 0　　 3 . 7

5 3 . 2　 1 () . 1　 H l . 1　 2 . 5　 1 0 . 1

8 0 . 8　 7 . 0 [ 7 . 0　 0 . 0 1 2 . 7

男　　　　　 性 5 1 1　 日 . 0 5 3 °3 1 8 . 6 4 °0 1 0 . 9
女　　　　　 性

性　 年　 代　 別
5 0 8　 1 5 . 1 5 0 . 9 1 3 . 2 1 . 2 8 . 7

男　　 餌　　 代 15 3　 1 7 °0 5 3 . b 1 5 . (J 3 . 3 1 1 . 1
男　　 ∞　　 代 12 3 1 0 . も 5 3 . 7 1 7 . 1 3 °3 1 5 . 4
男　　 仰　　 代 1 1) 5　 】8 . 9 4 8 . 1 1 9 - 8　　 4 . 7 8 - 5

男　　 駒　　 代 6 8 7 . 年 5 年°7 1 9 . 1　　 年.ヽ 有.ん : ‖ : ! 8 5 . 3　 1 4 . 3 】1 0 . 2　　 0 . 0　　 8 . 1

5 3 . 3　 1 3 . 3　　 8 . 9　　 2 . 2　 1 1 . 1

〇. 0　　 0 . ぐ　　 0 . 0　　 0 . 0　　 0 . 0

2 . 0

2 . 2

0 . 0

男　 餌 代 以 上 q l 6 °2 4 9 .キ 2 7 . 2 4 . 9 1 2 .∋
女　　 的　　 代 14 2 7 4 . も 6 8 . 2 与. 9 0 . 7 3 . 5
女　　 地　　 代 11 4 l l . 9 ム3 °◆ 1 8 . 7 0 . 7 5 . 2 雄

1 7　 1 3 °d

0 . 0　　 0 .ぐ　　 0 . 0　　 0 . 0　　 0 . 0
封 川 里

0 . 0

0 . 0

0 . 0

0 . 0

1 °l

女　　 40　　 代 1 1) 5　 1 7 . 9 5 5 . 8 1 2 . 3　　 1 . 9 1 1 . 3

女　　 的　　 代 1 0 1　 1 5 . 8　 b 4 . 4 1 1 . 9　　 1 . 0 5 . 9
女　 餌 代 以 上

輸　　 集　　 別

1 2 5 8 . 8 5 2 . 8　 1 畠. ヽ 1 .も 1 8 . 4

自 営業 ・事 業主 1ろ7　 1 2 .も 5 0 . 9　 1 5 .ト 3 ▼0 9 . 0

管 理職 ・自由業 a 9　 1 8 . U　 も0 . 7　 1 2 .年　　 3 . 4 5 . 5 弓2　 】7 . 3

1 1 7　　 9 . 4

も8　 1 0 . 9

1　　 0 . 1:

甘 射 出 描 0 . 0

1 . 7

0 °0

0 . 0

事 務臓 ・技 術職 3 1 2 1 も. Z 5 7 . 3 「1 年. 2　　 3 . 0 9 . 3

労 務職・サービス戯 1′1 7　 1 5 . 8 5 9 . 8　 1 2 . 1 0 . 9 1 0 °3

主　　　　　 婦 抽 8　 1 0 °ヽ 占0 °ヽ 1 8 . 3　　 1 . 1 9 . 7

学　　　　　 生 ら1 3 1 °l 4 7 . 5 9 . 8 1 °も 9 . 8 之5　 2 4 °こi

l T　　 5 . 9

7　 1 4 . 3

1 5　 1 8 °0

1 8　 1 8 . 4

8 2　　 4 °8

9 7　 1 5 °5

●●　　　 8 °小

3 4　　 8 . 8

2 l く0 . 0

1 号0　 ! 6 . 5

1 ,　 2 8 °丁
柑

6 0 . 0

T J °8

2 3 °8

8 8 °0

6 0 . 5

8 2 . 9

4 5 . 4

7 2 . 7

8 ト も

5 0 °0

8 5 °4

4 8 . 7

3 4 °8

4 9 °1

6 5 . 6

8 ～′9

, 8 ▼3

3 3 . 8

4 2 ▼9

8 か. 9

8 0 °0

0 . 0　　 4 . 0

5 . 9　 1 1 . 8

1 4 . 1　 4 2 . 9

l
l

. h l 7 . 7
1 3 . 3 : 6 . 7

; : :出 : 3

1針 ! : :

・・ 0 °【)

服

ら

0 °0　　 8 . 3

7 . 7　　 0 . 0

0 . 0　 1 4 . 3

0 °0　　 0 °0

0 °0　　 0 °0

4 . 0

5 . 9

0 . 0

2 . 7

0 . 0

0 °0

1 °0

・2 . 3
2 . 9

0 . 0

2 °3

0 . 0

0 °0

0 °0

0 °0

2 - 9

8 . 3

0 . 0

0 °0

0 . 0

0 . 0

無　　　　　 職 1 1 7　 1 2 .縄　 4 7 . 9 1 2 0 . 5　　 2 .も L lも. 2

そ　　 の　　 他

家 :族　 人　 数　 別

1　　　　　　 人

2　　　　　　 人

3　　　　　　 人

4　　　　　　 人

5　　　　　　 人

6　 人　 以　 上

N　　　　　　　 A

ラ イ フ ス テ ー ジ

婿　　 前　　 期

家　 族 形 成 期

家 族 成 長 紺 A I

2 8

2 0 8

1 7 1

2 2 0

2 9 1

1も3

9 9

7

3 1 5

も9

1 0 7

l i i i i

l 4 . 3

2 2 . 2

7 0 . 3

9 . 3

5 3 .も　　 2 8 .ろ　 1 0 . 7

1 .ヽ

1 .年

1 3 . b

9 t l

1 2 . 〕

9 . 1

5 . 5

1 6 . 1

1 0 . 1

2 8 . 5

7 . 9

1 0 . 1

8 . 4

家 族 成 長 期㈲ lT O 1 0 . 6　　 も2 . 4 1 5 . 9　　 2 .ヽ 8 . 8

家 族 成 長 馴 C ) 1 1 3 1 3 . 3 5 7 . 5 1 9 . 5 1 . 8 8 . 0

家　 族 成 熟 靭

老　 年　 期 (A )

老　 年　 期 (B )

老　 年　 期 (C )

そ　　 の　　 他

1 . 7 7 . 5

1 8 . 4

1 8 . 0

1 3 . 9

8 . 3

N　　　　　　 A 2 3　 1 7 °4　 4 7 . 8　 】7 . 4　　 4 . 3 1 3 - 0

1 0 . 5

住　 専　 影・糖　 別 1接 】

5 8 . 3　 1 0 . 4　　 9 . 8　　 0 . e　　 b °1

4 占. 2　 1う.年　　 0 . 0　　 0 . 8　　 7 . 7

5 9 . 4　　 8 . 3　　 4 . 7　　 0 . 0　 1 5 . 8

8 5 . 8　　 , .う　 1 1 . 0　　 1 . 4　　 8 . 8

1 . 8

0 °0

3 . 1

0 °0

一　 戸 撞 持 家 5 2 2　 1 1 . 9　 5 7 . 9 1 7 . b　　 2 . 1

一　 戸 撞 借 家 4 2　 1 8 . 7 8 1 . 9 1 8 . 7 0 . 0 4 . 8

民間木 造アノマート 1 8 8 2 0 . 7　　 6 2 . 8 9 . 0　　 1 . も 5 - 9

鉄筋・ア′トトマンンヨン ～5 1　 1 4 . 7　 5 5 . 4　 1 4 . 3　　 3 . 8 1 2 . 0

社　 宅 ・ 官 舎 5 8 8 . 5 5 5 . 9 2 2 . 4　　 3 .も 8 . 5 1 5　 1 3 . 3 e h . 丁 1 3 . 3 0 . 0　　 8 . 7　　 0 . 0 0 °0

寮 ・間借 り1主込み 8 9　　 2 1 . 7　　 4 7 . 8　 1 7 .◆ 4 . 3 8 . 7 2 2 1 1 8 °2 b 縛. 2 0 . C　　 4 . 5 0 . 0 9 . 1 0 °0

そ　　 の　　 他 9 2 2 . 2 2 2 . 2　 1 3 . 3　　 0 . 0 2 2 . 2 2　　 0 t U ∩. O　　 G . 0　 ～0 . 0　　 0 . 0 5 0 . 0 0 . C

居　 住 年　 緻　 別

戦　 前　 か　 ら
9 7　 1 4 . 4　 5 2 . 6　 1 7 .う　　 3 . 1 1 2 . 4 1 1　　 8 . 5 8 ●. 3　　 島.5　　 9 . 7　　 0 . 0　 1 2 °9 0 °0

終 戦 一昭 和周 年 か も　 1 2 . 8 5 3 . 8　 1 9 . 2　　 2 . 3 1 2 . 0 8 2 】1 . 0 うん. 1 9 °8 1 3 . 4 1 °Z 4 . 9 3 . 7

昭 和 31年 - 40年 1 8 2　 1 7 . 3 5 7 . 　ヽ l う. ん 0 .も 9 . 3 4 7 I 9 . 1 5 3 °2 1 1 m 沌1 1 8 . 4 0 °0 1 0 °も 0 °0

昭 和 41年 ～4 5年 1 7 8 1 2 . 5　 6 5 . 5 1 4 .日 3 . 1 3 . 9 与2　　 9 . う 6 4 °3 9 .ち 7 . 1　　 0 . 0 9 . 5 0 °0

昭 和 鯛年 一郭年 19 5 1 5 . 3　　 5 も. 1 1 6 . 3 〕. 1 9 . 2 b l. 1 8 . 0 ～†. ◆ 1 1 .う 6 . も 0 . 0 4 . 9 1 °も

昭 和 5】年 一見年 2 4 5　 1 5 . 1　 5 白. 8　 1 2 . 7　　 2 . 9 1 0 .も 7 6　 1 1 °5 もも. 7　　 3 . 8　　 2 . 8 2 . も 1 1 . 3 1 . 3

朗　 年　 以　 降 4 5　 1 7 . d l とは °2　 1 1 . 1　　 2 °2 6 . 7 1 1　　 9 . 1 8 3 . も　　 0 . 0　 2 7 . 1　　 0 . 0　　 0 °0 0 . 0
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SO2.〔女性の場合〕では.ちなたは職業を持ちたいと思いますか。(1Å)

回 答 項 目

フ ェー　ス

N

ぜ 条 ち 今 た あ い 椅 現 N

A

ひ 件 た は い ま ち 在

持 が lハ 無 少 た 綺

ち 許 理 持 く つ

た す だ ち を て

しヽ 限

少

持

が

持

ち

た

く

を

しヽ い

る

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別
互へT 9 . 9 2 3 °9 16 . 3 7 . 1 5 . 1 3 2 . 3 0 . 4

四　　　　　 谷 雪◆ 5 °へ 3 1 .5 1 4 °為 5 . も 5 .5 3 7 . 0 0 . 0

箪　　 笥　　 町 4 島 1 0 °9 1 7.. 4 2 3 °? 1 3 . 0 4 . 3 3 0 . 4 0 . 0

、 横　　　　　 町 ～3 9 °も 2 h ▼4 2 2 °ふ ～. 7 1 .9 3 2 . 1 1 . 9

若　　 松　　 町 17 5 . ヽ ～9 .7 1 3 . 5 8 °1 8 . 1 3 5 . 1 0 . 0

大　　 久　　 保 弓4 9 . 3 3 l . 5 5 . か 9 . 3 7 . 4 3 7 . 0 0 °0

戸　　　　　 塚 ちら 7 . 年 2 4 . 1 1 8 . 7 l l ▼l 9 .3 1 1 . 5 0 °0

落　 合　 第　 一 Iも 1 5 . 7 3 3 °3 1 3 °9 5 . 5 2 °8 ～7 . 8 0 . 0

落　 合　 第　 二 ～2 1 1 . う 4 4 °2 7 . 7 3 . 8 3 . 8 ～8 . 9 1 . 9

柏　　　　　 木 5 3 1 8 °9 I i). 2 1 3 . 2 1 °9 3 .8 3 2 . 1 0 . 0

角 筈 ・区 役 所 ～8 0 °C: l◆°3 4 2 . -? 7 . 1 3 .も 32 . 1 0 °0

性　　　　　　 別

男　　　　　 性 0 0 °0 0 .0 0 . 1) 0 . 0 0 . 0 0 °0 0 . 0

女　　　　　 性 与{ 7 9 . ・フ 2 3 °9 1 8 °1 7 . 1 5 . 1 1～°3 0 . 4

饅　 年　 代　 別

男　　 加　　 代 0 0 . 0 U . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0

男　　 諏　　 代 0 0 °0 0 °0 0 .1) 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . (l

男　　 亜　　 代 0 0 .(J O t O 0 . P 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 - 0

男　　 即　　 代 0 0 . J 〇°0 0 . Il 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0

男　 餌 代 以 上 9 0 . ・) 0 .0 0 . 9 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0

女　　 加　　 代 l 之9 1 9 °4 ～6 .5 7 . 8 3 °9 0 . 8 3 8 . 8 0 °0

女　　 諏　　 代 1 0 1 8 . 9 2 5 . 7 2 3 e れ 7 °9 6 .0 3 3 . † 〇°0

女　　 棚　　 代 7 9 1 0 °1 3 2 .9 1 も. 5 7 .8 3 . 8 2 9 . 1 0 4 0

女　　 餌　　 代 8 2 0 °0 3 0 .～ 2 0 . 7 7 °3 e °l 3 5 . 4 0 . 0

女　 郎 代 以 上 78 3 . 3 2 5 . ! 1 5 . - 1 0 . , 1 9 . 7 1 9 . 7 2 . 8

後　　 薫　　 別

自営 業 ・事業主 1 4 8 . 6 2 8 . 5 2 °9 0 4 0 0 °0 6 1 . 8 0 . 0

管 理 職 ・自由業 1号 0 4 り l b °丁 5 .も 0 . 0 5 .も 7 2 . 2 0 . 0

事 務 脇 ・技 術職 10 4 1 1 . う 1 3 .5 0 . ・J 2 . 9 0 . 0 7 2 . l 0 . 0

労 務礁・サービス駿 3̀6 1 1 . 1 1 3 . 9 2 . 4 2 . 8 0 . 0 b 9 . ヽ 0 . 0

主　　　　　 始 18 q 5 . 弓 3 9 . 7 3 1 . 7 1 1 . 1 8 °3 ん. 8 0 . 5

学　　　　　 生 23 ～2 °′ 4 3 .3 4 . 〕 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0

無　　　　　 職 弓4 7 . 4 ～4 . 1 2 2 . 2 1 4 . 8 2 0 . 4 9 . 3 1 . 9

そ　　 の　　 他 9 0 . レ 8 6 .7 0 . 0 0 . 0 0 °0 3 3 . 3 0 . 0

家　 族　 人　 畿: 別

1　　　　　　 人 巧8 12 . 日 1 8 °も 3 °～ 3 . 5 2 . 3 5 9 . 3 0 . 0

2　　　　　　 人 4 4 7 . 1 1 8 . 7 l 5 . 5 1 . 1 8 . 3 4 5 . 2 0 . 0

3　　　　　　 人 り了 5 .2 3 7 . 1 1 9 . 5 8 ▼2 ◆°1 2 3 .7 2 . 1

4　　　　　　 人 1 13 14 . 2 3 1 . 3 2 3 .り 1 0 .5 2 . 7 1 8 .も 0 °0

5　　　　　　 人 5 1 l l .る 3 9 . 2 1 7 . 8 3 °9 7 . 8 1 9 °も 0 °0

6　 人　 以　 上 j e 5 . 0 3 む°9 15 .7 5 . 5 l l . 1 2 2 . 2 0 °0

N　　　　　　 A 0 0 °0 0 °0 0 °fI 0 .0 0 . 0 0 . 0 0 . 0

ラ イ フ ス テ ー ジ

婿　　 前　　 期 1 18 2 3 °7 2 3 °T ◆ ～ヽ 3 °◆ 0 °0 4 4 . 1 0 . 8

家　 族 形 成 納 19 1 2 . 8 1 2 . 烏 5 . 1 5 . 1 0 °0 8 年. 1 0 . 0

家 族 成 長 靭(A ) 4 7 4 °3 3 8 °3 3 6 .～ 4 °3 0 . 0 1 7 . 0 0 . 0

家 族 成 長 胡㈲ わ7 7 . 5 3 1°3 2 8 °う 1 1 °9 0 . 0 2 2 . 4 0 . 0

家 族 成 長 期(C ) 4 2 7 . 1 4 0 °5 19 °C 了▼1 9 .5 1 8 . 7 0 . 0

家　 族 成 熟 期 ～2 0 °0 3 8 °5 2 1 °2 l l . 5 9 . 8 1 9 . 2 0 . 0

老　 年　 期 (A l ～8 3 °も 3 ～. 1 17 . 9 1 4 °3 2 1 .4 7 . 1 3 . も

老　 年　 期 (B ) 2 3 0 °0 3 0 °4 17 .4 4 . 3 2 1 . 7 2 8 . 1 0 °0

老　 年　 期 (C l 19 5 . 3 ～1 °1 10 . 5 5 . 3 5 . 3 3 2 . 8 0 ▼0

そ　　 の　　 他 7 2 ◆. I 2 2 °丁 18 .2 0 °0 l I . e 4 0 . 9 0 °0

N　　　　　　 A 10 0 °0 1 0 °0 0 °0 ～0 .0 0 °0 7 0 .0 0 . 0

′住　 居　 形　 態　 別

一　 戸 建 持 家
2 リ0 8 . 0 3 , °5 18 °5 6 . 5 9 . 0 ～2 .0 0 . 5

一　 戸 建 借 家 2 0 0 °U 4 0 °0 2 0 .C 5 . 0 , . 0 3 0 . 0 0 °0

民間木造 アパート 4 3 】4 °l) 2 2 °も 1 1 °さ 5 .● 1 °l ◆◆°l 1 . 1

鉄筋・丁′ヤート・マンション 10 3 8 . 8 1 8 . 4 1 7 °う 8 .7 3 . 9 4 4 . 7 0 °0

社　 宅 ・ 官 舎 2 3 2 1 .7 3 ▲°8 lT .◆ 1 3 °0 0 °0 13 .0 0 °0

寮 ・間借り・住込み 2 8 19 .2 2 8 . 9 7 . 7 3 . 8 0 . 0 4 2 . 3 0 . 0

そ　　 の　　 他 2 0 °9 5 0 . 0 0 . 0 5 0 °0 0 . 0 0 . 0 0 . 0

居　 住　 年　 鎗: 別

戦　 前　 か　 ら 3 4 5 . ～ 2 8 . 5 1 1 °R 5 .9 2 8 . 5 2 3 . 5 0 . 0

終 戦 一 昭和周 年 9 5 8 .4 2 3 °4 待 °8 丁.◆ 7 . 4 3 0 . 5 1 . 1

昭 和 31年～ 40年 7 3 9 . 8 3 9 . 7 1 3 °丁 8 tZ 5 °5 2 3 °3 0 °0

昭 和 41年 - 45年 5 8 12 °1 3 あ. 2 17 . 2 8 . 9 0 °0 2 7 .8 0 °0

昭 和価 年～ 朗年 7 9 8 °3 ～2 °触 Z O °3 , . 1 3 °8 ●1 .8 0 °0

′昭 和 51年～ 幻年 lLI3 1 1 . 7 ・2 7 . 2 1 4 °も 5 .8 1 . 0 3 8 °8 1 . 0

朗　 年　 以　 降 7 3 2 0 .0 l ～. 0 2 0 . 0 l e °0 0 °0 3 2 .0 0 . 0
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02も　女性が職業を持つ場合,どのような障害があると思いますか。次の中から主なことを2つ以内で選んでください。

〔回答集7提示〕(2A)

回苔 項目

フ　ェ　ー　ス

鵬 い 職 が 鵬 技 し 法 別 家 を 家 が 出 病 が そ わ

N

積 る

が

場 あ

る

美

恵

能 て 律が 庭 る 族 を 産 人 参

・る

の か

ら

限 で

の
識

・レヽ

技 る
あ

刷 る

の

潤

の h

理
育 老 他 な

定

さ

差

り

が

低

術 度 レヽ 解 児 人 レヽ

れ

て

男

待

遇

レヽ が

不

足

上

の

差

が

な

く

協

力

の
世

話

総　　　　　　 敷

地　　 墟　　 別
1 11 9 7 2 t l 13 .8 17 .b 9 .7 5 .年 30 .4 ～与. 1 2 8 .5 8 .3 1 lヽ 8 .ヽ

四　　　　　　 谷
15 3 2 0 .3 1 1 .8 15 .・J 8 °5 1 1 . 1 4 3 °8 15 .0 2 3　 5 7　 2 l 3ヽ 10　 5

箪　　 笥　　 町
1 1 1 7 1 .も 9 .9 2 1 .8 9 °0 1 . 8 3 1 .5 2 5 . 2 2 9 .7 10 .8 0 9ヽ 1 .8

榎　　　　　 町
1, 8 ? 9 . 7 15 . 4 15 . も 7 . 0 0 .0 2 7 . 3 2 5 . 8 3 0 . 5 9 . 4 (It 8 6 .5

若　　 松　　 町 = 0 川 t も 18 °2 2 0 . J 7 .3 10 .0 2 3 . 5 2 0 . 0 3 8 . 2 15 . 5 0 . 0 8 . 2
大　　 久　　 保 l～9 7 9 .う 17 . 3 2 1. 7 15 .5 10 .9 2 7 . 9 2 0 . 9 14 . 7 7 . 8 1°8 7 .0
戸　　　　　 塚 11 0 18 .5 1 3 . 1 2 0 .0 10 10 1 . 5 38 .5 2 1. 5 】7 . 7 8 .9 0 .8 9 .∠
落　 合　 第　 一 9 8 2 8 °0 1員.8 13 . ～ 7 .3 5 . 3 17 . 7 3 0 °～ 3 5 . 4 8 .3 1 0ヽ 5 . 3
落　 合　 第　 二 11 4 15 . 負 5 .3 1 年. 9 15 . 7 3 . 5 2 9 . 8 2 2 . 8 3 7 . 7 12 . 3 0 °9 8 °d
柏　　　　　 木 11 2 7 9 . 5 18 . 1 18 . 8 8 °9 ◆.～ 2 5 . 9 2 8 . も 18 . 8 lt 8 1°8 10 . 7
角 害 ・区 役所

性　　　　　　 別
5 6 5 .◆ 8 .9 10 . 7 l .8 1 .8 1 0 . 年 4 8 . 年 18 . 1 1. 8 lt 8 12~. 5

男　　　　　 性 5 3 1 2 2 . 8 lん. 1 2 1. 5 8 . 9 5 . 1 2 9 . 8 ～2 . 年 2 7 . 1 7 . 0 1 . 3 9 . も
女　　　　　 性

性　 年　 代　 別
5 0 8 7 1 . 5 13 °5 l与. l 1 0 . 4 5 °8 3 0 °9 Z L J 2 9 . 8 9 . ● O t 8 7 . ◆

男　　 加　　 代 l ～3 2 4 . 2 9 ▼8 2 ～. 5 7 . 8 7 .2 2 4 . 8 19 . 5 3 4 . 0 5 . 9 2 . 0 1 1. 8

男　　 加　　 代 l～3 2 3 . b 15 °4 ～4 . 4 10 .5 与.9 2 8 . 5 2 8 . 0 2 5 . 0 1 . も 0 0ヽ 8 . >
男　　 40　　 代 lり5 題9 .8 12 .3 17 .・) 10 °与 5 .7 3 3 . 0 3 0 . 2 2 3 . 8 8 . 5 1 9ヽ 丁. ゝ

男　　 部　　 代

男　 餌 代 以 上
8ヽ

R l

7 5 . 0

7 1 . 0

2 9 t 4

9 °9

2 2 . 1

14 . i

10 t 3

4 . 9

l ・5 1

3 . 7

2 9 °4

3 7 . 0

～7 . 9

7 . 4

2 5 . 0

2 2 . 2

2 °9

1 8 . 5

0 . 0

2 . ら

●. 4

17 . 3
女　　 加　　 代 1 4 2 7 4 . 5 2 3 ▼2 2 ～°5 12 °0 7 -1 2 4 °8 1 9 . 1 3 5 . 2 2 . 1 1 . ● 3 . 5

女　　 誠　　 代 1 1 4 2 3 . 9 1 1 .9 11 . 2 10 . ● 7 .5 2 6 . 9 2 8 . ◆ 3 4 . 3 7 . 5 0 . 7 3 . 0

女　　 40　　 代 lりb 2 1. † 14 °2 12 .3 10 ●ヽ 5 .7 33 .0 2 4 . 5 2 4 . , 1 1. 3 0 ▼9 5 . 1

女　　 幻　　 代 1 0 1 2 3 °8 7 . 9 9 . 9 8 . 9 卑°0 3 4 . 7 3 0 . 7 2 7 . 7 13 . 9 0 . 0 5 . 9

女　 餌 代 以 上

韓　　 業　　 別
l～5 13 . も 8 . 0 も. 4 9 .8 3 . 2 3 7 . 8 2 5 . も 2 4 . 8 1 4 . 4 0 . 8 1 9 . ～

自営業 ・事業主 1ち7 2 2 .2 14 .● 15 .0 9 .0 2 .4 3 0 . 5 2 4 . 8 2 9 . 9 1 1 . 4 2 . 4 も. b

管理職 ・自由業 q9 2 1 .1 l 畠°0 2 3 . も 1 3 °5 5 . 8 30 .3 2 2 . 5 2 0 . 2 4 .5 2 -2 1 .9

手癖戯 ・技橋場 3 q ～ P Z t8 14 ▼9 2 1. 5 7 .3 7 . る ～9 . 1 ～5 . 8 ～9 . 5 4 t j 0 . 3 7 . 9

労務収・サーヒス晩 lr)丁 3 1 .8 15 .0 19 ▼b 9 .3 3 .7 2 4 . 3 15 . 9 3 1 . 8 5 . 5 2 . 8 b . ら

主　　　　　 始 2 わ8 2 0 . 5 lくつ.4 lCl. ◆ 1 1 .9 4 . 1 3 1 .3 3 2 . 1 3 2 . 8 10 . 4 0 °0 5 . 0

学　　　　　 生 へl 18 °4 1 8 .0 29 . 5 8 °も 1 1 . 5 27 .9 1 1. 5 3 1. 1 4 . 9 1 °も 13 . 1

無　　　　　 餞 1 1 7 川 °2 9 °4 1 2 . 4 1 1 °1 5 . 1 38 . 5 1†.9 17 .9 17 °l 0 -9 11 . 9

そ　　 の　　 他

家　 族　 人　 数　 別

～8 32 . 1 2 1 °4 2 5 .0 7 . 1 7 - 1 2 8 . 8 l◆. ) 2 1 °4 D ′0 0 °0 1 . 1

1　　　　　　 人 20 8 2 2 .5 1 8 . 3 l†. 3 8 .2 10 . 1 2 7 .9 15 . 8 2 1 . 4 5 . 3 l t 9 11 . 1

2　　　　　　 人 17 1 15 . 2 1 0 . 5 1 9 . 9 1 1 °1 1 . 8 34 .5 2 1°も 3 3 . 3 丁. c 1 . 2 11 . 7

3　　　　　　 人 2 2 0 ? 8 .2 14 . 5 18 °畠 10 49 3 . 2 ～1 .3 2 2 . 7 2 9 . 1 5 . 0 0 . 5 8 . も

4　　　　　　 人 2 9 1 如 . 1 14 °◆ 1 8 °9 10 .7 8 .2 2 8 . 9 2 8 . 5 2 7 . 1 8 t 2 0 ▼3 4 . ゝ

5　　　　　　 人 14 3 17 . 5 1 1 °9 17 .5 8 .3 5 .e 3 5 . 0 2 8 °も 2 8 . 7 1 う. 4 0 . 7 8 . 4

6　 人　 以　 上 q 9 19 .2 lC)°1 13 . 1 9 . 1 4 .0 3 4 . 3 3 1 . 】 2 5 . 3 14 1 1 3 . 0 も. 1

N　　　　　　　 A

ライ フステ ー ジ

格　　 前　　 期

家　 族 形 成 期

家 族成 長 靭(A )

7

3 1 6

人9

1 0 7

4 2 . 9

2 3 .4

2 0 . 3

2 7 . 1

〇°0

17 tヰ

1 1°e

lb . 8

0 . り

2 6 °b

l? . 4

2 0 . 6

14 .3

7 48

1年. 5

13 . 1

14 .3

8 .9

1°4

与. 丁

1年. 3

2 2 . 5

3 1 . 9

2 8 . 2

0 . 0

19 . 6

2 5 e l

1 9 . 島

14 . 3

2 8 . 8

3 わ. 2

4 C . ?

0 . 0

3 °8

2 . 9

2 . 8

O t O

l t 3

2 . 9

O t O

4 ～. 9

1(l. 1

5 . 8

2 . 8

家 族成 長 噺別

宴 族成 長 紺 C J

家　 族 成 熟 期

老　 年　 期 (A )

17 0

1 1 3

12 0

†8

7 2 . 9

2 3 . 9

7 0 °8

1 8 . 4

ろ▼8

2 3 t O

埠°3

7 . 9

15 . 3

13 . 3

14 .2

も. 6

10 .0

10 .8

10 . 8

b . e

7 . 1

1. 8

2 . 5

1. 3

3 5 . 9

30 . 1

32 . 5

年2 . 1

3 8 . 5

2 3 . 9

3 4 . 2

15 . 8

2 b . ち

2 7 . 4

2 5 . 9

2 8 . 9

8 . 8

9 . 7

1 4 . 2

2 2 . ヰ

0 . b

0 . 9

0 0ヽ

2 . 5

2 . 4

3 . 5

5 . 8

1 3 . 2

老　 年　 期 (B ) 8 1 9 . 8 8 °8 14 . 命 8 °2 0 . 0 3 7 . 7 7 6 . 2 3 2 . 8 1 6 °4 0 . 0 l b . ん

老　 年　 期 (C ) 3 8 13 . 9 13 .9 5 .8 5 .8 2 . 8 4 4 . 4 13 . 9 1 3 . 9 1 3 . 9 2 . 8 2 2 . 2

そ　　 の　　 他 4 8 2 2 t 9　 14 °8 1年.b 10 .年 14 .も 2 9 . 2 12 . 5 1 6 . 1 4 °2 2 . 1 1 8 . 輪

N　　　　　　 A 2 3 3 4 .8　 1 3 .0 与. 3 13 .0 8 .7 2 8 . 1 17 . 4 17 . 4 0 . 0 0 . 0 2 1 . 7

住　 居　 形　 態　 別

一　 戸 建 持 家
5 2 2 2 1 .5 13 .8 18 .0 8 °4 4 °も 3 3 . 7 2 6 °1 2 5 . 3 9 . 8 1 . 0 9 . 2

一　 戸 珪 借 家 4 2 3 5 47　 1 1 . 9 18 . 7 19 .0 0 .0 33 . 3 19 . 0 2 3 . 8 11 .9 0 . 0 2 . も

民間木造ア′マート l瑚 2 2 .9　 16 °0 15 .0 8 .5 10 . 1 之も°b 2 0 . 2 2 島. 2 与. 8 1. も lU . ム

鉄筋・7′マートマンション 2 弓l 1 8 . r 1 1 . も 】.環.7 10 . 8 3 . b 28 .3 Z も.7 3 7 .5 7 .6 1 .島 b .0

社　 宅 ・ 官 舎 与8 ヨ～. 8　 1 2 °l 15 . 5 15 . 5 8 .9 ～7 . 6 15 . 5 3 1°0 1～. 1 0 . 0 3 . 4

棄・間借り・住込み 8 9 2 1 .7　 2 1 .7 17 .4 5 °8 7 . 2 29 . 0 2 0 . 】 2 ▲. ム 4 .3 0 .0 l l. b

そ　　 の　　 他 9 1 1 . 1 C °0 1 1 . 1 2 2 .2 1 1 . 1 4 4 .4 2 2 . 2 1 1. 1 0 .0 0 .0 2 2 .2

居　 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら q T 70 . 5　日は . 5 tも. ～ 9 . 3 4 . 1 40 .2 2 3 .7 18 .8 13 °4 0 .0 lU .う

終戦～昭和測年 2 6 8 2 4 . 1　 1 0 . 3 1 5 ▼○ 7 . 5 4 . 9 28 °2 2 5. 9 2 4 °◆ 9 .0 1 .5 12 .4

昭和 31年～40年 lb Z 1 8 . う　 1 1 .7 ? 1 . J 1 1 . 1 8 . 2 17 . 7 2 8 .4 2 5 . 3 8 .8 0 .も わ.2

昭和 41年～亜年 1 2 8 7 8 . 9 1 8 °与 70 . 3 14 °1 5 . 5 27 . 3 2 1 .9 2 5 . 0 9 .4 0 .8 8 .3

昭和価年一お年 19 も 20 °9　 1 1 . 8 17 . 〕 10 . ～ 5 . 8 27 .0 2 5 .5 3 2 . 7 ふ.5 1 .0 7 .1

昭和 51年～ 53年 24 5 70 . 4 1 8 °7 1 7 . 1 8 °も 4 . 9 28 . 5 18 .4 3 8 .0 5 .7 1 .も 7 .8

舅　 年　 以　 降 4 5 2 0 °0　 1 3 .3 17 . 5 8 . 9 8 . 7 10 . 0 2 8 .9 2 8 .7 3 . 9 0 .0 ～.2
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021女性が地墟活動やボランティア活動・学習活動などをすることK Q2&区が行っている女性のための事業として・とくに力を入れてほし

っいてはどう思いますか。(t A)　　　　　　　　　　　　　　　いことは伺ですか。(1Å)

回答項目

フェース

N

ぜ 条 る あが ヤ わ

N

技 相 保 祉 医 杜 楊 講 実 母す種実

ひ 件 ベ t　上 る

べ

き

か 術 扱

忽

育 員

事 の

療 会 の

活 拡

座 子 る貴

家生金
や

る

が 寺
井 だ

りい

や

ら

な

技 【コ 業拡 検 動 充 講 庭活

ベ す ら 1で レヽ 能 の ・充 査 の 習 な援手

き 隈 を は 訓 拡 家 の た 会 ど助当

だ 少

や

レヽ

方

な

い

練 充 鼻

祖

充

実

め

の

の
充

K ・の

対各充

輪　　　　　　 致

地　　 域　　 別
1 1二)9 15 .C 5 7 .d わ.0 1 .～ 17 .7 l l 19 9 . 9 い ニ°ヽ 1 3 4 1 7 °0 4 . も 1 2 °も 9 .7

四　　　　　 谷 1 53 9 .～ うb °9 も.う ? .J ㌢5 .5 l～1 も.§ 2 こ) °9 15 . J̀ 7 .8 3 °3 3 °9 7 .8
箪　　 笥　　 町 1 1 1 9 .0 ん1 .4 b . 3 り.r) 15 .3 1 1 1 5 .● lrl°8 も.3 12 .も 4 .5 8 .3 13 .,

檀　　　　　 町 1 7 島 1 8 . 8 4 5 .3 1 0 . ～ 0 .d 持 .0 17 8 14 °l 3 °1 1 1 .7 7 .0 1 .0 1 1 .7 10 .2

若　　 松　　 町 l 10 1 ◆. ～ 5 1 .も 1 1 °8 b °与 1 3 .8 l tO 14 .5 l5 .5 13 .日 5 .5 2 .7 2 2 .7 8 .2
大　　 久　　 保 1 7 9 1 7 . 8 う7 .も l′1. 1 0 .0 l●.丁 1 29 14 .U いさ.3 lh . 3 5 .ヽ 1 .8 10 .9 7 .0

戸　　　　　 塚 1 3 0 9 . 2 b 3 . 8 勺. ～ 0 °8 18 .9 1 ,0 7 .7 lJ °8 13 . 1 2 .3 もー9 2 3 . 1 10 .8
落　 合　 第　 一 q も 1 3 . ～ 6 3 . 1 4 . i 0 .0 7 9 .2 りも 5 .2 7 .3 12 .5 9 .4 5 .2 9 °4 5 .2

落　 合　 第　 二 1 1 4 l l. ヽ { 廿. 与 b . 1 2 . 8 l l .◆ 1 14 】5 .8 3 . 5 17 .5 l～.3 4 .4 日 .2 16 .7

柏　　　　　 木 1 1 2 2 5 . 0 ち～. 4 7 . 1 U .9 1 1 .8 1 12 9 .8 ～.4 12 . 5 3 .も 5 .4 15 .2 10 .1

角 筈 ・区役所

性　　　　　　 別

弓も ? ～. 1 5 1 . 8 7 . 1 1 らヽ 7 . 1 弓轟 1 .8 l °8 7 . 1 3 .8 5 .4 8 . 9 3 . 8

男　　　　　 性 5 1 1 】3 .9 5 ヽ.4 S e 3 ～°4 7 0 . 9 5 1 1 8 . 9 9 . 5 1 1 . 7 8 °ヽ 5 . 3 1 1 . 1 10 . 7
女　　　　　 性

技　 年　 代　 別

8 -1禽 1 5 . J̀ 小1. 7 7 . 17 0 . 7 1 5 . 0 もり8 】0 . 9 1 1 .0 14 . 3 1 .も 3 . 9 13 . 8 8 . 1

男　　 加　　 代 15 3 19 .ご 4 う.8 丁. i 2 °0 2 5 . 1 1 5 3 7 . 2 9 . 2 9 . 6 7 . 2 2 .も 1 1 . 8 1 3 . 1
男　　 諏　　 代 12 3 10 .b わ1 .8 5 . 7 1°b ? 0 . 3 1 2 3 5 . 1 1 1 °4 1 5 .4 4 .9 8 . 9 8 . 9 1 2 . 2
男　　 40　　 代 ln も 15 . 1 5 2 .8 1 4 . 2 0 . 9 1 7 . 0 l r沌 9 °4 9 °◆ 5 .7 占.8 7 . 5 10 °◆ 1 2 . 3

男　　 即　　 代 ん8 丁.ヽ 8 7 .も lC .3 4 . 4 1 0 . 】 ろ8 1 3 . 2 1 1 . 8 1 3 . Z 5 . 9 1 . 5 1 9 . 1 7 . 4

男　 餌 代 以 上 q l 13 .6 ちC .8 4 . 9 .ヽ 9 2 5 . 9 q l l Z t 3 わー2 18 .0 7 .4 4 . 9 7 .4 4 . 9
女　　 加　　 代 1年2 1 8 . 9 5 9 .9 l～.」. 0 . 7 1 0 . 8 l ん2 10 °も 7 . 0 1 9 . 7 9 . 9 4 . 9 1 2 . 7 8 . 5
女　　 諏　　 代 1 1 4 1 5 . 7 もり.2 5 . 2 0 . 7 1 4 . 2 1 3 4 10 . 4 1 1 °9 1 5 .7 9 °0 5 . 2 15 . 4 7 . 5

女　　 棚　　 代 1 1も 7 0 一考 わも.0 4 .7 O t O 8 . 5 l O も 17 . 0 1 3 °2 10 . 年 7 °5 ◆. 丁 15 °0 5 . 6
女　　 ∽　　 代 ln l !2 .9 占う.∋ 色.9 0 . 0 1 4 . 9 l rIl 1 2 . 9 1 0 ▼9 1 2 .9 3 .0 ◆.0 14 °9 10 . 9
女　 餌 代 以 上

嶋　　 集　　 別

12 5 1 3 .b 4 9 .も 6 .a 1 °も 2 6 .4 1 7 5 4 . 8 1 2 . 8 1 1 °2 7 . 2 0 . 8 9 .も 10 . 4

自 営業 ・事業主 l′IT 16 .2 5 5 °9 9 .0 l °8 18 .2 1 ろ丁 1 0 dヽ 7 . 2 l I . d ◆°2 5 .4 10 °8 1 3 . 8
管 理職 ・自由業 ⇒9 2 1 . 3 5 5 . 1 与. う 1 . 1 18 .0 8 9 1 3 . 5 l l▼2 1 2 . 4 9 . 0 1 . 9 1 1 . 2 10 . 1
事 癌臓 ・技術叡 3′12 1 3 .も 餌 .8 7 . 9 1 .7 18 .2 3 0 2 A . 9 1 1 °3 1 2 . 3 8 °∋ 5 . 3 1 2 . 3 9 . 9
労 務磯・サービ刈貌 l り7 1 4 . し1 5 5 . 1 7 . 5 2 . 8 2 0 .5 l √IT 8 . キ 1 1 .2 1 3 . 1 8 . 5 3 . 7 1 1 °2 1 3 . 1
主　　　　　 婦 2 ち8 1 4 . 2 8 3 e l 7 °l 0 .◆ 1 5 . 】 2 5 8 9 .3 1′) .8 11 . 9 l (J. 4 4 . 1 1 5 . 8 7 . 5
学　　　　　 生 1ヽ 1 8 . 9 5 2 °5 1 3 . 1 0 . 0 1 8 . 4 8 1 9 .ウ e ▼8 18 . 4 6 °も 3 . 3 1 3 . 1 5 . も

無　　　　　 機 1 17 1 2 t d 5 1 °3 9 . 4 2 . 8 2 3 . 9 l lT 11 . 1 l～°0 8 . 5 5 °l 2 . 8 7 . 7 8 . 5
そ　　 の　　 他 2 8 1 7 . 9 b O . 7 7 . 1 i . 8 1 0 .7 '2 8 I.0 .7 lC).7 4 2 . 9 3 . 5 0 . 0 14 . 3 0 . 0

家　 族　 人　 数　 別

1　　　　　 人

2 つ8 7 1 . も 4 弓°0 8 . 7 1 . 9 1 8 . 8 2 0 8 7 . 7 1 1 . 1 l ～. う 3 . 4 4 . 8 12 . 0 t0 . 1
2　　　　　　 人 1 7 1 1 8 l l 5 0 . 9 8 . 4 2 °3 2 2 .2 1 7 1 8 °2 1 0 . 5 1 1 . 7 8 . 8 4 . 7 9 . 9 12 . 9
3　　　　　　 人 ～20 1 2 . 3 6 3 .8 7 . 7 1 °与 1 5 .0 2 ～0 8 e e 1 1 . 8 1 5 . 0 8 . も 4 . 1 12 . 7 7 . 1

4　　　　　　 人 2 q l 1 3 .4 6 3 °2 7 .0 1 °4 14 .4 2 q l 1 2 °4 9 °3 1 3 . 7 8 . 9 5 . ～ 1 2 . 0 8 . 2
5　　　　　　 人 14 3 1 1 °2 軸 .e 8 .ヽ 0 .7 ～3 - 1 1 4 3 9 . 8 烏.4 l l . i 8 °3 2 .8 18 .2 7 .7
6　 人　 以　 上 勺9 l 】°l 8 1 °8 10 . 1 1 °0 l◆. 1 q 9 14 t l 1 2 °1 1 3 . 1 4 °0 8 °l 1 1 . 1 l●. 1
N　　　　　　　 A 7 0 .つ 4 2 .9 l与. 3 0 °0 4 i °9 丁 0 .0 0 . 0 14 . 3 0 .0 0 .0 14 . 3 14 .3

フ イフ ス 7 -- ソ

婚　　 前　　 期
3 18 1 8 . じ う～.2 8 .～ 1°3 ? 0 . 3 3 15 8 . 9 9 . 8 12 .じ 3 .8 4 .7 12 .0 13 .9

家　 族 形 成 期 { 9 7 3 . 2 5 1 . 1 4 . 3 1°4 ～0 . 3 8 9 8 .7 1 1 . 1 18 .8 1 1 .8 8 .7 8 .7 5 .8
家 族 成 長制 A ) 1 り丁 9 °3 7 12. 0 b °う 0 °0 1 2 . 1 10 7 3 .も 1 3 . 1 17 .d 13 . 1 5 .5 12 . 1 2 .8
家 族 成 長期(B 〉 1 70 1 7 . 1 5 9 .4 7 . も 1 . 8 l◆. 1 1 70 10 .8 q .2 1 1 .2 1 1 .2 5 .3 17 . 1 12 .4

家 族 成 長紺 C I 1 1 3 10 .も 8 も°与 9 . 7 0 49 1 2 .4 l lr3 18 °b ホ°8 13 t3 色.2 5 .3 l●.2 5 .2
家: 族 成 熟 期 1 70 1 2 . 5 b 5 . 0 8 . 1 0 .0 1 5 .8 lZ O 11 . 7 9 °2 10 .ム 5 .0 1 .7 l与.～ 8 .3
老　 年　 期　 rA I Td 9 . 2 5 9 .2 9 . 2 1 °3 2 1 , 1 丁も 9 .2 13 °2 11 .8 8 °も 0 ▼0 1 4l.5 7 .9

老　 年　 期 (別 ち1 】1 1 5 ●9 °2 1 1 °～ 3 °3 2 4 .8 8 1 8 . ～ 1 1 .5 9 .8 8 °～ 3 .3 3 .3 9 .8
老　 年　 鞠 (C ) 35 2 ～. 2 4 7 . 2 1 1 . 1 5 .8 1 3 .9 1 8 8 t 3 1 1 °1 llI .◆ 2 .8 2 .8 8 .3 5 .8

そ　　 の　　 他 4 8 1 8 . 織 5 0 °0 8 °3 4 .2 7 0 .8 4 8 8 . 3 14 °も 1 8 .b 2 °l 4 .2 10 .◆ 12 . 5

N　　　　　　 A 2 3 4 . 3 4 7 °8 8 . 7 4 °3 3 4 .8 2 3 4 . 3 13 .0 与. 3 8 .7 13 . 0 1 3 . 0 4 . 3

住　 鳥　 影・想: 別

一　 戸 建 持 家

5～2 12 . 5 5 9 .0 了. ') 1 . , 19 .2 3 2 2 1 0 4 3 9 °8 1 3 .0 8 .7 4 . 2 1 3 .4 9 .2

一　 戸 鍾 借 家 4 2 7 1 .● 5 0 °0 1 5 . 7 2 .◆ 9 .5 4 2 1 1 . 9 9 .5 l◆.) 7 . 1 4 .8 7 . 1 9 .5
民間木造ア′マート l 声!8 17 .J 5 8 . 9 8 . 9 1 °も 1 7 .も l I e 0 .0 9 0ヽ 15 .4 8 °4 5 . 9 9 .も 10 . 1

鉄筋・丁パートマンション 2 号l 川 . 3 5 9 . 8 5 .年 1 .2 1年.3 2 5 1 1 0 .0 13 . 1 12 .4 7 .2 5 .2 12 .7 10 .8

社　 宅 ・官 舎 弓8 1 5 . 5 5 8 °も 3 . 4 l .了 ～0 .7 5 8 1 2 . l 8 .も 8 . b 1 9 . 0 5 °2 1 3 . 8 8 . 9
寮 ・間借り・住込み ろ9 1 3 .0 4 9 . 3 1 41. 5 1 .年 2 1 .7 8 9 7 . 2 10 . 1 13 . 0 1 . 4 1 .4 1 1 . 8 10 . 1

そ　　 の　　 他 9 l l lヽ 与4 . 4 2 ～. 2 0 .0 2 2 .2 9 0 .J l L °l 1 1 . 1 0 °0 0 . 0 4 4 . 4 11 . 1

居　 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら
q T も.? 5 9 . 8 4 °l 4 . 1 2 5 . 8 9 7 1 0 e3 9 .2 1 5 . 5 3 .1 4 °l 1 3 . 4 】2 . 年

終戦一昭和加年 ～ち8 1 5 .0 ちら. 8 了. ヽ 1 . 5 1 8 .8 2 4 5 l c . 9 1、ユ▼～ l C . 勺 3 °8 3 . 0 1 2 . 8 9 . 8

昭 和31年 - 40年 lh 2 1 9 . 1 b J °5 8 °2 0 .0 い1.2 l b Z 烏.る 13 .8 1 7 . 3 9 . 9 ▲. 3 9 . 3 7 . 4

昭 和41年 ～45年 17 員 1 う. ヽ 5 尋. 年 l r)°9 0 . 8 1 3 . 3 1 7 員 1 0 .9 1? °5 1 8 . 日 4 .7 6 . 8 10 °～ l l. 7

昭 和一賂年一節年 l ニ沌

'ちら

1 5 . 8

1 3　 9

5 3 . も

5 . 8

8 . 7

h

～. U 1 9 .9

7

1 9 8 1 1 ▼2 1 1 ▼7 8 . 2 l(J.2 3 . も 1 5 . 3 6 . 7

昭 和51年 - 53年

別　 年　 以　 降

よ　 .

ちヽ
フ【).0 5 7. ろ l 1. 1 1. も

り. つ

1 . 8

1 1 . 1

2 4 5

4 5

8 ゐヽ

ふ. 7

7 .3

5 °9

1 2 . 1

1 3 °3

9 °0

わ. 7

4 . 9

8 . 7

1 2 . 2

1 7 . 4

1 0 . 2

8 . 7
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021.あなたは.この1年間に区民保養所を利鞘した

ことがあクますか。(lA)

回答項 目

フェース

そ 特

N

縮強 住 を 両 如 し 知

の K 穣 羅 書利 方 った ら

他 を つ) 鮨用 と て　こ な

レ1 つ を

じ利

重 用

へ し中 た

( し

伊 た

豆

長

圏

も

利

用

し

た

レ、と

るは

が な

利 い

用

しヽ

輪　　　　　 緻

絶　　 域　　 別
〇.丁 32 °l 1 1 19 6 °? r..7 1 . 1 57 .も 1与.与

四　　　　　 谷 2 . も 3 1 .4 1ち3 ん°b 、j.0 0 . 、ノ 53 .も J.1 .8
箪　　 笥　　 町 0 .0 4 0 . 5 1 1 1 2 . 7 J ▼9 0 . 、・ もう.9 5 0 .～

傾　　　　　 町 (1. 8 1◆.◆ l翔 7 . 8 ∴,.0 0 . ぺ 59 .4 ヨ2 .0

若　　 松　　 町 0 . 0 1 7 . 3 1 10 3 . b +「.0 0 . 9 dヽ . 2 ん7 . 3

大　　 久　　 保 0 . 員 2 7 . 9 l? 9 17 .● リ°ら 2 . 3 ～3 .5 3 1. 0

戸　　　　　 塚 0 . 0 2 5 . ● ll O 4 .8 2 °3 l . う 与5 .4 2 8 .2

落　 合　 第　 一 0 . 0 4 5 . 8 q b 3 °1 tl°0 1 °tJ ら1 .5 ∋4 .年

落　 合　 第　 二 C . 9 1 5 . 8 11 年 7 . q 1 .8 2 .ろ 7 3 . 7 l●. 0

柏　　　　　 木 0 . 9 3 8 . も 1 1 2 8 °9 し.0 0 .J ～1 . 8 3 9 . 3

角 筈 ・区 役所 0 . 0 8 7 . 9 弓も 5 . 小 1 °烏 1 . づ も9 .8 7 1. 4

性　　　　　　 別

男　　　　　 性 0 . 9 3 5 °4 5 1 1 4 °3 り.Z l lヽ ～5 .7 3 8 .も

女　　　　　 性 0 . 5 2 9 . 3 8 0 4 7 .9 1 .2 1 .〟 59 .2 1 0 .8

性　 年　 代　 別

男　　 甜　　 代 0 .0 〕9 . 2 15 3 0 . 7 こ.0 0 . J 18 .も ′～.丁

男　　 勘　　 代 1. 8 3 0 °9 12 3 2 .4 f).0 0 . 8 ～8 .5 1 8 .～

男　　 棚　　 代 0 .0 1 7 .7 1り8 8 .b 0 °9 1 . ソ ち7 .9 2 ～.8

男　　 卯　　 代 1. 5 2 6 . 5 A e 4 . ▲ 0 .0 0 .0 6 7 . 5 ～7 . 9

男　 餌 代∴以 上 1. ～ 3 9 . 5 R l 】1 . 1 0 .0 3 . 7 b l. 7 ? 3 . 5

女　　 加　　 代 0 . 0 2 8 . 6 ll12 2 . b 0 °0 0 . 7 、3 . 7 ち2 . 8

女　　 測　　 代 0 . 0 ～3 . 9 1 1 4 5 . 2 3 ▼0 2 °～ 5 9 . 7 7 9 . 9

女　　 亜　　 代 0 .9 2 3 .も ln も ◆t 了 1 °9 0 ▼0 7 3 . も 1 9 . 8

女　　 ∽　　 代 0 .0 3 0 . 7 1 0 1 1 0 . 9 3 °0 1 .0 8 8 . 3 2 1 . 8

女　 餌 代 以 上 1 .も 4 l .8 17 5 lh . b 0 °8 0 ▼8 ～8 . 4 2 3 . 2

輸　　 薫　　 別

自営業 ・事業主
C .b 33 .5 14 7 8 . も 8 °8 3 .か ふ3 °5 2 4 . 0

哲理駿 ・自由業 3 .4 2 1 .3 q q 5 .0 C .0 0 .0 侵 . 9 1 1 . 5

奉楊戚 ・技術職 0 . 】 33 .4 3 0 2 3 . 8 し一3 C 一) ～7 . 9 3 8 . 1

労務駿・サーC 嶋 0 .9 3 1 .8 l rlT ●. 丁 0 . 0 0 °0 6ヽ . 7 与8 . 8

主　　　　　 婦 0 .0 Z9 °l 2 8ヽ 7 . ゎ 1 .9 lt 9 8 3 . 8 ? 4 . も

学　　　　　 生 0 .0 37 .7 皐l 1 °b l〕.0 0 . C 3 1 . 1 ト7 . 2

無　　　　　 畿 1 . 7 4 2 .7 11 7 10 . J 11. 9 O t q ～も. 与 , 1 . 5

そ　　 の　　 他 0 .0 17 .9 7 8 7 . 1 こj.(.】 0 .′̀) もら. ◆ 4 8 . 4

蒙: 錬　 人　 数　 別

1　　　　　 人
U . 5 38 .0 ? り8 1 . 9 ・ニ°0 0 . ～ 〕8 . 0 5 9 . も

2　　　　　　 人 0 . 0 3 3 . 3 17 1 7 . 0 1 .2 (14人 5ヽ . も ちら. 了

3　　　　　　 人 0 . 9 10 . 5 2 2 0 5 .9 つ. 5 0 .、J h l. 烏 1 1. 8

4　　　　　　 人 0 . 7 2 9 °e 2 q l 8 .5 1 .7 1 . LJ 八年.9 フb . 8

5　　　　　　 人 1 .◆ う●.3 14 3 7 . 0 1 .も 2 . 1 b 2 . 9 7 8 . も

6　 人　 以　 上 1 .0 ?●.? q 9 1 3 . 1 l .0 与.・) も5 . 7 1 5 . 2

N　　　　　　　 A 0 ▼0 5 7 . 1 7 0 . 0 lj. 0 O .い 14 . 3 R 5 . 7

ライ フス テー ジ

婚　　 前　　 靭 0 .0 3 4 .8 3 1 も 2 .2 3 .3 U .11 有5 .3 ち2 . 2

家　 族 形 成 期 0 .0 27 . 5 ち9 2 . q 〇.0 0 .J ～3 . も ん3 . 3

家 族 成長 期IA I 0 .9 2 9 ;0 ll)了 1 °9 0 .9 0 . )̀ ～1 . 9 3 8 . 3

家 族 成長 燭㈲ 1 . 8 ～2 .4 17 0 5 . 5 し一8 7 . も 勺も. 5 7 2 . 9

家 族 成長 馴 C I 0 .9 ～8 .5 1 13 4 °4 .1 .9 0 .9 7 0 . 8 2 1 . 0

崇　 族 成 熟 期 0 . 0 39 .2 12 0 10 °() 〇°8 1 . 7 { 8 .3 19 . 2

老　 年　 期　 仙 2 .も 3 4 . 2 7 8 7 5 . 0 り°0 2 . 0 6 0 . 5 11 . 8

老　 年　 期　 佃) 0 .0 4 5 .9 4 1 9 . 8 1 .も 1 °七 も7. 2 19 . 7

老　 年　 期 IC ) 2 .8 3 8 °9 ちら 5 . も ′).0 ～.メ ト1. 1 3 0 . 8

そ　　 の　　 他 0 .0 2 9 .2 4 8 わ. 3 口.0 0 . つ 与7 .9 4 5 . 8

N　　　　　　 A 0 . 0 1 9 . 1 7 3 8 .7 rj.0 0 . リ 30 °与 ち0 °9

住　 居　 影　 像　 別

一　 戸 建 持 家
C . 8 12 .も 3 2 2 10 .2 )°ヽ 2 . 1 ふん.も 2 2 .8

一　 戸 建 借 家 0 .0 3 5 .7 4 2 0 .0 2 . 年 0 . J 69 .0 7 8 .も

民間木造アパート 1 . 1 3 3 . , 1 88 4 . d り. 5 0 ▼り んも. 9 4 5 .7

鉄筋・丁′で一トマンション 0 . 4 2 台. 3 2 1il Z e4 1 °b 0 . 4 与b .b 19 .0

社　 宅 ・宮 島 1 . 7 ～4 . 1 与8 3 .◆ C ′0 O tO 58 . 9 19 . 7

寮・間借りイ主込み 0 .0 4 4 .9 ち9 1 .4 り°0 0 . じ 36 .4 ∧8 . 1

そ　　 の　　 他 0 .0 22 .2 9 O tO I.. 0 0 °し ?～. 2 7 7 .8

住　 居　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら 0 .0 3 3 .0 r)7 7 . i 1. 0 ～. l 7 ～. ～ 1 7 . 5

終 戦～昭和初年 1 . l 37 .も Zわ8 14 . 3 0 . 0 1 . 5 ら2 . 8 2 1 . も

昭和31年一郎年 l〕.0 ～9 .も l ち2 う. り / . 5 1 . fJ h Z . 3 77 . 4

昭和41年- 45年 0 . 0 2 2 . 7 1 7 8 与. 了 1. 8 0 . ′ノ ら4 . 8 箱 . 9

昭和亜年一朝年 1 . 5 29 . 5 l q 八 ～. ノ 9 . 5 1. !

-、t ノ

I、°こ′

5 b . Z 1 7 . 8

昭和51年～治年 C . 4 14 . 7 2 ん5 2 . し- 〇t O ら4 . 5 く3 . 5

朗　 年　 以　 降 2 . ～ 3 1 . 1 5ヽ 4 . も ・ノ. 0 7 b . 7 ノ・鱒. 9
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SQt.〔027て-1-3と答えた人に〕利用した理由は伺ですか0　日A) SQ2.〔027でIと答えた人に〕

利用したことがない理由は

伺ですか。(l A)

回答項 目

フェース

N

交 毅 料 食 狙 山 海 そ 鴇

N

希 い 申　う 場
通 備 金 卓 泉 が 水 の に 望 し 所
が が が が が あ 浴 他 理 の 込 が
便 ⊥ 安 上 あ る が 由 日 み ⊥
利

だ

レヽ レヽ レヽ る で

き

る

は

な

h

が

と

れ

を

が

め

ん

ど

く

な

い

鎗　　　　　　 緻

絶　　 域　　 別
9 1 了. † 2 0 . 9 3 7 . も C . 0 8 . も も. b 0 . 0 9 . 9

l

l l . 0 b 与る

I

14 .8 2 3 .も 2 .5

四　　　　　 谷
7 14 . 3 lも. 3 2ヽ . 9 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 2 b . e 0 . 0 q 2 7 2 °0 7 9 . 3 3 . 7

楓　　 笥　　 町

檀　　　　　 町

4 2 5 . 0 7 5 . 0 『ロ. ぐ 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 ち1 3 . 9 l ～.7 .0

若　　 松　　 町 1 1

5

18 . ～

〇. 0

? . 0

4 0 . 0

らち. う

4 0 . J

0 . 0

0 . 0

0 . 0

0 . 0

0 . 0

0 . 3

0 . 0

0 . 0

〇. 0

0 . 0

3 も. 4

2 0 . 0

7 5

6 3

9 . 2

13 . 2

2 3 . 7

4 7 . 2

0 . 0

7 . 5
大　　 久　　 保 ～0 5 .〔1 ? (1. 0 ちら. lj U . 0 15 . 0 5 . 0 0 . 0 0 . 0 15 . 0 ち9 7 3 . i 1 3 °0 ●. う

戸　　　　　 塚 l l 0 .J 2 7 . 3 ト3 .も 0 .0 9 . 1 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 只5 lZ .9 1 う. 3 0 . ∩
落　 合　 第　 一 4 C . .〕 うり°0 2 5 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 2 5 . 0 0 - 0 ち9 li . 3 ～5 .4 3 .4
落　 合　 第　 二 14 Iも. 3 2 E . 8 2 1 . 4 0 . 0 0 . 0 7 . 1 0 . 0 2 き. b 0 . 0 14 日 . 9 3 3 43 G . U
柏　　　　　 木 10 0 .C 押 . 0 2 0 . J 0 . 0 ? 0 . 0 2 0 . 0 0 . 0 l Cl. 0 1 0 . 0 弓8 7 4 . 1 2 ′1. 7 0 . 日
角 筈 ・区役所

性　　　　　　 別

5 0 .り ぐ. 0 2 0 . 0 0 . 0 0 . 0 与0 . 0 0 . 0 ～0 . 0 2 0 . 0 1 9 5 . 1 7 . 7 0 . ()

男　　　　　 性
1 0 13 .3 2 も. 7 4 0 . (〉 0 . 0 0 . 0 1 0 . 0 0 . 0 C . C 1 0 . 0 2 9 も 1 5 . 9 2 2 . 3 2 . 7

女　　　　　 性

饅　 年　 代　 別

{ l 4 °9 l ・1 ▼0 3 6 . 1 0 . 0 9 . 8 4 . 9 0 . c 14 . 魯 1 1 . 5 うわ0 1 3 . も 2 4 . 7 1 . 4

男　　 加　　 代 1 0 .0 0 °0 10 0 .〇 0 .0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 .0 0 . 0 5 8 】9 . 8 l i . 5 5 . 年
男　　 測　　 代 4 2 5 .3 2 5 . 0 『G . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 7 2 1 3 . 9 2 し. 8 1 . ヽ

男　　 棚　　 代 10 0 .0 30 .0 旬 .0 0 . 0 0 . 0 2 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 7 2 2 3 °b 2 6 .4 1 °与

男　　 測　　 代 3 0 .0 3 3 °3 0 . U 0 °0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 b b . 7 ん8 8 - 5 3 2 °も 2 . 2
男　 60 代∴以 上 12 2 5 .0 2 5 . 0 3 3 . 3 0 . 0 0 . 0 8 . 3 0 . 0 0 . 0 8 . 〕 弓0 1 2 . 0 2 0 . 0 4 °∩
女　　 加　　 代 5 0 .0 2 0 .0 4 0 .リ 0 . 0 2 0 . 0 2 0 - 0 0 . 0 C . 0 0 . 0 ら2 1 1 °3 1 9 .4 3 °2
女　　 郭　　 代 1 4 c °0 Z も. b 5 7 . 1 0 °0 0 . 0 0 . 0 0 °0 7 . 1 7 . 1 8 0 11 t 8 3 1 . 3 2 . 5
女　　 棚　　 代 7 2 8 .8 14 .3 14 .3 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 4 . 3 2 8 . も 7 8 2 0 . 5 2 1 .8 0 .0
女　　 畑　　 代 12 0 .0 只°3 4 1 .† 0 .0 0 . 0 8 . 3 0 . 0 2 5 . 0 lb . 7 b T 7 . 5 ～3 . 9 C .8
女　 的 代 以 上

輸　　 薫　　 別

～3 有. 3 17 .◆ 28 . 1 0 .0 2 1. 7 4 . 3 0 . 0 17 .4 8 . 7 7 3 13 . 7 2 8 .0 1 °4

自営業 ・事業主 7 1 9 . 5 9 t 5 わも. 1 0 .0 0 .0 9 .5 0 .0
0 .0 日 目

lr)も 2 1 .1 2 1 .7 1 -9
管理傲 ・自由業 5 O t 〇 b C1. 0 4 0 . 0 0 . 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 . 0 0 .0 5 5 8 . 9 2 3 °2 1 °8
事 務喰 ・技術餞 l Z 0 . 0 3 3 °3 lb . 7 0 °0 8 . 3 8 .3 呂: 3 i

0 .0

l; :; i lも. 7

2 0 .0

12 .9

17 5 13 °1 2 1 .4 3 .4
労務職・サーヒ鳩 う 7 0 °0 2 0 °0 0 °0 0 °○ 20 .0 ～0 .0 弓0 14 . 〇 3 1) .0 0 °G
主　　　　　 嬉 1 1 h . 5 1 9 °4 4 1 . 9 0 . 0 8 . 5 3 .2 1 °rl 1 3 . 5 2 7 .5 l tZ

学　　　　　 生 l O e D 0 °0 1 0 0 . 0 0 . 0 8 .0 0 .0 0 .0 G .0　　 0 .0 l 勺 1 0 e う 15 ▼8 C .0
無　　　　　 畿 1 年 7 . 1 l Jl°3 1 4 . 3 O t O 1 4 . 3 7 . 1 0 .0 2 8 . b 14 .3 へも 1 0 . b lb .7 3 .0
そ　　 の　　 他

ま: 鉄　 人　 致　 別

2 5 0 . 0 5 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 . 0　　 0 .0 13 4 島. Z 1 5 .年 0 .U

1　　　　　　 人 5 0 . 0 4 0 0ヽ ふO t U 0 . 0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 7 9 1 1 1 4 2 1 . 5 5 . 1
2　　　　　　 人 1 , 1 3 . 3 ～0 . 0 ん占, 7 O t O 1 3 . 3 0 .0 0 .0 8 . 7 0 .0 q 5 1 2 e b 18 °9 1 . 1
3　　　　　　 人 14 7 . 1 7 . 1 4 2 . 9 0 .0 7 . 1 7 . 1 0 .0 7 . 1 2 1 .4 13 8 】8 .9 2 5 .7 0 .7
4　　　　　　 人 ～4 4 .2 ～8 . 8 79 .～ 0 °0 4 . ～ 16 . 7 0 . 0 18 . 7　　 6 . 3 1 8 9 1 8 . 9 2 5 .9 1 . 1
5　　　　　　 人 15 6 . 7 2 0 -0 2 8 . 7 0 °0 8 . 7 0 . 0 0 . 0 2 6 . 0 ～0 . 0 1 0 1 0 . 0 2 7 .8 与.4
6　 人　 以　 上 18 l l . 1 2 7 - 8 18 .9 0 °0 5 . 8 5 . も 0 . 0 0 . 0 11 . 1 わも 1 5 . 2 lb .† 1 .5
N　　　　　　 A

ライ フス テ ージ

0 O eO C tO 0 .0 0 .0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 l l rlO . 0 U °0 0 .0

婚　　 前　　 靭 6 0 °0 3 7 °5 5 0 .0 0 °0 0 . 0 1 2 . , 0 . 0 0 . 0　　 0 °0 14 3 1 4 °0 lb .1 3 .5

家　 族 形 成 期 2 0 .0 9 °0 ち0 . 0 0 . 0 5 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 3 7 1 0 t 8 2 1 °も 0 .0
家 族 成長 刺 A ) 4 7 5 . 0 0 4 0 ち0 . 0 0 °0 0 . 0 0 °0 0 . 0 2 5 . 0 0 . 0 6 2 1 1 . 3 4 0 . 3 3 °2

家 族 成長 幼㈲ 1 8 0 . 0 如 . 9 3 3 . 3 0 . 0 0 . 0 1 1 . 1 0 . 0 1 1 . 1　　 5 . 8 1 1 3 7 3 . 9 2 年. 8 0 °9
家 族 成長 勒 C ) 7 2 8 . も 0 °0 5 1 e l 0 °0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0　 14 . 3 尋0 1 5 . 0 2 1 . 3 1 . 3
家　 族 成 熟 期 1 5 0 . 0 2 0 . 0 1 3 . 3 0 . 0 占一丁 1 3 . 3 0 . 0 2 8 . 7　 2 0 . 0 島2 】◆. b 3 1 °7 0 °0
老　 年　 鞠 (A ) ～l 9 . 5 9 t 5 3 3 . 3 0 °0 9 . 5 4 . 8 0 . 0 9 . 5　 2 3 .8 4 5 8 . 7 1 7 .4 2 . 2
老　 年　 期　 は) 8 1 2 . 5 0 . 0 6 2 . 5 0 . 0 2 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0　　 0 .0 4 1 9 . 8 1 '7. 1 7 .4
老　 年　 期　 tC I 3 0 . 0 3 3 . 3 もも. T O t O 0 .0 0 . 0 0 .0 0 . 0 0 .0 2 2 9 . 1 2 7 . 3 4 . 5

そ　　 の　　 他 3 0 . 0 8 8 . 7 3 3 . 1 0 °0 0 .0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 .0 2 3 1 7 °年 1 7 .4 0 .0
N　　　　　　 A

住 鳥 影　 亀　 割

2 5 0 °0 5 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 °0 0 . 0 0 . O i 0 .0 7 O l O 4 2 °9 1 4 . 】

一　 戸 建 持 家 5 8 e t l 2 ～°丁 3 0 . 3 0 °0 9 . 1 †. 8 0 . 0 1 2 . 1 1 2 . 1 3 〕7 1 3 . 年 2 4 . 3 1 . 3
一　 戸 建 借 家 l l n O . 0 0 .0 0 °0 0 °0 0 . 0 0 °0 0 . 0 0 . 0 0 .0 2 9 1 3 . 8 2 7 .も 0 °U
民間木造丁′ヾ- ト 1 0 拍 e O 0 °0 7 0 . 0 0 °0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 10 . 0 9 2 1 3 . 0 1 9 °8 3 . 3

鉄筋・丁′トト・マンション l l 0 °0 18 12 8 3 . も 0 °0 0 . 0 9 . 1 0 . 0 0 . 0 9 . 1 14 2 1 9 . 0 2 8 °2 1 .●

社　 宅 ・ 官 舎 2 0 . 0 5 0 °0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 5 0 . 0　　 0 .0 1 3 1 8 . 2 1 5 .2 3 .0
資噸勝り・住込み l 0 . 0 1 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0　　 0 .0 之l 9 . 5 9 °ち 与 6ヽ
そ　　 の　　 他

居 住　 年　 畿: 別

0 O e O 0 . 0 0 °0 0 °0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0　　 0 .0 ～ 0 . 0 . 0 .0

戦　 前　 か　 ら 1 0 ～0 . 3 4 0 °0 3 0 ▼0 0 °0 10 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0　　 0 . 0 7 0 1 1 °4 2 1 °4 0 °J
終戦一昭和間年 4 2 2 . 4 2 le ● 2 3 . 8 0 °0 9 . 5 9 . 5 0 . 0 l e . 7　 18 . 7 1 /,丁 1 5 . 0 2 ～.8 3 -0

昭和 31年一郎年 1 8 l A t b 12 °5 ち0 . 0 O t O 0 . 0 0 . 0 0 . 0 6 . 3　 1 2 . 5 1 0 1 1 5 . り 2 4 .7 0 .日

昭和 41年 - 45年 A 0 . 0 2 5 t O 5 0 . 0 0 . 0 0 . 0 O t O 0 . 0 1 2 . 5 1 2 . 5 q 3 2 2 . 9 2 キー1 2 .ヽ
昭和一蛤年一部年 8 12 . 5 l2 °5 7 5 .0 0 °0 0 . 0 0 °0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 1 4 1 2 . 3 2 蝿.9 1 .8

昭和 51年一8 年 5 0 .0 2 0 °0 4 0 °(1 0 °0 2 0 . 0 2 0 °0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 0 9 1 1 . 6 ・1 7 .4 3 .7

朗　 年　 以　 降 2 0 . 0 0 .0 5 ぐ.J 0 . 0 0 . 0 5 0 . 0 0 . 0 0 . 0　　 0 .0 1 2 15 . 7 8 °3 0 .日
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028.あなたは区政に関心をお持ちですか。(1A)

恒】各項 目

フ　ェ 1-　ス

他 る 料 そ 特

N

非 少 あ ほ い わ

の 金 の rC 常 し 1 と か

旅 が 他 理 に は 少 ん ら

館 高 由 関 関 関 ど な

を

利

用

す

レヽ は

な

レヽ

心

が

あ

る

心

が

あ

る

心

が

を

レヽ

関

心

が

を

しヽ

輪　　　　　　 致

地　　 域　　 別

8 . 3 0 . 3 9 . 0 4 年. 2 1 1 1 9 9 . 〕 4 0 . 1 1 8 . 0 1 1 . 2 2 . 7

四　　　　　 谷 3 . 7 0 . 0 1 7 . 1 2 4 . 4 l ～3 1 2 . 年 4 l . 2 1 5 . 3 1 . 8 3 . 3
箪　　 笥　　 町 2 5 . 5 0 . 0 5 . 9 4 7 . 1 l l l 7 . 7 2 7 . 9 1 ●. J 3 3 . 3 1 . 8

傾　　　　　 町 l e 3 0 . 0 5 . 8 う9 . 2 l Z e 躊°ム 4 P °8 4 2 . ～ 4 . 7 3 . 9
若　　 松　　 町 3 . 8 0 . 0 5 . 7 2 2 . 5 l 1 0 1 0 . 9 3 7 . 3 1 ん. 4 1 3 . 5 1. 8

大　　 久　　 保 4 . 3 O t O 1 4 . 5 4 0 . も l ? 9 5 . 4 ち〇. 3 4 7 . 3 8 . 2 0 . 8

戸　　　　　 塚 う. 9 l t 2 9 . 4 5 5 . 3 1 10 9 . 2 4 C . 8 3 八. 9 10 °0 3 . 1

落　 合　 第　 一 3 . 4 0 . 0 1 . 7 5 0 . 8 可も 】2 . ち 4 4 . 8 之え. 1 10 . 4 ◆.～

落　 合　 第　 二 1 0 . 7 1 . 2 8 . 3 〕4 . 5 1 1 4 1 3 . 2 17 . 7 1 7 , 7 7 . 9 3 . 5

柏　　　　　 木 1 . 7 0 °0 1 0 . 3 4 3 - 1 11 2 9 . 8 4 七. 8 ? 9 . う 1, . 2 0 .9

角 笛 ・区 役所 5 . 1 0 . 0 5 . 1 7 8 . 9 うん 7 . 1 ム .ヽ 3 2 1 . 斗 1 . 8 5 .4

性　　　　　　 別

男　　　　　 性
5 . 4 0 . 7 7 . 8 4 5 . 3 5 ヽ1 1 1 .5 4 2 . 9 3 2 . fi l l. 3 1 .5

女　　　　　 性

牲　 年　 代　 別

男　　 加　　 代

6 . 9 0 . 0 1 0 . 0 4 3 . 3 6 0 8 了.有 3月.8 3 8 .q 1 1 .～ 3 .8

5 . 4 1 . 8 5 . 4 5 0 . 0 lうつ ち. 9 1 1. 年 4 3 . 1 18 . 3 1 .3

男　　 測　　 代 4 . 2 0 . 0 8 . 3 5 1 . 4 11 3 9 .8 与～. 3 1 5 . 8 10 °も 1 .8

男　　 劇　　 代 5 . 8 0 °0 も. 9 3 8 . 1 lilも 】2 .3 4 8 . 1 2 9 . 2 8 .5 1 .9

男　　 馳　　 代 4 . 3 0 . 0 8 . 7 4 5 . 7 6 8 lh . 2 52 °9 7 b . ち 4 °4 0 .0

男　 郎「代い以 上 8 . 0 2 °0 10 ▼0 4 4 °0 q l 19 .わ 50 .8 18 . 5 8 .6 2 . 5

女　　 加　　 代 8 . 5 0 . 0 8 °5 5 3 . ～ 14 2 7 .0 3 1 .0 37 .3 7 2 . 5 2 . 1

女　 :氾　　 代 3 . 8 0 °0 8 . 3 4 2 . 5 11 4 8 . 0 4 3 . 3 4 2 . う 7 . 5 0 . 7

女　　 亜　　 代 8 . 4 0 . 0 1 4 . 1 3 7 . 2 1118 5 . 7 ちl). 0 3 わ. 8 5 °丁 1 .9

女　　 測　　 代 9 . 0 0 °0 9 . 0 50 . 7 l !1 1 12 . q 3 1 . 7 4 0 . も 7 . 9 5 . 0

女　 的 代 以 上 9 . も 0 . 0 1 3 . 7 つ5 . も 12 5 8 .ヽ 1 7 . も 3 6 °8 9 °8 9 .8

嶋　　 薫　　 別

自営業 ・事業主 5 . 7 0 . 0 8 . 5 40 . 8 l八丁 15 . 0 4 7 . 9 2 台. 丁 b °8 1 .8

管 理職 ・自由業 7 . 1 0 . 0 10 . 1 4 8 . 2 弓9 2 1 .3 1年.8 1 4 I d 8 .7 2 . 2

奉 疲題戯・技術職 5 . 1　　 0 . 8 8 . 0 46 °3 3 0 ～ 占°3 4 1. 4 1 7 . 4 12 °6 2 4 3

労 務聴・サーヒ判読 2 . 0 0 °0 1 0 . 0 44 . 0 10 7 2 . 8 3 8 . 3 ち7 . 4 1 8 . 7 2 °8

主　　　　　 婦 7 . 0 0 . 0 8 . 2 4 ～. 7 2 ろ8 7 . ～ 与◆t 4 1 9 . 2 7 4 1 1 °9

学　　　　　 生 5 . 3 0 . 0 15 . 島 5 2 . 8 へ1 4 °9 1 4 .4 1 ん. 1 2 3 . 0 1 .も

無　　　　　 職 10 .8 1 .5 10 .も 4 7 . 0 l lT l～.じ 33 .3 ↑●.～ 13 .7 5 .8

そ　　 の　　 他 7 .7 0 .0 1 .7 2 3 . 1 , 8 10 . 7 ?→.も 19 . 3 l与. 3 1 . 1

象 .鉄　 人　 畿: 別

1　　　　　 人
8 . 3 1 . 3 11 . 4 4 3 . 0 祁 8 8 °3 ～7. 4 4 3 . 5 1台.6 3 . 8

2　　　　　　 人 b t 3 0 . 0 12 . も 4 8 . 4 lT l l l °1 14 .5 4 0 . 4 9 .9 4 . 1

3　　　　　　 人 8 . 3 0 . 7 5 . 9 与1 . 2 2 2 0 10 .0 4 わ. 貞 3 0 . 9 9 . 5 2 . 7

4　　　　　　 人 5 . 8 0 . 0 7 . 4 4 2 . 9 2 9 1 9 .8 4 6 .年 32 .h 10 . 3 1 .0

5　　　　　　 人 7 . 8 0 . 0 3 . 3 4 8 . 7 14 3 7 .7 4 3 ▼4 号5 . 7 9 . 1 4 . 2

6　 人　 以　 上 0 . 0 0 . 0 ll). † 4 7 . 0 q 9 1～°1 4 8 °5 33 . 3 8 °l 0 .0

N　　　　　　　 A 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 丁 l与.3 0 .0 4 2 .9 2 8 .5 14 . 1

ライ フ ス テ ージ

絡　　 前　　 期 4 . 9 0 °7 1 1 °2 4 9 . 7 3 15 8 .0 33 . 9 3 7 . 3 2 0 .3 2 .5

家　 族 形 成 期 8 . 1 O t O i . 7 5 8 . 6 わ9 15 .9 之8 °1 4 9 . 3 8 .7 0 .0

家 族 成 長期(A I 3 . 2 0 °0 8 . 1 3 3 . 9 ll叩 5 .8 4 5 . 8 3 9 . 3 8 . 4 0 .9

家 族 成 長馴制 も. 之 0 . 0 4 . 4 1 9 . 8 lT O 9 .4 与7 . 1 1う. ∋ 7 . 1 1 .2

家 族 成 長靭(C ) 1 0 . 0 0 . 0 1 0 . 0 4 2 . 5 1 11 1.2 .4 与8 .† 1 2 . 7 ▲.ヰ 1 .8

家　 族 成 熟 期 3 . 7 0 . 0 6 . 1 4 3 . 9 12 0 10 t8 53 .3 . ね .7 7 . 5 1 .7

老　 年　 胡 (A I 10 .9 0 . 0 8 . 7 5 2 . 2 7 8 13 . 8 4 2 . 1 ～8 . 3 10 . 5 5 . 3

老　 年　 期 (B ) 4 °9 0 °0 l †. 1 4 8 . 8 6 1 ム. 5 ◆ヽ°3 3 1°1 1 1 .5 も°b

老　 年　 鞠 IC ) 与. ら 4 . 5 9 . l 40 ..9 1 b 13 .9 2 ~7. 台 4 4 . も 8 . 3 5 .8

そ　　 の　　 他 1 3 . 0 0 . 0 2 1 . 7 30 . 4 4 8 8 .3 3 l. 3 4 7 . 9 4 .2 8 . 3

N　　　　　　 A 0 °0 0 . 0 1 .ヽ 3 ～8 . 8 2 3 8 7ヽ 3 0 .4 1 9 . 1 13 .0 8 ▼7

住　 居　 形　 態　 別

一 戸 建 持 家
5 . 8 0 . 3 10 . 1 4 4 . 5 5 2 2 l l . 1 4 5 .5 3 1 .3 7 .7 3 . 8

一　 戸 建 借 家 1 7 . 2 0 . 0 0 . 0 4 1 . 4 4 2 1 1 .9 2 3 . 8 4 2 . 9 ～1. 4 0 .0

民間木造アパート 7 . 8 1 °l 1 0 . 9 4 4 . 8 = 柑 8 .0 38 °丁 ん0 . 4 1 1 .7 3 .2

鉄筋・丁パートマンション 3 . 5 O e O 8 . 3 4 1 . 5 2 弓l 8 .● 4 1 .8 3 8 . 2 10 °0 1 .も

社　 宅 ・ 官 舎 9 . 1 0 . 0 9 . 1 4 5 . 5 弓8 1 .7 l l °0 与も.も 2 0 . 7 0 .0

寮 ・間借り亜 込み 9 . 5 0 . 0 9 . 5 5 7 . 1 ん9 5 .8 IJ .4 1轟. ∠ 2 7 .5 O eO

そ　　 の　　 他 0 . 0 0 . 0 5 0 . 0 ～0 . 0 9 2 2 . 2 1 3 .3 2 2 .2 1 1 . 1 1 1 . 1

居　 住 年　 緻　 別

戦　 前　 か　 ら 7 . 1 0 . 0 8 . 5 5 1 . 4 q T lR °b 19 .2 フ7 . 8 7 .2 7 . 2

終 戦一 昭和調年 5 . 4 0 . 8 10 . 2 4 3 °l 2 ヘム 9 .8 ち4 .4 1 3 . 1 9 .8 3 .0

昭 和31年 ～40年 8 . 9 1 °0 9 . 9 】5 . も 18 2 9 .9 4 7 . 5 ち与.c わ.8 1 . 9

昭 和41年 一心年 2 .4 0 .0 〕°b 4 4 . も l ～8 7 .8 与2 .2 19 . 8 わ.色 1 . も

昭 和亜年 - 50年 b 1ヽ 0 . 0 8 .8 4 2 1 1 lくIb 8 . 2 4 0 .8 粥 .7 l l .7 2 .8

昭 和 51年 一泊年 8 . 3 0 .0 10 . 1 4 q . 5 2もう 7 . 3 †ノ.了 40 .0 l d . q 1 . ～

封　 年　 以　 降 0 . 0 8 . 0 18 . 7 5 8 . 3 与5 4 °4 3 7 .月 与～. ? 4 . 9 島. 7
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029.あなたはふだん.区政に覗することや区の行事,お知らせを何で知りますか。次の中から主なものを

2つ以内で選んでくださレ。〔回答黒8確示〕(2A)

回答項目

フェ　ース

N

新 区 写 わ 区 レ 所 ジ 町 合 家 の そ 閑

宿

区

議

A
寅 た 勢 ッ

要

増 オ 会 や 族語 の 心

が

広 た し　 ト

の 覧
テ ・回

目覧

ヤ

知
他 を

報 ⊥

り

1

ス

便 ・

利 パ

帳 /

. フ

レ′

ビ

ラ

治板

金

の

会

人

友

人

レヽ

繊　　　　　　 教

地　　 域　　 別

1 1 19 7 2 .b I9 . 5 2 . 5 9 .4 15 .2 15 .0 4 .9

1

0 .9 1 1 .2

四　　　　　 谷 l li3 6 年. 1 ?′:. 3 3 . q 14 .4 1 5 .7 18 .3 9 .2 C .丁 8 . 5
箪　　 笥　　 町 1 日 師 . 7 卓. 1 4 . 5 与. 1 2 .7 12 .8 1 1 .7 〇.0 b . 3
榎　　　　　 町 1 7 8 T e . 1 l b . ヽ 0 . 0 8 °8 14 . 8 7 . 8 3 . 9 1 . 5 12 . 5
若　　 松　　 町 1 1 0 b 2 . 7 3 1 . 8 2 . 7 1 1 . 8 7 3 .b 17 . 3 2 .7 3 . 0 1 1 . 3

大　　 久　　 保 1 7 9 ち? . 丁 24 . 0 5 . 4 1 1 . 5 1 9 .4 12 .4 2 . 3 〇. 0 17 . 8

戸　　　　　 塚 1 う0 7 0 . 8 ? 3 . 1 1 .5 8 . 2 15 .4 1 1 . 5 3 . 1 0 . 0 1 9 . 2
落　 合　 第　 一 9 ム 7 9 . 2 l リ. ヽ 2 . 1 1 4 . b 1 8 . 8 8 . 3 2 . 1 D . 0 8 . 3

落　 合　 第　 二 1 14 A 亘. わ 7 8 ▼9 1 °b 7 . 0 19 . 3 1 5 . 3 3 . 5 1 . 8 1 °8

柏　　　　　 木 1 1 2 7 3 . 2 17 . 0 0 . 9 缶. 〕 11 .8 18 °8 5 .4 2 . 7 l ～. 2

角 筈 ・区役所 与も P 3 - 9 5 °与 0 °り 0 °0 5 . 年 4 2 1 9 3 .8 3 . も 8 . 9

性　　　　　　 別

男　　　　　 性 5 〕1 7 1 . 0 2 0 . 9 1 .5 8 . 9 l 5 °9 1 3 . 2 4 . 9 し. 8 1 1 °l

女　　　　　 性 b n R 7 4 .0 l亀.3 3 .3 9 . 9 1 3 .7 1 6 . 8 4 . 9 1 . 0 1 1 . 2

牲　 年　 代　 別

男　　 加　　 代 1 53 5 5 .b 17 .0 3 .9 5 .5 7 2 t之 7 .8 2 .0 0 .0 2 0 . 9

男　　 測　　 代 17 3 ト9 .9 2 2 °0 0 °8 8 °1 17 .1 17 . 1 7 . 3 1 .5 8 . 1

男　　 棚　　 代 1・1(l 7 8 . 3 17 .9 lJ .つ 15 . 1 17 .9 1 2 .3 4 . 7 C .0 5 . も

男　　 印　　 代 h P 相 .ん 2 7 .9 0 .ぐ 5 .9 13 tZ 1 9 . 1 8 . 8 3 .0 4 . 4

男 ・肺 代 以 上 ′11 手2 . 7 ? ん°7 0 .0 鱒.る 8 .も 1 3 . 5 3 . 7 ～. 5 9 . 8

女.+ :犯　　 代 1 ん2 { 2 . 7 17 .8 5 .も 12 °0 17 .8 14 .8 4 . 2 ～. 1 1 ▲.8

女　　 釦　　 代 1 34 7 5 .4 15 °7 3 .7 l l e9 11 . 9 1 7 . 2 7 . 5 C . 7 1 1 . 2

女　　 劇　　 代 lr)も 只2 . 1 2 1 .7 2 .日 5 .7 lb -0 1 4 .～ 4 . 7 0 .0 5 . 7

女　　 即　　 代 11 1 R b °1 2 4 e8 1 °CI 8 .9 9 .9 1 7 .8 】. 0 1 .0 5 . 9

女　 餌 代 以 上 1 75 ト8 .d 13 .も ～-ん 9 .も 1～一〇 19 °2 ん.8 0 .8 1 5 .～

輸　　 義　　 朗

自営業 ・事業主 1八丁 り °有 2 5 . 1 0 °0 b ▼b 13 .2 16 .2 7 .8 し1.6 占.0

管 理職 ・自由業 巧q 7 9 , 8 24 .7 0 . U 10 . 1 lb .9 15 .7 5 .も 1 . 1 5 .7

事 務檎 ・技術職 3 11 Z 八戸. 9 ～Z e 8 3 °〕 10 .も lT .ラ 13 .9 5 .0 C .丁 10 .も

労務喰・サーヒ寓蝕 1 r17 ト2 .も 1 3 . 1 5 . 9 9 . 3 19 .も 18 .8 1 .9 G .9 lJト.0

主　　　　　 嫡 2 6 8 P l . U 1 輌°了 3 . コ 1 0 . 1 1 1 .2 18 .1 5 .2 0 .7 8 .と

学　　　　　 生 ちl ち0 . 台 ふ. 8 4 . 9 9 . 8 1 8 .0 b °8 0 .0 1 .も 3 1 . 1

無　　　　　 職 1 1 7 トムt 7 l う. ◆ 1 . 7 9 . 年 1 2 . 8 1 1 . 1 5 . 1 1 . 7 17 . 1

そ　　 の　　 他 7 8 ト7 . 9 10 . 7 】4 . 3 3 . も 2 1 . 4 10 . 1 〕. b 0 . 0 7 . 1

ま∴練　 人　 教　 別

1　　　　　 人
2 0 8 5 8 .7 lb .3 4 . 3 台. 了 ～1 . 8 1 0 . 5 3 .4 2 . 年 17 .6

2　　　　　　 人 17 1 7 3 . 1 15 . 8 2 . ～ 1 . 8 1 5 . 2 1 3 . 5 2 . 9 1 . 2 13 . 5

3　　　　　　 人 2 2 0 7 5 .9 2 1 ▼8 0 . 9 9 . 1 1 2 . 3 1 5 . 5 4 . 1 0 . 0 9 . 5

4　　　　　　 人 2 9 1 7 9 . 4 2 り▼8 ～. 1 10 4 0 1 5 . 3 18 . 8 ラ.2 0 .3 8 .9

5　　　　　　 人 1 4 3 7 2 . 7 lb . 8 0 . 7 1 1 . 9 1 3 - 3 19 .も 8 ▼4 0 .0 1 1 .2

6　 人　 以　 上 0 9 R l . 昌 ～9 . 3 3 . 9 1 0 . 1 8 . 1 1 5 .2 2 .0 2 .0 7 - 1

N　　　　　　 A 7 14 . 3 0 . 0 2 8 . 8 0 . 0 2 8 -8 0 .0 0 .0 0 .0 4 2 .9

ラ イ フ ステ ー ジ

的　　 前　　 期 3 1 8 5 9 . 4 1 7 . 7 4 . 1 8 . 5 19 .9 12 .3 3 .8 1 . 3 15 .5

家∴族 形 成 期 も9 7 1 . 0 1 5 . 9 丁. ～ 1 0 . 1 15 .9 1年.5 0 .0 0 .0 13 .0

家 族 成 長 期tA ) lr)7 7 3 .3 2 1 . 5 0 °9 13 . 1 18 .7 15 .0 10 .3 0 .0 5 . も

家 族 成 長 胡即 lT O 7 9 .4 Z C .0 0 .も 12 .9 13 .5 18 .5 5 .3 0 .8 9 .4

家 族 成 長瑚 C 〉 1 13 8 ∋.2 2 3 .9 2 . 7 7 . 1 9 tT 15 . 9 5 . 3 0 .0 8 . 2

家 族 成 熟 期 1 2 0 9 0 .8 7 1 .† 0 .0 7 .5 10 IO 19 .2 3 . 3 0 . 8 5 . 8

老　 年　 期 (▲) 7 8 8 0 . 〕 2 2 .4 2 .5 13 .2 7 .9 1 0 . 5 5 . 3 i . ム 1 1 . 8

老　 年　 期　 は I h l 声0 °3 1 5 °4 1 .も b °b 13 . 1 1 4 °8 5 °も 1 °e 8 °2

老　 年　 期　 fC l 1 8 { 1 °l l b .7 0 .0 2 . 8 1 8 - T 〕0 °も 2 . 8 0 . 0 13 . 9

そ　　 の　　 他 4 8 弓も. 3 1 4 °も 2 . 1 8 . 3 1 8 . 8 1 8 . 8 5 . 3 2 . 1 18 °7

N　　　　　　 A 2 3 ちら. う 2 1. 1 4 . 3 8 . 7 1 7 .4 0 . 0 8 . 7 0 . 0 25 F l

住　 居　 影　 畿　 割

一 戸 建 持 家
5 2 2 7 8 .年 2 2 eO 1 . 7 8 .2 10 . , 1 7 . も 5 . 9 1 . 0 8 .も

一　 戸 建 借 家 4 2 5 9 °J lh .7 4 .烏 1 1 .9 11 -9 1 9 °0 7 . 1 0 . 0 14 . 】

民間木i告アパート 1 白鳥 6 5 .0 2 2 .3 2 . 1 9 °0 17 .も 1 3 . 3 3 . 2 1 . 1 15 . 5

鉄筋・7 ′マートー7ンシヲン
2 号l 7 2 °1 15 °9 3 .2 l l tも 19 .9 1 2 .7 2 . 8 0 . 4 9 . 8

社　 宅 ・官 舎 卵 8 2 . 5 1 7 . 2 0 - 0 1 3 .8 1 7 -2 8 . 9 8 . も 0 .0 10 .3

寮 ・間借り億込み 5 9 もも. ん 輌▼7 5 1 8 7 °2 7 7 . 5 14 . 5 5 . 8 2 . 9 18 .8

そ　　 の　　 他 9 4 4 .4 2 2 ▼2 1 1 . 1 0 °0 1 1 . 1 0 . 0 0 .0 0 . 0 22 .2

虐　 住　 専　 畿: 別

戦　 前　 か　 ら 9 7 7 5 . 3 2 3 . 8 0 .0 1 1 °3 10 -3 l b . 5 4 . 1 1 . 0 12 .◆

終 戦一昭和間年 Z h も 7 7 . 1 2 1 . 1 1 °l 7 °5 lZ .与 1 8 °8 8 . 8 1 . 1 b .4

昭 和31年 一切年 l ′IZ 7 7 . 台 19 . 8 5 .5 9 °3 13 .0 1 7 . 3 4 . 3 0 . 0 8 .も

昭 和41年 - 45年 1 2 8 7 3 . 4 2 1 .1 4 .7 14 °1 い..8 1 8 . 8 5 . 5 0 . 8 5 . 5

昭 和亜年一朗年 l q も 6 勺. 9 2 1 .4 1 .0 10 .2 18 .9 12 . 8 4 . も 1 . 5 1 3 . 3

昭 和51年 ～8 年 2 4 5 6 8 . 1 D .9 1 .〕 8 .2 18 -0 9 .4 〕. 1 0 . 8 17 . 8

封　 年　 以　 降 4 5 8 8 . 7 13 . 3 0 . 0 わ.7 2 0 . 0 1 1 . 1 4 .4 G .0 1 7 .8
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Q30.区では,「新宿区広報」を毎月3回,6紙(朝日,毎日.読売.　SOl.〔030で1と答えた人に〕あなたは読んでh

サ/ケィ,東京.日経)の新聞折り込みで配布していますが.お宅　　　　ますか。(lA)

には届いてい1すか。(.1Å)

桓】苔 項 目

フ　ェ　ー　ス

N

届 届 わ 6　レヽ N

A

N

⊥ ぎ あ 全 N

A

し′ヽ し1 か 紙 く つ t く

て て ら を 読 と り 読

レ1

る

レヽ

な

レ1

を

レヽ

と

っ

て

い

を

む 読

む

読

ま

な

い

t

を

レ1

細　　　　　 緻

絶　　 後　　 割

1 1 号9 8 7 . 8 ●°i 3 .う 3 .4 1 °1 1 0 C10 2 8 °2 4 8 . 1 2 0 . 3 2 . 8 0 .も

四　　　　　 谷 15 3 声5 . も J °丁 5 .2 5 °9 2 .も 13 1 2 1 °◆ 5 5 .0 2 2 . 1 3 °8 0 .8

箪　　 笥　　 町 1 1 1 声9 .2 も°3 2 . 7 0 . 0 1 , 8 q 9 1 7 . 2 3 7 . 4 3 3 . 3 1 1 . 1 1 . 0

榎　　　　　 町 17 8 q l t◆ 1 bヽ 2 . 3 3 °l 1 .も = 丁 1 占.8 4 年▼◆ 1 号.4 3 .4 0 . 0
若　　 松　　 町 1 10 7 8 . 2 9 . 1 7 . 3 5 . 5 0 . 0 8 8 1 9 . 8 4 5 . 3 2 7 . 9 4 . 7 2 - 3

大　　 久　　 保 17 9 q 3 . Il 1 °も 1 .b 3 °l 0 .0 1 2 1 1 8 . 8 4 3 °0 1 6 . 5 1 . 7 0 . 0

戸　　　　　 塚 1 10 8 4 °8 9 .2 2 . 3 2 . 3 1 . 5 1 1 0 2 2 . 7 5 0 °9 2 5 .5 0 . 9 0 . 0

落　 合　 第　 一 q も 8 7 . 5 5 . 2 2 . 1 3 1 1 2 . 1 8 4 3 4 . 5 5 1 °2 1 3 e l 0 °0 1 . 2

落　 合　 第　 二 1 14 q 3 . 0 1 . 8 3 . 5 1 °8 0 °0 lロム 3 1 .1 ～0 .9 17 . 11 0 . 9 0 . 0

柏　　　　　 木 1 12 8 5 . 7 5 °◆ 2 .7 b . 3 0 . 0 9 島 3 0 eZ 4 7 °9 1 8 td 2 . 1 1 . 0

鞠 筈 ・区 役 所 5 b 8 9 . 3 1 °8 7 . 1 1 °8 0 °0 ち0 7 8 .0 8 0 ▼0 8 .C 4 . 0 0 . 0

性　　　　　　 別

男　　　　　 性
5 3 1 8 7 . 8 与.T 3 .4 3 . 2 1 . 1 4 8 5 7 4 . 9 4 9 . 0 2 1 . 9 3 . 7 0 .年

女　　　　　 性 8 0 8 和㍉高 3 .8 3 .も 3 .も 1 .0 5 1 5 3 1 . c 4 7 . 3 1 8 . 9 2 . 1 0 . 7

技　 年　 代　 別

男　　 加　　 代
1 53 74 . う 12 44 5 . 9 7 . 2 0 °0 1 1年 8 -8 4 7 °● 3 8 .0 7 °9 0 . 0

男　　 刃　　 代 1 23 RT .リ 3 . 3 3 . 3 4 . 9 1 .も 10 7 2 5 . 2 4 7 . 7 2 1 . 5 5 .も 0 . 0

男　　 仰　　 代 1 :15 96 . 2 O t O Z t る 0 . 0 0 . 9 1 0 2 1 0 .年 5 2 °0 1 も. 7 1 .0 0 . 0

男　　 印　　 代 { 8 q 2 .も 2 °9 2 .9 0 . 0 1 . 5 占3 フ8 .5 4 9 . 2 1 9 . 0 0 . 0 3 .～

男　 餌 代∴以 上 q l q T . 5 O l O 0 . 0 0 °○ 2 .5 7 9 3 8 1 0 4 9 °4 1 1 .4 1 . 3 0 . 0

女　　 加　　 代 14 2 T q e b 5 .も 3 . 5 10 .も 0 .7 1 1 3 1 5 .°9 5 ▲°9 2 3 .9 2 . 7 2 . 7

女　　 諏　　 代 1 34 q l t 8 3 . 0 4 . 5 0 . 7 0 . 0 1 2 3 3 5 . 0 4 d 0ヽ 1 4 .も 2 .4 0 . 0

女　　 劇　　 代 1!)も 9 0 .も b °e 0 .9 0 . 9 0 . 9 9 8 今8 .5 4 2 °T 1 8 .8 0 . 0 0 . 0

女　　 ∽　　 代 1 つ1 q l . 1 3 . 0 1 . 0 4 °0 1 .0 9 2 3 1 . 5 4 8 °9 1 8 .5 1 °1 0 .0

女　 餌 代 以 上 1 2 5 8 8 °d 8 .8 7 1 2 0 . 8 ～°4 1 1 1 ちらt l 4 1 °4 1 8 °9 3 .5 0 . 9

輸　　 象　　 別

自営 業 ・事業主
.l b7 q Z t ～ 2 °卑 4 . ～ 0 . も 0 .8 l Iも 3 1 .8 4 9 . 4 l b . 9 1 . 3 0 ▼8

管 理 職 ・自由業 貞9 R 7 . ム 3 °4 2 . 2 ◆. 5 2 .2 7 8 之9 ., 5 3 . 8 1 4 . 1 1 . 3 1 . 3

事 績 戯 ・技術場 3りZ P7 1 1 d t 0 ～. ヨ 3 °e 1 °0 ～8 3 7 1 . 7 4 9 . 4 2 5 . 9 2 . 7 0 . 4

労 務磯 ・サーヒ鳩 l n 7 8 1 °3 ん.† 3 .7 10 . 3 0 . 0 8 † 7 5 .3 与4 .8 2 3 . iJ も.9 0 .0

主　　　　　 婦 2 e R q 与t も 2 . 2 1 . 9 1 °l 0 .◆ 2 5 3 3 8 . 4 4 5 . 5 1 5 .も 1 ,2 1 . 2

学　　　　　 生 b l 8 3 . 9 1 3 . 1 1 1 . 5 1 1 . 5 0 . 0 3 9 1 2 . 8 5 9 . 0 2 0 . 5 7 . 7 0 . 0

無　　　　　 像 l LT P A °0 2 . b 8 °0 0 °9 2 . 8 l r)3 2 9 . 1 4 1 . 7 2 3 . 3 5 . 8 0 . 0

そ　　 の　　 他 2 8 8 ～. 1 3 . ム 3 °も 3 . 台 7 . 1 ～3 17 .4 5 占.5 ～6 . 1 0 . 0 0 . 0

象　 漉　 人　 数　 別

1　　　　　 人 2 り8 6 7 °8 1 5 .4 】. 4 1 1 . 5 l . 9 1 4 1 1 9 . 9 4 5 . 4 3 0 . 5 4 °3 0 .0

2　　　　　　 人 l T l R 8 . 3 3 . 5 3 . 5 ◆. 了 0 °0 1 5 1 3 1 . 1 4 ) . 0 2 0 . う 4 .0 1 . 3

3　　　　　　 人 2 2 0 q l . 4 1 °8 3 . 2 1 °8 1 . 3 2 0 1 2 8 . 4 拍 t2 1 9 .も 2 .0 0 . 0

4　　　　　　 人 2 9 1 9 5 . 5 1 °4 2 . 年 0 . 3 0 . 3 2 7 8 7 9 . 1 4 7 . 5 2 0 . 3 1 . 8 1 . 1

5　　　　　　 人 14 3 q l °b C .7 7 . 0 0 °0 0 .7 1 3 1 7 4 . 4 5 5 . 7 1 5 °U 3 °8 0 .0

6　 人　 以　 上 99 9 5 °0 1 °0 i . ロ 1 .0 0 . 0 9 5 3 8 . 9 4 7 . 4 l r) .う 2 ▼l l °1

N　　　　　　　 A T んZ I9 0 °0 14 e 3 1 4 . 3 2 8 .台 3 0 . 0 3 う°3 8 8 .7 0 . 0 0 . 0

ラ イ フ ス テ ー ジ

婚　　 前　　 納 3 18 7 8 . 9 9 °5 5 . 1 8 . 2 0 . 】 2 4 3 1 5 . 0 4 7 . 7 3 0 . 5 5 . 3 0 °ヰ

家 族 形 成 期 色9 R 5 . ら l t◆ 2 . 9 10 . 1 0 . 0 5 9 2 3 . 7 4 7 °5 2 3 .7 3 . 4 1 . 7

家 族 成 長 期(A ) 1717 9 2 . 5 3 . 7 1 - 7 0 . 0 0 . 0 q q 7 2 . ～ 5 2 .5 2 1 . Z 3 . 0 1 . 0

家 族 成 長 櫛 引 1 70 9 6 . 5 1 °2 2 .ヽ 0 .0 0 . 0 1 8 4 3 8 . 4 4 7 . 0 1 2 °i Z ▼● 0 .0

家 族 成 長 ㈲ C ) 1 13 9 5 . b ウ°9 1 . 8 0 . 0 1 . 8 1 0 8 3 8 1 1 4 i °色 2 0 .4 0 °0 0 .9

家 族 成 熟 期 1 20 q 2 . 5 2 . 5 ～. ～ 1 . 7 0 . 8 1 1 1 2 7 °9 5 5 .9 1 5 . 3 0 °0 0 .9

老　 年　 期 (A I 7 色 q T t4 0 . 0 1 . 3 0 °0 l .3 7 4 3 5 e l 4 8 ▼ゐ 1 2 . 2 4 °1 0 °0

老　 年　 期　 は) 8 1 9 3 . 4 1 .も 4 .9 0 °0 0 °0 弓丁 3 8 . 8 4 3 °9 1 5 °さ 1 °8 1 . 8

老　 年　 期　 忙) う8 只0 °b 5 .5 2 - q 5 °も 5 .も 2 9 ▲◆. 8 3 年. 5 1 7 . i 3 °年 0 . 0

そ　　 の　　 他 4 8 戸5 .4 ～. 1 6 . 3 2 . 1 4 . 2 与l 2 4 . 4 4 亘. 3 2 4 . 4 2 . 4 0 . 0

N　　　　　　 A 2 3 6 5 . 2 1 3 . 0 4 . 3 4 . 3 1 3 . 0 l I 2 8 . 7 b rj . 0 1 3 . 3 0 °0 0 .0

住　 鳥　 影・ 書　 割

一 戸 建 持 家
, 22 9 3 - 9 0 .も 3 .4 0 °3 1 . 3 4 可0 2 6 . 8 5 1°2 17 .3 2 . 0 0 . 8

一　 戸 建 借 家 4 2 9 2 .9 4 °8 0 . 0 2 . 4 0 . 0 3 9 7 8 . 2 ▲1 °0 2 5 .6 5 °1 0 .0

民間木造アパ ート 1 8 8 7 7 . 1 l 〇. 1 2 . 1 9 . 8 1 . 1 1 4 5 2 7 . 8 4 7 °b la .b 5 . 5 0 . 7

■筋・丁′で- トマンション 2 5 1 R9 .も 3 .8 4 . 0 2 °0 0 . 8 2 2 5 7 7 . 1 4 7 ▼1 2 3 .台 1 .8 0 .◆

社　 宅 ・ 官 舎 , 8 9 5 .8 0 . 0 3 . 4 0 . 0 0 . 0 与る 3 5 . 7 3 7 e 5 1 9 . も 7 . 1 0 . 0

寮 ・蘭 借り・住込み 6 9 弓5 . 1 2 0 . 3 8 . 7 1 5 . 9 0 . 0 3 8 7 1 - 1 3 6 °8 4 2 °l 0 . 0 0 . 0

そ　　 の　　 他 9 7 7 .8 1 1 . 1 0 . 0 0 . 0 1 1 . 1 T 2 8 . も 5 7 . 1 1 4 . 3 0 . 0 0 . 0

鳥　 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら
97 q l .ろ 0 .0 4 . 1 0 . 0 与. 1 d 9 2 9 . 2 5 0 . 5 1 5 . 7 ～.5 0 .0

終 較 一昭 和戌 年 2 もも q 4 .4 1 1ヽ 1 . 9 1 . 5 1 . 1 Z 弓l q l °9 4 5 .0 1 9 . 9 2 . 0 1 . 2

昭 和 31年 一 切年 1 5 2 q4 . 4 2 . 5 2 . 5 0 .も 0 .0 1 弓3 3 3 . 3 4 7 . 7 1 7 . 5 0 . 7 0 . 7

昭 和41年一 亜年 1 2 烏 8 9 °8 3 . 9 3 . 1 2 . 3 0 . 8 1 1 5 ∑7 . 〇 う2 °2 19 . 1 1 . 7 0 . 0

昭 和偵年 一 部年 1 9 ム 8 3 . 2 7 . 7 5 . 台 2 °0 1 . 5 1・i3 2 3 . 9 5 0 . 3 7 2 . 7 2 . 5 0 .も

昭 和51年一 お年 2 4 5 7 9 . 2 6 . 1 4 . 9 9 °4 0 . 4 1 9 4 之2 . 7 4 8 . 5 7 2 . 7 5 . 7 0 . 5

朗　 年　 以　 躊 4 5 7 7 . 8 1 3 . 3 0 . 0 カ. 9 0 . 0 3 5 3 】. ん

l

4 0 . 0 2 5 . 7 2 °9 0 . 0

～195-



032.新宿文化七ニ′クー

(新宿6丁目)は.

今年の4月1日に一

般オープンし1した

031.現在の新宿区長の名前を知ってhtすか。〔知　　　が.あなたはこの施

っていも人に〕区長の名前をおっしゃってくだ毒　　　　殺を知っていますか。

い。(1Å)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(lA)

回答項目

フェ一一ス

N

知 知 知

N

知 知

つ̀ つ̀ ら ~ニフ ら

て て な て を

い

る

正

喜

い
る

誤

登

しヽ レヽ

る
レ1

車　　　　　　 ℡

地　　 域　　 別
l l つ19 うう. C 5 .5 ヨ9 .ウ 1 1 号9 5 0 °と 与タ. 4

四　　　　　 谷 15 3 5 7 .5 う.2 1 1 .3 1 ～3 4 5 . 1 5 4 °9
箪　　 笥　　 町 l l l 5 4 . 1 7 .2 う8 .7 1 1 1 ん5 . 0 うう. 0

榎　　　　　 町 12 8 5 4 . 1 つ.只 ち5 .2 17 8 5 7 . 3 有3 °0
若　　 松　　 町 1 10 ち5 .う 10 .0 3 4 .う 1 10 5 5 . 5 4 °ヽ5
大　　 久　　 保 17 9 5 く1.4 10 . 1 勺9 .う l Z 9 らl e 9 4 8 . 1

戸　　　　　 塚 1 10 5 2 .1 1 . 1 与も°b 13 0 ム4 °b 5 5 . 4

落　 合　 第　 一 Ìも キヨ.← 7 .3 4 9 .9 寸も 5 7 . 3 4 2 °丁
落　 合　 第　 二 1 14 6 1 .も 1 .8 36 .8 1 14 4 7 . 4 5 ～.b
柏　　　　　 木 1 12 5 0 .0 2 .7 ん7 . 3 1 12 う1. 8 ん8 °2
角 笛 ・区 役所

性　　　　　　 別

5 6 6 0 ../ 0 .0 19 . 3 5 6 5 5 .4 4 もtも

男　　　　　 性 5つl 5 5 .7 与. 5 3 8 . 8 5 3 1 ん9 .5 5 0 .5
女　　　　　 性

瞳　 年　 代　 別
8 1 R ち3 .5 †1.年 4 0 . 1 ム0 8 5 1 -5 4 8 .5

男　　 加　　 代 1 与3 3 4 .b 3 . 3 { 2 . 1 15 3 4 1 .2 う8 .8

男　　 諏　　 代 l ～3 う4 .5 5 .7 39 .も l:I3 4 3 .9 5 8 °l

男　　 劇　　 代 l nb 7 4 . 5 5 .'7 19 . b l・コム 5 5 .7 4 4 °3

男　　 ∽　　 代 6 8 ト7 .か J e9 7 9 .4 6 8 トム一之 3 3 °8

男, ∝「代∴以 上 8 1 ト9 . 1 ん▼9 門 .9 机 5 1 .9 んR t l

女　　 却　　 代 14 2 3 5 .b も. ∋ 5 7 .11 l ん2 4 4 .4 5 5 .5

女　　 部　　 代 1 34 ち3 .0 .ゝ2 4 1 . b 1 つ14 5 2 .2 4 7 . 8

女　　 亜　　 代 10 も b 7 . 9 b .も 2 5 . う 1 さ15 ち畠.う 年1 . 5

女　　 測　　 代 10 1 5 0 .4 5 .9 お . 7 い l 6 0 .ん 3 9 tも

女　 郎 代 以 上

輸　　 集　　 別
1 2 5 5 ～. 2 8 .0 1 5 . g 1 2 5 4 5 .b うん.4

自営業 ・事業主 l h7 7 0 . 7 ▲. 2 2 う. 1 1 67 5 8 . 9 4 3 t l

管 理職 ・自由業 q 9 q 8 . ん 5 .も ちb .J 8 9 4 9 .4 5 0 . も

事 務椒 ・技術職 3 ()? ▲R . 7 4 . 3 4 1 . 二ノ 3 0 2 5 1 . 0 4 9 . 0

労務職・サーヒ鳩 l r)7 4 5 . 8 3 11 5 0 .5 l つT 4 5 . 8 5 年. 2

主　　　　　 線 2 ち8 { 0 . 1 T e l 1 2 .8 2 { 8 5 4 . 5 4 5 .5

学　　　　　 生 6 1 3 与.◆ 1 .も 6 3 .9 b l 1 7 . 7 る～.∋

無　　　　　 職 1 1† ち8 . 1 9 °4 1 2 . う = 了 キム°2 5 3 .8

そ　　 の　　 他 2A 1 5 .7 10 .7 5 3 .ト 2 8 3 9 .3 ム〇°丁

象　 族　 人　 敷　 別

1　　　　　 人
2 (18 3 1 °7 3 .4 も4 .9 2 1)8 3 7 . 5 6 2 . 5

2　　　　　　 人 17 1 5 3 .島 4 .† 4 1 . 5 1 7 1 4 7 . 与 5 2 .8

3　　　　　　 人 2 2 0 5 占.4 5 .4 3 7 . 3 2 2 0 4 8 . 8 5 1 . 4

4　　　　　　 人 2 9 1 ち9 . 1 7 .2 1 3 .7 2 q l ト0 °8 3 9 °2

5　　　　　　 人 1 4 3 ハ9 t 9 7 .7 2 2 .4 1 4 3 4 9 . 7 5 8 . 3

6　 人　 以　 上 9 9 7 1 . 7 2 °0 袖 .3 9 9 5 2 . b 3 7 . 4

N　　　　　　　 A 7 1 4 . 3 0 °0 8 5 . 7 丁 O eO 0 0 .0

ライフ ステ ー ジ

婚　　 前　　 納 3 1 ll 3 8 . も ●. 1 5 7 . 3 3 1 8 4 2 . 7 5 7 . 3

家 族 形 成 期 69 4 3 . 5 5 °8 5 0 . 7 る9 5 8 .0 4 2 .0

家 族成 長 期(A ) lく17 5 1 .4 7 . 5 4 1 . 1 l nT 4 0 .2 5 9 .8

家 族成 長 期(B) 1 70 ト5 .3 4 .7 3 0 .0 17 0 5 5 .3 4 4 47

家 族成 長 期忙) l l】 b 9 -0 年44 2 5 . 5 1 13 ∧9 .0 3 1 .0

家　 族 成 熟 期 12 0 7 0 .8 ヽ.2 2 5 .0 1 2r) 8 2 .5 3 7 . 5

老　 年　 期 (A I 丁も { 7 . 1 9 .2 7 3 .7 了も う7 .9 4 2 ▼1

老　 年　 期　 は) A l ム2 .3 も.ム 寸1 . 1 b l ▲7 .5 5 2 . 5

老　 年　 期　 tC ) 1 5 5 8 .3 畠.3 3 3 .3 36 4 1 .7 5 8 .3

そ　　 の　　 他 4 8 5 0 .0 10 .4 1 9 .5 4 8 3 3 .3 もら.7

N　　　　　　 A 2 3 4 7 .8 4 .3 4 7 t畠 2 3 3 0 .4 6 9 .も

住　 居　 影・書. 別

一　 戸 建 持 家
52 2 小T l2 5 .3 ～5 eヽ 52 2 5 7 .3 4 2 .7

一　 戸 虚 借 家 4 2 もも.丁 9 °5 2 3 .5 4 2 5 0 .0 5 0 °0

民間木造丁ノ1- ト 1 88 3 7 .8 5 °9 与も.4 l 只8 4 2 .0 5 6 .0

鉄筋・丁′ぜ-ト・マンション 2 5 1 5 1 .0 んヽ 8 4 4 .2 2 5 l 50 .も 4 9 44

社　 宅 ・ 官 舎 ち8 34 . 5 3 .4 5 2 . 1 5 8 4 3 . 1 5 島.9

寮聯 り・住込み b9 34 .8 0 .0 8 5 . 2 6 9 3 3 .3 わ島. 7

そ　　 の　　 他 9 4 4 °4 1 1 °l 4 4 .年 9 2 2 .2 7 7 . 8

居　 住 年　 戴: 別

戦　 前　 か　 ら
q T b b 0ヽ 7 e2 2 占. 畠 97 ち5 . .7 4 ん. 3

終 戦ナ 昭席周年 2 5も 子ら. 8 ◆. 9 2 9 . 3 2 んb 5 8 . 3 4 1 °7

昭 和31年 - 40年 l b 2 { 3 . も 1 2 . 3 2 4 . 1 l b2 5 9 . 3 4 J .7

昭和41年～45年 1 2 8 もら. b .ヽ 7 之9 °7 1 2 8 4 8 . 1 5 3 . 9

昭和亜年一部年 1 9も ちらe b b °1 1 9 . 3 l q e 4 5 . リ 5 4 . 1

昭和51年～53年 2 4 , 3 3 . 1 1 . 8 わら. 3 24 5 4 5 . 3 弓与. †

封　 年　 以　 降 与5 2 8 . 7 2 . 2 7 1 . 1 4 5 2 4 .4 7 5 .ム

ー1961



033.この集会施設には1カ00人収容の大ホールを始め.小ホール.集会室,展示室,ロビーなどが設けられ多目的

に利昭できるよう設計されています。この施設でどんな催し物を希望し1すか。次の中から2つ以内で選んでく
ださh。〔回答集9棲示〕(2A)

＼

N

ク ポ 新 の 日を

本 ・
浪 至 貌 更 科 の 各 そ N

A

∴ フ

こ′

ヒ 創 演

・創

と
舞 の

曲 と

・の

面

会
術 ・最

・産 示

種

講

座

の
他

ご′

ク

ラ

l

歌

舞

伎

踊舞 落 大

tE

喜業 金

音 音 .踊 語 衆

・芸

資

虹 科

講

楽 楽 を レ′ 漫 能 土 を 習

会 会 ど エ 才 資 と 会

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別
1 1 号9 1 7 . ん 2 0 . 3 1 5 . 1 e . 1 1 6 . 3 ～4 . 3 2 1 . 2 2 1 . 8 8 . 1 も. 8

四　　　　　 谷 1 5 3 19 .0 1 9 . 0 1 7 . ゎ 1 1 . 8 1 3 . 7 2 9 . 年 1 2 .4 1 5 . 7 l Z . 4 5 . 2
箪　　 笥　　 町 l l l 1(1. 6 2 9 . 7 1 7 . 1 9 . 9 l 0 . 年 1 4 . 4 2 2 . 5 1 5 . 3 0 . 9 1 . 8
便　　　　　　 町 1 7 8 2 1 , 1 1 9 . 5 2 1 . q 9 . 年 2 2 . 7 2 2 . 7 2 0 . 3 2 2 . 7 7 . 0 7 . 8
若　　 松　　 町

1 1 0 】b .ヽ 3 4 . 5 1 9 . 1 8 . も 1 1 . 8 2 5 . 5 24 . 5 2 b . 2 】. e 0 . 9
大　　 久　　 保 1 2 9 20 . 9 い1. 4 1 4 . つ 9 . 3 2 0 . 2 3 2 . b 2 7 . 1 Z も. 0 5 . 4 3 . 1
戸　　　　　　 塚 1 1 0 】4 . も 2 1. 5 1 8 . 5 5 . 2 7 7 . 7 2 †. 7 2 4 . 8 2 2 . 3 2 4 3 3 . 8
落　 合　 第 1一

一つも 2 4 . C l b . 了 1 0 . 4 2 . 1 1 1 . 5 1 9 . 8 3 1 . 3 2 5 . 0 5 . 2 1 1 . 5
落　 合　 第　 二 1 1 も 1 8 . 4 1 2 . 1 1 5 . 7 7 . 9 1 3 . 2 2 0 . 2 ～2 . 8 27 . 2 5 . 3 1 4 . 0
和　　　　　　 木 1 1 2 1 7 . 0 1 7 . 0 1 2 . 5 8 . 0 1 4 . 3 】0 . 4 1 5 . 2 2 3 . 2 1 9 . 色 1 . 8
均 嘗 ・医 役所

性　　　　　　 別
弓も 5 . 4 7 . 1 5 . 4 7 . 1 5 . 4 8 . 9 8 . 9 l 0 . 7 2 8 . 8 3 2 . 1

男　　　　　 性 5 3 1 1 7 . 7 2 3 - 7 9 . 畠 2 . も 1 5 . 8 2 8 . 2 2 1 . 5 Z e . 9 8 . 3 8 . 3
女　　　　　 性

性　 年　 代　 別
6 1 8 1 7 . 1 1 7 . 3 ～1. 5 1 2 . 8 1 占. 8 2 0 . 9 2 1 . 1 2 2 . 5 7 . 9 5 . 4

男　　 20　　 代 l ì3 7 1 . b 4 3 . 8 7 . 8 2 . も 5 . 2 4 7 . 1 1 5 . 0 1 6 . 3 3 . 9 Z . b
男　　 30　　 代 1 7 3 1 9 . う 2 1 . 1 6 . 5 2 . 年 1 6 . 3 2 5 . 2 1 7 . 9 2 6 . 8 9 . 8 1 0 . 5
男　　 40　　 代 1 ・1 6 1 7 . 1_) l d . 9 】1 . 〕 1. 9 1 5 . 1 1 7 . 0 2 2 . も 2 0 . 8 1 2 . 3 1 2 . 3
男　　 帥　　 代 へ8 1 9 . 1 1 (). 3 1 】. 2 1. 5 2 2 .1 之も. 5 3 6 . 8 1 0 . 9 1 . 5 4 . 4
男　 60　代 以 上 璃l 7 . 4 7 . 4 1 3 . 5 4 . 9 1 0 . 9 1 3 . 5 2 4 . 7 1 2 . 3 l ll. 8 1 3 . も
女　　 20　　 代 14 2 ? 1. 1 3 1 .7 1 1 .3 12 . 7 5 . 3 3 2 . 4 1 5 . 9 2 1. 8 5 . 3 3 .5
女　　 30　　 代 1 う4 1 3 . 年 2 1 . b 1 7 . 2 9 . 7 1 5 - 7 2 7 . 5 2 0 . 1 3 2 . 1 8 . 2 2 . 2
女　　 40　　 代 l rlも 7 4 . 5 拍 e O 2 4 . 5 1 8 . 0 1 1 - 3 1 8 . 0 2 1 . 7 2 0 . 8 8 . 5 5 . 7
女　　 餌　　 代 l n l 1 7 . 日 9 . 9 2 b . 7 1 2 . 9 14 . 9 1 4 . 9 2 5 . 7 2 0 . 8 8 . 9 8 . 9
女　 60　代　以　 L

職　　 業　　 別
1 2 5 9 . b 〕°2 3 1 . 2 1 3 . 8 3 8 . 0 9 . 5 2 2 . 4 1 8 . 0 8 . 0 9 . b

自営業・事業主 lh 7 1 7 . 4 1 2 . も 1 8 . 2 4 . 2 2 0 . 4 1 9 . 2 2 5 . 7 1 9 . 2 1 2 . 0 9 . b

管理吼 ・　 山菜 q 9 14 . も 14 .△ l b e9 7 .9 7 2 -5 2 2 . 5 2 4 . 7 1 9 . 1 9 . 0 占. 了
事捗戚 ・技栴戯 3 ご)～ 1 8 . 9 2 9 . 1 1 0 - 3 5 . 3 8 . 9 2 9 . 1 1 8 . 5 2 5 . ～ 7 . 0 7 . 9

労梯職・サーヒ欄 1 ・1 7 1 2 °1 2 り. 占 1 4 t J 7 . 5 2 0 . も 2 9 . 0 1 8 . 7 1 8 . 7 1 2 . 1 5 . 8

主　　　　　　 婦 Z へ8 1 6 . 8 1 6 .8 2 4 . b 1 3 . 8 1 7 . 9 2 0 . 9 ～0 . 1 2 3 . 1 8 . 7 3 . 7

学　　　　　 生 ら1 1 ん.ん 4 9 . 2 1 1°5 3 . 3 1 . 8 4 5 . 9 9 . 8 1 3 . 1 0 . 0 0 . 0

無　　　　　 職 1 17 9 .4 5 . 1 18 . 8 1 1 .1 2 5 .5 9 . 4 2 5 . 5 2 4 . 8 1 0 . 3 1 1 . 1

そ　　 の　　 他

家: 族　 入　 社　 別

78 1 2 °l 7 1 °ん 0 .0 7 . 1 14 .3 3 9 . 3 3 5 . 7 1 4 . 3 0 °0 7 . 1

】　　　　　 人 2 0 8 ～1 °る 2 0 °9 14 °9 5 . 3 9 . 1 3 1. 3 ～0 . 2 1 7 . 〕 7 . 2 , . 〕

2　　　　　　 人 17 1 1 7 . 5 17 . 0 1 8 - 1 1 1. 1 1 5 . 8 2 1 . 1 2 2 . 2 1 8 . 1 1 1 . 1 7 . 0

3　　　　　　 人 2 2 0 2 0 . 0 1 う.b 1 2 . 7 7 . 3 持 . 8 2 2 . 7 2 4 . 1 2 5 . 0 9 . 1 8 . 4

4　　　　　　　 人 2 9 1 1 5 . 5 19 .8 1 8 . 2 島. 2 18 . 8 2 ` . 4 7 0 . も 2 7 . 1 b . 2 わ. 5

5　　　　　　　 人 14 3 1 年. 0 2 ・1°3 1 8 . 2 7 .7 1 7 . 5 2 8 . 0 2 3 . 1 1 9 . も 8 . 3 5 . 3

6　 人　 以　 上 9 9 1 3 - 1 1 7 .2 2 0 .2 1 1 .1 2 9 .3 1 3 . 1 1 8 . 2 1 9 . 2 1 1 . 1 雪. 1

N　　　　　　　 A † 1 4 . 3 2 8 . 8 0 . 0 0 . 0 0 . 0 ～8 . も 0 . 0 0 . 0 0 . 0 5 7 . 1

フイ7 ス 7・- ン

婿　　 前　　 期
3 1 も 2 1 e 5 3 5 . 1 l l . ん 5 . 1 7 . 0 3 1 . 3 1 5 . 8 2 1 . 5 7 . 0 2 . 8

家　 族 形　成 期 6 9 7 1 . 7 2 3 . 2 1 5 . 9 1 0 °l 1 0 . 1 3 4 . 8 1 8 . 8 2 与. 5 5 . 8 2 . 9

家 族 成 長靭tA ) l n † フ1 . 5 2 6 . 2 9 . 3 1 5 . 0 8 . 年 2 9 . 9 14 . 0 24 . 3 7 . 5 5 . も

家 族 友長瑚佃l l T o 1 2 . 4 2 0 . 0 1 4 . 1 ん. 7 2 1 . 8 2 0 . も 2 3 . 5 2 5 . 9 1 0 . b 9 . 2

麦 族 成 長期(C I 1 1 3 2 2 . 1 1 3 . 3 1 8 . 6 9 . 7 1 5 . 0 2 0 . 年 3 0 . 1 2 2 . 1 4 . 4 8 . 2

家　 族 成 熟 期 1 2 0 1 5 . 0 8 °3 ～4 . 2 9 . 2 2 3 . 3 1 5 . 0 1 9 . 2 2 5 . 0 8 . 3 1 0 . 0

老　 年　 期 (A J 7 6 7 . 9 5 . 3 7 5 . つ 1 1 . 8 3 5 . 8 l ≡l. 2 26 . 3 17 . 1 5 . 6 7 . 9

老　 年　 期 (B ) b l 18 °ん ん°9 2 1 . 3 8 . 2 3 1 . 1 5 . 6 2 9 . 5 島. 2 1 9 . 7 占. る

老　 年　 期 (C ) 1 8 19 -4 2 e 8 7 5 . 0 1 1 . 1 27 . 8 8 . 3 ～7 . 8 2 2 . ～ 2 . 8 只. 〕

そ　　 の　　 他 4 8 8 . 3 1 2 . 3 2 Cj. 8 8 . 3 1 4 . b 1 5 . 7 2 7 . 1 1 2 . 5 8 °3 1 4 . も

N　　　　　　　 A 2 3 与. 3 1 3 . 0 4 . 3 4 . 3 8 . 7 8 . 7 l 〕. 0 2 b . 1 1 3 . 0 3 0 . 4

住　 居　 形　 態　 別

一　 戸 建 持 家
5 2 2 1 6 . 3 1 8 . 2 1 7 . i 9 . も 2 2 . 4 1 9 . 2 2 0 . 5 2 2 . 4 8 . 4 占. 9

一　 戸 建 借 家 4 2 14 . 3 1 1. 9 2 持. る 1 1 . 9 14 . 3 2 】. 8 2 8 . も 1 9 . 0 4 . 8 4 . 8

民間木造アパート 1 蠣 17 . 0 1 5 . も 1 4 . 4 6 . 9 1 1 . 2 3 0 . 3 2 2 . 3 14 . 9 1 2 °8 7 . 年

鉄筋・ア′て-ト・マンソヨン 2 5 1 2 1 . う 2 1 . 5 1 4 . 3 7 . b 1 1 . 2 2 5 . 1 ～4 . 3 24 . 3 5 . 2 4 . 8

杜　 宅 ・官 舎 5 8 1 3 . 8 2 7 . 5 1 2 . 1 3 . 4 1 0 . 3 3 6 . 2 1 7 . 2 2 5 . 9 5 . 9 1 0 . 3

寮・間借りイ主込み b 9 1 7 . 4 〕4 °8 14 . 5 2 . 9 1 0 . 1 3 4 . 8 14 . 5 2 占. 1 5 . 8 8 . 7

そ　　 の　　 他 9 1 1 °l 2 2 . 2 1 1 . 1 1 1 . 1 1 1 . 1 2 2 . 2 0 . 0 1 1 . 1 1 1 - 1 1 1 . 1

居　 住　 年　 数　 別

較　 前　 か　 ら q T 18 . 5 l ～. ◆ 1 5 °う 1 1 . 3 3 3 . 0 1 b . 5 1 9 . 8 1 8 . 8 与. 1 1 3 . ◆

終戦～昭和泌年 2Jlも 1 5 . む l う°0 2 0 . 7 8 . 3 ク1 . 1 1 9 . 2 1 8 . 0 2 3 . 3 9 . 8 8 . 0

昭和31年～40年 11,2 7 2 e Z 1 9 °1 1 7 . ウ 8 °之 1 6 . 7 2 2 . 2 2 5 . 3 2 G . 年 R . { 4 . 〕

昭和41年} 45年 1 2 8 1 7 . 2 1 5 . も 1 8 . b 8 . も 1 2 . 5 2 9 . 7 2 3 . 4 2 4 . 2 う. 5 7 . 1〕

昭和46年～∽年 1 ′) も 1 1 . 7 ～l e 9 1 2 . H 9 . 2 1 8 . 4 2 4 . 0 2 3 . 0 之ん. ら 8 . 7 5 . 1

昭和51年～㍊年 2 4 5 7 0 . 0 P d °e 1 2 . 7 占. 1 占. l 3 1 . 年 2 0 . 8 1 9 . わ 8 . 2 7 . 8

封　 年　 以　 降 4 5 フ5 . 7 3 1 . 3 8 . 今 1 1 . 1 8 . 9 2 6 . 7 1 7 . 8 1 7 . 8 8 . 9 2 . 2
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03l.現在.あなたが区に対して最も力を入れてほしいと思う書集はなんですか0次の中から・第1位・第2位1第3位と靡位をつけて3つ以内

で選んでください。〔回答量l職示〕(3Å)
第1位

回 答 項眉

フ 1 - ス

N

道 公 整 緑 環 学 僧 区 の 老 心 椙 低 帯 書 対 中 消 雷

路

の

闇 傭 化 壌 校

数

民 整 人 身 祉

障

所 櫓

祷

少 策 ′ト ■ 災

整 児 鉱
対

策
衛

生
育 の 傭

た

福

祉
害 祉

層

年

の

企

業

者

保

対

策儒 董 充

遊

園

の

施

設

の
整

め

の
施

設

者

児

や

母

子

世

鍵

全

育

成

対

策

護

対

策

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別
l 1 1 9 7 . 1 7 . も と. 3 9 °5 3 . 5 4 °b 8 . 7 1 . 8 2 . 3 1°8 1 . 5 2 . 8 1 0 . 5

四　　　　　　 谷 1 弓3 5 . 9 7 °2 う. 与 1 1 °1 2 . 0 8 . 5 1 0 . 5 2 . も 4 . も 0 . 7 1 . 3 Z　O l l l
箪　　 笥　　 町 l l l 8 . 1 { . 3 l CJ. ド 1 0 . 8 8 . 3 7 . 2 9 . 9 0 . 9 1 . 8 0 . 9 1 . 8 8 . 3 9 . 9
桜　　　　　　 町 17 8 7 . 日 い1°2 l (J . 2 3 . 9 7 . 0 l▼も 1 0 . 2 0 . 8 0 °8 1 . 8 0 . 8 3 . 1 1 2　 5
若　　 松　　 町 1 1 0 4 . 5 6 °も l b . ◆ 1 9 . 1 1 . 8 8 . 2 8 . 2 0 . 9 1 . 8 1 . 8 0 . 9 5 . 4 .

6 . 4大　　 久　　 保 l～9 3 . 9 づ. 5 1 0 . 1 1 0 . 1 3 . 9 4 . 7 9 . 3 3 . 9 2 ▼3 3 . 9 3 . 9 1 . 8 7 . 8
戸　　　　　 塚 11 0 5 . 4 1 . 2 9 °之 7 . 7 与. b 1 . 5 9 . 2 1 . 5 1 . 5 1 . 5 1 . 5 0 . 8 1 2 . 3
落　 合　 寛　 一 q e 8 °3 7 . 3 5 . ～ 8 °3 2 . 1 3 °l 5 °3 2 . 1 2 . 1 1 °0 2 . 1 0 . 0 1 2 . 5
落　 合　 第　 二 1 1 4 1 2 . 3 2 . 8 7 . も 1 0 . 5 0 . 9 2 . も 8 . 8 2 .も 3 . 5 0 . 0 3 . 5 5 . 3 1 8 . 4

柏　　　　　 木 1 1 2 l l tも う. 9 8 . 0 う. ◆ 2 . 7 3 . も 3 . も 0 . 0 1 °8 5 . 年 1 . 8 1 . 8 8 . 0
角 筈 ・区 視 所

性　　　　　　 別
5 5 】. b 申. 9 1°5 7 . 1 3 . 8 3 . 8 1 0 . 7 3 . 8 1 . 8 0 . 0 U . U 0 . 0 1 . 8

男　　　　　 性 5 1 1 7 . 9 7 . 7 6 . 9 8 . 7 3 . 2 も. 2 5 . 8 2 . 年 2 . 3 2 . 1 3 . ∠ 2 . 1 9 . 6

女　　　　　 性

性　 年　 代　 別

も0 8 6 . 4 7 . 4 7 . 9 1 0 . 2 3 . 8 3 . 1 1 0 . 4 1 . 3 2 . 3 1 . 5 U . 7 3 . 5 1 1 . 3

男　　 却　　 代 l ì 3 5 . 9 9 . 2 8 . う 9 . ～ 1 . 3 9 . 2 5 . 9 i . b 2 . 0 1 . 3 3 . 3 3 . 3 7 . 8
男　　 測　　 代 17 3 占. 5 為. 9 9 . 8 7 . 3 0 °0 4 . 9 2 . 4 2 . 4 2 . 4 2 . 4 4 . 1 0 . 8 5 . 7

男　　 40　　 代 ll も 島.b Y . 5 7 . 5 5 . 7 l r). 4 うe 7 7 . 5 2 . 8 2 . 8 1 . 9 2 . 8 1 . 9 1 1 . 3
男　　 ∽　　 代 ら8 島.b 2 . 9 1 4 . 7 l l e 8 与°4 7 . も 5 . 9 1 . 5 1 . 5 4 t 4 1 . う 4 . 4 1 3 . 2

男　 60 代 以 上 q l 1与. d b t Z 4 . 9 1 1°1 l t Z 2 . 5 1 4 . 8 2 . 5 2 . 5 1 . 2 3 . 了 0 . 0 1 3 . 6

女　　 20　　 代 14 2 4 . 9 1 0 .も 9 . 2 9 °2 2 . 1 3 . 5 1 . 4 0 . 7 2 . 8 2 . 8 0 . 日 3 . 5 1 1 . 3
女　　 諏　　 代 11 4 4 . 5 1 2 . 7 l C〉tも 1 1 .～ 有-5 5 °Z 6 . 0 1 . 5 2 . 2 0 . 0 0 . 7 1 . 5 1 2 . 7
女　　 40　　 代 1.1も 1 0 .ん 3 . 8 4 . 7 1 3 . 2 5 .も 3 . 8 9 . 4 0 . 9 3 . 8 0 . 9 U . ゝ 4 . 7 1 1 . 3
女　　 50　　 代 ト1 1 8 . 9 2 °0 8 °9 1 0 . 9 3 . 0 1 °0 1 0 . 9 2 . 0 1 °0 2 . 0 2 . U 5 . 9 9 . 9

女　 鉛　 代 以 上

義　　 集　　 別

12 5 与. d 5 . b 5 .も 7 . 2 3 . 2 1 . 8 2 5 .も 1 .も 1 .も 1 . 6 0 °U 2 . 4 1 1 . 2

自 営 業 ・事業主 16 7 1 1 .～ 缶.0 5 . 4 7 . 2 2 . 4 7 . 2 5 . 4 3 . 0 1 . 8 1 . 2 5 . 4 3 . も 1 0 . 8

管 理 級 ・自 由業 8 9 8 . .7 与. 5 1 3 . 5 1 1 . 2 7 . 9 2 . 2 8 . 7 0 . 3 1 °1 2 . 2 1 . 1 1 . 1 1 1 . 2
事 務 岨 ・技術収 3 こ)2 4 . 8 も. 3 烏. b 1 0 .も 3 . 3 7 . 3 5 . 3 C . 7 3 . b 3 . 0 1 . 7 3 . 0 9 . 6

労 務収・サーヒ鳩 1 0 7 4 . 7 1 5 . 0 色. ん 与.了 1 . 9 1 °9 8 . 4 4 . 7 3 . 7 0 . 0 1 . 9 3 . 7 1 2 . 1

主　　　　　 婦 Z b q 8 . 7 7 . 8 8 . b 1 0 . 8 4 . 5 3 . 7 9 . 0 1 . 5 1 - 1 1 . 5 0 . 4 4 . 1 1 0 . d
学　　　　　 生 b l 】1 . 5 9 . 8 1 1 . 5 9 . 6 O t O 3 . 〕 4 . 9 1 . b 1 .も 0 °0 1 . 0 1 .も = - 5
無　　　　　 叡 1 1 7 8 .〇 わ. 8 5 . 1 6 . 5 2 . も 0 . 0 2 4 . 8 ～. b 2 .も 2 . 6 1 .† 0 . 0 8 .～
そ　　 の　　 他

蒙　 族　 人　 数　 別

2 8 7 . 1 7 . 1 1 0 . 7 1 4 . 3 7 . 1 7 . 1 1 0 . 7 3 . b 0 °0 0 . 0 0 °U 0 °0 1 4 . 3

1　　　　　　 人 ～0 8 3 . も 7 . 2 7 . 7 1 1 . 5 1 . 4 6 . 7 9 . 1 1 . 4 3 . 8 1 .● Z .ヽ 2 . 9 1 0 . 6
2　　　　　　 人 17 1 4 °1 7 . 5 9 . 4 7 . 0 0 °も ～. 3 1 3 . 5 1 °8 2 . 9 2 °3 1 .も 1 . 8 1 1 °1
3　　　　　　 人 2 7 0 1 0 . 5 5 . 9 9 . 5 1 1 . 4 年. 1 3 . 8 5 . 5 1 . 8 1 . 4 3 . 2 1 .年 4 . 5 1 0 . 0
4　　　　　　 人 Z q l 7 . 5 7 . 9 5 . 9 1 1 . 0 4 °5 5 . 2 8 . 2 1 . 7 2 . 1 1 . 0 1 . 4 2 . 1 1 0 . 0
5　　　　　　 人 1 4 3 8 . 4 9 . 8 1 2 . 8 与. 2 5 .も 4 °9 9 . 1 1 4 4 0 4 7 l t● 1 . 4 3 . 5 1 2 . b
6　 人　 以　 上 99 1 0 . 1 白. l ◆.し 9 . 1 う. 1 4 °0 7 . 1 3 . 0 3 . 0 1 . 0 4 . 0 2 . 0 1 0 . 1
N　　　　　　　 A

ラ イ フ ス テ ー ジ

丁 0 ▼0 2 望. 8 0 °0 0 . 0 1 4 . 3 0 . 0 1 4 .〕 1 4 . 3 0 . 0 0 . 0 0 . J 0 . 0 0 . 0

婿　　 前　　 期 3 1も 5 . 8 7 .も 8 . 9 9 t Z 1 - 3 7 .も 8 °3 2 . 2 3 .～ 1 . 9 2 . 8 2 . 5 1 0 °1
家　 族 形 成 期 6 9 1 . 4 1 1 . 8 7 .～ 7 . 2 1 . 4 2 . 9 2 . 9 0 . 0 4 . 3 1 . 4 0 . 0 1 . 4 1 0 . 1
家 族 成 長 期(A J 1 0 7 5 . も 1 3 °1 7 - 5 8 °4 2 - 8 4 . 7 4 . 7 1 . 9 1 °9 0 . 9 ∠. d 4 . 7 8 . 5
家 族 成 長 瑚㈲ 17 Cl 5 . 9 l l e 2 1 1 . 2 8 . 8 9 . 4 4 . 1 4 . 7 1 . 2 1 . 2 1 . 2 1 . 2 1 . 2 1 0 . b
家 族 岐 長 期(C ) 1 1 3 1 3 . 3 2 - 7 8 . C 1 0 °5 7 . 1 5 - 3 5 . 2 1 . 8 0 . 9 4 . 4 0 . 9 2 . 7 1 4 . 2
家　 族 成 熟 鞠 1 2 0 7 . 5 4 . 2 8 . 3 1 0 °8 2 . 5 0 °0 1 3 . 3 1 . 7 1 . 7 1 - 7 U . 8 5 . 8 1 2 . 5
老+ 年・ 瑚H A ) 7 8 l l l 8 7 . 9 , . 3 1 0 . 5 5 . 3 0 °0 1 0 . 5 1 . 3 3 . 9 1 °3 3 . 9 2 .も 1 0 . 5
老　 年　 期　 偶) 8 1 9 - 8 4 . 9 3 . 2 8 °も 1 °も 3 °3 1 9 . 7 3 . 3 0 . 0 1 . b 3 . 3 1 .も 9 . 8
老　 年　 期 (C ) 3 8 8 - 3 2 °8 2 . 5 1 8 . 7 0 . 0 5 .も 2 5 . 0 2 . 8 0 °0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 3 . 9
そ　　 の　　 他 4 8 0 . 0 2 °l 8 . 3 1 2 . 5 0 °0 8 °3 1 6 . 7 2 . 1 2 °1 2 . 1 0 . 0 5 . 3 1 0 . 4
N　　　　　　 A

住　 居　 形・ 懲　 別

23 4 . 3 3 . 7 ん. 〕 4 °3 0 . 0 4 . 3 1 7 . 4 4 . 3 8 . 7 0 . 0 0 . 0 0 . 0 4 . 3

一　 戸 建 持 家 5 2 2 1 0 . 3 5 . 8 7 . 5 9 . 0 3 . 1 4 . 4 9 . 5 1 . 9 2 . 1 1 . 3 ～. 3 2 . 7 1 1 . 3

一　 戸 建 借 家 4 2 4 . 3 9 . 5 4 . 6 9 . 5 9 . 5 9 . 5 9 . 5 2 . 4 0 . 0 2 .● 0 . 0 2 . 4 7 . 1
民間木造 アパート 1 8 6 3 . T 8 . 5 8 - 9 9 e e 3 . 2 7 . 4 8 . 5 1 . 8 2 . 7 3 . 2 2 . 1 3 . 2 1 2 . 2

鉄應・アパートマンシヲン 2 5 1 5 . 8 9 . 5 1 1 . b 9 . 8 4 .年 2 . 8 7 . 2 1 . 8 2 . 0 1 . 2 0 . 8 3 . 2 8 . 0
社　 宅 ・ 官 舎 ～8 l t T 1 0 °3 1 2 °l 1 2 °1 5 . 2 5 . 2 1 . 7 0 . 0 1 . 1 3 . 4 1 . 1 1 . 7 1 3 . 8

寮 ・間借り4主込み 5 9 4 . 3 8 . 7 ん. 3 1 1 °も 0 . 0 1 °4 1 1 . 5 2 . 9 4 . 3 1 °4 2 . 9 1 . 4 1 0 . 1
そ　　 の　　 他

l

9 0 . 0 l l e l ～2 . 2 0 °0 0 . 0 0 . 0 2 2 . 2 1 1 . 1 1 1 . 1 0 . 0 0 . 0 1 1 . 1 0 . 0

居 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら

9 7 】Z l も ◆°l 3 . 1 1 0 . 3 3 . 1 4 . 1 1 5 . 5 〕. 1 ●°1 2 . 1 0 . 0 2 . 1 8 . 2

終 戦 ～ 昭和 瓢年 2 ち島 7 . 5 5 .も 了.う 7 °l 3 . 8 4 . 1 1 3 . 9 2 . 3 3 °0 1 . 9 ～. e 3 . 4 9 . 8

昭 和 31年 - 40年 1わ2 1 3 . 0 8 °Z 7 . 4 1 0 . 3 3 - 1 8 . 0 7 . 4 1 . 2 O tも 0 .も 2 .う 2 . 5 1 3 . も

昭 和41年 ～45年 1 7 8 4 . 7 b °3 丁.占 1 , °5 8 . 8 5 . 3 7 . 8 2 . 3 〇°0 1 ▼e U . 8 1 . も 1 0 . 2
昭 和亜 年 - ⅨI年 1 9 8 色°1 8 . 7 1 0 . 2 8 . 7 4 e 5 5 . 1 5 . 1 1 . 5 2 . 8 2 . 0 0 . 3 3 . も 1 0 . 7

昭 和51年 ～53年 ～4 5 3 . 7 9 . 8 1 0 t 2 8 °2 0 . 8 1 . 2 5 . 7 1 . 2 2 . 9 2 . 0 3 . 3 2 . 4 】0 . も
別　 年　 以　 降 4 5 2 °? 1 7 . 8 1 1 . 1 1 1 . 1 0 . 0 も. 7 2 . 2 2 . 2 2 . 2 2 . 2 U . U 4 . 4 8 . 9
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回 答 項 目

フ 1 一　ス

水 公 区 食 社 育 幼 対 交 凰 そ 特

寄 里 民 品 会 活 児 策 過 紀 の rC
対 対 の 衛 教 動 安 の 他 を
策 策 健

康

管

理

生 膏 の

・推
社 進

会

体

児

童

の

保

育

全

対

策

取

り

締

ま

少

しヽ

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別
2 . 5 3 . 2 0 . 8 1 . 1 2 . 8 1 . 9 2 . 7 4 . 0 0 . も 9 . 9

四　　　　　　 谷 0 . 0 0 .. 7 0 °7 1 . 3 0 °了 0 . 0 2 . 0 2 . も 6 . 7 1 8 . 3

箪　　 笥　　 町 0 ▼0 5 . 3 0 °0 0 . 0 1 . 8 0 . 0 3 . 8 7 . 2 0 . 0 0 °0
棲　　　　　　 町 2 . 3 ～ . 3 0 . 8 1 . も 3 . 9 1 . 8 3 . 9 1 °8 0 . 〇 1 2 . 5
若　　 松　　 町 0 . 0 0 . 9 0 °9 2 . 7 3 . 5 0 . 9 ～ . 7 2 . 7 0 . 9 1 . 台
大　　 久　　 保 1 °も 3 . 9 0 . 8 0 . 8 3 . 9 3 . 1 2 . 3 1 . 0 0 . 0 3 . 1

戸　　　　　 塚 1 く) . 0 4 °も 0 °0 2 . 3 0 °8 0 . 0 3 . 8 6 . 9 C . 0 う. ●

蕗　 合　 第 ・一 5 . 2 5 . 3 1 . 0 0 °0 0 . 0 4 . 2 2 . 1 2 . 1 0 . 0 1 8 . 8

落　 合　 第　 二 2 . 5 1 °8 ～°5 0 . 9 0 . 0 b . 1 1 . 8 2 . も 1 . 8 8 . 1
柏　　　　　 木 1 . 8 4 . 5 11 ▼9 0 . 0 9 . 8 1 . 8 ～ . 7 1 . 8 1 . 8 1 2 . 5

角 等 ・区 役 所 1 . 8 1 . 8 0 . 0 0 . 9 5 . 4 3 . 占 1 . 8 7 . 1 1 . 8 如 . 4

性　　　　　　 別

男　　　　　 性
2 . 1 1 . 勺 0 . 8 0 °9 2 . 3 2 . 3　　 3 . 0 ▲ . 0 C . 8 9 . 8

女　　　　　 性

性　 年　 代　 別

3 . 0 3 . 1 くつ. 8 1 . 2 3 . 3 1 . 8　　 2 . 5 有 . 1 C . ら 1 0 . 2

男　　 加　　 代 3 . 3 5 . 9 0 . 0 0 . 7 2 . も 2 . も 3 . 3 3 . 9 6 . 1 7 . 8

男　　 測　　 代 2 . 年 2 . 4 1) . 0 0 . 8 2 . 4 b . 5 ム . ら 5 . 7 0 . 島 1 4 . ム

男　　 亜　　 代 1 . 9 2 . じ 0 . 9 1 °9 3 . 8 0 . 0 1 . 9 0 . 9 0 . 9 9 . 4

男　　 50　　 代 1 . 5 4 . も 2 °9 0 . 0 0 . 0 0 . 0 [ 0 . 0 丁 . ん G . U 1 . 5

男　 6 0 代 以 上 0 . 0 0 . 0 1 . 2 1 . 2 1 . 2 0 . 0　　 1 . 2 2 . 5 1 . 2 1 2 . 3

女　　 20　　 代 3 . 5 2 . 1 l ▼4 0 . 0 7 . 0 4 . 2 ◆ . 9 3 . 5 0 . 0 1 1 . 3

女　　 謀)　 代 Z . 2 ～ . ? ～ . ～ Z °～ Z . ～ 2 . 2　　 1 . 5 〕 . 0 0 . 7 6 . ～

女　　 40　　 代 3 . 8 4 . 7 0 . 0 1 . 9 0 . 0 0 . 0 0 . 0 5 . 7 0 . 0 9 . 4

女　　 50　　 代 3 . 0 8 . 9 0 °0 2 . 0 年 . 0 0 . 0　　 0 . 0 5 . 9 1 . 0 弓. 9
女　 60 代 以 上

職　　 業　　 別

2 . 4 0 . 8 0 °0 0 . 0 2 °4 0 . 8　　 4 . 8 3 . 2 C . 8 1 2 . 8

自 営 業 ・事業主 4 . 2 3 . (1 0 . 8 0 . 5 0 . 6 0 . も　　 2 . 4 4 . 2 C . る 1 0 . 8

菅 一醜貌 ・自 由業 2 . 2 3 . 年 1 . 1 0 . LJ O t O 2 . 2　　 3 . 年 有 . 5 3 . 4 1 0 . 1

手 傍峨 ・技筒儲 3 . 3 3 . b り°3 1 °G 3 °も ・ 3 . 3　　 3 °0 2 . 6 0 . 7 1 0 °9

労 務職・サーヒ男級 0 . 9 3 . 7 (j °0 0 . 9 2 °6 3 . 7　　 1 . 9 4 . 7 C . 0 1 0 . 3

主　　　　　 婦 2 . 2 与 . 1 1 . 9 1 4 9 2 . 5 1 . 1　 1 . 9 5 . も 0 . 4 7 . 8

学　　　　　 生 3 . 3 4 °9 0 °0 0 . り b °b 0 . 0　　 4 . 9 1 . 5 6 . 0 9 . 8

無　　　　　 職 U . 9 0 . 0 J . 9 1 . 7 3 . 与 1 . 7 4 . 3 4 . 3 C . 0 1 1 . 1

そ　　 の　　 他 0 °0 0 0ヽ 9 °0 0 . 0 7 . 1 0 . 0　　 0 . 0 3 . ム C. . ご 7 . 1

家　 族　 人　 数　 別

1　　　　　 人 1 . 9 3 . 8 D t O 1 . し. 2 . ◆ 1 . 9　　 1 . 9 〕 . 8 1 . 0 1 2 . 5

2　　　　　　 人 ～. 3 ～ . 9 1 . 8 1 . 2 1 . 8 1 . 2 4 . 1 7 . 5 1 . ～ 9 . 9

3　　　　　　 人 3 . 6 2 . 7 0 . 5 〇. 9 2 . 3 3 . 2　　 2 . 7 1 . 年 G . 5 9 . 5

4　　　　　　 人 ～ . 7 4 . 1 1 °4 1 . 7 4 °8 0 . 3　　 〕 . 8 3 . 8 ん . 3 7 . わ

5　　　　　　 人 0 . 7 1 . 与 (一▼0 0 °∩ 2 . 8 4 . 2 0 . 7 4 . 9 C . 0 9 . 8

6　 人　 以　 上 4 . 0 4 t O 1 . 0 l t O 1 °0 2 ▼0 2 . 0 3 . 0 1 . 0 1 2 . 1

N　　　　　　 A 0 . 0 0 . 0 J °0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 . 0 . 0

1

1 4 . 3 0 . 0 1 4 . 3

フ イ フ ス 7 ・一一こノ

婚　　 前　　 期 2 . 2 3 . 5 0 . 0 U . b 3 . 5 1 . 9 2 . 8 3 . 5 0 . 3 1 1 . 4

家　 族 形 成 期 7 . 2 4 . 3 0 . 0 1 . 4 2 . 9 2 . 9 7 . 2 8 . 1 1 . 4 1 1 . 6

家 族 成 長 瑚 (A ) ◆e T 0 . 9 l t 9 C . q ら . 8 7 . 5 4 . 7 0 . 9 c . 9 占 . 5

家 族 成 長 瑚 (8 ) 2 . 4 4 . 1 l . 2 l . き 1 °8 2 . 4　　 2 . 9 2 . 4 C . 0 9 . 4

家 族 成 長 瑚 (C ) 0 . 9 5 . 3 ～ . † 1 . 8 0 . 0 0 . 0 0 . 0 も. 2 0 . 9 3 . 5

家　 族 成 熟 期 3 . 3 与. 2 0 °0 0 °h 4 . 2 0 . 0　　 0 . 8 3 . 3 ぐ . 8 1 1 . 7

老　 年　 期 (A ) 2 . 5 0 . 0 G °0 1 . 〕 3 . 9 1 . 3　　 5 . 3 3 . 9 () . 0 8 . も

老　 年　 期 (B ) 1 . 5 1 . も 1 . 5 1 . 5 0 . 0 0 . 0 3 . 3 8 . 2 (ノ. 0 8 . 2

老　 年　 期 (C ) 0 . 0 2 . 8 0 . 0 C . 0 2 . 8 0 . 0 0 . 0 2 . 8 2 . 8 1 1 . 1

そ　　 の　　 他 0 . 0 0 . 0 ～ . 1 0 . 0 2 . 1 0 . 0 0 . 0 6 . 3 2 . 1 1 8 . 6

N　　　　　　　 A 0 . 0 8 . 7 0 °0 0 4 0 0 . 0 与 . 3　　 0 . 0 4 . 3 0 . 0 2 1 . 7

住　 居　 形　 態　 別

一　 戸 建 持 家
～ . 1 3 . 1 0 ′3 0 ′8 2 . 9 1 . 1　　 2 . 3 3 , b C . 8 1 1 . 5

一　 戸 建 借 家 2 . 4 7 . 1 与 . 8 0 °J ◆ . 8 2 . 4 4 . 8 2 . 4 C . 0 0 . 0

民間木 造アパ ート 2 . 1 3 . 7 0 . 0 0 . 5 2 . 1 3 . 7　　 2 . 1 3 . 2 C . 5 9 . 0

鉄筋・アパートマンシ, ン 4 . 0 2 . 8 O t も 2 °4 2 . 4 2 . 0 3 . 2 8 . 0 0 . 4 8 . 8

杜　 宅 ・ 官 舎 3 . 4 0 . 0 1 . 7 O t O 3 . 4 5 . 2 8 . 9 3 . 4 1 . 7 3 . 4

寮 ・間借 り・住込み 1 . 4 5 . 8 0 °0 1 . 斗 4 °】 0 . 0 1 . 4 4 . 3 0 . 0 1 5 . 9

そ　　 の　　 他 0 . 0 0 . 0 り°0 O e O 0 °0 0 . 0　　 0 . 0 0 . 0 C . 0 1 1 . 1

居　 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら 3 . 1 3 °1 0 °0 1 °0 2 . 1 1 . 0　　 1 . 0 3 . 1 1 . 0 1 2 . も

終 戦 ～昭 和卸年 1 . 9 3 °◆ 0 p も 0 . 4 3 . 0 0 . 8 1 . 9 3 . 0 0 . も 1 2 . 4

昭 和 3】年 - 40 年 1 . 9 2 . 5 0 . 5 0 . b 3 . 1 0 . 0　　 3 . 1 2 . 5 〇 . 0 9 . 3

昭 和 4 1 年 ～ 45 年 1 . 5 2 . 1 0 . 8 l t e 3 . 1 2 . 3 1 . b 5 . 5 1 . も b . 1

昭 和 亜年 ～馳年 3 °1 3 . も 2 . 0 2 . b 1 . 5 1 . 5 有 . 1 5 . 1 9 . 5 与 . 8

昭 和 51 年 ～ 53 年 3 . 7 4 . 5 0 . 8 0 . 8 3 . 3 4 . 9　　 2 . 9 5 . 7 C . 8 1 0 . も

封　 年　 以　 降 ～°2 0 . CJ 0 . 0 0 °0 4 . 4 ～. 2　　 6 . 7 0 . 0 む. 0 1 3 . 3
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回 答 項 目

フ ェ 一一ス

N
道 公 藍 録 濱 学 僑 区 の 老 心 福 低 帯 育 対 中 滴 雷
路 闇 備 化 墳 校 民 整 人 身 祉 所 福 少 策 小 蟄 災

の
児 拡

対 衛 教 の 備 福 障 得 祉 牢 企 者 対
整 策 生 育 た 祉 害 届 の 業 保 策
備 童 充

遊

園

の

施

設

の

整

め

の
地

殻

者

児

ヤ

母

子

世

健

全

育

成

対

策

護

対

策

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別
l l 9ヽ 3 . J 7 . 0 8 . ～ 8 . 0 4 . 0 3 . 0 5 . 5 3 . 9 3 . も 3 . ～ 2 . 才 4 . 4 1 0 . 1

四　　　　　　 谷 l弓3 1 °ユ 3 . 9 4 °b 9 . 8 2 . 0 2 . も 4 . 8 4 . 8 9 . 8 】 2 . も 2 . も 7 . 2 1 0 . 5
箪　　 笥　　 町 1 1 1 1 . 8 ∂ . 1 1 7 . 1 1 ～ . も 5 . 4 1 . 8 l 】 . 5 与 . 5 0 . 0 5 . 年 し . U 4 . 5 1 1 . 7
横　　　　　　 町 1 2 8 3 . 1 8 . 3 6 . 3 1 0 . 2 4 . 7 2 . 3 2 . 3 4 . 7 2 . 3 1 . b 3 . 9 3 . 1 1 0 . 9
若　　 松　　 町 1 1 0 2 . 7 7 . 】 1 2 . 7 丁 . 3 0 . 9 1 . 8 9 . 1 9 . 1 0 . 9 0 . 9 4 . 5 7 . 3 9 . 1
大　　 久　　 保 1 2 9 4 . 7 弓 . 5 1 0 . 9 0 . 8 9 . 3 1 . も 5 . 年 4 . 7 2 . 3 2 . 〕 上 . 3 3 . 9 9 . 3
戸　　　　　 塚 1 3 0 2 . 3 9 . 2 1 0 . 1「 1 0 °0 5 . 年 5 . 9 3 . 8 0 . 0 3 . 1 4 . も 1 . 5 3 . 8 1 0 . 8
落　 合　 第　 一 9 8 3 . 1 1 1 . 5 3 . 1 8 . 3 4 . 2 2 . 1 5 . 2 キー～ 1 . 0 1 . 0 0 . U 3 . 1 4 . 2
落　 合　 第　 二 1 1 4 2 . も 4 . 4 3 . 5 7 . 9 1 . 8 2 . 8 3 . 5 4 . 4 8 . 8 3 . 5 ● . ◆ 4 . 4 1 4 . 9
柏　　　　　 木 1 1 2 5 . 年 7 °1 3 . 9 5 . 4 3 . 8 2 . 7 8 . 3 0 . 0 〕 . 8 3 . b U . U 2 . 7 1 2 . 5
角 筈 ・区 役 所

性　　　　　　 別

～る 3 °も 3 °も 1 . d 7 . 1 1 . 8 7 . 1 0 . 0 1 . 8 0 . 0 8 . 9 1 . 4 1 . 8 1 . も

男　　　　　 性 5 1 1 3 . ～ 4 . 5 9 . ～ 7 . 0 3 . 4 3 . 2 4 . 9 3 . 4 3 . 4 3 . 4 1 . 9 4 . 0 1 0 . 9

女　　　　　 性

性　 年　 代　 別

ム0 8 2 . 3 5 . 8 7 . 2 8 . 9 4 °も 2 . 8 8 . 1 4 . 3 3 . 8 3 . 0 2 . 5 4 . 8 9 . 4

男　　 加　　 代 1 5 3 2 . 8 9 °8 l l . ら 3 . 9 3 . 9 4 . 8 4 . も 5 . 2 2 . 0 5 . 2 1 . 3 2 . 5 1 1 . 1
男　　 測　　 代 1 7 1 3 . 3 占 . 1 3 °1 4 . 9 5 . 7 3 . 3 4 . 9 3 . 3 ◆ . 1 0 . 3 之 . ヽ 4 . 9 9 . 8
男　　 4 0　　 代 l rl も 5 . 7 き . 5 7 . 5 9 °4 1 °9 2 . 8 0 . 9 2 . 8 3 . 8 5 . 7 1 . 9 4 . 7 9 . 4
男　　 5 0　　 代 ろ8 4 . 年 1 0 °3 l l . づ 8 . 8 Z . 9 2 . 9 4 . 4 0 . 0 4 . 4 1 . 5 ～ . ウ 5 . 9 1 6 . 2
男　 60　代 以 上 ヰ1 1 °Z 4 . 9 色°2 1 1 °1 1 . 2 1 . ～ 1 1 . 1 3 . 7 3 . 7 2 . 5 1 . ∠ 2 . 5 9 . 9
女　　 2 0　　 代 1 4 2 5 ▼3 7 . 0 7 . 0 9 . 9 4 . 2 2 . 8 4 . 9 4 . 9 ～ . 1 ◆ . 9 1 . ◆ 3 . 5 6 . 3
女　　 諏　　 代 1 3 4 l l う 7 . 5 6 . 7 5 . 2 1 1 . 9 3 . 7 4 . 5 1 . 0 ◆ . 5 1 °5 3 . ∪ 7 . 5 9 . U
女　　 4 0　　 代 1′沌 ～ . a ～ . 8 9 t ヰ 1 (1 . ◆ 1 . 9 1 . 9 1 . 9 5 . 7 4 . 7 3 . 8 2 . 8 5 . 7 7 . 5
女　　 5 0　　 代 1 ) l 2 . 0 う . 0 5 . 9 9 . 9 3 . 0 3 . 0 1 1 . 9 5 . 0 4 . 0 2 . 0 2 . 0 3 . 0 1 4 . 9
女　 餌 代 以 上

輪　　 業　　 別

1 7 5 0 . 8 5 . 5 丁 . ～ 9 °も 0 . 8 2 . 4 8 . 0 3 . 2 4 . 0 2 . 4 3 . i 4 . 0 1 0 . 4

自 営業 ・事業主 1 /、了 3 °J 与 . 8 8 . 4 1 2 . 0 5 . 4 2 . 4 4 . 8 ～. 4 4 . 8 5 . 年 3 . も 1 °2 卓 . [-

管 理職 ・自由業 4 9 3 . 4 1 . 9 7 . 9 9 °0 0 . 0 0 . 0 1 0 . 1 4 . 5 3 . 4 3 . 4 U . し 2 . 2 1 3 . 5

事 務臆 ・技 術職 3 ・1 2 2 . 5 9 - 3 8 . 3 7 . 9 3 . 3 3 . 8 4 . 0 4 . 0 1 . 3 3 . 0 3 . U 8 . 0 8 . 3

労務職・サービス級 l rl T 4 . 1 4 . 7 1 0 . 3 3 . 7 3 . 7 2 . 8 5 . も 0 . 9 4 . 7 1 . 9 1 . 9 1 0 . 3 7 . 5
主　　　　　 婦 Z b 8 1 . 9 与t 9 5 . 7 7 . 5 8 . 3 3 . 0 3 . 7 5 . 2 5 . 2 2 . 2 1 . 9 5 . 5 1 1 . 9
学　　　　　 生 h l 4 . 9 占°b 9 . 台 5 °も 8 °も 3 . 3 3 . 3 4 . 9 1 . 8 8 . 2

0 . 9

3 . 島

0 . (J

1 . 7

3 . b

1 . b 1 5 °も

無　　　　　 銭 1 1 7 3 . も 1 0 . 3 8 °も 9 . 4 0 . 9 4 . 3 1 2 . 8 3 . 4 3 . 4 0 . 0 9 . 有

そ　　 の　　 他

家　 族　 人　　 l

Z 8 3 . 5 l C1 . 7 1 4 . 3 0 °0 3 . も 3 . 6 3 . も 7 . 1 7 . 1 3 . も 7 . 1

教　 別

1　　　　　　 人
Z つ8 2 . 9 7 . 7 1 くノ. 1 5 . 8 3 . 8 2 . 4 4 . 3 5 . 3 3 . 8 有. 8 l　 Z . ◆ 1 . 4 3 . 5

2　　　　　　 人 1 7 1 2 . 9 4 °1 5 . 3 1 1 . 1 1 . 2 2 . 3 4 . 7 ●. † 6 . 4 2 . 〕

3 . Z

2 . 年

F
上. 9

0 . 9

0 . 7

4 . 7 9 . 4

3　　　　　　 人 2 2 0 2 . 7 8 . 2 7 . 7 7 . 7 5 . 5 3 . も 6 . 8 3 . も 2 . 3 4 . 1 1 2 . 7

4　　　　　　 人 Z q l 2 . 7 7 . 9 8 . 5 5 °8 5 - 5 3 . 4 5 . 8 4 . 8 ～ . 1 5 . 6 1 3 . 7

5　　　　　　 人 1 4 3 1 . 年 8 . 与 9 . 1 9 °l 3 . 5 1 . も 8 . 3 1 . 年 1 . 4 1　 4 . 2 う. b 4 . 9 7 . 41

6　 人　 以　 上 ウ9 5 . 1 ん°0 7 . 1 1 3 . 1 3 . 0 5 . 1 4 . 0 1 . 0 b ・1 1 2 ・0 ～ . U 2 . 0 1 3 . 1

N　　　　　　 A 丁 ? 8 . も J . 0 1 4 . 3 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 4 . 3 0 . 0 1 4 . 3 j　 O ・0 l Jl . j 0 . 0 0 . 0

フ イ フ ス ァ ー ン

婚　　 前　　 期
3 1 も 4 °1 8 . 5 1 0 . 1 7 . 5 2 . 8 4 . 1 4 . 4 5 . 7 Z . ～　 ヒ　 4 . 7 2 . ∠ 3 . 2 7 . 9

家　 族 形 成 期 へ9 2 . 9 2 . 9 8 . 7 8 . 7 1 . 4 0 . 0 4 . 3 4 . 3 8 . 7 1 °◆ 4 . 3 5 . 8 5 . 8

家 族 成 長 期 (A ) l つ7 l t 9 1 4 . 0 l C〉ヽ ∋ 3 . 7 1 1 . 2 5 . も 7 . 5 0 . 0 3 . 7 ′　 0 . 0 2 . 8 5 . も 9 . 3

家 族 成 長 親側 1 1 0 3 . 5 7 . 1 5 . 〕 も .ら 9 . 4 1 . 2 1 . 8 与 . 1 2 . 9 : 2 . 9 0 . も 5 . 9 1 1 . 2

家 族 成 長 期 (C ) l l ! 〕 . 5 3 . 5 1 2 . 4 8 . 8 1 . 8 3 . 5 ～ . 3 与 . 4 4 . 4 1 4 . 4 0 . U 5 . 3 1 4 . 2

家　 族 成 熟 期 l Z O 1 . 7 5 . 0 う . G 9 . 2 1 . 7 ◆ . 2 5 . 7 3 . 3 2 . H i . † 2 . 5 5 . 0 1 4 . 2

老　 年　 瑚 (A J 丁も 1 . 3 も . も も . b 1 5 . 8 1 . 3 1 . 3 l 与 . 5 2 . 5 3 . 9 0 . 0 3 . 9 2 . も 1 3 . 2

老　 年　 期 (B ) らl 3 °3 3 . 3 1 ▼b 1 1 °5 1 . も 3 . 3 4 . 9 5 . も 8 . 5 8 . も 4 . 9 4 . 9 8 . 8

老　 年　 期 (C ) 3 心 0 ▼0 d . 3 1 3 . 9 8 . 3 2 °8 0 . 0 1 1 . 1 2 . 8 2 . 8 2 . 8 上 . b 0 . 0 0 . 0

そ　　 の　　 他 4 8 2 °l 5 . 3 8 . 3 ～. 1 Z t l O e O 4 . 2 0 . 0 ◆ . ? 2 . 1 i . 1 2 . 1 1 6 . 7

N　　　　　　 A 2 3 4 °3 4 °3 4 °3 8 . 7 0 °0 与. 3 4 . 3 0 . 0 4 . 3 8 . 7 0 . U 8 . 7 8 . 7

住　 居　 影・態　 別

一　 戸 建 持 家
5 2 2 1 . 9 5 . 7 8 . 0 9 . 0 3 . 3 3 . 1 5 . も 3 . 4 3 . 8 2 . 3 i . 3 4 . 6 1 1 . 1

一　 戸 建 借 家 4 2 4 t 8 4 °8 7 . 1 7 °l 2 . 4 0 . 0 7 . 1 4 . 8 4 °8 丁 . l 0 . 0 0 . 0 1 9 . 0

民間木造 アパート 1 8 8 4 . 3 烏. 5 6 . 5 3 . 7 4 . 8 2 . 7 年. 8 ◆ . 3̀ 2 . 1 島 . ◆ 3 . 2 4 . 8 1 0 . 1

鉄筋・アペートマンション 2 ち1 3 . 2 色°8 8 . 年 1 1 . も 3 . も 3 . も 5 . 8 4 . 0 4 . 8 2 . 0 2 . b 4 . 0 9 . 2

社　 宅 ・ 官 舎 ～8 8 ▼ム 1 5 °5 5 . 2 5 . 2 8 . も 3 . 4 5 . 2 3 . 4 1 . 7 0 . 0 0 . 0 8 . 9 8 . 6

寮 ・間借り條 込み 6 9 1 . 4 7 4 2 1 0 . 1 1 °● 7 . 2 2 . 9 5 . 8 5 . 8 1 . 4 , . 6 0 . 日 4 . 3 1 . 車

そ　　 の　　 他 9 0 °0 1 1 °l 1 1 . 1 1 1 °1 0 °0 0 . 0 l l . 1 0 . 0 1 1 . 1 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 1 . 1

居　 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら

4 7 2 . 1 2 . 1 1 0 . 〕 9 °3 0 . 0 2 . 1 8 . 2 2 . 1 b . 2 2 . 1 0 . 0 5 . 2 9 . 3

終 戦～ 昭和 30 年 2 わも 0 °○ ら. 8 8 . 3 l () . 5 1 . 9 3 . 4 5 . 3 2 . 8 3 °4 1 . 9 与. , 3 . 4 1 2 . 0

昭 和 3 1 年一 切年 l うZ 3 °1 5 °8 7 . 4 5 °8 1 . 9 2 . 5 5 . 2 4 . 9 3 . 1 5 . も 2 . 5 5 . も 1 1 . 7

昭 和 4 1 年～ 45 年 1 7 8 3 . 9 封. 8 8 . も 9 . 4 ◆ . 丁 3 . 9 4 . 7 5 . 5 3 . 9 6 . 3 4 . 7 5 . 5 4 . 7

昭 和価 年～ 測年 1 9 6 5 . 1 8 °1 3 . 1 8 . 1 5 . 8 4 . 1 4 . も 5 . 1 4 . 8 ～°も 0 . 5 5 °l 1 4 . 3

昭 和 5 1 年～ 53 年 2 年5 4 °1 9 . 4 l l . J 8 . 9 8 . 2 2 . 0 5 . 1 ▲. 1 2 . 9 1 . も 0 . は 3 . 3 6 . 9

封　 年　 以　 降 4 5 4 . 年 l l °l 1 1 . 1 8 . 9 2 . 2 2 . 2 2 . 2 0 . 0 O t O 8 . 7 U . U 4 . 4 8 . 9
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匝】苔 項 目

フ　ェ　ー　ス

水 公 区 食 社 育 幼 対 交 嵐 そ
青

倉

窒 民 品 会 活 児 策 通 紀 の

4

策

対

策

の
健

康

管

理

衛

生

教 動

膏 の

・推
社 連

合

体

児

童

の

保

育

女
全

対

策

の

取

り

締

1

り

他

総　　　　　　 数

地　　　 域　　　 別

1 . 5 4 . 7 l . 9 1 °も l . 8 l . う 4 . 2 ● t O 0 . 2

四　　　　　 谷 i) . 7 5 . 2 Z ▼0 1 °3 0 . 7 0 . 0 1 . 3 2 . 0 0 . 0
箪　　 笥　　 町 ) . 9 8 °〕 1 . 8 0 . ウ 0 °0 0 . 9 1 . 8 0 . 9 0 . 0

模　　　　　　 町 2 . 3 3 . 9 2 . 3 0 . 5 2 . 3 2 . 3 5 . 5 3 °9 0 . 0

若　　 松　　 町 0 . 0 2 . .7 ご) . 9 ～ . 7 1 °8 2 . 7 5 . 5 5 . 5 0 . 0
大　　 久　　 保 0 . 8 6 . 2 3 °9 1 °も 3 °l 1 . 5 8 . 2 7 . 0 0 . 0

戸　　　　　 塚 4 . も 3 °8 l`. 5 0 . 8 1 . 5 0 . 8 4 °も 3 . 8 J . 8

落　 合　 第　 pl・ 2 . 1 9 . ヽ 4 °2 0 . 0 0 . 0 2 . 1 7 . 3 5 . 2 0 . 0

落　 合　 第　 二 0 . 0 1 . 8 1 . 8 ∋. 5 ～ . 8 3 . 5 7 . 9 4 . 4 c . 0

打】　　　　　 木 2 . 7 4 . 5 〇. 0 1 . 台 2 . 7 0 . 9 0 . 0 3 . 8 0 . 9

角 筈 ・l束 役 所

性　　　　　　 別

0 . 0 1 °∂ 8 . 0 0 . 0 5 . 4 0 . 0 1 . 8 5 . ◆ ∩ . 0

男　　　　　 性 2 . 5 4 . 5 2 . 1 0 . 年 2 . 3 1 °l 4 . 7 4 . 1 U . 2

女　　　　　 性

性　 年　 代　 別
り. ら 4 . り 1 . 8 2 . 3 1 . 5 1 . 8 】. 8 3 . 9 U . 2

男　　 20　　 代 3 . 3 3 . 3 2 . も 0 . ∂ 2 . 0 0 . 7 7 . 2 4 . 5 0 . 0

男　　 卸　　 代 リ. 8 与°1 l l も C . C 3 . 3 3 . 3 3 . 3 3 . 3 0 . 0

男　　 40　　 代 1 . 9 も . 5 1 . 9 9 . 9 2 . 8 0 . 0 2 . 8 4 . 7 0 . 9

男　　 即　　 代 2 . 9 5 . 9 0 °0 1 . 5 0 °0 1 . 5 4 . 年 5 . 9 0 . の

男　 60 代 以 上 4 . 9 3 . 7 3 . 1 0 . 0 2 . 5 0 . 0 4 . 9 ～ . 5 0 . 0

女　　 20　　 代 U ヽ0 7 - 0 C . 7 2 . 1 2 . 1 3 . 5 2 . 5 4 . 2 0 . 0

女　　 灘　　 代 O t O 5 . 2 1 . 5 2 . 2 2 . 2 3 . 7 3 . 0 3 . 0 0 . 8

女　　 40　　 代 l t 9 5 . 7 2 . 8 2 . 畠 0 . 9 0 . 0 3 . 8 占 . も 0 . 9

女　　 班　　 代 つ. 0 3 . 0 1 . 0 2 . 0 0 . 0 1 . 0 5 . 0 2 . 0 C . 0

女　 6 0　代 以 上 0 . 8 2 . 年 3 . 2 2 . も 1 . 8 O t O 4 . 8 4 . 0 0 . 0

疇　　 業　　 別

自 営業 ・事業主
1 . 2 { 1 8 1 . 8 1 °さ 1 °2 1 . 2 3 . 0 3 . 0 0 . 9

管 理収 ・自由業 3 . 4 5 . 8 3 t 与 0 . 0 1 . 1 1 . 1 3 . 年 与. 5 6 . 0

事 務嘘 ・技 術磁 2 ヽ0 4 . 3 1 . 3 0 . J 2 . 3 1 . 3 5 . 3 8 . 0 0 . 3

労 務磯・サービ欄 0 . 9 3 . 7 C °9 1 . 9 3 . 7 2 . 8 b . 5 3 . 7 C . 0

主　　　　　 軸 1 . 1 4 °う 2 ▼2 3 . 7 1 . 5 2 . も 〕. 7 3 . 0 0 . 4

学　　　　　 生 つ. 0 ∋t 3 3 . 3 0 . 〔 0 . 0 0 . 0 3 . 3 8 . 8 0 . 0

無　　　　　 職 lJ. 9 3 . 4 2 °も 0 °り 2 . も 0 . 0 4 . 3 2 . も 山 . 〇

そ　　 の　　 他 3 . 6 】7 . 9 0 4 0 0 . 1J 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0

家　 族　 人　 数　 別

1　　　　　　 人
1 . 年 4 . 8 2 . 9 〇°U

l t Z

2 . ヽ 0 . 5 4 . 3 も。3 G . 0

2　　　　　　 人 0 . 5 5 . 8 2 °3 0 . 6 1 . 8 8 °4 3 . 5 し. 0

3　　　　　　 人 0 . 9 4 . 5 l e 8 1 . ◆ 1 . 4 3 . 5 1 . 8 3 . も 0 . 0

4　　　　　　 人 2 . 4 4 °5 1 ▼4 2 °1 1 . 0 1 °0 4 . 5 3 . 4 U . 7

5　　　　　　　 人 2 . 8 5 . b 1 °与 2 . さ 3 . 5 0 . 7 5 . も 3 . 5 U . n

6　 人　 以　 上 0 . 0 2 . 0 2 ▼0 1 °∂ 4 . 0 1 . 0 3 . 0 4 . 0 0 . 0

N　　　　　　　 A 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 日 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0

ライ フ ス テ ー ジ

婿　　 前　　 期 2 2ヽ 3 . 8 2 °2 0 . 3 2 . 2 0 . 3 4 . 1 与. 7 0 . 0

家　 族 形 成 期 i) . 0 7 - i 1 °4 1 °も 1 . ◆ 4 . 3 4 . 3 5 . 8 0 . 0

家 族 成 長 期 (A ) 0 °0 0 °9 0 . 9 1 °9 1 . 9 9 . 3 0 . 9 0 . 0 0 . 0

家 族 成 長 刺 B ) 1 . 2 7 °l ～°年 2 . ● 2 . 年 0 . 8 4 . 1 与. 7 0 . 8

家 族 成 長 馴 C ) 1 8ヽ 1 0 - 8 ご°0 O t 9 1 °8 0 . 0 4 °4 1 . 8 U . 9

家　 族 成 熟 期 3 . 3 2 . 5 0 . 8 3 . 3 0 . 0 1 . 7 ◆. 之 7 . 5 〇. 0

老　 年　 期 (A ) l 3ヽ 2 . 8 1 . 3 1 . 3 3 °9 0 . 0 8 . も 1 . 3 0 . 0

老　 年　 期 (B ) 0 ヽ0 3 . 3 4 . 9 0 . 0 0 °0 0 . 0 4 . 9 3 . 3 0 . 0

老　 年　 期 (C ) O t O 2 . 8 0 °0 0 . J 2 . 8 0 °0 8 °3 5 . も 0 . 0

そ　　 の　　 他 0 °0 4 °2 わ. 3 2 °1 2 °l 0 . 0 8 . 3 5 . 3 0 . 0

N　　　　　　　 A 4 . 3 4 - 3 4 . 3 4 . 3 0 , 0 0 . 0 0 °0 0 . 0 0 . 0

住　 居　 形　 態　 別

一　 戸 建 持 家
2 . 5 4 t Z ～e 3 2 . 3 2 °l 0 . ● 4 . 4 3 . 4 0 . 2

一　 戸 建 借 家 0 . 0 7 . 1 0 . 0 2 . 年 与. 8 2 . 4 7 . 1 4 . 8 0 . 0

民間木造 アパ ート 0 . 5 4 l h 2 °1 0 °d 2 . 1 1 . も 3 . 2 ●. 8 0 . 0

鉄筋・アパートマンソゴン 0 . 0 ◆. 8 1 . 2 0 . d 9 . 3 3 . 2 3 . 5 4 . 0 0 . 4

社　 宅 ・ 官 舎 U ヽ0 1 0 . 3 1 . 7 ユ. 7 0 . 0 1 . 7 3 . 4 5 . 2 0 . 0

寮 ・間借 りイ主込み 4 . 3 1 °与 1 °● 0 . 0 2 . 9 2 . 9 7 . 2 う. 8 0 . 0

そ　　 の　　 他 U °0 0 . 0 1 1 . 1 0 . く) 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0

居　 住　 年　 数　 別

敵　 前　 か　 ら 4 ° l 8 . ～ ◆. 1 2 . 1 3 . 1 0 °0 事 . 1 3 . 1 0 . 0

終 戦 ～昭 和 3 0年 3 . 0 2 . 0 1 . 5 1 . 5 ～. 3 0 . 4 4 . 1 4 . 1 0 . 0

昭 和 31 年 - 4 0年 l 2ヽ 3 . 7 3 . 7 3 °1 1 . 9 0 . 0 4 . 3 】. 7 0 . 5

昭 和 41 年 ～ 4 5年 0 . 0 2 . 1 0 . 畠 0 . 8 〇. 自 2 . 3 5 . 5 2 . 3 り. a

昭 和 46 年 ～ 50年 0 . 0 8 °5 1 . 5 1 °～ 2 . b 3 . 1 5 . 5 5 . 1 0 . 0

昭 和 5 1 年 - 53年 り 8ヽ b °1 1 °2 0 . も 1 . 2 2 . 4 2 . 9 4 . 5 0 . 0

封　 年　 以　 降 2 . 2 8 . 7 2 . 2 0 °0 0 . 0 2 - 2 2 . 2 4 . 4 D . 0
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回 答 項 目

フ ェ ー ス

N 道 公 整 緑 環 学 備 区 の 老 心 福 低 蕎 書 対 中 消 書

路 園 償 化 境 校 民 整 人 身 祉

障

所 福

碍 祉

少 策

年
小

企

賢

者

災

対
の

整 児 拡
対

策

衛

生

教

育

施

設

の

整

の 悌

た

福

祉
害 屑 の 業 保 徽

備 童 充

遊

園

の

め

の

施

設

老

児

や

母

子

世

健

全

育

成

対

策

護

対

策

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別

1 1 1 9 1 . 2 ～. 7 5 . 1 8 °0 2 . 5 3 . 3 5 . 5 1 . も 2 . 5 2 . 7 3 . ∠ 4 . 9 5 . 9

四　　　　　　 谷 l～3 0 . 7 3 . 3 5 . 9 , . 2 1 °3 3 . 9 5 . 2 (). 7 0 . 7 2 . も 3 . ツ 7 . 6 7 . 2

箪　　 笥　　 町 1 1 1 5 . 4 ～. 丁 7 . 2 8 . 3 1 . 8 0 . 0 1 1 . 7 5 . 4 l . 8 0 . 9 U . ウ 5 . 3 5 . 3

傾　　　　　　 町 1 7 8 3 . q 5 °5 ～. う 了. d 5 . 3 3 . 1 2 . 3 2 . 1 2 . 3 1 . も 0 . も 3 . 9 7 . ∪

若　　 松　　 町 l l_0 う. う 4 . 5 l . 8 2 . 1 0 . 9 3 . 8 1 . 8 tlJ. 9 0 . 9 3 . も 1 リ. 9 9 . 1 l l . d

大　　 久　　 保 1 7 9 1 . b l Ll. l 一. ～ 8 . 5 4 . 7 5 . 4 8 . 2 2 . 3 5 . 4 3 . 1 2 . j 3 . 1 2 . 3

戸　　　　　　 塚 1 1 0 3 . 1 8 . 5 b °9 S . う 2 . 3 3 . 8 9 . 2 2 . 3 3 . 1 ム . 9 リ. b 3 . 1 3 . 8

落　 合　 第　 一 9 8 5 4 2 5 . 3 8 . 3 8 . 3 1 . 0 3 . 1 8 . 3 1 . 0 与. 2 1 °0 1 . 日 0 . 0 与 . 2

落　 合　 第　 二 1 1 4 1 . 5 3 . 5 8 . 8 5 . 3 3 . 5 1 . 8 3 . 5 0 . 0 4 . 4 2 . 8 1 . 0 8 . 8 8 . d

柏　　　　　 木 1 1 2 ト 8 8 °0 ◆. 5 5 . 与 1 °8 5 . 4 1 °8 0 . 0 0 . 9 2 . 7 2 . 7 2 . 7 3 . も

角 筈 ・区 役 所

l

5 5 1 °月 3 . 6 1 . 8 0 . 0 0 . 0 1 °8 5 . 4 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 . も 1 . 8 1 . 8

性　　　　　　 別

男　　　　　 性
5 1 1 3 . b 5 . 1 b . ん 5 . 5 2 . 8 4 . 0 5 . 1 l . 7 ～ . ◆ 3 . 4 ● . 1 4 . 9 5 . 5

女　　　　　 性 5 0 8 Z . → と°3 5 . 9 8 . 年 2 . 5 2 . 3 5 . 9 1 . 5 2 . 5 2 . 1 ∠ . う 4 . 9 8 . 3

性　 年　 代　 別

男　　 加　　 代
1 5 3 5 . 9 5 . 5 9 . 2 d . 5 3 . 3 4 . 5 2 . 0 1 . 3 2 . 0 2 . 0 う . } 5 . ～ 8 . 5

男　　 測　　 代 1 2 3 2 . も う. 丁 5 . 7 ◆. l 3 . 3 5 . 7 5 . 7 1 . 5 ◆°1 4 . 9 与 . 9 4 . 1 4 . 1

男　　 40　　 代 1 0 5 2 . 8 ◆. 7 5 . 7 4 . 7 1 . 9 3 . d 3 . 8 1 . 9 2 . 8 1 . 9 も . b 4 . 7 1 . 9

男　　 5 0　　 代 ら8 2 . 9 5 . 9 0 . 0 5 . 9 0 °0 2 . 9 1 0 . 3 2 . 9 0 . 0 1 . 5 2 . 9 4 . 4 島 . d

男　 60 代 以 上 8 1 2 . 5 l °2 8 . も 2 . 5 3 . 7 1 . 2 7 . 4 1 . 2 2 . 5 7 . 4 1 . ∠ 5 . 2 3 . 7

女　　 2 0　　 代 1 4 2 2 . 1 8 °5 8 . 5 8 . 3 1 °も 2 . 8 5 . 3 1 . 4 2 . 1 0 . 0 3 . 5 7 . 7 8 . 3

女　　 灘　　 代 1 3 4 ) . J 9 . 7 3 °0 3 . 0 3 . 7 3 . 1 4 . 5 1 . 5 3 . 0 3 °0 3 . 7 3 . 7 9 . 7

女　　 4 0　　 代 1〇6 4 . 7 2 . 8 3 . 旨 9 . 4 2 . 3 3 . 8 4 . 7 0 . 9 1 . 9 3 . 8 1 . 9 2 . 8 4 . 7

女　　 的　　 代 1・) 1 4 °つ 5 . 9 8 . 9 5 . 0 4 . 0 1 . 0 7 . 9 1 °0 2 . 0 4 . 0 2 . 0 5 . 9 Z . C

女　 6 0 代 以 上 1 2 5 0 . 8 3 . 2 T . ∠ 3 . 8 0 . 8 2 . 4 6 . 4 2 . 4 3 . 2 0 . 8 U . 8 3 . 2 7 . 2

職　　 業　　 別

自 営業 ・事 業主 l b T 2 . 4 1 °8 4 °d 4 °2 4 . 2 3 . 0 7 . 8 2 . 4 2 . 4 3 . 0 ヽ . b 4 . 2 6 . b

管 理職 ・自由業 3 9 2 . 2 2 . 2 5 . b 5 . 1 1 . 1 2 . 2 7 . 9 2 . 2 4 . 5 2 . 2 7 . 9 4 . 5 3 . 4

事 務 唸 ・技術扱 3 0 2 4 . 0 7 °8 b °つ 4 °も Z t O 5 . 3 与. 0 1 . 0 1 . 0 2 . 0 ∠. j 5 . 5 7 . 3

労 梯掛 サービス級 1 0 7 1 . 9 8 . 4 5 . 5 1 3 . 1 3 . 7 0 . 9 4 . 7 0 . 9 5 . b 2 . 8 1 . 9 3 . 7 1 . 7

主　　　　　 婦 Z ち8 4 °り 8 . 0 8 . 3 8 . 0 1 °9 2 4 2 5 . 2 1 . 1 1 . 5 4 . 1 j . 0 5 . 0 も . Cl

学　　　　　 生 ムl 3 ヽj b °も 1 1 °5 b °b 3 . う 1 . 8 有. 9 3 . 3 1 . も 1 . b 1 . 0 4 . 9 5 . も

無　　　　　 職 1 1 7 0 . 9 年. 3 8 . 8 5 . 0 3 . 4 1 . 7 も. 8 2 . も 4 °〕 2 . 6 1 . .7 4 . 3 年. 3

そ　　 の　　 他 7 8 O t U l C . 7 3 . も 0 °0 0 . 0 1 7 . 9 3 . も 0 . 0 3 . 6 0 . 0 7 . 1 0 . 0 7 . 1

家 : 族　 人　 数　 別

1　　　　　　 人
～(1 8 2 . 9 7 . 2 5 . d 8 . 3 1 . 4 4 . 3 5 . 3 l . C 1 . 9 1 . 0 4 . 3 5 . 3 4 . 3

2　　　　　　 人 1 7 1 2 . 9 与. 7 了. り 5 . 3 3 . 5 2 . 3 9 . 4 1 . 2 3 . 5 0 . 8 1 . ∠ 5 . 8 5 . 8

3　　　　　　 人 2 7 0 3 . も 5 . 5 4 . う 5 . 5 3 . ～ 2 . 7 3 . も 3 . 2 1 . 4 2 . 7 4 . 1 5 . 9 5 . 4

4　　　　　　 人 2 9 1 2 . 7 占. 5 8 . 2 6 . 9 1 °4 4 . 1 4 . 5 2 . 1 3 . 4 5 . 5 之. ヽ 3 . 4 5 . 2

5　　　　　　 人 1 4 3 4 . 2 ◆. Z 5 . b b . 3 4 . 2 3 . 5 5 . 3 0 . 7 1 . 年 2 . 8 4 . 2 2 . 8 8 . 3

6　 人　 以　 上 9 9 3 . ∂ 5 °l 1 0 . 1 3 . 0 3 . 0 2 . 0 4 . 0 0 . d 1 °0 2 . 0 3 . J 7 . 1 1 0 . 1

N　　　　　　 A 7 0 °0 0 . 0 0 . 0 2 8 . 8 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 2 8 . も 0 . 0 1 4 . 3 1 4 . 3 0 . 0

ラ イ フ ス テ ー ジ

婚　　 前　　 期
3 1 8 3 . ～ 7 °0 8 . 5 7 . 0 2 . 2 4 . 4 4 . 4 1 .. 9 1 . も 1 . 3 4 . 4 5 . 4 も. b

家　 族 形 成 期 島9 2 . 9 き . 7 5 . 8 8 . 7 5 . 8 2 . 9 1 0 . 1 0 . 0 4 . 3 0 . 0 4 . 〕 2 . 9 4 . 3

家 族 成 長 琳 A ) l O T 4 °7 8 . 5 3 °7 4 . 7 1 °9 4 . 7 8 . 5 1 . 9 0 . 9 2 . 8 4 . 7 5 . 5 9 . 3

家 族 成 長 期は ) 1 7 0 Z . ヽ 7 . 8 5 . 1 ～. ◆ 4 . 7 3 . 5 4 . 1 0 . 8 4 . 7 5 . 3 2 . 9 2 . 4 4 . 7

家 族 成 長 瑚 C J 1 1 3 3 . 5 3 °5 3 . 5 8 . 3 1 . 8 2 . 7 3 . 5 2 . 7 0 . 9 4 . 4 0 . 9 8 . 2 5 . 3

家　 族 成 熟 期 1 2 0 4 . 2 2 . 5 3 . 3 8 . 3 0 . 8 2 . 5 3 . 3 2 . 5 1 . 7 3 . 3 5 . 0 5 . 0 5 . 0

老　 年　 期 (A ) 丁も l t 3 5 °3 7 e 9 5 °3 3 . 9 1 °3 9 . ～ 2 . 8 3 . 9 3 . 9 0 . 0 3 . 9 8 . 5

老　 年　 期　 佃 ) ちl 1 - 8 3 °3 8 . ～ 3 °3 1 . 8 1 °も 9 . 8 1 . も 3 . 3 1 °も 1 . も 占. b 4 . 9

老　 年　 期 (C ) 1 8 5 . 8 5 . も 8 . 3 2 . 8 ～▼8 2 . 8 1 1 . 1 0 . 0 O t O 0 . 0 0 . U 2 . 8 5 . も

そ　　 の　　 他 4 3 2 . 1 4 °2 5 . 3 4 °2 0 . 0 4 . 2 4 . 2 0 . 0 4 . 2 2 ° l 2 . 1 1 0 . 4 2 . 1

N　　　　　　 A 2 3 4 °3 0 °0 4 . 3 8 . 7 0 . 0 0 . 0 4 . 3 0 . 0 4 . 3 4 . 3 ヽ. 3 0 . 0 8 . 7

住　 居　 形　 態　 別

一　 戸 建 持 家

5 2 2 4 . 0 5 . 4 7 . 7 5 . 7 1 . 7 3 . 3 5 . 5 1 . 1 1 . 9 2 . 7 3 . 3 4 . も 6 . 9

一　 戸 建 借 家 4 2 0 °0 9 °5 9 . 5 ～°◆ 1 1 . 9 4 . 8 4 °8 有 . 8 2 °4 0 °0 ～. キ 4 . 8 Z . ん

民間木造ア′マート 1 8 8 2 . 1 1 0 . 8 3 . / 6 °9 3 . 7 5 . 3 8 . 9 1 . 1 4 . 3 2 . 1 3 . ～ 5 . 3 2 . 1

鉄筋・アバ▼トマンション 2 5 1 2 l U 2 °8 3 t b 8 . 0 1 °も 2 °4 5 . 2 ～. 与 2 1 0 4 . 0 3 . ム 7 . 2 7 . 8

社　 宅 ・ 官 舎 5 8 1 . 7 3 °◆ 1 0 . 3 8 . 9 8 . 9 3 °4 5 . 9 1 . 7 3 ▼4 】. 4 l . 7 0 . 0 8 . 5

寮 ・間借りイ主込み ら9 7 . と 5 t 8 4 . 3 7 °2 0 . 0 1 °4 2 . 9 0 . 0 2 . 9 1 . 4 1 . ヽ 2 . 9 2 . 9

そ　　 の　　 他 9 0 . 0 0 . 0 1 1 . 1 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 2 2 . 1 0 . n 0 . こ)

居　 住　 年　 教　 別

戦　 前　 か　 ら q T 3 . 1 5 . 2 9 . 3 8 . 2 0 . 0 1 °0 9 . 3 1 . 0 2 . 1 5 . 2 8 . ∠ 5 . 2 4 . 1

終 戦 ～ 昭和 瓢年 之も8 3 . 4 3 . 4 5 °3 5 . 6 3 . 4 4 °l 4 . 1 2 . も 1 . 9 2 . 3 1 . 5 4 . 1 7 . 1

昭 和 3 1年 ～ 40年 l ら2 2 . ら ◆ 9ヽ 9 . 3 5 . 8 2 . 5 1 . 9 5 . も 1 . 2 3 . 1 2 . 5 1 . 9 4 . 9 3 . 7

昭 和 4 1 年～ 45 年 1 2 8 0 . り 7 °8 ◆ . 7 5 . 5 5 . 5 与. 7 3 . 1 2 . 3 2 . 3 3 °9 8 . 3 ～ . 3 了 . (1

昭 和亜 年～ ∽年 l つる 与 . b わ. 1 4 ▼b 5 . も 0 . 5 4 . 8 7 . 1 1 . 0 2 °0 与°l 3 . 1 7 . 7 7 . 7

昭 和 5 1 年～ 53年 2 4 5 3 . 7 嶋°8 5 . 1 b . 1 2 . 4 2 . 9 5 . 7 0 . 8 3 . 3 1 . ～ 3 . 7 4 . 5 4 . 5

洪　 年　 以　 降 4 5 4 °ら 「. U 一°q も. 丁 4 . 4 2 . 2 4 . 4 2 . 2 ～. ? 0 . 0 2 . ∠ 5 . 7 6 . 7
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回答 項 目

フ ェー ス

水 公 区 食 社 育 幼 対 交 凰 そ

菩 害 民 品 会 活 児 策 通 紀 の

対
策

対

策

の
健

康

管

理

衛

生

教 勧

青 の

・推
社 進

会

体

児

童

の

保

育

女

全

対

策

の
取

り

締

t

少

他

総　　　　　　 数

地　　　 域　　　 別
1 . 7 4 . ◆ 之 . q 2 . 6 ～ . も l . 8 5 . 0 5 . 5 O t l

四　　　　　　 谷 0 . 7 4 . も 4 . も 5 °J 2 . 8 0 . 7 2 . も 3 . 3 ぐ . 0

笥　　 笥　　 町 0 . 9 9 . J 0 . 0 0 . 0 1 °8 0 . 0 ～ . 与 5 . 3 9 . 1)

便　　　　　　 町 0 . 8 1 . 8 し . 8 1 . も 0 °8 3 . 9 5 . 5 1 0 . 9 L . き
若　　 松　　 町 O t 9 5 °も 9 . 1 5 . う C . 0 0 . 0 8 . 4 3 . 8 U . 0

大　　 久　　 保 1 °も 8 iヽ 3 . 9 2 . 3 4 . 7 1 °8 2 . 3 8 . 5 (i . 0

戸　　　　　 塚 5 . 4 ● e b 2 . 3 3 . 1 2 . 1 3 . 1 3 . 8 4 . 8 C . 8

落　 合　 第　 一 1 °U ～ . 1 3 . 1 0 °0 3 °1 1 . 0 9 . ヽ 8 . 3 t I. J

落　 合　 第　 二 3 . 5 2 . b 1 . 8 ! . う 2 . 8 4 . 4 8 . 1 2 . 6 C . 0

柏　　　　　　 木 0 . 9 3 . b 〇°9 1 . 5 う. ● 1 . 8 与 . う 1 3 . 4 し. J

角 筈 ・区 役 所 コ. 0 1 °b 1 . 8 1 °b 3 . 8 1 . 6 7 . 1 , . ● 1 . 8

性　　　　　　 別

男　　　　　 性
1 . 5 4 t 〕 2 ▼ム 2 . 0 3 . 2 1 . 7 5 . 2 も. 2 C . 0

女　　　　　 性 1 . 8 4 e ん 3 . 1 之 . b 2 °l 2 . 0 3 . 9 8 . 7 臼. 5

性　 年　 代　 別

男　　 20　　 代
2 . 0 3 . j 2 °も 2 . 0 2 °0 ～ . 0 3 . 9 5 . 2 0 . 0

男　　 邪　　 代 2 . 4 C . d 3 . 3 0 . り 1 °e 3 . 3 8 . 5 5 . 7 0 . 0

男　　 40　　 代 U . 9 5 . 7 2 . 8 0 . 9 5 . 7 1 . 9 8 . 5 8 . も 0 . 0

男　　 餌　　 代 1 . 5 1 0 t 3 l ▼5 1 0 . 3 5 °9 0 . 0 5 . 9 7 . 4 0 °0

男　 6 0　代 以 上 0 °r】 3 . 7 2 °5 3 . 7 ～. 5 0 °0 7 . ● 7 . 4 0 °0

女　　 加　　 代 0 °0 4 . 9 3 °5 1 . 年 2 . 8 2 . 1 ●. 9 8 . 5 C . 0

女　　 諏　　 代 0 . 7 3 t O 3 . 0 3 . 7 2 . 2 3 . 7 5 . 2 4 . 5 1 . 5

女　　 40　　 代 1 . 9 8 . 8 3 °8 4 . 7 3 °8 0 °0 0 . 9 ～. 丁 0 . 9

女　　 50　　 代 2 . 0 4 . U 2 °0 ∋. 0 0 °0 2 . 0 8 . 9 5 . 9 0 . 0

女　 60　代　 以 上 4 . 8 4 °J 3 . 2 0 °8 1 °も 1 . も 1 °b 8 . 8 0 . 0

職　　 業　　 別

自室で業 ・事業主 1 . 2 有 . 2 1 °8 3 . U 3 . 0 2 . 4 7 . 2 7 . 2 CI. 0

管 理 級 ・自由業 2 . 2 1 °1 3 e 4 1 . 1 3 . 4 2 . 2 5 . 5 7 . 9 0 . 0

事 傍嘘 ・技 術級 1 . 0 4 . 〕 5 . 3 1 . 3 3 . b 2 . 3 4 . も 8 . 8 (I. 0

労 務収・サーヒ欄 0 . 0 b i 5 1 . 9 3 . 7 l) . 9 1 - 9 2 . 8 4 . 7 0 . 0

主　　　　　 婦 2 . も 4 . 9 1 . ～ う. 4 2 . 6 1 . 5 4 . 1 8 . 7 rl . 丁

学　　　　　 生 1 °も ◆ . 9 1 ▼b l e b 1 . 8 0 . 0 9 . 3 8 . 8 0 . 0

無　　　　　 職 2 . 6 3 . 4 3 °◆ 3 . 4 1 . 7 0 . 9 2 . も 8 . 0 0 . 9

そ　　 の　　 他 3 . 5 7 . 1 c °0 7 . 1 0 . 0 3 . 8 1 0 . 7 3 . 8 0 . 0

家 .族　 人　 数　 別

1　　　　　　 人 0 . 0 3 °d 3 . 8 3 . 4 3 . ● 1 °与 2 . 9 5 . 8 G . 0

2　　　　　　 人 0 . 8 l . d 2 . 3 2 . 9 1 . 8 2 . 3 3 . 5 7 . も 0 . 0

3　　　　　　 人 1 . 8 8 °4 2 . 丁 2 . 7 2 . 3 2 . 3 5 . 5 7 . 7 U . 0

4　　　　　　 人 2 . 7 e e 2 3 °l 3 . 1 2 °丁 1 . 1 5 . 2 4 . 8 U . 7

5　　　　　　 人 1 °4 3 . 5 2 . 1 2 . 1 2 . 9 0 . 7 8 . 4 7 . 0 0 . 7

6　 人　 以　 上 4 °0 ～. 0 3 °0 0 °8 3 . 0 3 . 0 3 °0 d °l 0 . 0

N　　　　　　　 A U . 0 0 °0 U . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0

ライ フ ス テ ー ジ

婚　　 前　　 瑚
0 . 9 2 . 5 3 . 5 ～. う 2 . 5 1 . 8 4 . 1 5 . 8 C . 6

家　 族 形 成 期 0 °0 1 . 4 1 . 4 0 . 0 l . 4 2 . 9 2 . 9 7 . 2 0 . 0

家 族 成 玉　均 (A ) 1 °9 6 . 5 2 °8 1 . 9 0 . 9 4 . 7 5 . 8 3 . 7 0 . 9

家 族 成 長 則 即 1 . 2 3 °5 ◆. 丁 1 . ～ 3 °5 2 °9 8 . 5 7 . も U . e

家 族 成 長 瑚 (C ) 1 . 8 8 °も 0 . 9 4 . 4 5 °3 0 . 9 8 . 0 8 . 2 0 . 9

家　 族 成 熟 期 5 . 0 8 . 7 1 . 7 4 °～ 2 . 5 0 °0 5 . 8 8 . 7 0 . 0

老　 年　 期 (A ) 3 °9 1 . 3 5 . 3 1 . 3 1 . 3 1 . 3 2 . も 9 . ～ 0 . 0

老　 年　 期 (B ) 0 °0 3 . 3 l . も 3 . j l °8 1 . 8 与. 9 8 . 2 U . 0

老　 年　 期 (C ) 2 . 8 2 . 8 2 . 8 う. b 0 . 0 2 . 8 2 . 8 2 . 8 C . 0

そ　　 の　　 他 0 . 0 8 . 3 2 . 1 4 . 2 2 . 1 0 . 0 4 . 2 8 . 3 0 . 0

N　　　　　　　 A 0 . 0 8 . 7 0 . 0 ●. 3 8 . 7 0 °0 4 . 3 0 . 0 0 . 0

住　 居　 形　 態　 別

一　 戸 建 持 家
2 °3 3 . 0 2 . † ～. 1 2 . 3 1 . 7 5 . ～ 5 . も C . 4

一　 戸 建 借 家 0 . 0 7 . 1 0 . 0 4 . 5 0 . 0 4 . 8 9 . 5 7 . 1 0 . 0

民間木造 アノマー ト 2 . 1 4 °8 1 °l 2 . 1 1 . 1 3 . 2 4 . 3 年. 8 0 . 0

鉄筋・アパート・マンション 1 °2 5 . も ●. 自 ◆. C 3 . 2 1 . ～ 8 . 0 8 . 4 0 . 4

社　 宅 ・ 官 舎 U . 0 3 . 4 〇°0 1 . 7 5 . 2 0 °0 3 . 4 1 5 . 5 C・. 0

寮・間借 り・住込み U . 0 2 . 9 7 . 2 2 . 9 4 . 3 l . 4 1 . ● l l . 5 0 . 0

そ　　 の　　 他 0 . 0 1 1 . 1 J °0 0 . 0 2 2 . 2 0 . 0 0 . 0 0 . 0 U . C

居　 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら 5 . 2 3 ° l L °0 〇°J ● . 1 1 . 0 3 . 1 5 . 2 U . 0

終 戦～ 昭 和髄 年 1 °1 8 . ら 2 . 8 2 . 3 3 . 8 1 . 5 5 . 8 4 . 5 0 . 0

昭 和 3 1 年 - 40 年 3 °1 4 . 3 3 . 7 3 . 7 1 . 9 1 . 2 与 . 9 b . 8 1 . 2

昭 和 4 1 年 - 45 年 1 . も 3 . 9 3 °9 3 . う 2 . 3 2 . 3 5 . 5 も . 3 し . 0

昭 和亜 年 ～ 50 年 1 . 5 4 °l も°1 与. 5 1 °0 3 . も 3 . 8 5 . 5 0 . 0

昭 和 51 年 ～ 53 年 ∪°有 2 °9 ∠ . 0 1 . 2 3 . 3 1 . 2 5 . 7 9 . 0 l〕. ¢

朗　 年　 以　 降 0 . 0 4 . 年 ノ . 2 2 . 2 0 ・旦 2 . 2 5 . 7 1 1 . 1 2 . 2
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回 答 項 官

フ ェ ー ス

N 道 公 整 緑 環 学 僕 区 の 老 心 福 低 帯 青 対 中 消

費

者

書

路 園 償 化 墳 校 民 整 人 身 祉

障

所 福

得 祉

少 策 小 災

対
の

整
児 拡 対

義
衛

生

教

育

の 備

た
福

祉

害 層 年

の

企

業
保 策

傭 童 充

遊

園

の

施

設

の

整

め

の
施

設

者

児

ヤ

母

子

世

健

全

育

成

対

策

護

対

策

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別
1 1 3 9 1 3 . 3 2 〇 . 3 フ2 . 7 2 3 . 年 1 0 . 1 1 0 . 9 1 9 . 8 7 . 3 a . 〕 7 . 8 7 . 3 1 2 . 1 7 5 . 5

川　　　　　 谷 1 5 3 7 . り 1 4 . 年 1 5 . 3 2 8 . 1 5 . 2 1 5 . 0 2 0 . 3 7 . 8 1 5 . 0 5 . 9 7 . 0 1 7 . 0 招 . わ
箪　　 笥　　 町 l l l ! 5 . 3 1 7 . 1 うう. 1 7 9 . 1 1 3 . 5 9 . 0 3 5 . 1 l C . 8 3 . も † . 之 2 . 7 1 7 . 1 7 7 . 9
榎　　　　　 町 1 7 8 1 与. 1 2 1 . 9 7 1 . .Y Z l . 9 1 8 . 0 7 . 0 1 4 . 8 7 . 8 5 . 5 4 . 7 う. ゝ 1 0 . 2 3 0 . 5
若　　 松　　 町 1 1 0 1 2 . ~/ 1 ぞ. 2 1 0 . り ～9 . 1 3 . も 1 3 . 5 1 9 . 1 l (1 . 9 3 . も 6 . 4 l h . ヽ 2 2 . 7 7 7 . 3
大　　 久　　 保 1 ? 9 1 0 . 1 ? ~7 . 1 2 9 . う 1 9 °4 1 7 . 8 1 1 . 8 2 0 . 9 l tノ. 9 1 0 . 1 9 . 3 b . う 3 . 5 1 9 . ◆

戸　　　　　 塚 1 う∩ 1 0 t 6 2 わ. 9 2 6 . 2 フb °2 】2 . 3 1 2 . 3 7 2 . 3 3 . 8 7 . 7 1 3 . 1 3 . 0 7 . 7 2 b . 9
落　 合　 第　 一 q e I もヽ'/ ? 5 . 0 1 6 . 7 2 2 . 9 7 . 3 8 . 3 1 9 . 台 7 . 3 7 . 3 3 . 1 3 . L 1 . 1 2 0 . 6
落　 合　 第　 二 l l も l B °4 l n . 5 圧 . 9 2 3 . 7 6 . 1 7 . 0 1 5 . 8 7 . 0 1 8 . 7 6 . 1 1 4 . ウ 1 8 . 4 4 2 . 1
柏　　　　　 木 1 1 2 1 8 . 8 2 ヽ. 1 フ1 . - 1 も . 1 8 . 0 1 1 . も 1 1 . ム 0 . 0 5 . 3 1 1 . 6 ◆ . , 7 . 1 2 4 . 1

角 筈 ・区 役 所

性　　　　　　 別
5 b 塙. ツ ト . 1 5 . 4 1 与 . 3 5 . 年 1 2 . 5 1 8 . 1 5 . 4 1 . 8 P . 9 J . b 3 . 6 5 . 4

男　　　　　 性 5 1 1 1 4 . 7 2 1 . 3 7 4 . 5 7 1 . 1 9 . 2 1 3 . 4 1 5 . 8 7 . 5 8 . 1 8 . 9 9 . 2 1 0 . 9 Z も . り
女　　　　　 性

性　 年　 代　 別
8 0 8 1 2 . し 1 ニ1 . 4 2 1 . 1 7 5 . 5 1 0 . 9 8 . 7 ? 2 . 4 7 . 1 8 . も h . 8 5 . ° 1 3 . 2 2 1 . (.1

男　　 加　　 代 1 -; 3 1 3 . 7 7 5 . 5 2 9 . ヽ 7 1 . 8 8 . 5 1 8 . 3 1 2 . 4 9 . 2 5 . 9 8 . 5 わ. う 1 1 . 1 7 7 . 5
男　　 即　　 代 1 7 〕 1 2 . 2 2 2 . 8 7 3 . 6 l b . 〕 8 . 9 1 3 . 8 1 3 . 0 7 . 3 1 0 . も 8 . 1 日 . ◆ 9 . 8 1 9 . 5

男　　 棚　　 代 1 1 も 1 5 . 1 ? 1 . 7 2 0 . 8 1 9 . 8 1 4 e 2 1 2 . 3 1 ～ . 3 7 . 5 9 . 4 9 . 4 1 1 . 3 1 1 . 3 2 2 . 6
男　　 的　　 代 わ8 】8 . 2 1 9 ° l Z b . う ? b . 5 7 . 4 1 3 . 2 7 0 . も 4 . 4 5 . 9 7 . も 7 . 4 1 4 . 7 3 8 . 2
男　 餌 代 以 上 8 1 】∂. 5 l ? . 3 1 9 . 日 2 4 . 7 8 . 2 4 . 9 1 〕. 3 7 . 4 8 . b l l l . 1 も. 2 8 . 6 2 7 . 2
女　　 加　　 代 1 4 2 1 3 . ヽ クも . 1 ～4 . 8 2 5 . 4 7 . 7 9 . 2 1 2 . 7 7 . 0 7 . 0　　 7 . 7 4 . 9 1 4 . 8 2 〕. 9

女　　 測　　 代 1 3 4 9 . 0 2 9 . 9 押 . 1 1 9 . 4 7 0 ′l 1 2 . 7 1 年 . 9 も . C 9 . 7 4 . 5 丁. テ 1 2 . 7 3 1 . 3
女　　 40　　 代 l J も ! 7 . 9 ～. ん 1 7 . ゝ 3 3 . 0 1 1 . 3 9 . 4 1 8 . 0 7 . 5 1 0 . 4　　 8 . 5 5 . 7 1 3 . 2 フつ. b
女　　 50　　 代 l J l 1 4 . ツ 1 ∠. 9 2 1 . 8 2 5 . 7 9 . 9 5 . 0 3 0 . 7 7 . 9 5 . 9　　 7 . 9 う. 9 1 5 . 8 2 6 . 7
女　 餌 代 以 上

義　　 稟　　 別

1 7 5 わ . 4 1 ヽ . 4 ? 0 . 0 2 5 . b 4 . 8 8 . 4 4 0 . 0 7 . 2 8 . 8 有 . 8 4 °じ 9 . も 2 8 . 8

自営 業 ・事業主 1 ち7 1 8 . 5 1 7 . 5 1 8 . b ～う .ん 1 2 e O 1 2 . も 1 日. 0 了 . 白 9 . 0 9 . 8 1 5 . d 9 . 0 ? 6 . 3
管 理載 ・自由業 弓9 1 2 . ヽ 1 ん - b 2 7 . 〇 Z † . 0 9 . 0 4 . 5 2 年. 7 8 . 7 9 . 0 7 . 9 9 . J 7 . 9 2 6 . 1
事 務 蛾 t 披価職 3 -1Z 1 1 . 3 Z 3 °Z ～～ . ∂ 2 3 . 2 8 °も l b °Z 1 3 . 2 5 . 5 b . 0　　 7 . 9 7 . ロ 1 4 . ム 7 5 . ～
労 務職・サーヒ欄 1 0 7 1 1 . 2 2 8 . 0 2 4 . 3 7 1 . 5 9 . 3 5 . 8 1 8 . 7 6 . 5 1 4 . 0　　 4 . 7

7 . 8　　 7 . 8

う . 5

5 . 2

1 7 . 8

1 5 . 7

2 3 . 4

7 8 . 7主　　　　　 婦 2 色白 1 3 . も 1 8 . 7 2 1 . b Z も°3 1 2 . 7 9 . 0 1 7 . 9 7 . 8
学　　　　　 生 h l 1 9 . 1 2 3 °0 3 2 . 8 フ3 . 0 9 . 8 8 . 2 1 3 . 1 9 . 3 4 . 9　　 9 . 8

; 3 : 吉 日 : g

l

9 . も　　 7 . 2

1 2 . 9　　　 5 . 】

5 . 0　　 9 . 1

8 . 2　　 8 . 9

3 . 5　　　 8 . 4

1 0 . 1　　 5 . 1

4 2 . 9　　 0 . 0

7 . 0　　 7 . 9

1 7 . 4 i Z . 9

栂

! ぷ

博

l l i i i

1 °b

d . 3

7 . 9

9 . d

2 . 5

年. 2

ヽ. 3

7 . 9

3 . 2

4 . 3

3 . 6

1 1 . 5

1 2 . 3

1 4 . 5

1 1 . 3
! ; ; ; ;

1 4 . 2

1 5 . 8

9 . 2

1 3 . 1

2 . 8

1 8 . 8

8 . 7

1 1 . 9

3 4 . 年

2 ? . 2

2 5 . と1

1 只 . ～ニ・

7 6 . 3

? 9 . 1

2 8 . ㌧

2 5 . 9

3 3 . 〕

0 . U

Z へ . 7

2 0 . 3

2 5 . 2

2 5 . 5

3 3 . ら

ち 1 . 7

3 0 . 3

2 1 . 3

1 9 . 4

2 9 . 2

2 1 . 1

2 9 . 3

無　　　　　 職 1 1 7 】∩. 3 2 1 . 4 1 8 . 8 2 1 . 9 8 . 8 5 . 0 4 4 . 4 8 . 5
そ　　 の　　 他

家　 族　 人　 数　 別

2 8 1 0 . 7 2 8 . も ? 畠. b l I . 3 1 0 . 7 2 8 . も 1 7 . 9 1 0 . 7

1　　　　　　 人 2 0 8 9 . 1 2 と. 1 2 3 . b 2 3 . も 5 . 7 l 〕 . 5 1 9 . 7 7 . 7

2　　　　　　 人 1 7 1 9 . 9 1 6 . 4 フ1 . も フ3 . 4 う . 】 7 . 0 2 7 . 5 7 . も
3　　　　　　 人 2 ～0 1 5 . b 1 9 . 5 2 1 . 0 2 4 . 5 1 2 . 7 1 0 . 0 1 5 . 9 さ . e
4　　　　　　 人 Z q l 1 3 . 1 ? ～. 3 2 1 . も 7 3 . 7 1 1 . 3 1 2 . 7 1 8 こも 8 . も

5　　　　　　 人 1 4 3 1 4 . 0 2 ～ . 4 2 7 . 3 1 9 . 8 1 3 . 3 9 . 8 2 1 . 7 3 . 5

6　 人　 以　 上 9 9 】8 . l 1 う . 2 ? 1 . 2 2 5 . 3 】1 . 1 1 1 . 1 1 5 . 2 4 . 0
N　　　　　　 A 7 7 8 . も 2 声 . ム 1 4 . 3 ? 8 . も 1 4 . 3 0 . 0 2 8 . 5 1 4 . 3

フ イ フ ス っr - ン

婚　　 前　　 瑚
3 1 8 1 3 . 9 2 3 . 1 2 7 . う 2 ∋. 7 8 . 3 l e °l 1 5 . Z 9 . 8

家　 族 形 成 期 6 9 7 . ～ 7 3 . 2 2 1 . 7 7 4 °も 8 . 7 5 . 8 1 7 . 4 ◆. 3

家 族 成 長 期 (A ) 1 0 7 】2 . 1 3 3 . 8 2 1 . 5 1 6 . 8 1 5 - 9 1 5 . 0 1 8 . 7 3 . 7

家 族 成 長 瑚樋 ) l T O 】1 °畠 2 5 . 9 ～1 . も 1 7 . 8 2 3 . 5 8 . 8 1 0 . も 5 . 9
家 族 成 長 靭 (C ) 1 1 3 7 0 . ん 9 . 7 2 4 . と 2 8 . 3 1 0 . 8 1 1 . 5 1 5 . 0 8 . 8

家　 族 成 熟 期 1 2 0 1 3 . 3 l L . 7 1 8 . 7 2 8 . 3 5 - 0 8 . 7 2 3 . 3 7 . 5

老　 年　 鞠 (A ) 7 8 l ん. ら 1 9 . 7 1 9 . 7 3 1 . 5 1 0 . 5 2 . も 3 4 . 2 も. も
老　 年　 期 (別 ろ1 1 4 . 8 1 1 . 5 l d °P ～1 . 3 年. 9 8 . ～ 3 4 . 4 1 1 . 5

老　 年　 期　 忙 ) 号も 1 3 . 9 l 亡I. 7 2 5 . り 7 7 . 8 5 . も 6 . 3 与7 . 2 5 . も

そ　　 の　　 他 4 8 4 . 2 1 2 . 5 2 0 . 8 1 8 . 8 2 . 1 1 0 °4 2 5 . 0 2 °1

N　　　　　　 A 7 3 l l . 0 1 3 . 0 1 , . 【) 7 1 . 7 0 °0 8 . 7 2 b . 1 4 . 3

住 居　 形　 態　 別

一　 戸 建 持 家

5 2 2 1 5 . 3 l b . 丁 2 3 . ～ 2 3 . 8 8 . 0 1 0 . 7 2 0 . 7 5 . 7

一　 戸 建 借 家 有言 9 . 5 ～3 . 8 2 1 . 4 1 9 . 0 ～3 - 8 1 4 . 3 2 1 . 4 1 1 . 9 7 . 1　　 9 . 5 2 . ヽ 7 . 1 Z R . b

民間木造 ア′ト ト l 疇合 1 0 °1 2 -7 . 7 1 9 °1 2 0 . 2 1 1 . 7 1 5 . 4 2 0 . 2 5 . 9 9 . 0　 1 1 . 7 8 . 5 1 3 . 3 2 4 . 5

鉄筋・丁ノ圭一トマンション 2 5 1 】0 . 8 1 9 . 1 2 3 . 5 2 7 . 1 9 . 5 8 . 8 1 7 . 9 8 . 0 8 . 8　　 7 . 2 1 . ∠ 1 4 . 3 2 4 . 7
社　 宅 ・ 官 舎 ち8 1 ～ . 1 2 9 . 3 2 7 . b 2 4 . 1 ～0 . 7 1 2 °l 1 3 . 8 5 . 2 8 . 9　　 5 . 9 3 . 年 8 . 5 1 1 . ( !
寮 ・間借り條 込み 8 9 】3 . 0 2 1 . 7 1 8 . 5 2 0 . 3 7 . 2 5 . 8 2 0 . 3 8 . 7 8 . 7 8 . 7 4 . j 6 . 7 1 4 . 5

そ　　 の　　 他 9 0 °0 2 2 . 2 4 4 . 年 1 1 . 1 0 . 0 0 . 0 3 3 . 3 1 1 . 1 2 2 . 2 0 . 0 2 2 . J 1 1 . 1 1 1 . 1

居　 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら
9 7 1 7 . 5 1 1 . 3 7 2 . 7 ? 7 . 8 3 . 1 1 . 2 3 3 . 0 も . ～ 1 2 . 4　　 9 . 3 0 . 2 1 2 . 4 2 1 . 5

終 戦 ～昭 和 諭年 ? もも 1 0 . 9 1 5 . 8 2 1 . 1 2 3 . 3 9 . 0 1 1 . 7 2 3 . 3 7 . 5 8 . 3　　 5 . 0 b °b 1 0 . 9 7 8 . 9

昭 和 3 1年 ～ 40 年 l b Z l R . ラ 1 6 . 7 7 4 . 1 ～1 . b 7 . 4 1 2 . 3 1 9 . 1 7 . 4 島 . 8　　　 8 . も も . d 1 3 . 0 2 9 . で~1

昭 和融 年 ～ 45 年 1 2 島 8 . 6 ～∠ . 7 2 1 . 1 1 0 . 5 l R . b 1 年. 8 1 5 . も 1 0 . ～ b . 3　 1 1 . 7 1 1 . / 9 . 4 2 1 . 号
昭 和 亜年 一幼 年 1 く)も 1 5 . 8 2 0 . 9 1 7 . 9 2 0 . ● 1 0 . 7 1 3 . 8 1 5 . 8 7 . 7 9 . 2 β. 7 ● . 1 】8 . 3 3 2 . 7

昭 和 5 1年 一分 年 ～4 5 1 1 . も 7 ~7 . 8 フ7 . 3 2 1 . 2 】1 . 4 5 . 1 1 7 . b 占 . 1 9 . 0 4 . 9 7 . っ 1 0 . 2 P Z . (j
嶺　 年　 以　 降 ち～ 1 1 . 1 2 8 . 9 2 (、. 7 Z b . 7 6 . 1 1 1 . 1 8 . 9 ん . ◆ 有 .ら　　　 8 . 9 ～. ∠ 1 5 . 8 7 年 . 4
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回 答 項 目

フ　 ェ ー　 ス

水 公 区 食 社 育 幼 対 交 凰 そ 僻

害

対

害

対

民

の

晶

衛

会 括 児 策 通 紀
の rこ

策 策 健

康

管

理

生
教 勧

青 の

・ 推

社 進

全

体

児

童

の

保

育

安

全

対

策

の

取

り

締

1

少

他 な

しヽ

鎗　　　　　　 敷

地　　 域　　 別

5 . 7 l ～ . 3 5 . 8 5 . 1 7 . 3 5 . 3 1 1 . 9 1 4 . 8 1 . 1 9 . 9

川　　　　　　 谷
1 . 3 1 0 . 5 1 . 2 7 . ろ 3 . 9 0 . 7 5 . 9 7 . 8 し1 . 7 l ち . 3

箪　　 笥　　 町 1 . 8 2 1 ° も 1 ° β 0 . 9 3 . も 0 . 9 1 0 . 8 1 与 . 4 0 . ( l 0 . 0

棲　　　　　 町 5 . 5 7 . 8 3 . 9 3 . り 7 . 0 7 . 8 1 4 . 8 1 5 . も J . e 1 2 . 5

若　　 松　　 町
lう . 9 1 0 . 0 1 0 . 9 l C1 . 9 5 . う 3 . も 1 4 . 5 l l . 8 (1 . 9 1 . 8

大　　 久　　 保 3 . 9 l 島 . 3 8 . 5 与 . ! 1 1 . 5 6 . 2 1 0 . 9 2 2 . 5 G . tl 3 . 1

戸　　　　　 塚
2 り °0 1 3 t l 1 . d 6 . 2 4 . 8 3 . 8 1 2 . 3 1 5 . 4 1 . 5 5 . 4

落　 合　 第　 -
臼 . 3 1 7 . 7 6 . 3 む . U 3 . 1 7 . 3 1 8 . 8 1 3 . 5 0 . 0 1 8 . 8

落　 合　 第　 二
6 . 1 占 . 1 畠 . l 7 . ウ 5 . 3 1 11 . 0 1 5 . 8 9 . も 1 . 3 5 . 1

柏　　　　　 木 う . 4 】2 . 5 1 . 8 1 . も 1 7 . 9 4 . 5 7 . 1 1 8 . 8 ～ . 丁 1 2 . 5

角 筈 ・ 区 複 瀬

性　　　　　　 別

1 . 8 5 . 4 1 . 8 1 . 8 1 4 . 3 5 . 年 1 0 . 7 1 7 . 9 3 . 5 3 0 . 4

男　　　　　 性
b . Z 1 2 . ～ 与 . 5 4 . 0 7 . 7 5 . 1 1 3 . 9 1 4 . 3 し . 9 9 . 6

女　　　　　 性

性　 年　 代　 別

う . 3 1 2 . 3 5 . 8 さ . 1 5 4 9 5 . 年 1 0 . ～ 1 4 . 8 1 . 2 1 0 . 2

男　　 加　　 代
う . 5 1 3 . 1 5 ° Z ～ . 5 8 . 5 5 . 2 1 4 . ◆ 1 3 . 7 0 . † 7 . 8

男　　 邪　　 代 5 . 7 7 . 3 ん . 9 0 . b 1 . 3 1 3 . 0 1 5 . 3 1 4 . も 0 . 8 1 4 . 8

男　　 40　　 代
ん . 7 1 5 . 1 5 . 7 3 . わ l ～ . 3 1 . 9 1 3 . 2 1 2 . 3 1 . 9 9 . も

男　　 馳　　 代 う . 9 2 ( 1 . b 4 ° ◆ 1 1 . 占 5 . 9 1 . 5 1 0 . 3 2 0 . 5 C . 0 1 . 5

男　 6 0 代 以 上 与 . 9 7 . も 7 . 4 4 . 9 5 . 2 0 . 0 1 3 . も 1 2 . 3 1 . ～ 1 2 . 3

女　　 加　　 代
3 . 5 1 4 . 1 5 . 8 3 . 5 1 2 . 0 9 . 9 1 2 . 7 1 5 . 2 0 . 0 1 1 . 3

女　　 湘　　 代 3 . 0 1 0 °4 も . 7 8 . ㌔ 8 . 7 9 . 7 9 . 7 1 0 . 4 2 . 2 8 . 2

女　　 40　　 代 / . 5 1 7 . こ.) 8 . 8 9 . ◆ 4 . 7 0 ° 0 4 . † 1 7 . 9 1 . 9 9 . 4

女　　 弧　　 代 5 . 0 1 3 . 9 3 . 0 ム ° ラ 4 . 0 3 . 0 1 1 . 9 1 3 . 9 1 . 0 6 . 9

女　 餌 代 以 上

職　　 業　　 別

づ °U 7 . 2 8 ° 4 3 . 2 5 . も 2 . 4 1 1 . 2 1 8 ° 0 C . 島 1 2 . 8

自 営 業 ・ 事 業 主 6 °も 1 2 . 0 4 ° Z 5 . 4 4 ° 8 年 . 2 1 ～ . 8 1 4 . 4 し . b l 0 . 8

管 理 職 ・　 由 美 7 . 9 1 0 ° l 7 . 9 1 . 1 与 . 5 5 . 6 1 2 . 4 1 5 . 9 3 . も 1 0 . 1

事 務 嘘 ・ 技 術 敬 5 . 3 l Z . 〕 7 4 0 ～ . う 9 . も 7 . 0 1 2 . 9 1 5 . 2 1 . 0 l C . 9

労 勝 戯 ・サ ービ 瑚 故 1 ° 9 1 年 ° こ) ～ ° 8 占 . う 7 . 5 8 . 4 1 1 . 2 1 3 ° 1 0 . 〇 1 0 . 3

主　　　　　 嫡 5 . 0 1 3 . 4 う . b 9 . 0 も . 丁 5 . 2 9 . 7 1 5 . 3 1 . 5 7̀ . 8

学　　　　　 生 勺 . 9 l 】 t l 4 . 9 1 . b 8 . 2 0 . 0 1 8 . 0 1 4 . 8 C . 丘 9 . 日

無　　　　　 職
0 . 3 8 ° d も . 合 6 . り 7 . 7 2 . 8 1 1 . 1 1 2 . 8 こ:・. 9 l l . 1

そ　　 の　　 他 7 . 1 7 5 . 〇 ∴ . 0 7 . 1 7 . 1 3 . 5 1 0 . 7 7 . 1 仁 . 0 7 . 1

家　 族　 人　 数　 別

1　　　　　 人
3 . 4 1 2 . 5 5 . 7 4 . 3 6 . 2 3 - 8 9 . 1 1 5 . 9 1 . 0 1 2 . 5

2　　　　　　 人 3 . 5 1 0 . 5 も . 4 5 . 3 年 . 1 5 . 3 1 4 . つ 1 5 . 7 1 . 7 9 . 9

3　　　　　　 人 b ° ヽ 1 3 . も 5 . 0 5 . U 5 . 9 9 . 1 1 0 . 0 1 2 . 7 し . 5 9 . 5

4　　　　　　 人 7 . 9 1 4 . d 5 . 8 6 . 9 ∂ . ム 3 ° 1 1 4 . 4 1 2 . 0 1 . 7 7 . と

5　　　　　　 人 与 . 9 1 0 . 5 3 ° 5 4 . 9 9 . 1 5 . 8 1 4 . 7 1 5 . 4 ( . 7 9 . 8

6　 人　 以　 上 8 . 1 8 ° 1 8 ° l 2 ° u 8 . 1 8 . 1 8 . 1 1 5 . 2 1 . 0 1 2 . 1

N　　　　　　　 A 0 ° 0 0 . 0 つ . 0 0 . 1〕 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 4 . 3 0 . 0 1 4 . 3

ラ イ フ ス テ ー ジ

婿　　 前　　 期
う . 4 9 轟 5 . 7 3 . ～ 8 . 2 3 . 8 1 1 . 1 1 年 . 9 U . 3 1 1 . 年

家　 族 形 成 期 7 . 2 1 3 . 0 2 . 9 2 . 9 5 . 8 1 0 . 1 1 4 . 5 2 1 . 7 1 . 与 1 1 . b

家 族 成 長 期 (A ) 5 . 5 8 . 4 5 . 8 ん . 7 櫨 . 4 ? 1 . 5 1 1 . 2 4 . 7 1 . 9 6 . 5

家 族 成 長 胡 (B ) 4 . 7 1 4 t T り ° 2 5 . 3 7 ° も 5 . 9 1 3 . 5 1 4 . 7 1 . 2 9 . 4

家 族 成 長 瑚 (C ) 4 . 4 2 4 . 8 3 . 5 7 . 1 7 . 1 0 . 9 1 2 . 4 l 与 . 2 2 . 7 3 . 5

家　 族 成 熟 期 1 1 . 7 1 3 . 3 2 ° 5 8 . 3 8 . 7 1 . 7 1 0 . 9 1 7 . 5 8 . 8 1 1 . 7

老　 年　 期 (A ) 7 . 9 3 . 9 6 . 8 3 . q 9 . ～ 2 . 8 1 4 . 5 1 年 . 5 0 . 0 8 . 5

老　 年　 期 (B ) 1 ° も 8 . 2 ヽ . ? 4 . 9 1 . b 1 °も 1 3 . 1 1 9 . 7 0 . 0 8 . 2

老　 年　 期 (C ) ～ . 8 8 . 3 2 . 8 5 . b 5 . 8 2 . 8 1 1 . 1 1 1 . 1 2 . 8 1 1 . 1

そ　　 の　　 他 0 ° 0 1 2 . 5 l 〇 . 与 6 . 3 占 . 3 0 . 0 1 0 . 4 1 8 . 8 2 . 1 1 8 . 8

N　　　　　　　 A ん . 3 ? 1 . 7 与 . 3 8 . 7 弓 . 7 4 . 1 4 . 3 年 . 3 C . 0 2 1 . 7

住　 居　 形　 態 . 別

一　 戸 建 持 家

b . 9 1 0 . 9 5 . 7 5 . 2 7 . 3 3 . 3 1 1 . 9 1 2 . も 1 . 3 1 1 . 5

一　 戸 建 借 家 2 . 年 2 1 . 4 4 . 8 7 . 1 9 . 5 9 . 5 2 1 . 与 1 4 . 3 G . 〇 0 . 0

民 間 木 造 ア パ ー ト ヽ . 8 1 3 . 3 3 . 2 2 . 7 5 . 3 8 . 5 9 . 6 1 2 . 8 6 . 5 9 . 0

鉄 筋 ・アパ ー ト マ ンシ ョン 5 . 2 1 3 . 1 8 . 8 7 . 2 8 . 年 5 . 4 1 2 . 7 1 5 . 3 1 . 2 8 °8

社　 宅 ・ 官 舎 3 . 4 l 】 . 3 3 . 4 3 . 4 9 . 8 5 . 9 1 3 . d 2 4 . 1 1 . 7 3 . 年

寮 ・間 借 中 住 込 み 5 . 8 1 0 ° 1 8 . 7 与 . 〕 1 1 . も 4 . 3 1 0 ° l 2 1 . 7 む . 0 1 5 . 9

そ　　 の　　 他 U . 0 l l ヽ l 1 1 °l 0 . 0 2 2 . 2 0 . 0 0 °0 0 . 0 0 . 0 1 1 . 1

居　 住　 年　 数　 別

戦　 前　 か　 ら
1 2 ° 4 1 2 . も 5 . 2 3 . 1 9 . 3 2 . 1 8 . 2 1 1 . 3 1 . 〇 1 2 . も

終 戦 一 昭 和 30 年 b ° 0 1 2 . 3 年 . 5 ◆ . 1 9 . 〇 2 . b 1 1 . 了 l l . † J . 4 1 2 . 与

昭 和 3 1 年 ～ 40年 6 . 2 1 0 . う 8 . 0 7 . 4 も . 弓 1 . 2 1 2 . 3 1 3 . 0 1 . 9 9 . 3

昭 和 4 1 年 ～ 亜 年 3 . 1 P °b 3 . ～ 8 . 3 0 . 3 7 . 0 l ～ . 5 l ん . 1 7 . 3 合 . 3

昭 和 亜 年 ～ 即 年 4 . 6 1 4 . 3 7 . 7 8 . 7 う . 1 6 . 2 1 3 . 3 1 5 . 日 0 . 5 0 . も

昭 和 5 1 年 ～ 盟 年 勺 . 9 】3 . 5 ん . 1

ヽ °斗

2 . 4 7 . 8 8 . 5 l l . 与 1 9 . 2 0 . き l L) . h

封　 年　 以　 降 4 . 4 l l . l 2 . ～ ヽ °年 5 . 7 1 5 . も l う . e Z . ? 1 .3 . !
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P乱　あなたのと義美は何でしょうか。

〔回答集11棲示〕(1A)P l. 性 別　　　　　　　 P 2」 ニ燐何 歳 で し 上 川 1。 - 歳　　　　　　　　　　 し凹 曾 Ⅰ ‖ t 不 J l ` 几 ノ

回 答 項 目

フ コ。- ス

N

男 女

N

2 0 3 0 4 0 5 0 6 0

N

自 菅 事 労 職

代 代 代 代 代

以

上

営

業

事

業

主

理

■

自

由

業

務

■

・技
術

車

横

車

サ

I

ビ

ス

総　　　　　　 数

1

1 1 1 9 4 8 . 5 5 3 . ●
1 1 3 i 之, .̀ , ～2 . 8 l 爪. 5 1 4 . 8 1 8 . 1 1 1 3 9 1 年°T 7 . 8 ～も. う 9 . 4

地　　 域　　 別

四　　　　　 谷
1 5 3 4 1 . 8 5 号. ～ 1 号3 1 9 . 6 ～h b 2 () . q 1 1 . 3 7 8 . 1 1 5 3 1 8 . 3 7°8 2 8 . 1 5 . 9

箪　　 笥　　 町 1 1 1 4 9 °う 5 0 . 5 1 1 1 ち3 . 3 1 う. 2 1 9 . 且 1 0 . 2 1 4 .ヽ 1 1 1 】1 . 7 9 . 9 2 ●. 3 9 . 9

桜　　　　　　 町 1 7 月 ん3 . 8 ち0 . 3 1 7 8 7 5 . 〕 2 l . 9 2 4 . 2 1 1 . 7 1 7 . 2 1 7 8 1 8 °◆ 8 °3 7 0 . 3 1 0 °9

若　　 松　　 町 1 1 0 5 5 . 5 4 4 . 5 1 1 0 3 0 . 0 2 2 . 7 1 3 . 5 7 0 . 3 1 3 . 8 1 1 0 1 0 . 0 昌. 2 3 8 . 2 1 0 °0

大　　 久　　 保 1 7 9 叫2 .も ち7 . 4 l ～9 7 4 °5 〕1°島 1 7 . 8 1 0 . 9 1 4 . 7 1 7 9 1 2 . も 5 . ◆ 2 1 . 7 1 3 . 2

戸　　　　　 塚 1 1 0 4 7 . 7 5 Z .】 1 1 0 7 3 . 1 2 2 °3 1 7 . 7 1 8 . 9 ～0 . 0 1 1 0 1 3 . 1 8 . 5 7 7 . 7 8 . 5

落　 合　 寛　 一 q b 5 4 . 2 4 5 . 8 寸も 2 8 °l 2 い 9 1 7 . 7 1 4 . 8 1 7 . 7 9 b l e t 7 7 . 3 ～9 °～ も. 3

落　 合　 第　 二 1 1 年 与ヽ . 7 うう. 3 1 1 4 7 1 . 9 2 年. も 2 0 . 2 1 5 . 8 1 7 . 5 1 1 4 1 8 . 7 6 . 8 2 2 .も l l t◆

柏　　　　　 木 1 1 2 有年. b うう. 4 1 1 2 ? ら. 5 1 5 . 2 1 2 . 3 1 1 . 3 1 8 . け 1 1 2 1 4 . 3 8 °9 3 2 . 1 1 2 . 5

角 筈 ・区 役 所 弓も 4 4 . も うう. 与 うわ 1 4 . 3 〕り°◆ 2 1 . ヽ 1 5 . 1 l T . 9 うb 7 3 . 2 7 . 1 ～3 . 2 1 . 8

性　　　　　　 別

男　　　　　 性

5 1 1 1 0 0 . 0 .~) . 0 5 1 1 2 R . d 2 3 . 2 Z O . J 1 2 . 8 l 5 . 3 5 3 1 7 3 . 0 1 3 . 0 3 5 . 0 1 1 . 9

女　　　　　 性 6 1 8 0 . 0 1 0 つ. 0 ら0 8 7 3 . 年 2 ∠°0 1 7 . も 1 6 . 8 7 0 . 5 b n 8 T Iヰ 3 . 3 1 9 . 1 7 . 2

牲　 年　 代　 別

男　　 加　　 代
1 5 3 l n O °J ・) . 0 1 5 3 1 C)0 . u り. 0 O i O 0 °0 0 . 0 1 5 3 7 . 8 5 . 2 4 1 . d 1 8 . 3

男　　 測　　 代 1 7 3 1 (〕0 . J 1二I. 0 l ～】 0 . 0 1 0 こ) . 0 0 . 8 0 . 0 0 . 0 1 2 3 2 4 .年 1 1 . 4 4 7 . 2 1 3 . 8

男　　 棚　　 代 1 ・1 8 1 0 0 . 0 」. 0 1 0 も 0 . 0 U . 0 1 0 0 . J 0 . 0 0 . 0 l r)も 3 4 . 9 1 9 . 8 3 0 . 2 8 . 5

男　　 馳　　 代 ん8 1 0 0 . i) り′0 も8 0 . 3 0 °0 0 . 、) 1 0 0 . 0 0 . 0 ち 8 7 5 . 0 2 3 . 5 3 2 . ◆ 8 . 8

男　 餌 代 以 上 J l l n O . 0 U . 0 q l 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 l r) 0 . 0 8 1 〕2 . 1 1 2 °3 l ～. 3 7 . 年

女　　 加　　 代 1 4 2 0 . 0 1 0 つ . 0 1 4 2 l n O . 0 8 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 4 2 1 . 斗 2 4 1 4 3 . 7 1 1 . 3

女　　 測　　 代 1 3 4 0 . 0 1 0 リ°0 1 1 ん 0 . り 1 0 J . 0 0 . 1〕 0 . 0 0 . 0 1 3 4 5 .し 2 . 2 1 5 . 7 3 . 0

女　　 郎　　 代 1 0 も 0 . 8 1 0 LJ . 0 l・1 5 0 . 0 3 . 0 いつ0 . U 0 . 0 0 . 0 l n も 7 . 5 1 °9 1 4 . Z 1 0 . ◆

女　　 餌　　 代 1 0 1 0 .∂ 1 0 〇°0 lり1 0 . 0 J . 0 0 . 0 1 0 0 . 0 0 . 0 1・つl 1 5 . 6 7 . 9 1 2 . 9 5 . 0

女　 餌 代 以 上

後　　 業　　 別

1 2 5 0 . J 1 0 1)°0 1 2 5 0 . 1) つ. 0 0 . J 0 . 0 1 0 0 . 0 1 2 5 R . d 3 . 2 4 . 0 8 . 4

自 営業 ・事 業主 l b T 7 3 . 1 2 ら . 9 1う7 8 . 4 2 2 °8 2 8 . 9 1 9 . 8 ～2 . 2 l ち丁 l (ヽ 0 . J 0 . 0 0 . 0 0 . 0

管 理敬 ・自由業 8 9 7 7 . 5 2 2 . 5 q 9 1 2 . 4 1 9 . 1 2 5 . 8 2 7 . 0 1 5 . 7 q 9 0 . 0 1 0 0 °0 0 . 0 0 . 0
事 梯喩 ・技 術職 うd Z b l 4 0 3 8 ′ヽ う′〕之 4 1 °7 2 8 . 2 1 5 . 0 1 1 . b う . 0 うつZ 0 . 0 ご) 4 0 l 0 0 . 0 0 . 0

労務救 ・サーヒ鳩 1 0 7 5 8 . 9 有 1 . 1 l t1 7 3 8 . J 1 9 . 8 1 8 . 7 1 0 . 3 1 3 . 1 l r) 7 0 °C J . 0 0 . J 1 0 0 °0

主　　　　　 婦 之も8 0 . も 9 9 .も 2 1沌 9 . 7 3 1 °0 2 5 . 0 1 9 . 8 1 4 . 5 ～へ8 0 . 0 0 °0 0 . じ 0 °0

学　　　　　 生 b l 6 2 . 3 3 7 . 7 へ1 1 0 0 °0 0 . 0 0 . 0 0 °0 0 . 0 ら 1 0 °C 8 . 0 0 . U 0 °0

無　　　　　 職 1 1 7 3 1 . 5 6 8 . 4 1 1 7 6 . 6 9 . 4 5 . 1 8 e 5 7 0 . 1 1 1 7 0 . C 〇°0 0 . 日 0 °0

そ　　 の　　 他

l

2 8 う3 . 0 与も. ◆ 2 8 7 8 °b 2 5 °.b 1 4 . 3 1 0 . 7 1 7 . 9 2 8 0 . 0 C . 0 0 °U 0 . 0

蒙　 族　 人　 数　 別

1　　　　　 人
2 0 8 5 0 . 5 4 9 . 5 2 0 8 5 3 . 8 1 2 . 0 1 0 . b 8 . 7 1 4 . 9 2 0 8 6 . 7 7 . 7 3 8 . 5 7 0 . 2

2　　　　　　 人 1 7 1 3 烏. 0 6 2 . 0 1 7 1 ～ 5 °1 1 1 °5 丁. Ll 1 8 . 4 3 3 . 9 1 7 1 1 8 °も 1 、〕. 5 2 4 . b 8 . i

3　　　　　　 人 2 2 0 4 5 . 0 5 5 . 0 2 2 0 2 0 . 5 2 3 . 2 2 0 . 5 2 0 . 9 1 5 . 0 2 2 0 】1 . 8 7 °3 2 9 °1 7 . 3

4　　　　　　 人 之q l ん8 . 5 5 1 0 5 Z q l 1 5 . 2 2 9 t Z 2 4 Jヽ 1 8 °9 l l t 3 Z q l 1 5 . 1 1 . も 2 4 °l も. 9

5　　　　　　 人 1 4 3 4 8 . 3 5 1 . 7 1 4 3 7 2 . 4 ? 5 . 2 2 3 .づ 9 . 8 1 8 . 9 1 4 3 1 7 . 5 ヰ°9 2 3 . 1 7 °0

6　 人　 以　 上 9 9 4 7 . 5 5 2 . 5 q 9 1 4 . 1 2 7 . 3 2 5 . 3 8 . 1 2 4 . 2 0 9 3 0 . 3 9 . 1 1 2 . 1 3 . 0

N　　　　　　 A 7 7 1 . 4 2 8 . 8 7 2 8 . 8 4 2 . 9 2 d . b 0 . 0 0 . 0 7 0 . 〇 1 4 . 3 l与. 3 2 8 . 8

フ イ フ ス 7 - - .ソ

蛎　　 前　　 期 3 1 5 ち9 . ～ 4 0 °8 3 1 5 7 1 . d 1 7 . 7 7 . 3 2 . 5 0 . も 3 1 5 も . b b . 0 4 5 . 3 1 5 . 5

家　 族 形 成 期 6 9 3 3 . 3 b 占. 7 ち9 4 4 °9 4 ヨ°5 4 . 3 4 °3 2 . 9 ち9 1 5 . 9 4 . 7 1 1 . 9 1 1 . 5

家 族 成 長 期(A I l r T 4 3 . 9 5 6 . 1 1 0 7 ? 3 °ヽ 8 0 °4 8 . 4 1 . 9 0 . 0 1′17 1 4 . 0 1 . 9 3 0 . d 4 . 1

家 族 成 長 瑚(B ) 1 7 0 5 0 . b 4 9 ′◆ 1 7 0 1 . 2 5 2 . 4 4 2 . 年 2 . 9 1 . 2 1 7 0 ～0 .も 1 1 . 2 ～U . b 7 . 1

家 族 成 長 刺 C ) 1 1 3 5 0 . 4 4 9 ▼b 1 1 3 0 °0 l°8 島2 . 0 3 0 . 1 5 . 3 1 1 3 1 9 . 5 1 2 . 4 1 5 . 9 8 . 0

家∴族 成 熟 期 1 2 0 4 0 t 8 5 9 . 2 1 2 0 0 . 0 〇▼0 1 3 . 3 5 7 . 5 ～9 . 2 l Z O 1 4 1 2 9 . 2 1 7 . 5 ● . !

老　 年　 靭　 tA I 7 tl ～8 °3 7 3 - 7 7 5 1 . 3 J . 0 2 . 0 1 3 . 2 8 2 . 9 7 ll 1 6 . ヽ 2 . 台 】. 9 3 . 9

老　 年　 期　 佃 ) b l 4 1 . 0 う寸. 0 6 1 1 °d り°0 1 . b 2 b . 2 7 0 . 5 6 1 ～3 . 0 6 . 2 1 1 . 5 9 . 8

老　 年　 期 (C I 3 8 7 7 . 8 7 Z . Z 1 8 0 . 0 J . 0 2 . d 2 2 . 2 7 5 1 0 1 5 1 9 . 4 1 3 . 9 8 . 3 1 1 . L

そ　　 の　　 他 4 6 3 3 . 3 あら. 丁 4 8 8 . 3 8 °3 1 8 . 7 2 5 . 0 ん5 . 3 4 8 1 4 . b 1 0 . 4 1 4 . b 8 . 3

N　　　　　　 A 2 3 4 7 . 8 5 ～e Z 2 3 7 1 . 7 2 8 °l 2 8 . 1 8 . 7 1 7 . 年 2 3 1 7 . 4 4 . 3 4 3 . 5 8 . 7

住　 居　 形　 態　 別

一　 戸 建 持 家
, 2 2 4 7 . 9 5 2 . 1 5 2 2 1 5 . 7 1 8 °0 1 9 . 9 1 8 . 4 2 7 . 0 5 2 2 ～0 . 7 7 . 9 1 9 . う 8 . 1

一　 戸 建 借 家 4 2 ▲2 . 9 5 1 . 1 与2 1 4 . 3 2 】. 8 1 3 . 3 1 1 . 9 1 8 . 7 4 2 1 9 . 0 4 . 8 1 9 . リ 丁. l

艮脱 木造 丁ノト ト l 島8 4 5 . 2 ちヽ. 8 l q 8 3 9 . 9 2 ヨ°◆ 1 8 . 0 1 0 . 8 1 0 . 1 l q 8 8 . 5 7 . 4 1 3 . 5 1 4 . 4

鉄筋・アパートマンション ～5 1 4 4 . 8 5 5 . 4 2 5 1 2 3 . 5 3 1 °l 1 9 . 1 1 5 . 1 1 1 . 2 2 ち l 1 2 . 0 1 0 . 0 3 1 . 9 9 . 2

社　 宅 ・ 官 舎 ち8 4 4 1 8 うう. 2 5 8 3 l . 0 4 1 . 4 1 2 . 1 1 3 . 8 1 . 7 ～8 0 . 0 占. 9 3 8 . 2 1 0 . 3

寮 ・間借り・住込み 6 9 5 2 . 2 4 7 . 6 5 9 b 9 - 8 7 . 2 8 . 7 1 . ◆ 1 3 . 0 b 9 5 . パ 2 . 9 ヽ9 . 1 2 1 °7

そ　　 の　　 他 9 4 4 °● 5 5 . も 9 フ2 . 2 2 2 °2 3 3 . 3 1 1 . 1 1 1 . 1 9 1 1 . 1 l l . 1 1 1 . 1 1 1 . 1

居 住　 年　 教: 別

戦　 前　 か　 ら q T 4 8 . 5 5 1 . 5 9 7 5 . 2 d . 2 2 3 . 7 1 8 . 5 4 4 . 3 9 7 2 4 . 7 1 0 . 3 1 2 . 4 7 . 2

終 戦 一昭 和カ年 2 6 も 4 8 . 9 5 1 . 1 之も5 1 4 . 7 1 5 . 4 1 2 . 5 ～与. 1 3 3 . 1 Z b d 之0 . 】 b °0 2 5 . i も°8

昭 和 31年 - 4 0年 1 5 2 , 8 . 9 8 1 . 1 1 { ? 2 4 . 7 1 4 °8 2 8 . 4 l う. ヽ 1 8 . 7 1 6 2 1 5 . 4 尾. 0 l d °, 8 . 8

昭 和 41年 ～4 5年 1 7 8 ん8 . 1 5 〕. 9 l 2 8 1 3 . 3 2 9 . 7 3 ～. 8 1 4 . 8 9 °与 1 2 8 1 5 . 5 7 . 0 ～8 °b d . b

昭 和 45年 一班年 1く78 4 7 . 4 5 2 . 5 1 9 も フ4 . し) 3 7°Z 1 9 - ら l Cj . 7 8 . 7 1 く事も 1 G . 7 l l . 2 1 3 . 2 1 0 . 2

昭 和 51年 - 5 3年 2 年, 4 9 ヽ与 5 0 . 8 2 年5 5 0 . b ～5 . 3 1 0 . ～ 8 . 9 8 . 9 2ヽ 5 9 . 0 缶. F 3 l . 8 1 3 . う

嶺　 年　 以　 降 4 5 ん0 . il h lJ . 0 もち 5 1 . 1 2 4 ▼ヽ 縞. )̀ 1 1 . 1 4 . も ◆5 2 . 2 も. 了 うう. 6 8 . 9
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Pl.ピー緒K住んでいるこ家族は.あなたを含めて何人ですか。

(l A)

回答項目

ノ　1 -　ス

主 学 無 P

A

N

1 2 3 4 5 6 N

A

婦 生 ■ 人 人 人 人 人
人

以

上

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別
～3 . 5 5 . 4 1 0 . 3 ～.～

3 . 3

1 1 39 1月. 3 lう.0 19Ⅰ3 2 5 . 5 lZ .b 8 . 7 0 .も

四　　　　　 谷 7 5 . 5 4 . 5 1 0 . 5 l ì3 17 .° 2二l°9 19 . 0 2 } . 5 7 . 9 9 . 2 1. 3
笹　　 笥　　 町 ～3 .4 9 . 0 10 . 8 0 . 9 1 1 1 7 1°5 .). 9 18 . 0 1 3 . 3 l～. 5 4 . 5 0 . 0
榎　　　　　 町 3 1 . 3 3 . 1 1 0 .～ 1 .も 1 7 8 15 .6 7 .8 ～6°6 7 0 .3 lb .4 12 .5 0 .8
若　　 松　　 町 19 . 1 2 . 7 10 .9 0 . 9 1 10 フ2 .7 j . 1 2 0 . 0 7 8 . 2 17 . 3 2 . 7 0 . 0
大　　 久　　 保 2 4 .8 8 . 5 9 . 3 4 . 7 l之9 フ0 °? 15 ,3 17 . 8 ～う. b 10 . 1 9 . 3 0 . 8
戸　　　　　 塚 2 3 . 8 5 .4 1 1 . 5 1 . 5 1 30 1`°.e 2 1 .5 13 . 1 2 7 . 7 13 . 1 10 . 0 0 . 0
落　 合　 第 ・一 18 .7 1 1 . 5 8 . 3 与.～ フ占 7 2 . 9 1も.b 2 2 . 9 18 .8 12 .5 も.3 ? . l
落　 合　 第　 二 2 7 . 2 4 .4 7 . 0 1 .8 1 1も 1 1 .4 14 . 9 10 . 4 Z l. 9 18 .年 1 4 . 9 0 . 0
腕　　　　　 木 13 .4 2 .7 1 1. 8 ◆.～ 1 12 74 . 1 lh . 1 15 .～ 2 8 . b 8 . 0 7 . 1 0 . 9
角 筈 ・区役所

性　　　　　　 別
3 0 . 4 0 .0 14 . 3 0 .0 う占 均.ウ 】7 .9 2 5 . 1_.i 3 0 . 4 R . 9 8 . 9 0 . 0

男　　　　　 性 0 . 2 7 . 2 7 . 0 2 . 8 5 1 1 1 9°8 12 .2 18 . h 2 6 . 8 1〕. 0 8 . 9 0 . 9
女　　　　　 性

牲　 年　 代　 別

4 3 . 9 3 .8 13 . 2 2 . 1 6 0 8 l占. 9 17 .年 19 . 9 2年.7 12 .2 8 .8 0 .3

男　　 加　　 代 0°0 2 4 . 8 2 . 8 1. 3 1『3 4 6 °も 9・Z 13 . ~J 12 . 4 12 . 4 4 . 8 1. 3
男　　 諏　　 代 0 . 0 0 . 0 0 . 0 3 . 3 17 3 13 .亡 1 1. 4 2 1 . 1 1 0 . 1 14 -も 8 . 9 0 . 8
男　　 40　　 代 0 . 9 0 . 0 2 . 8 2 . 8 いつ5 も.り 4 . 7 17 . U 3 8 . 7 17 . 9 13 . 2 1 . 9

男　　 地　　 代 0 . 0 0 . 0 5 . 9 4 . 4 八8 ん.ら 1 1. 8 2 6 . 5 4 7°1 7 .年 2°9 0°0
男　餌 代 以 上 0▼0 0°0 3 2 . 1 3 . 7 ヰ1 9 .与 フ～. b 19 . 6 1年. 8 9 . 9 16 . 0 0 . 0

女　　 加　　 代 1 8 . 3 1 8 .'2 2 . 8 も. 2 14 2 ?戸.り 2 0°も 18 . 9 19 . 7 9 .2 ◆.9 0 . 0
女　　 湘　　 代 bユ. 9 0 . 0 8 . 2 3 . 0 1 14 も.了 1 1. 9 18 . 7 1 5 . 8 1 3 .与 1 1 . 9 1 . 5
女　　 40　　 代 色2 . 3 0 .0 2 . 8 0 . 9 10も 14 . 2 b°b 2 5 . 5 2 8 . 3 1 4 . 2 1 1 . 3 0 . 0

女　　 ∽　　 代 52 . 5 0 .0 5 . 9 0 . 0 11 1 14 .卓 19 . 8 2 7 . 7 2 2 . 8 8 . 9 5 . 9 0 . 0
女　餌 代 以 上

機　　 業　　 別

1 1 , 2 0 . 3 44 . 8 1 . b 1持 18 .も 2 7 . 2 13 .も lb . 8 15 . 2 8 . 8 0 . 0

自営業・事業主 0 . 0 0 . 8 0 .0 0 . 0 1 了ヽ 8 .4 lb .8 15 .も 2缶.3 15 .0 18 .〇 0 .0

管理職・自由業 0 . 0 0 . 0 0 . 0 U . 0 d 9 用 .つ 2 jJ2 18 .0 2 4 .7 7 .9 10 °1 1 . 1
喜劇戯・技術職 0 ▼0 0 . 0 0 .0 C .む 3 12 フ8 . 5 1 3 . 9 2 1 .2 2 3 .2 10▼9 4 . 0 0 . 3
労勝職・サーヒス較 0 -0 0 .0 0 .0 0 .0 1 0 7 ヨ9 . 3 1〕°1 15 .CI 18 .7 9 .3 2 .8 1. 9
主　　　　　 婦 1ぐ〉0 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 5 8 1 .ら lん. 2 2 5 .ん 3 5 .年 1 2 . 3 1 1 .～ 0 .0
学　　　　　 生 0 .0 10 0 .0 0 .0 0 .0 b l ん2 . (, b . b 9 . 6 lb .4 1 8 .0 b .5 0 .0
無　　　　　 職 0 .0 0 .0 1 00 .0 0 .0 1 17 18 . 21 1蝿. 8 18 . 2 17 . 9 1 9 . 7 8 . 5 0 . 0
そ　　 の　　 他

家 .族　人　 数　 別

0 .0 0 .0 0 .0 10 C・. 0 2島 14 . 3 1 1 . 9 1 7 .ウ 3 2 . 1 3 .8 3 . 5 10 .1

1　　　　　　 人 1. 9 12 .5 10°も 1. 9 ～)8 lr10°0 ) .∂ 0 .こ′ 3 .0 0 .0 0 .0 0 .0

2　　　　　　 人 ～2 .2 2 .3 12 . 9 2 .9 1 7 1 0 .〇 10 U e O 0 .∪ 0 .0 0 .0 0 .0 0 .0

3　　　　　　 人 3 0 . 9 2 . 7 8 . 5 2 .3 ?～0 0 .〇 3 .0 1「)0 .り 0 °0 0 .0 0 °0 0 .0

4　　　　　　 人 1 2 . 8 3 °ヽ 7 .～ 3 . 1 2 1 1 0 °0 0 .0 0 .U lr)0 °0 0 . 0 0 .0 U .0

5　　　　　　 人 2 3 . 1 7 . 7 15 . 1 0 .7 1年3 0 .C J .0 0 .OI 0 .0 l(10 .0 0 .0 0 .0

6　 人　 以　 上 3 0 . 3 ●°0 10 . 1 1 .0 9 9 0 °U 〕. 0 0 .日 0 . 0 0 . 0 1 0 0 . 0 0 .0

N　　　　　　　 A O tO 0 .0 0 .0 4 2 .9 7 0 . U 〔1.0 0 .tl 0 .0 0 .0 0 .0 10 0 .0

フイ7 スァーン

婿　　 前　　 期
0 . 9 1 9°0 5 . 4 1. 3 3 1も 4 7 . 2 7. 0 1年. 2 1 4 . 2 11 , 1 5 . 4 0 . 9

家　族 形 成期 ～1 . 7 1°4 2 . 9 う. R ら9 1°与 8 .ヽ 1 2 °9 7°2 0 . 0 2°9 1 . 4

家 族成長期(A ) 4 3 . 9 0 . 0 0 . 0 4 . 7 1・17 0 .日 C . 0 4 1°l 4 0°2 1 1 - 2 7 . 5 0°0

家 族成長刺B J 3 7 .も 0 . 0 l. 2 1. 8 1 7 0 O t U 1. 2 1 7 . 1 4 4 . 7 2 3 . 5 1 3°5 0 . 0

家 族成長期(C ) 3 8 . 9 0 . 0 1 . 8 3 . 5 1 1 3 0 . 9 1°8 ?う. 7 4 5 . 1 9 . 7 1 5 . 8 O l O

家　族 成 熟期 4 1 .丁 0 . 0 12 . 5 C . 8 12 0 0 . 0 5 . 8 3 9 . 2 3 8 . 3 1 0 . 0 5 . 7 0 . 0

老　 年　 靭 (A ) 2 1 . 1 0 . 0 5 0 . 0 0 . 8 7 6 0°0 こ1°0 14 . 5 2】.丁 35 . 8 2 5 . 0 0 .0

老　 年　 靭 (B ) 27 . 9 0 °0 1 9 . 7 C .じ b l 0°U 9 1°8 与. 9 1 .も 0 . 0 1 . 5 0 . 0

老　 年　 淘 (C ) 5 . 8 0 . 0 3 8 . 9 2 . 8 3 5 Pもt l 5 . 5 2 . 5 5 .も 0 . 0 0 . 0 0 .0

そ　　 の　　 他 16 . 7 0 . 0 2 9 . 2 5 . 3 4 8 1 5 . 4 3 7 . 5 1 4 . b 4 . 2 8 . 3 2 . 1 0 . 0

N　　　　　　 A

住　 居　形　 態　 別

一　戸 建 持家

8 . 7 0 . 0 4 . 3 1 3 . 0 2 3 3 9 . 1 1 7 . 4 8 . 7 8 . 7 8 . 7 4 . 3 1 3 . 0

～8 .島 4 .▲ 13 . 2 1 . 5 5 2 2 3 . 3 1 1. 7 1 9 . i 3 0 . 1 19 . 0 l tI. 9 0 . 0

一　 戸 建 借家 28 .も 0 . 0 14 . 3 7 . 1 与2 ～t 4 1 1 . 9 2 3 . 8 4 7 . 8 1 11. 3 O t O 0°0

民規木造アパート 13 . 8 9 . b 1 1 .～ 1 . 8 1自8 4 4 . 7 l B tも 1 9 . 1 1 1 . 2 5 . 3 0 . 0 1 . 1

鉄筋・丁ノY-トマンソヨン 25 . 5 l°8 も. 8 3 . 2 2ちl 18 . 7 2 3 4 5 2 4 . 3 2 3 . 9 8 .も 2 . 8 0 . 4

社　宅 ・官舎 叩 . 9 5 .～ 0 .0 】. 4 ～8 13 eB 8 . 9 2 0 . 1 5 0 . 0 8 . 9 1 . 7 0 . 0

寮・間借り・住込み 2 . 9 1 8 . 8 5 . 8 2 . 9 b 9 7 6 .8 b . 7 0°0 5 . 8 1 1 4 4 . 3 2 . 9

そ　　 の　　 他 1 3 . 3 0 . 0 0 . 0 2 2 . 2 9 3 3 .3 1 1°1 11 . 1 0 . 0 2 2 . 2 0 . 0 2 2 . 2

居　仕　 年. 教　 別

戦　 前　 か　 ら ～1 .8 2 . 1 1 8 .6 3 . 1 ′IT もー2 1 7 . 5 10 . 3 2 8 . 9 17 .～ 1 9 .も 0 . 0

終 戦～昭和静年 2 1 . 8 1 . 5 1 7 . 3 1 . 1 2ち8 9 . 0 1 2°8 ～5 . 9 2 4°1 l? .丁 10 . 5 0 . 0

昭和31年～40年 30 . 9 8 . b 9 . 3 C t b lも2 5 .2 1 1°l 17 . 3 1 5 . 4 18 . 7 12 . 3 0 . 0

昭和41年～45年 7 8 . 1 1 . 8 7 . 8 も. J 12 8 14 °1 10 .9 2 0 . 3 2 7°3 18°4 9 . 4 1°も

昭和亜年～50年 巧 .0 2 .も 4 .も 2 . b lqも 】8 .● 14 e∋ 2 3 . 0 ～8 . 1 10 t T 4 4 5 1 . 0

昭和51年～53年 18 . 7 l l . d 7 . 3 3 . 3 2与5 4 0 .8 19 °b 15 .5 15 .3 2 . 9 3 . 7 1. 2

朗　 年　 以　 辟 2 8 . 9 1 1 . 1 2 .2 命°与 4 5 3 1′1 2与.7 汚. 9 2 2 . 2 8 . 7 与. 4 0°0
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p5.あなたは,こ一緒に住んでいる家族の中で・次のうちのどれにあたりますか0あなたと自身のこととしてお答えくださ

い。〔子供がいる観の場合は,現在一番上の子供の年齢が乳・幼如1,小・中学生かなどで分類する〕

F6.お宅の住宅

の種類は伺で

しょうか。

〔 回 答 幕 1 2 提 示 〕 ( l A ) l ′1 1

回 答 項 目

フ ェ 一一ス

N

結

婚

子 婦

供 の

結 が

纏 い

′ト 親 高 る

校 規

学 独 親

校 身

子 縮

供 に

千 人

供 だ

子 人

供 だ

そ

の

N

A

N

戸

前

の

が 夫

い あ

し る

、親

中

学 大

教 の

育 子

が 住

結 ん

か け

粗 に

が け

独 忙

他 磋

持

独 な る 乳 生 学 を 供 姫 で

しヽ

立 を

し つ

立 な

し つ

家

身

老

しヽ　しヽ
苔 は

夫 妻

幼

児

か

しヽ

る

生

が

t′ヽ

柊 が

え い

た る

し

て る

一 親

て た

2 親

て た

1 親

鎗　　　　　　 教

域
】1 3 9 7 7 . 7 ち. 1 9 °ヽ l l1 . 9 9 . 9 1 0 . 5 5 . 7 5 . 4 3 . ～ 4 . 2 Z . ら 1 1 1 9 ん5 . 8

地　　　　　　　 別

四　　　　　 谷
l 5 3 7 2 . 2 b . 5 つ . b 1 3 . 7 7 . 2 8 . 5 7 . 2 7 . 8 5 . ～ 7 . 2 4 . 6 l q 3 ら l . 0

箪　　 笥　　 町 1 1 1 3 7 . 8 う. ム 8 . 1 9 . 0 1 2 . 5 1 0 . 3 8 . 3 0 . 3 3 . 8 0 . d 1 . 5 1 1 1 ▲4 . 1

榎　　　　　 町 1 2 8 2 7 . 3 3 . 9 7 . ビ 1 7 . 2 1 1 . 7 8 °も 1 0 . 2 3 . 9 0 . 8 4 . 7 3 . 9 1 1 8 ～ 1 . も

若　　 松　　 町 l 1 0 3 1 . 0 3 . も 1 5 . ら 1 3 . b 5 . 5 1 3 . b 5 . 5 3 . 5 3 . も 2 . 7 U . 9 1 1 0 1 0 . 9

大　　 久　　 保 1 2 9 7 4 . U 1 リ°9 l L) . 1 1 9 . 4 9 . 3 4 . 7 5 . 4 2 . 3 3 °l 9 . 3 1 . 5 l / 9 3 4 . 勺

戸　　　　　 塚 1 3 0 2 5 . ◆ ◆. 8 7 . 7 1 3 °8 1 2 . 3 1 1 . 5 9 . 2 7 . 7 2 . 3 4 . 8 lJ . 9 1 1 0 埴 . 1

落　 合　 第　 一 9 8 3 1 . 3 弓. 3 9 . 4 1 4 . 5 1 0 °4 9 . 年 7 . 3 5 . 2 Z e l 1 . 0 1 . 0 ) も 4 1 1 7

落　 合　 第　 二 l 1 4 ? 2 . d う . 3 9 . も 1 7 . 5 1 0 . 5 1 4 . 9 7 . 0 4 . 4 3 . 5 Z . b 1 . 8 1 1 4 も 3 . 2

柏　　　　　 木 1 1 2 3 7 . 5 d . 0 4 . 5 1 0 . 1 1 0 . 7 1 0 . 7 4 . 5 5 . 4 3 . も 2 . 7 1 . 8 1 1 2 有 8 . も

角 筈 ・ 区 役 所 5 8 1 4 . 3 5 . 4 l l1 . 1 2 3 . 2 8 . 9 1 7 . 9 〇 . 0 7 . 1 3 . 8 う . 4 U . C 5 5 4 4 . も

性　　　　　　 別

男　　　　　 性
5 7 1 3 5 . 2 ● . } R . 9 1 8 . 2 1 0 一丁 9 . 2 3 . 8 4 . 7 1 . 9 〕. 〕 ∠. 1 5 1 1 4 7 . 1

女　　　　　 性 8 0 8 2 1 . 2 .7 . b 9 . 9 1 3 . 8 9 . 2 1 1 . 7 9 . 乏 5 . 9 4 . 】 5 . 3 ∠ . 0 8 1 8 4 4 . 7

性　 年　 代　 別

男　　 加　　 代
1 5 3 9 1 °ら 3 . 9 3 . 9 0 . 0 0 . 0 0 °0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 U . ? 1 5 3 1 1 . ヽ

男　　 卸　　 代 1 7 〕 7 9 . 3 1 3 . 8 2 色 . 0 2 8 . 8 0 - 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 8 3 . 3 1 2 3 3 8 . 2

男　　 亜　　 代 1 .) ム 9 . ● 0 . 0 6 . も 4 5 . 3 2 7 - 年 も . も 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 . 9 i . 8 1 0 8 4 9 t l
男　　 馳　　 代 も8 1 . 5 〇 . 0 2 . 9 4 . 4 3 2 - 年 3 8 . 2 1 . 5 7 . 4 1 . 5 8 . 8 1 . ) ん8 ム0 . 3

男　 餌 代 以 上 8 1 0 °0 0 ▼0 0 °0 2 . 5 7 . 年 1 9 . 8 2 3 . 5 2 ● †7 l l e l 8 . も ∠. う q l 了も. 5

女　　 加　　 代 l llZ 8 1 . 3 1 7 . 5 1 3 . 4 1 . ● 0 . 0 0 . 0 0 . 7 0 . 丁 0 . 0 2 . 1 Z . d 1 4 2 2 7 . 5

女　　 灘　　 代 1 3 4 1 4 . 9 与 . 7 2 9 . 1 4 1 . 8 1 . 5 0 °0 0 . 0 0 °0 0 °0 1 . 5 1 . 5 1 1 4 3 5 e l

女　　 4 0　　 代 1 0 も l ～ °】 2 . 8 1 °9 2 2 . b 3 9 . 8 8 . 5 1 . 9 U . 9 0 °9 5 . 7 ～. ビ l ll も 4 9 . 1

女　　 餌　　 代 l a l 6 . 9 3 . 0 0 °し 2 °0 1 1 . 9 4 2 . も 8 . 9 1 0 . 9 8 1 9 5 . 9 1 . 0 l ′1 1 ち▲. う

女　 餌 代 以 上 1 2 5 1 . も 1 . b 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 5 . 2 3 5 . 2 1 8 . 4 1 4 . 4 1 2 . 0 1 . 5 1 2 5 も3 . 2

後　　 集　　 別

自 営 業 ・事 業 主
1 5 7 1 2 . 8 与 . 8 9 . 0 2 1 . 0 1 3 . 2 1 0 . 2 8 . 4 8 . 4 4 . 2 4 . ～ 2 . ん 1 八丁 8 4 . †

管 理 職 ・自 由 業 3 9 2 1 . 3 b . 了 之 4 ～ 2 1 °3 1 5 . 1 1 2 . 4 2 . 2 う . も 5 . も 5 . b 1 . 1 1 9 4 8 . 1

事 務 l級 ・技 術 駄 1 0 2 ん7 . も 7 . 3 1 0 . 9 1 1 . も 5 . 0 7 . 0 1 . 0 2 . 3 1 . 0 2 . 3 3 . 3 3 つ2 3 3 8ヽ

労 務 傲 ・サ ービス臓 l J T 4 5 . 8 7 . 5 4 . 7 1 1 . 2 8 . 4 4 . 丁 2 . 8 5 . b 3 . 7 3 . 7 1 . ツ 1 117 2 9 . 9

主　　　　　 嬉 2 8 8 1 . 1 5 . も 1 7 . 5 2 3 . 9 1 5 . 4 1 8 . 7 5 . 0 む . 3 0 . 7 3 . 0 C . -/ 之も 8 5 1 . 9
学　　　　　 生 e l 9 線. ◆ 1 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 8 0 . 0 ちl 3 1 . 7

無　　　　　 職 1 1 7 1 4 . 5 1 . 7 0 . 0 1 . 7 1 . 7 1 2 . 8 3 2 . 5 l (」. 3 1 2 . 0 1 2 . 0 9 . 9 l l T q 9 . 0

そ　　 の　　 他 2 8 1 年. 】 1 ●. 3 1 7 . 9 1 0 . 7 1 4 . 3 3 . 6 0 . 0 0 . 0 3 . も 1 0 . 7 l U . 7 2 8 2 8 . b

家　 族　 人　 数　 別

1　　　　　 人
2 n 8 7 1 . も :) . 5 0 . 日 0 . 0 O e 5 0 . 0 0 . 0 9 . 0 1 4 . 9 8 . 2 ～. 3 2 0 8 8 . 2

2　　　　　 人 l T l 1 ～ . 9 3 3 . 9 0 °リ 1 °2 1 . 2 4 t l 0 . 0 〕2 . 7 1 °2 1 0 . 5 ～. 〕 1 7 1 3 5 . 7

3　　　　　　 人 2 2 0 ～0 . 5 0 . 9 2 0 . 0 l 】. ? 1 3 1 2 Z l e ヽ う . 0 1 . ● 0 . 5 3 . ～ 0 . 9 2 2 0 4 5 . 5

4　　　　　　 人 2 9 1 は . う 1 . 7 1 4 . 8 2 8 . 1 1 1 . 5 1 5 . 8 5 . 2 し . 3 U . 7 0 . 7 u t T 2 q l 5 4 . ノr:l

5　　　　　　 人 1 4 3 2 4 . ら l二〉. 0 8 . ら 2 8 . 0 7 . 7 8 . 4 1 9 . 8 0 . 0 0 . 0 2 . 1 1 . 4 1 ◆3 ら9 °∠
6　 人　 以　 上 0 9 1 7 . 2 2 . 0 8 . 1 2 3 . 2 1 9 . 2 8 . 1 1 9 . 2 1 . 0 0 . 0 1 .,0 1 . 0 9 9 R 8 . 9

N　　　　　　 A 7 4 2 . 9 l l1 . 3 0 °U 0 °0 0 0ヽ 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 4 2 . 0 7 0 一〇

フ イ フ ス ラ㍉ - ジ

婚　　 前　　 期
3 1 8 l (10 . 0 0 . 0 0 . e 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 C . 0 0 . 0 C . 0 O . u

U . 0

3 1 8 3 5 . 5

家　 族 形 成 期 6 9 0 . 0 1 0 C . 0 0 . り 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 6 9 1 5 . 9

家 族 成 長 期 (A l 1 71 7 0 . 0 0 . 0 1 0 0 . 0 0 °0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 J . 0 1 1 7 ～9 . 0

家 族 成 長 期 は ) 1 7 .0 0 . 0 O e O 0 . リ 1 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 U . 〇 1 7 0 4 3 . 5

家 族 成 長 瑚 C ) 1 1 3 O t O C . 0 つ. 〇 0 . 0 1 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 U . 3 1 1 3 8 4 . も

家　 族 成 熟 期 1 2 0 0 . 0 0 °0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 U . U 1 2 0 8 8 . 3

老　 年　 瑚 (A I 7 8 0 . 0 0 . 0 0 . 〇 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 0 0 . 0 C . 0 0 . 0 0 . 0 U . 〇 丁も ■4 °2
老　 年　 期　 は ) ら1 0 °0 0 ▼0 O l U 0 °0 0 . 0 0 . 0 0 °0 1 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 U . 0 もl , 9 . 0

老　 年　 期　 fC ) 1 5 0 . 0 0 . 0 C . し 0 °0 0 - 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 0 0 . 0　　 0 . 0 リ. 0 1 6 ◆1 . 7

そ　　 の　　 他 ◆8 0 . 0 、) . 0 0 . U 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 1 0 0 . 0 し. U 4 8 3 7 . 5

N　　　　　　 A 2 3 0 . 0 C °0 O t O 0 . 0 0 - 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 0 . 0 n D . C 2 3 2 l e 7

住　 居　 形　 容　 別

一　 戸 建 持 家

5 2 2 2 1 . 8 2 °l 5 . 9 1 ●. ～ l ◆. 0 1 5 . 1 1 2 . 3 b . 9 2 . 9 3 . ● 1 . つ 5 ～2 0 0 °0

一　 戸 建 借 家 与2 9 . 5 7 . 1 1 1 . 9 3 1 °0 1 4 1 3 7 . 1 7 . 1 9 . 5 2 . 4　　 0 . 0 0 . 0 4 2 0 . 0

民 間 木 造 アパ ー ト 1 8 8 4 3 . も b °4 1 2 . 8 8 °0 4 . 8 】. 2 1 . 8 4 . 3 5 . 9　　 占. 4 3 . 2 1 8 8 0 . 0

鉄 筋 ・丁′ぜ- ト・マンション 2 5 1 1 9 °9 l ・. . 3 1 3 . 1 1 9 °1 8 - 0 1 0 . 0 2 . 0 与. 8 1 . 8　　 6 . 0 1 . 2 2 5 1 0 °0

社　 宅 ・ 官 舎 ち8 2 5 . 9 5 ▼～ 2 2 . 4 1 1 °0 5 . 2 5 . 9 0 . 0 0 . 0 0 . 0　 1 . 7 1 .7 5 8 0 °0
寮 ・間 借 り也 込 み 8 9 7 3 - I 5 °8 1 . 年 2 . 9 1 . 4 0 . 0 0 . 0 1 °も 丁. ～ 2 . 9 ∠. 9 8 9 0 . 0

そ　　 の　　 他 9 1 1 °l 0 . 0 0 . 0 0 °0 1 1 - 1 0 - 0 1 1 . 1 0 . 0 0 . 0　　 0 . 0 A b . 7 9 0 . 0

居 住　 年　 教　 別

戦　 前　 か　 ら
q T 1 1 °3 2 . 1 2 . 1 1 1 . 3 1 1 . 3 1 5 . 5 1 9 . b 1 1 . 3 ◆. 1 了 . ～ ヽ. 1 9 7 8 5 . b

終 戦 一 昭 和 初 年 ～h b 7 8 . 3 0 ▼4 ～ . b 8 . 8 8 . 3 2 2 °2 1 3 . 5 b . 3 5 . 3 4 . 1 2 . 3 2 e e 7 9 . 7

昭 和 3 1年 - 40 年 1 6 2 2 弓. 4 3 . 1 も. ～ 1 5 . 4 ～1 . 島 7 . 4 4 . 9 b . 8 2 . 5 3 . 7 U . 0 1 6 2 ` 7 . 3

昭 和 4 1年 - 45 年 1 2 8 1 8 °与 h °8 う. b 2 8 °l 1 7 . 2 1 1 . 7 2 . 3 0 . 8 ～. 3 5 . 3 0 . 8 l 2 8 3 5 . 9

昭 和 舶 年 ～ 諭 年 l く沌 2 3 . 日 7 . 1 川 . 9 2 2 . 4 1 . 1 8 . 1 2 . 8 2 . も 2 . 5 4 . b 3 . 1 1 0 も 之1 . 9

昭 和 5 1年 ～ 算年 2 ●5 4 4 . 5 1 1 . 8 1 5 . 9 1 1 . 4 2 . 0 2 . 0 2 . 0 3 . 3 2 . 4 2 . 9 1 . 6 ～4 5 9 . ◆

鵠　 年　 以　 降 4 5 3 1 . 1 L う. b 1 1 . 1 1 7 . 島 8 . 9 4 . 4 0 . 0 8 . 7 0 ・O P ・0 4 . + 4 5 1 3 . 1
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P T.お宅には自動車(四

給車)があクますか。

(1A)

匝】答項目

7 1 -　°え

戸

民

間

鉄/ 毛

筋シを

社

宅

目
舎

育み N

A

N

あ な

建

借

家

木

造

ア

!

ト

ア　ヨ含

バ/ む

l( )

ト　公

・共

マ住

間

借

り

住

込

る しヽ

総　　　　　　 数

地　　 域　　 別

j.7 16 ., /～.0 5 .1 も.1 0 .8 llj9 与Ieも 68 .4

四　　　　　 谷 之.つ 12 .ヽ フヽ .～ 3 .3 8 .5 0 .7 lち3 14.台 ふう▼4
箪　　 笥　　 町 ィ̀.C 9 .0 lb .つ 8 .1 9 .9 0 .9 1 11 79. 7 70 °3
傾　　　　　　 町 5 .5 15 .b 17 .2 3 .q 8 .3 0 .0 128 35.9 84 lヽ
若　　 松　　 町 1.島 lT .j 42 .7 2 .7 3 .5 0 .9 1 10 2d.2 71°8

大　　 久　　 保 1.1 18 .t・ 23 .3 11.も 丁.〇 1.も 129 31.e 89 °0

戸　　　　　 塚 3 .a lう.ヽ 77 .1 ◆.も 0 .8 0 .8 110 ～8.2 73.8

落　 合　 第　一 ノ.1 15 .も 22 .9 4 .2 12 .う 1.0 qh フ鋼.1 T l°9

落　 合　 笥　二 ∠°b ZC.; b .1 4.4 1 .8 1 .8 ll◆ 43.9 58.1

柏　　　　　 木 句.う ?Z .3 13 .◆ 4 .5 8 .9 0 .0 112 74.1 75.9

角等 ・区役所

l

1.8 2 1.ヽ 2占.8 1 .8 3 .も 0 .0 ～b ,).リ 85°l

性　　　　　　 別

男　　　　　 性
3.4 16 .い 2 1.1 4 .9 5 .9 0.8 5 31 17.3 82.7

女　　　　　 性

性　 年　 代　 別

5°9 1も.ラ 2～.9 5 .3 5 .◆ 0 .8 も118 76°も 73.4

男　　 加　　 代 0°7 22.9 19 .0 5.9 19 .0 1.3 153 25.1 73°9

男　　 測　　 代 .ヽ1 19.5 2も.d 8.9 1.b 0.8 123 38.も 8 3°4

男　　 40　　 代 6 .8 l4.2 23.も 2.8 2.8 0.9 l・)も 45.3 う●.丁

男　　 餌　　 代 i .9 5.～ 25.5 与.4 0 .0 C.0 ら8 39.7 6 0.3

男　60 代以上 3 .7 8 .も 8 .も 0.0 2 .5 0 .0 41 48.9 53°l

女　　 加　　 代 3 .5 28.2 21 .1 6 .3 13 .4 0 .0 14～ 20.年 7 9.も

女　　 諏　　 代 j..J 14.9 】3.5 9. 7 ～.2 0.7 11◆ 3 5°1 8 4.9

女　　 40　　 代 8°も 1年.～ 21.7 3.8 ～.d l.9 lつる 32 .1 b Tt9

女　　 50　　 代 3 .0 15.d 19.8 5.0 1.0 1.0 1つl ?b .7 7 3.3

女　郎　代　以上 3 .2 9.b 18.8 0.8 5 .5 0.8 125 ?O eO 80 .0

後　　 集　　 別

自営業・事業主 °ヽ8 9 .も 18°0 0 .0 2 °も 0 .5 157 55.7 4 4 3ヽ

管理扱・自由業 ～.2 15 .7 26 .1 4 .5 2 .2 1.1 19 13.- 86.3

事横蛾・技術職 2°も ～0 .9 ～8 .5 7 hO 8 .9 0 .3 31～ ～0 .5 79▼,

労務磯・サーヒ鳩 i .8 25 .～ 2 1.5 5 .5 14 °0 0 .9 1〇丁 25.2 7 ●.8

主　　　　　 始 ん.5 9 .7 23 .9 8 .2 0 .1 l.1 288 38.2 b3°8

学　　　　　 生 0°0 29 .5 6 .6 4 .9 2 1.3 0 .0 lヽ 24°も 75.4

無　　　　　 職 5°l 17 .9 14 .5 0 °0 3°4 0 .0 117 75.8 丁4.◆

そ　　 の　　 他 lC2.7 10 .1 28 .も †.1 7 .1 7 .1 28 ?1.◆ 78.5

家　族　人　教　別

1　　　　　 人 8 .5 40 .4 20 .2 3 .8 ～5 .5 1.◆
2′16 5.8 94.～

2　　　　　　 人 ～.9 20 .5 1◆.う 2 .3 3 .5 0 .5 171 15.8 84.2

3　　　　　　 人 ◆.5 18 .与 ～7 ,7 5 .5 0 .0 0 .5 220 35.5 あら.ラ

4　　　　　　 人 0 .9 7 .2 ～0 .も 10 .0 1°4 0 .0 291 38°8 8 1°2

5　　　　　　 人 .ヽ2 7 .0 l4 .7 2 .8 0 .7 1.4 14 3 51°G 4 9°0

6　人　 以　 上 〇°0 0 .0 †.1 1.3 3 .0 0 .0 q9 55°8 ●3°◆

N　　　　　　　 A O tO 28 .b l◆.3 0 .0 28 °8 28 .8 T 14 °3 員5.7

ライフステージ

略　　 前　　 期 1.3 25 .9 15.8 ●.丁 18. 1 0.3 318 7～,5 7 7°5

家 族形 成期 ●°3 17 .ヽ ち2 .2 4°3 5 .8 0 .0 59 78 .1 7 3t9

家族成長期(A) ◆.丁 22.4 10.8 12.1 0.9 0.0 1りT 35 .5 も4 .5

家族成長瑚㈲ ? .b 8 .8 28.2 10.8 1 .2 0.0 lr0 ▲O te I寸.●

家族成長馴C) 5 .3 8.0 17 .7 2.7 0.9 0.9 113 40 .7 5 9.3

家 族 成熟期 2 .5 I °0 2〇.8 3 .3 0 °0 0 .0 l～0 43 .3 5b °丁

老　 年　 期 (A) 3°9 3.9 8.5 0.0 0.0 1.3 丁も 48 .7 5 1▼3

老　 年　 期 (B) b ▼b 13.1 19.7 0.0 1°も 0.0 8 1 19 .† 80°3

老　 年　 靭 (C) 2.8 30.も 11.1 0.0 13°9 0.0 号も 5 eh 9◆°4

そ　　 の　　 他 〇.0 25.U 31.3 2.1 4.2 0.0 48 18 .8 8 1.3

N　　　　　　 A 0°0 28 11 13 .0 ●°3 8 .7 28°l 23 78 °l 7 3°9

住　居　影　 簾　別

一　戸 建持家
0°0 0.0 OtO 0.0 0.0 0.0 I～2 45 .0 54 °0

一　戸 建借家 100.0 0.n 0°0 OeO 0°0 0.~0 42 78 .2 7 3.8

民間木造アパート 0 .0 100.u 0 .0 0.0 O tO 0.0 118 11.2 的 .8

舶 ・丁パート・マンション 0°0 0°0 100 .0 0 .0 0 .0 0 .0 2 ～l 27 °9 72 .1

社　宅 ・官舎 0°0 0 .0 0 .0 l00 .0 0 .0 0 .0 56 20 .† 79 .3

寮・間借りイ主込み 0 .0 0 °0 0 .0 0 .0 100 .0 0 .0 59 ◆.1 9 5.7

そ　　 の　　 他 0 .0 0 °0 0°0 0 .0 0 .0 100 .0 9 ,3.3 86 .7

居 住　年　 緻　別

戦　 前　 か　 ら 与.1 4 .1 .ヽ1 0 .0 1.0 l.0 07 42 .3 57 °丁

終戦一昭和訳年 3°8 6 .4 1 .1 0 .0 1.5 1.5 2与も ∋8°0 b 2°0

昭和31年～40年 8 .2 13 .0 8 .8 2 .5 1°9 0 .6 lh～ 39.5 b 〇.5

昭和41年一亜年 7 .6 2 1.1 71 °3 3 .9 3 °9 0 .0 128 4 2°～ 5 7̀.8

昭和46年- 50年 3 .1 ld.ヽ も0 .3 7 .7 8 .2 0 .5 198 74°ら 丁ら°5

昭和51年一お年 C .8 28.6 2ヽ.7 日.1 14 .1 0 .8 245 18°6 き1°2

朗　 年　 以　 降 0 .0 ～6 .9 44 .4 4 .4 8 .9 0 .0 ◆ラ り°3 群島°7
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l 調 査 員

l
在 検 者
l

l

l ]

訪
第1[。1 月 可 :度 時

間

=

l第2回 月 報 時

時 ‖第3回 月 日鵠 時

①②③(彰

昭和54年6月

【企画】新宿区企画部広報課
【実施】日本EDP㈱調査部

434-8831内線34

1.有効回収

2.回収不能(該当するものをC・で囲む)

(1)短期不在
(2)長期不在(旅行・出張・帰省)
(3)転居(家・本人)
(4)主11該地に居住せず

(5)拒否
(6)病1い高齢
(7)住所不明
(8)その他()

【調査依頼のあいさつ】

先日ハガキでお願いしました「新宿区政世論調査」のアンケートにおうかがいしました。××さ

んはおいででしょうか。お忙しいところ恐縮ですが,簡単な調査ですので,よろしくお願いいたし

ます。では,早速ですが・‥…

〔質問されたら〕この調査は,区民全体の中からクジ引きのような方法で1,500人の調査回答者を選ん

だ結果,あなたがそのうちの1人に選ばれました。二の調査の結果は,「こういう意見の人が100人

中何人いる一1という形でしか発表しませんので,ご迷惑をおかけすることは絶対にありません。

【定住性】

Ql.あなたが今の所に住むようになったのは,いつ頃からですか。(1A)

1.戦前から4.昭和41年～45年7.54年以降

2.終戦～昭和30年5.昭和46年～50年

3.昭和31年～40年6.昭和51年～53年

Q2.これからも引き続いて,新宿区にお住まいになりますか.J(l A)

1.′値守るつもリ3.できたら区外に机出したい(5年以内に)5.わからない⑥

2.当分はここに住むつもり(5～10年位)4.近いうちに区外に転出するつい)(1年以内に)

Q3.現在の新宿区は「住みよい街.だと思いますか。(1AJ

⊂

t

1.住みよい

2.まあ住みよい

I__

SQl

あまり住みよくない5.わからない

住みにくい

〔Q3で1,2と答えた人に〕住みよiisQ2.〔Q3で3,

い理由は何ですかこrFA)

4と答えた人に」・・、1
1

くい理由は何ですか。(FA)

新宿区政世論調査
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Q4.あなたの住んでいる付近の線の状況は,数年前にくらべて良くなったでしょうか。悪くなったでし

ようか。(1A)

1.良くなった　　　　3.悪くなった

2.変わらない　　-　4.　どちらともいえない

5.　わからない

Q5.あなたは公害の被害を受けたことがありますか。次の中から受けたものをいくつでも選んでくださ

;:0票禁警密這動　5.その他。　)
2.騒音　　　　　4.悪臭　　　息、今いずれレ受けたことはない

⑨
～
⑬

Q6.公害対策として.区にどんなことをしてほしいと思いますか。次の中からとくに規制や指導などを

してほしいと思うものを2つ以内で選んでください。〔回答粟2提示〕(2A)

1.工場・作業場から出るばい煙・騒音・振動・悪臭

2.建設工事にともなう騒音・振動

3.自動車の排気ガス・騒音・振動

4.日常生活における騒音・振動・悪臭

5.被害者に対する医療費の補償など救済制度の充実

6.公害防止資金貸付制度の充実

7.各種測定結果の公表やポスターによるPR

8.その他(　　　　　　　　　　　　　　　1

9.特にない

lJ

も　〕

U L

ハ

Q7.1射)近所からの騒音で迷惑を受けたことがありますか。次の中から主なものを2つ以内で選んでく

ださい。〔回答粟3提示〕(2A)

01.テレビ.ステレオ

02.ピアノ・ギター

03.話し声・歌声・注き声

04.クーラーなど冷暖房機器の普

05.階段や二階などの物音・足音

06.自動車・オートバイ

07.チリ紙交換や物売I)のスピーカー　　　⑲

08.商店や飲食店からの音

09.犬や猫のなき声

10.その他(

日.特にない

Q8.お宅の付近の道路の状態はいかがですか。(1A)

1.たいへんよい　　　　3.どちらともいえない

2・よい　　　　　「4・あまりよくない

SQ.〔Q8で4,5と答えた人に〕どんな点が不満ですか。次の中から主なものを2つ以内で選ん

でください。〔回答票4提示〕(2A)

01.道が狭く災害時に不安である

02.幹線道路が混雑する

03.道路が狭く、卓が走りづらい

04.バスが渋滞に巻き込まれて遅れる

05.車による公害(騒音・振動・排ガス)か

ひどい

06.狭い道に車がはいり込んで困る

07.道路に歩道がなく歩きにくい

08.道路に緑が少ない

09.子供の通学路が危険である

10.その他(

-　2
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Q9.現在,都と区が「都市計画道路」の見直し作業に入っていますが,知っていますか。(1A)

1.知っている　　　　　2.知らない ⑮

QlO.法律で,「都市計画道路」に指定された区域では,3階建て以上の建物が建てられないために,住

民に不満がでていますが,これについてどう思いますか。(1A)

1.将来の道路予定地としてやむをえない制限である

2.制限によって受ける損失に対して,補償すべきである

3,制限を緩和すべきである

4.制限を撤廃すべきである

5.その他(

6.　わからない

【地域社会】

Qll.殻且　コミュニティという言葉がよく使われます。これは地域社会または近隣社会という意味で使

われますが,コミュニティとはどの柑度の範囲だと思いますか(1A)

1.隣り近所

2.日常の買物をする地城

3.町会」計石全の地域

4.小学校を中心とした地域

5.駅を中心とした地域

6.特別出張所を中心とした地域

7.新宿区全体

8.その他(

9.　わからない

⑰

Q12.隣り近所の人とふだんどの不l,腰のお付き合いをしていますか。(1A)

「-4.困ったときは助け合う程親しい　　　　⑳

「…-の家に行き来しているl

Q13.最近の報道で,一人暮らしの老人が死んだまま発見されたり,両親が不在のまま小学生の子供だけ

で何か月も暮らしていたということがありましたが,これについてどう思いますか。(t A)

1.個人的な事情があってのことだから仕方

がない

2.気の毒だとは思うが何もできない

3.だれか親戚の人などが気を付けるべきだ

4.隣り近所の人たちが気を付けるべきだ　　　⑳

5.役所などの行政機関が面倒をみるべきだ

6.その他(　　　　　　　　　　　　　)

7.　わからない

一　3　-



Q14.あなたが住んでいる地域にほしいと思う施設を,次の中から2つ以内で選んでください。〔回答票5

提示〕(2A)

01.保育園

02.児童館

03.集会室

04.婦人会館

05.老人会館

06.公園・児童遊間　　　　日.図書館

07.健康相談所

08.運動場

09.体育館

10.社会教育会館

12.その他(

13.特にない

⑲
　
～
　
⑬

【児童・青少年】

Q15.今年は国際児童年ですが,ご存知ですか。(l A)

1.知っている　　　　2.知らない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊨

Q16.では,青少年がすこやかに育ち,それをとりまく環境をよくするには,どこが最も力を入れてやら

なければならないと思いますか。(1A)

1.偶々の家庭　　　　　　　　　　4.学校

2.地城社会　　　　　　　　　　　5.その他(　　　　　　　　　J

3.区役所などの行政機関　　　　6.わからない

Q17.あなたは子供にどんなことを身につけてはしいと思いますか。次の中から主なことを2つ以内で選

んでください。〔回答葉6提示〕(2A)

01.自主性

02.忍耐力

03.自立心

04.親切心

05.社会道徳

06.礼儀作法　　　　　11.協調性

07.判断力　　　　　12.その他(

08.責任感　　　　　13.特にない

09.豊か引青操

10.自己表現力

⑯
　
～
　
⑳

Q18.子供に対しては,地域の人全体が親のように注意を払うべきだという意見かありますが,どう思い

ますか。(1A)

1.当然のことだ

2.個人主義化しているので実際には

むずかしい

3.　自分の子供のことで精一杯だ

子供の親に任せておけばよい

むしろ学校や役所の仕事だ

その他(

わからない

Q19.また,子供が宿題や塾などあらゆるものから解放され,遊びに専念できる「こどもの午後」を,日

を決めて設けるべきだという意見があr)ますが,どう思いますか。(1A)

1.ぜひ設けるべきだ

2.できれば設けるべきだ

3.それぞれの考えがあるので,実際

にはむずかしい

4.そんなことをすると勉強が遅れる

5.都会は危険が多いので心配だ

6.そんな必要はない

7.その他(

8.わからない

-　4　-



Q20.新宿区には,区民による地区青少年対策委員会があり,青少年をとりまく環境を良くする活動など

をしていますが,あなたは知っていますか。(1A)

1,知っている　　　　　2.知らない

Q21.では,地区青少年対策委員会の活動に参加したいと思いますか。(l A)

1.委員として積極的に参加したい　　　　4.すでに委員として参加している

2.呼びかけがあれば参加したい　　　　　5.わからない

3.参加したくない

Q22.区の児章・青少年のための事業として,

1.ス蘇ーツをする機会をもっと与える

2.幼稚園・保育園・兄東館を充実する

3.健康診断・栄養指導を強化する

とくに力を入れてほしいと思うことは何ですか。(1A)

6.非行化・自殺の防止

7.仲間づく　りの促進

8.その他(

4.公園・児童遊園などの遊び場を充実する　　　　9.特にない

5.学校教育の充実

⑭

【婦　人】

Q23.女性が職業を持つことについて,あなたはどう思いますか。(l A)

ぜひ持つべきだ

条件が許す限り持つべきだ

あまり持たない方がよい

4.持つべきではない

5.　わからない

〔Q23で1,2と答えた人に〕

SQl.〔男性の場合〕では,あなたの身近な女性に職業を持ってほしいと思いますか。(1A)

1.ぜひ持ってほしい

2.条件が許す限り持ってほしい

3.今は無理だが持ってほしい

4.あまり持ってほしくない

5.持ってほしくない

6.現有:持っている

SQ2.〔女性の場合〕では,あなたは職業を持ちたいと思いますか。(1A)

t.ぜひ持ちたい

2.条件が許す限り持ちたい

3.今は無理だが持ちたい

4.　あまり持ちたくない

5.持ちたくない

6.現在持っている

一　5　-



Q24.女性が職業を持つ場合,どのような障害があると思いますか。次の中から主なことを2つ以内で選

んでください。〔回答粟7提示〕(2A)

01.職種が限定されている

02.職場での差別待遇がある

03.職業意識が低い

04.技能・技術が不足している

05.法律・制度上の差別がある

06.家庭の潤いがなくなる

07.家族の理解・協力かない

08.出産・育児(保育所が不足している)

09.病人・老人の世話がある

10.その他(

11.わからない

⑲
　
～
　
⑪

Q25.女怪か地域活動やボランティア活動,学習活動などをすることについてはどう思いますか。(1A)

1.ぜひやるべきだ　　　　　　　　　　　4.やるべきではない

2.条件が許す限りやるべきだ　　　　　5.わからない

3.あまりやらない方がよい

Q26.区が行っている女性のための事業として,とくに力を入れてほしいことは何ですか。(1A)

1.技術・技能訓練

2.相談窓口の拡充

3.保育事業・家庭福祉員の拡充

(就労援助)

4.医療・検査の充実(母性保護)

5.社会活動のための場の拡充

6.講座・講習会の充実

7.母子家庭などに対する生活援助・

各種資金・手当の充実

8.その他(

9.特にない

【区民保養所】

Q27.あなたは,この1年間に区民保養所を利用したことがありますか。(1A)

箱根つつじ荘(中強羅)を利用した

住吉館(伊豆長岡)を利用した

両方とも利用した

SQl.〔Q27で1～3と答えた人に〕利用した

理由は何ですか。(1A)

1.交通が便利だ

2.設備がよい

3.料金が安い

4.食事がよい

5.温泉がある

6.　山がある

7.海水浴ができる

8.その他(

9.特に理由はない

知っているが利用したことはない　　　　⑳

知らない

SQ2.〔Q27で4と答えた人に〕利用したこと

がない理由は何ですか。(l A)

1.希望の日がとれない

2.申し込みがめんどう

3.場所が良くない

4.他の旅館を利用する

5.料金が高い

6.その他(

7.特に理由はない

一　6　-
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【区政への関心・要望】

Q28.あなたは区政に関心をお持ちですか。rlA)

上　非′削二関心がある　　　3.あま引航、がない　　　　5.わからない

2・少しは関心かある　　　　4.ほとんど関心がない

Q29・あなたはふだん・区政に関することや区の行事,お知らせを何で知りますか、ノ次のLPから主なもの

を2つ以内で選んでください、。〔回答票8提示〕し2A)

1.新宿区広報

2.区議会だより

3.写fll_ニューース

4.わたしの便利帳・区政要覧・

ノ、ンフレ、ソト

5.新聞・テレビ・ラジオ

6.町会・自治会の会合や回覧板

7.家族や知人・友人の証

8.　その他(

9.関心がない

Q30」は二では,「新宿区広捜」を毎月3軋　6人紙(帖1,狛l‥読売　サンケイ,東京,ト拍臣の新聞折

り込みで配布していますが,お宅には届いていますか。Ll A)

届いている　　　　　　　　　　3.わからない

届いていない　　　　　　　　　4.6人紙をとっていない

SQl・〔Q30で1と答えた人に〕あなたは読んでいますか。(lA)

よく読む　　　　　　　　3.あまり読まない

ざっと読む　　　　　　　　4.全く読まない

三〇

⑳

「㊥

2・〔SQlで1,2と答えた人に〕「新宿区広報」に対して,ご意見・ご要㌻かありま

したら,何でもおっしゃってください。、(FA)

「
l

Q31・現在の新宿区長の名前を知っていますか、.〔知っている人に〕Lメー長の名前をお′ノしゃってください。(1A)

l・知っているLll三答)　　　2.'知っているr誤答)　　　3.知らない

Q32・新宿文化センター(新宿6TR)は,去年の4月1日に一一般オーフンしましたが,あなたはこの施

設を知っていますか。(1A)

1.知っている 2.知らない

Q33・この集会施設には1,800人収容の大ホールを始め、小ホール,集会室,展示室,ロビーなどが設けら
ヽ

れ多目的に利用できるよう品汁されています。ノこの施設でどんな催し物を希望しますか。次の中から

2つ以内で選んでください。,〔回答案9提示〕(2A)

1.クラシック音楽会

2.ポピュラー音楽会

3.新劇・歌舞伎などの演劇

4.日本舞踊・バレエなどの舞踊

5.浪曲・落語・漫才などの大衆芸能

6.映画会

7.美術・吉・郷土資料・産業資料など

の展示会

8.各柿講座・講朝会

i.その他(

7　-



Q34・現在,あなたか区に対して最も力を入れてはしいと思う事業はなんですか。次の中から,第1私

第2位,第3位と川輔tをつけて3つ以内で選んでください。.〔回答票10提示〕(3A)

01.道路の整備(舗装,オートレール,街路灯など)

02.公聞,児童遊園の整備・拡充

03.線化対策

04.環境衛生(ゴミ収集,街の清掃など)

05.学校教育施設の整備(幼稚脱,小・中学校地乱　校外施設など)

06.区ICのための施設の整備(公会生,保養所,福祉会館など)

07.老人福祉

08.心身障害者(Ⅱ)福祉

09.低所得層や母子・世帯福祉

10.吉少年の健全育成対策

11.中小企業対策

12.消費者保護対策

13.震災対策

14.水害対策

15.公害対策

16.区民の健康管理

17.食品衛生

18.社会教育・社会体育

活動の推進

19.幼児・児垂の保育対策

20.交通安全対策

21.風紀の取り締まり

22.その他(　　　　　)

23.当寺にない

【フェース・シート】　拉後に,あなたとご家族のことについてお聞きします‥・……‥

Fl.性別(これは聞かない)　　　1.男　　2.女　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫

F2.満何歳でしょうか　　　歳　1.20代　　2.30代　　3.40代　　4.50代　　5.60代以上　⑬

F3.あなたのこ瞞業は何でしょうか。〔回答要目提示〕(1A)

1.　自営業・事業主　　　　3.事務職・技術職　　　　　　　5.　主婦　　　　7.無職

2.管理職・自由業　　　　4.労務職・サービス職　　　　6,学生　　　　8.その他(　　)

F4.ニ∵一緒に住んでいる二家族は,あなたを含めて何人ですか。(1A)

1.1人　　　　　　　　　　3.　3人　　　　　　　　　　　　　5.　5人

2.　2人　　　　　　　　　　4.　4人　　　　　　　　　　　　　6.　6人以上

F5.あなたは,ご一緒に住んでいる家族の中で,次のうちのどれにあたりますか。あなたこTl身のこと

としてお答えください。〔子供がいる親の場合は,

かなどで分類する〕〔回答票12提示〕(1A)

01,結婚前の独身者

02.子供がいない若夫婦の夫あるいは妻

03.結婚し,乳・幼児かいる親

04.小・中学′Lがいる親

05.高校・入学生がいる親

現在一番上の子供の年齢が乳・幼児か,小・中学生

06.学校教育を終えた独身の子供かいる親

07.子供が結婚して一緒に住んでいる親

08.子供が独立して2人だけになった親

09.子供が独_立二して1人だけになった親

10.その他(

F6..お宅の住宅の輔実射封可でしょうか。,(l A)　　　　　　　　　　　　　　5.社宅・官舎

1・一戸建持家　　3.民間木造アパート　　　　　　　　　　　　　6.寮・間借り・住込み　⑱

2.一/i建借家　　　4.鉄筋アパート・マンションは†共住宅含む)　　7.その他(　　)

F7.お宅には日動車(川輸率Jがありますか。(lA)

1.　ある 2・ない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳

=二二　どうもありがとうございました===
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